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日本学校歯科医会会誌63号1990年3月／1

巻 頭 葭

会長加藤増夫

　日頃は学校現場を通じ児竜・生徒の歯科保健の推進向上に絶大なご尽力を賜わり平成元

年度文部省学校保健統計調査速報によれば，12歳児の永久歯1人当たりDMFT数は昭和

60年度4．63が年々低下し61年4．58，62年4．51そして昭和63年度4．35が平成元年度4，30と僅

少値ですが効果を示しております。

　あと10年で21世紀を迎えるところでWHO提唱の3以下へ更なる努力を傾注して参りま

しょう。

　戦後の砂糖消費量の増加に伴なうう蝕罹患の著しい急増を憂虜した日学歯は当時，戦中

戦後増悪の一路をたどる国民病の第1位たる結核が関係者の努力で昭和29年には半減した

実績を高く評価して昭和30年11月第19回全国学校歯科医大会が東京で開催された節，むし

歯半減運動が大会宣言で採択されました。

　「児童生徒のう歯が急激に増加しつつあり，しかも90％以上が未処置のまま放置されて

いることは，国民保健の上からも，まことに憂慮にたえない。よってわれわれはあらゆる

関係者と協力して適切な健康教育と健康管理によりう歯を一掃すべく，まず第一段階の目

標として，児童生徒の未処置う歯あるものを半減せしめるよう，強力な運動を展開するこ

とを宣言する」

　これを起点として日学歯・日学保の共催で昭和31年から5ケ年の期間で第一次むし歯半

減運動が実施に入った。

　文部省も各都道府県知事並びに教育委員会宛に文部初保第277号で「学校の児童生徒等

のう歯予防の徹底について」の通牒を発して，これが運動を支援されております。

　このような立場で昭和35年度より全日本よい歯の学校表彰が始められ，年々効果を挙げ

昭和51年10月栃木県藤原町で開催された第40回大会で更に「第四次むし歯半減運動の推進」

を提案し大会宣言で採択され更なる運動が展開され翌年横浜の第41回大会では，永久歯未

処置う歯半減の目的もほぼ達したという認識の下に，具体的に永久歯の新しく発生するう

歯を現状の半分に抑えることを追加して保健管理方向からでなく指導と管理の一体化で推

進してきた。

　このようなことで全日本よい歯の学校表彰も昭和52年度から小・中学校とも下顎第一大

臼歯・第二大臼歯の新生う蝕発生の抑制を狙いとし一応目的達成により昭和57年学校表彰

を休止し第5次運動を展開し，う歯抑制だけでなく歯全体の保健状態の向上を含めて巾広

い場面で包括的歯科保健の向上をめざし「モデル校表彰」を実施しながら昭和60年からD

MF　3以下，予防に重点をおく学校歯科医執務評価，学校保健への取り組み，などを基本

として優秀学校に文部大臣賞が授与される第24回全日本よい歯の学校表彰へと引き継がれ

ており昭和63年より平成4年まで5ケ年を期間として第6次むし歯半減運動が実施中であ

って21世紀の世代を担う児童生徒の歯科保健向上を目途として平成元年度第28回全国よい

歯の学校応募校74校中最優秀校6校に文部大臣賞が授与されている。関係者各位の一層の

ご尽力を切望し巻頭のことばと致します。
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日本学校歯科医会会誌63号1990年3月／3

第53回全国学校歯科保健研究大会

開　催　要　項

　1．　趣旨

　木研究大会は第51回を期してすすめてきた学校

歯科保健の包括化を歯科保健指導の実践を幼稚

園，小学校，そして中学校，高等学校へと発達段

階に即してとられ，これを地域・家庭を中心とし

た日常活動へと推進してきた。

　木年は，この発達段階に即した活動をとりあげ

3年目を迎えたことから，児竜・生徒が力強く自

らの健康の問題としてとらえ，生涯を通じて健康

で国民として活動できるよう，本問題の生活化を

めざした運動を発展させるべく取組むことを期待

している、、

　2．　主題

　学校歯科保健の包括化

　一発達段階に即した歯科保健指導の展開と生活

化をめざして一

　3．　主催

　日本学校菌科医会・日本学校保健会・和歌山県

歯科医師会・和歌山県学校歯科医会・和歌山県・

和歌山県教育委員会・和歌山市・和歌山市教育委

員会

　4．　後援団体

　文部省・厚生省・日本歯科医師会・和歌山県学

校保健連合会・和歌山県医師会・和歌山県薬剤師

会・和歌山市学校保健会・和歌山県連合小学校長

会・和歌山県中学校長会・和歌山県高等学校長会

・ 和歌山県私立中学高等学校長会・和歌山県私立

幼稚園協会・和歌山県公立幼稚園教育研究会・和

歌山県PTA連合会・和歌山県高等学校PTA連

合会・和歌山市小学校PTA連合会・和歌山市中

学校PTA連合会・和歌川県歯科衛生士会

5．　期日

平成元年10月27日（金）～28日（土）

6．会場

第1日　式典，記念講演，シンポジウム

　　　　和歌山市民会館

　　　　　　（和歌山市伝法橋南ノ丁1番地）

　　　　　　　　　TEL　O734－32－1212

　　　　懇親会

　　　　和歌山ターミナルホテル

　　　　　　（和歌山市友田町5丁目18番地）

　　　　　　　　　TEL　O734－25－3333

第2日　幼稚園・小学校部会

　　　　（公開授業・研究協議会）高松小学校

　　　　中学校部会（研究協議会）

　　　　　　　　　　　　　　和歌山市民会館

　　　　高等学校部会（研究協議会）

　　　　　　　　　　　　　　和歌山市民会館

　　　　高松小学校

　　　　　　（和歌山市東高松2丁目4－45）

　　　　　　　　　TEL　O734－25－0351

　7．　参加者

　学校歯科医・歯科医師・歯科教育関係者・都道

府県市町村教育委員会関係職員・学校・幼稚園教

職員・学校医・学校薬剤師・PTA会員・歯科衛

生士・その他歯科保健関係者
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　　　　　　　　　　　　　　dl
1一第1日一10月27日（金L

　　　　　　　　　　　　　受付開始

1．　開会式　　10：00～12二〇〇

　「1）開　　会

　　　開会宣言

　　　　　和歌山県歯科医師会副会長　河野

　　　国歌斉唱

　　　物故会員への黙薦

　　　学校歯科の鐘槌打

　　　　　　和歌山県歯科医師会会長

　（2）開　　式

　　　開式のことば

　　　　　　和歌山県歯科医師会会長

　　　あいさつ

　　　　　　　口本学校歯科医会会長

（3）祝　　辞 　　　　文部大臣

　　　　厚生大臣

　　和歌山県知事

　　　和歌Lti市長

日本歯科医師会会長

日本学校保健会会長

　　　参議院議員

　　　参議院議員

9：00～

修

辻本　信輝

辻本　信輝

加藤　増夫

石橋　一一弥

戸井田三郎

仮谷　志郎

旅田　卓宗

山崎　数男

村瀬　敏郎

関口　恵造

木暮　山人

　　　　　　　　　　　参議院議員　井上

　　　　　　　　　　　参議院議員　柳川

（4）表　　彰

　　感謝状贈呈

　　　　　　日本学校歯科医会会長　加藤

　　前回開催地代表

　　　　　1匪麻県学校歯科医会会長　熊谷

　○全日本よい歯の学校表彰

　　　審査報告

　　　賞状授与　　　　審査委員長　高橋

　　　・文部大臣賞表彰文部大臣　石橋

　受賞校

　　　　　岩手県二戸市立金田一小学校

　　　　　千葉県市川市立中国分小学校

　　　　　埼玉県浦和市立常盤小学校

裕

治

　
覚

増夫

淳

夫

弥

一

一

　　　和歌山県那賀郡打田町立田中小学校

　　　愛媛県松山市立久米小学校

　　　福岡県福岡市立美野島小学校

　・よい歯の学校表彰

　　　　日本学校歯科医会会長　加藤　増夫

　　受賞校代表

　　　　　東京都練馬区立向山小学校

受賞校代表謝辞

　　　　　和歌山県那賀郡打田町立田中小学校



　／5）祝電披露

　（6）次回開催地決定報告

　　　　　　　日本学校歯科医会会長　加藤　増夫

　（7）学校歯科の鐘引き継ぎ　和歌山県→広島県

　〔8）次回開催地代表あいさつ

　　　　　　　広島県歯科医師会会長　松島　悌二

　（9）閉会のことば

　　　　　和歌11」県歯科医師会副会長　川口　吉雄

　　　アトラクション

　　　ー昼　食　　　12：00～13：00

2．　記念講演　13：00～14：00

　　演題「現代人を考える」

　　　　　　　　　　　　　　作家　藤本　義一

　　　　　講師紹介

　　　　　謝　　辞

　　　　　　和歌II」県歯科医師会会長　辻本　信輝

　　　一休　憩一　14：00～14：10

3．　シンポジウム　14：10～16：40

　　～発達段階に即した歯科保健指導の展開と生

　　　活化をめざして～

　　　　・座　　　　長

　　　　　　　　　大阪歯科大学教授　小西　浩二

　　　　・シンポジスト

　　　　　　　　　日本体育大学教授　吉田螢一郎

　　　　　　日本大学松戸歯学部教授　森本　　基

　　　　　　　　明海大学歯学部教授　中尾　俊一

　　　　　日本学校歯科医会常務理事石川実

　　　　　移動一（バス・和歌山市民会館→和

　　　　　　　　　　歌山ターミナルホテル）

　　　　　　　　　　　　　　16：40～17：00

4．　懇親会　17：30～19：30

　　　　　　　　　　　　　　　　1
　一第2日一　10月28日（土）

1．　部会

　幼稚園・小学校部会9：30～12：20

　　　　　　　　　　　　和歌山市立高松小学校

　　～幼稚園・小学校における歯科保健指導の実

　　　践～

　　　○公開授業　　9：30～10：15

　　　0研究協議会　10二30～12：20

　　　日本学校歯科医会会誌63号1990年3月／5

　司　　　会

　　和歌山市教育委員会保健体育課主幹

　　　　　　　　　　　　　　　　上田　康二

　座　　　長

　　　　　日本大学松戸歯学部教授森本基

　事例報告
　　和歌山県和歌山市立高松小学校校長

　　　　　　　　　　　　　　　　三尾　　功

　研究発表老

　　和歌山県和歌山市立中之島小学校校長

　　　　　　　　　　　　　　　　矢田　俊作

　　神奈川県横須賀市立北下浦小学校学校歯科医

　　　　　　　　　　　　　　　　五十嵐武美

　助言者　日本体育大学教授吉田螢一郎

　　一移動一（バス・高松小学校→和歌山

　　　　　　　　　市民会館）

　　　　　　　　　　　　　12　：20～12　：30

中学校部会　10：00～12：20

　～中学校における歯科保健指導の実践～

　　○研究協議会　10：00～12：20

　　　　　　　　　　和歌山市民会館小ホール

　司　　　会

　　和歌山県教育委員会保健体育課指導主事

　　　　　　　　　　　　　　　　谷口　久雄

　座　　　長

　　　　　　　明海大学歯学部教授　中尾　俊一

　研究発表者

　　和歌山県有田郡広川町立津木中学校養護教諭

　　　　　　　　　　　　　　　　舟瀬三恵子

　　和歌山県有田郡金屋町立金屋中学校校長

　　　　　　　　　　　　　　　　清水　　巌

　　岡山県教育委員会保健体育課課長補佐

　　　　　　　　　　　　　　　　守屋　　靖

　　東京都練馬区立豊玉第二中学校学校歯科医

　　　　　　　　　　　　　　　　穂坂　正典

　助　言　者

　　日本学校歯科医会専務理事　　　西連寺愛憲

高等学校部会　10：00～12：20

　～高等学校における歯科保健指導の実践～

　　○研究協議会　10：00～12：20

　　　　　　　　　和歌山市民会館市民ホール



　6

　　司　　　会

　　　和歌山県教育委員会保健体育課指導主事

　　　　　　　　　　　　　　　　　森　　道子

　　座　　　長

　　　東京医科歯科大学歯学部教授　　　岡田昭五郎

　　研究発表者

　　　和歌山1，1愛女子短期大学付属高竿学校教諭

　　　　　　　　　　　　　　　　　榎本　　弘

　　　埼玉県大宮市莚大宮北高等学校養護教諭

　　　　　　　　　　　　　　　　　安藤　悦子

　　　青森県立八戸西高等学校学校歯科医

　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥寺　文彦

　　助　言　者　文部省体育局体育官　猪股　俊二

　　　　　　東京都学校歯科医会理事　田中　建吾

　　　一昼　食一　12：20～13：30

2．部会報告　13：30～14：30

　　　　　　　　　　　和歌山市民会館小ホール

　　座　　　長

　　　　　　日本学校歯科医会常務理事　川口　吉雄i

　〈シンポジウム〉

　　報告者　大阪歯科大学教授小西浩二
　〈幼稚園・小学校部会〉

　　報　告　者

　　　　　　日本大学松戸歯学部教授　森本　　基

　く中学校部会〉

　　報告者明海大学歯学部教授中尾俊…
　〈高等学校部会〉

　　報　告　者

　　　　　　　東京医科歯科大学教授　岡田昭五郎

　　　一休　　憩一　　14：30～14：40

3．全体協議会　14：40～15：50

　　司　　　会

　　　　　日本学校歯科医会・11務理事　西連寺愛憲

　　議　　　団

　　　　　　目本学校歯科医会副会長　木村慎一郎

　　　　　　　　　　前回開催地代表　熊谷　　淳

　　　　　　　　　　次回開催地代表　松島　悌二

　　　　　　　　　　今回開催地代表　辻本　信輝

　報　告

　　第52回大会採択事項の処理報告

　　　　　　青森県学校歯科医会会長　熊谷　　淳

　議　事

　　1．　議　案　学校保健委員会の設置とその実

　　　　　　　効ある運営を要望する。

　　　　　　　　　　　提案者　千葉県歯科医師会

　　2．　議　案　学校における歯周保健教育の教

　　　　　　　育の充実及び歯周疾患検査基準の

　　　　　　　確i立を要望する。

　　　　　　　　　　提案者　東京都学校歯科医会

　　3．　議　案　就学児童健診時に，六歳臼歯を

　　　　　　　主体とした歯口清掃の指導・強化・

　　　　　　　徹底の協力を行政に望む。

　　　　　　　　　　提案者　青森県学校歯科医会

　大会宣言起草

　大会宣言
4．　閉会式　15：40～16：00

　　閉会のことば

　　　　　和歌山県歯科医師会曽務理事　上西　淳伺
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〈メインテーマ〉

学校歯科保健の包括化

　日本学校歯科医会の大会は，昭和45年までは毎

回当面する学校歯科保健の諸問題の中から主題を

定め開催されてきたが，昭和46年の第35回大会か

ら昭和61年の第50回大会までは，「保健管理と保

健指導の調和」をメインテーマとし，研究協議と

実践を重ね，学校歯科保健活動の推進に大きく貢

献してきたところである。

　とりわけ，昭和53年には，歯科界にとっては，

画期的ともいえる　「小学校歯の保健指導の手引

き」が文部省から発行され，しかもその実践上の

モデルとなる「ムシ歯予防推進指定校」が全国各

地に設けられるなど，保健管理と保健指導の調和

を目ざした活動は，小学校を中心に大きく前進す

るに至った。

　しかし，幼稚園，小学校，中学校，高等学校を

一貫した学校歯科保健の構築や学校・家庭・地域

との連携の緊密化による保護者の啓発，学校教育

が直面している生命尊重の心や基本的生活習慣の

育成などの教育課題とのかかわり方など，多くの

問題が残されている。

　このため，「保健管理と保健指導の調和」は，

学校保健の永遠の課題であるが，これを発展的に

捕え，第51回全国学校歯科保健研究大会を期して

「学校歯科保健の包括化」とし，学校歯科医と教

員がともに研修と実践を重ね，歯科保健の課題の

克服はもちろん，「心豊かでたくましく生きる人

間の育成」という教育課題の克服に貢献しようと

するものである。

　ここに，日本学校歯科医会は，来るべき新しい

世紀に向けて，わが国の学校歯科保健活動の一層

の充実が図られていくことを願うものである。
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◆主題

学校歯科保健の包括化

一発達段階に即した歯科保健指導の展開と生活化をめざして一

◆シンポジウムのテーマ

発達段階に即した歯科保健指尊の展開と生活化をめざして
1． 子供の発達段階からみた歯科保健指導の目標 ・ 内容 ● 指導計画

2． 実践力を育てる歯科保健指導の指導の進め方
3． 家庭、 地域への働きかけと連携の在り方

4． 学校歯科保健指浮に果たす学校歯科医の役割

1

◆部会別課馴

1
1

〈幼稚園部会〉 〈小学校部会〉 〈中学校部会〉 〈高等学校部会〉

1．幼稚園における 1． 小学校における 2．中学校における 3． 高等学校における

歯科保健指導の実践 歯科保健指畠の実践 歯科保健指5の実践 歯科保健指導の実践

◆研究の内容

1． 幼児の発達段階からみ 1． 小学生の発達段階から 1． 中学生の発達段階か’⊃ 1． 高校生の発達段階から

た歯科保健指導のねらい みた歯科保健指導の目標 みた歯科保健指導の目標 みた歯科保健指導の目標

と内容について 及び内容について 及び内容について 及び内容について
2． 幼児の自主性を育て習 2． 小学校における歯科保 2． lll学校における歯科保 2． 高等学校における歯科

慣化を図る指導計画と指 健指導の指導、ii’画と指導 健指導の指導計1由iと指導 保健指導の指導計画と指

導の進め方について の進めノ∫について の進め方について 導の進め方について

3． 保護者の啓発と連携の （1） 低学年の指導の重点 （1）学級活動 ・ 学校行事
（1） ホームルーム、学校

rl：り方について と指導の進め方につい における指導について 」行事における才旨導‘こつ

1
． 幼稚園における歯科保 て （2） 生徒会活動における いて

健指導の展開における学 （2） 中学年の指導の重点 指導の進めノ∫について
（2） 個別指導の進め方に

校歯科医のかかわり方に と指導の進め方につい （3） 個別指導の進めノ∫に ついて

ついて て ついて 3． 家庭・ 地域との連携の
（3） 高学年の指導の重点 3．家庭・地域との連携の 在り ノ∫（学校保健委員会）

と指導の進め方につい 在り方（学校保健委貝会） について

て について 4． 高等学校の歯科保健指
3． 家庭・ 地域との連携の 4． 中学校の歯科保健指導 導における学校歯科医の

在り方（学校保健委員会） の展開における学校歯科 かかわり 方について

について 医のかかわり ノ∫について

4． 小学校における歯科保

健指導の展開における学

校歯科医のかかわり方に

ついて

1 1 1 1
1

1．指導の内容
9一．指導の場面とそれに応じた指㌧のノ∫法

3．学校歯科医の役割

4．指辛の組識
停1）．家庭・地域社会との連携
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第28回　全日本よい歯の学校表彰校

　よい歯の学校表彰を受けた学校の内，

れる。

最優秀6校に対し，文部大臣賞と副賞トロフィーが授与さ

最優秀校

　岩手県　二戸市立金田一小学校

　千葉県　市川市立中国分小学校

　埼玉県　浦和市立常盤小学校

　和歌山県　那賀郡打田町立田中小学校

　愛媛県　松山市立久米小学校

　福岡県　福岡市立美野島小学校

県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
都
都
都
都
都
都

森
手
城
城
城
形
島
島
城
木
馬
馬
葉
葉
葉
葉
玉
モ
玉
玉
京
京
京
京
京
京

青
岩
宮
宮
宮
山
福
福
茨
栃
群
群
千
千
千
千
埼
埼
埼
埼
東
東
東
東
東
東

木造町立柴田小学校

二戸市立金田一小学校

仙台市立枡江小学校

仙台市立長命ケ丘小学校

黒川郡大郷町立味明小学校

舟形町立舟形小学校

会津若松市立大戸小学校

福島市立水保小学校

つくば市立竹園東小学校

葛生町立常盤小学校

太田市立南小学校

高崎市立東小学校

千葉市立幕張東小学校

千葉市立横戸小学校

市川市立中国分小学校

八千代市立南高津小学校

秩父郡皆野町立国神小学校

川口市立舟戸小学校

大宮市立桜木小学校

浦和市立常盤小学校

港区立高輪台小学校

文京区立青柳小学校

渋谷区立長谷戸小学校

豊島区立高南小学校

練馬区立向山小学校

足立区立千寿旭小学校

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

長野県
新潟県

静岡県

愛知県
愛知県
岐阜県
岐阜県
岐阜県

富山県
石川県
滋賀県
和歌山県

奈良県

京都府
京都府
京都府
大阪府

大阪府
大阪府
大阪府

平塚市立港小学校

相模原市立若草小学校

相模原市立くぬぎ台小学校

横浜市立間門小学校

横浜市立品濃小学校

川崎市立苅宿小学校

岡谷市立長地小学校

長岡市立神田小学校

浜松市立佐鳴台小学校

高浜市立港小学校

名古屋市立葵小学校

揖斐郡組合立養基小学校

揖斐郡池田町立温知小学校

白川田∫立白川北小学校

富山市立安野屋小学校

鹿島郡鹿西町立能登部小学校

大津市立田上小学校

那賀郡打田町立田中小学校

東吉野村立小川小学校

北桑田郡京北町立矢代小学校

野田川町立岩屋小学校

京都市立山王小学校

河内長野市立高向小学校

箕面市立萱野東小学校

豊中市立東豊台小学校

大阪市立聖賢小学校



10

大阪府
兵庫県
兵庫県
岡Ill県

島根県
山ll県

香川県
愛媛県

大阪市生野区立生野南小学校

三田市立高平小学校

神戸市、L・：西高丸小学校

邑久郡長船田」立国府／」・学校

浜田市立原井小学校

阿武町立奈古小学校

綾南町立昭和小学校

松山市立久米小学校

愛媛県
福岡県
福岡県

福岡県
福岡県

福岡県
熊本県
鹿児島県

大三島町立大三島南小学校

北九州市立祝町小学校

北九州市”，’tl鳴水・」・学校

久留米市疏荘島小学校

北九州市立藤松小学校

福岡市立美野島小学校

一E名郡長洲町、1ノ：清里小学校

鹿屋市立鶴羽小学校

Q o
umm　　　Oo
、Ω
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第28回全日本よい歯の学校

文部大臣賞受賞校プロフィール

岩手県二戸市立金田一小学校

〒028－57　岩手県二戸市金田一宇野月19の2

　　　　　電話　0195－27－2201

学　校　長　平　　　　　敬

学校歯科医　曽　根　良　三

　本校は，児童数331名，学級数12で，開校から

113年の歴史と伝統のある学校である。岩手県北

の丘陵地帯にあり，青森県と境をなし，東北本線，

国道4号線沿いに位置している。近年，著しい土

地開発により宅地化，都市化現象を呈している。

学区民は，伝統的に愛郷心，愛校心に富み，教育

への関心も高く，極めて協力的である。

　本校教育目標は，　1．よくききよく考える子ど

も，　2．明るく思いやりのある子ども，　3．健康

でたくましい子どもであり，教育目標の具現化の

ための実践土台として校風づくりの定着化を図

り，特に歯を大切にする運動を地域ぐるみの保健

活動として推進している。こうした教育目標の理

念を根底に，「健康で活力に富む児童の育成」を志

向して保健安全教育の充実が図られ，とりわけ学

校歯科保健は，本校保健活動の中核であり，児童

の保健向上の一環として位置づけ，更には地域保

健活動の底辺拡大を図る一助として積極的に展開

されている。歯科保健活動を教育営為の根幹にす

え，学級指導においての意識，意欲の高揚のみた

らず，学校行事，日常指導，個別指導等に歯科保

健指導を位置づけ，歯の健康に必要な実践的態度

や望ましい習慣の育成を目指してきた。

　本校の一むし歯予防」の取り組みは，以前から

なされ，昭和56年度以降，学校保健委員会を中心

に「むし歯たいじ運動」を掲げ，口腔衛生の向上

を図ってきた。主な活動として，歯科保健指導の

充実と干しこんぶによる顎の発達・歯や歯ぐきの

疾病予防の為の「かみかみ運動」の展開，歯科保

健も含めた保健習慣確立の為の健康生活チェッ

ク，「むし歯予防ステッカー」「むし歯予防の手引

き書」配布による啓発活動を展開してきた。また，

う歯予防の為の食生活改善を図るべく「手づくり

おやつ講習会」の実施や児童保健手帳「のびる力」

による毎月の歯みがき点検と表彰活動，親子歯み

がき，カラーテスターを使用しての親子歯みがき

チェック，児童保健委員会による歯の保健朝会と

歯の日の点検活動，歯の健康相談と個別指導等，

学校と地域が一体となり，あらゆる場面でう歯予

防の生活化に結びつけるための方策がとられてい

る。

　今回の受賞に至るまで，学校歯科医の43年間に

わたる献身的な指導と助言，更には，二戸市学校

保健会の総合的な保健活動が大きな支えとなって

いることは，言うまでもない。ここに，深甚なる

敬意を表すると共に，6年生のDMFT　1．8に表

われたすぼらしいこの成果を，今後のう歯予防活

動も含めた自己健康管理の生活化へと継続させて

いきたい。

千葉県市川市立中国分小学校

〒272　　市川市中国分1丁目22番1号

　　　　　電話　0473－71－7886～7

学校長香山巳喜雄
学校歯科医　り【1藤　想　1：

　本校は，児童数487名，学級数15学級，開校は昭

和47年で，校歴は18年の新進気鋭の学校である。

学区は市川市の中心より約5kmの北西部に位置

し，北は松戸市に隣接する旧練兵場あとの高台に

開けた新興住宅地である。市内においては郊外に

属するため，緑も多く空気も清浄で閑静，環境に

は非常に恵まれている。

　昭和49年，市川市教育委員会より体育の研究校

の指定を受け，51年にその研究と実践の成果を公

開発表した。また，児童のむし歯予防から始めた
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歯科保健については，開校以来一貫して健康教育

の中心に据え，「歯と心と体と頭」の健康づくり

を実施してきている。特に56年より「全日本よい

歯の学校」表彰を連続して受賞，歯科保健の全国

モデル校となった。その後61年より3年間，日本

学校保健会，千葉県学校保健会の委託，文部省の

付託的事業「市川市むし歯予防啓発推進指定校」

として歯科保健を学校保健の中心にして，その実

践と研究に取り組んできた。研究主題は「むし歯

予防の習慣化に進んで努力する子どもの育成はど

うしたらよいか」。副題として「正しい歯みがき

の習慣化を通して」とした。特に学級指導は年間

計画の中に位置づけ，全クラスの担任が健康教

育，保健学習指導を授業で展開した。効果的に指

導が行われた結果，平成元年度はDMFが2．47と

昨年より低下した。今後も継続して指導を行い

「う歯の100％治療」「C3C4の進行う歯の予防」「罹

患率の低下」を目指し努力していきたいと考えて

いる。さらに，保護者に対しては広報活動等によ

り，歯みがきの習慣化が定着するように，家庭で

の実践と協力をお願いしてきた。これらのことは，

単なるむし歯予防だけにとどまらず，心身共に

「健康」であることの大切さを，学校においては

勿論のこと，各家庭でも親子で考える貴重なきっ

かけとなった。その成果が認められ，平成元年度

の千葉県健康優良学校審査の結果，優秀校に選ば

れた。

　本校の教育目標は，「健康なからだと豊かな人

間性をつちかい，良識と実践力をもった民主的社

会人としての基礎的資質の育成」である。この目

標を具現化するための児童像として．　1．すすん

で考え努力する子ども。　2．豊かな心をもった子

ども。　3．体力と気力のある子ども。　4．自主的

で協力できる子ども。の4項目を重点に全教科，

領域，道徳を中心に，全教育課程のすべての機会

をとらえて，その実現に努力している。21世紀に

世界の仲間たちと共に活躍する子どもたちのため

に，がんばり続けたいと思っている。

埼玉県浦和市立常盤小学校

〒336　　埼玉県浦和市常盤9－30－9

　　　　　電話　048－831－2349

学校長増田卓郎
学校歯科医伊藤隆男
　　　　　　今　野　順　之

　本校は，今年開校60周年を迎えた児童数1300

名，学級数36学級の大規模校である。京浜東北線

北浦和駅に近く県立公園に隣接した緑豊かで静か

な環境にある。地域は，古くからの住宅や商店街

に近年は，団地やマソションも多くなり新旧住民

がお互いに良い面を出し合い，教育熱心で学校へ

も協力的である。

　昭和60年ソニー理科優秀校，県学校保健活動優

良校，昭62・63年度最もよい歯の学校等の他にも

多くの受賞歴がある。学校全体が教育活動に熱心

に取り組んでおり，昭和55年度より毎年公開授業

研究会を開催し多数の参会者を得て発表を行って

いる。本年も11月に5教科と道徳の公開授業研究

会の開催に向けて研究と実践に取り組んでいると

ころである。

　学校教育目標は，　1．心も体もたくましい子，

2．進んで学習する子，3．思いやりのある子を掲

げ，心身ともに調和のとれた人間性豊かな児童の

育成を目ざし，学年学級経営はもちろんのこと，

保健，安全，道徳，生徒指導その他についても発

達段階に合った目標や計画を明らかにし，求める

児童像に近づくようあらゆる教育活動の場で努力

している。

　めざす児童像のうちの1．心も体もたくましい

子については，体育の授業研究と充実，低中高学

年別の体育朝会の実施や，なわとび，水泳カード

の活用等により学年に合った運動ができるように

している。

　具体的保健目標については，児童の実態を考慮

し本年度は，　1．よい歯を守るための実践ができ

る子，2．目の健康を守るための生活ができる

子，3．自分のため友だちのために安全なくらし

ができる子の三つをあげ，特によい歯については，

（1）よくかんでたべる（1口10回以上）と（2）食



べたら歯をみがくの二点を実践目標にして取り組

んでいる。

　大規模校であるので組織活動を活発にし，学年

1名に養教，栄養士が加わった職員保健教育部が

中心となって計画立案し，それに児童保健委員

会，各学級1名のPTA保健給食委員会が連携を

密にし活動している。特に学校保健委員会は，児

童の健康問題の解決のために，具体的な協議題を

設定し参加者が各々の立ち場で意見を出し合い，

校医の適切な指導を受けて実践に結びつくよう啓

蒙や調査を行い成果をあげている。全体では，学

級指導の充実，自分の歯の状態を理解するための

健康カードの活用，親子歯みがきテスト等の実施

の他，給食指導との関わりの中でよくかんで食べ

ることの大切さを理解させ，月2回のかむかむラ

ソチを実施しう歯予防だけでなく顎の発達や健康

な体づくりへの理解を深め，生涯にわたって自分

の歯でおいしく食事ができるために，よい習慣が

身につくよう努力している。

和歌山県那賀郡打田町立田中小学校

〒649－64

学　校　長

学校歯科医

和歌山県那賀郡打田町打田1491

電話　0736－77－2004

　林　　　秀　治

　辻　本　芳　孝

　本校は，和歌山県の北部を流れる紀の川の下流

北岸にあり，和歌山市よりJRで30分ほど奈良方

面に寄った東経135°22t20”，北緯35°15’30「，，海抜

35mに位置している。地域は，和歌山県下有数の

穀倉地帯であったが，柑橘栽培から無花果・花木

中心の兼業農家となり，関西新空港着工と共に松

下電池工業の進出などこれまでの純農村地域から

脱皮しようとしている。また歌人で有名な西行法

師の生誕の地でもある。

　本校は，児童数577名，学級数24（含障害児学

級2），明治24年に開校した歴史と伝統を持ち，昭

和19年から和歌山師範学校地方実習校でもあっ

日本学校歯科医会会誌63号1990年3月／13

た。最近では，文部省教科書福究協力校（55年），

県教育委員会指定特別活動研究校（58，59年），県

教育委員会指定特殊教育研究校及び全国特殊教育

研究会会場校（60年），学級指導の研究（61年），

性教育の研究（62，63年）と種々の分野にわたっ

て研究を深めて来た。歯科保健面では，最近15年

ほど「和歌山県よい歯の学校」表彰を連続して受

け，以前は「全日本よい歯の学校」表彰も受けて

いる。

　本校の教育目標は「人間尊重の精神に徹し，た

しかな学力，たくましい体，豊かな心を身につ

け，実践力のある民主的な人間を育成する」であ

る。この目標のもと（1）強い意志でやりとげる子，

（2）すじ道を立てて考え，学ぶ喜びを感得する

子，（3）いつも相手の立場に立って考え，美しい

もの，正しいものに素直に感動できる思いやりの

ある子をめざして各教科，各領域の研究を進めて

来た。

　本校教育目標の1つ「たくましい体」の育成の

ため，体育の時間，特活の時間での体力づくりや

毎朝のマラソン等を通しての体力づくりと共に食

生活の改善（バランスのとれた食事等）食事の仕

方（楽しく，ゆっくり，よくかむ等）おやつの工

夫等々歯と健康な身体の問題を科学的に意識づ

け，児童自らがう歯予防の大切さに気づき，実践

するよう指導している。歯科保健指導の内容の主

なものとして，毎学期に行っている発達段階に即

しk歯の学級指導，給食後の歯みがき指導，年2

回の歯の染め出し指導などと共に各教科指導の中

でも健康や歯を大切にする心を育成する指導があ

げられる。児童会では年2回の検診結果のグラ

フ，むし歯予防ポスターの作成，歯に関する全校

集会での発表等活躍している。また，学校保健委

員会では学校歯科医の熱心な指導のもと家族ぐる

みのう歯対策・食生活の改善等20余年実践を続

け，児童の未処置歯は年々減少すると共に6年生

のDMF指数は最近7年間3以下となっており，

今回は1．49という成果となっている。
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愛媛県松山市立久米小学校

〒790　　松山市鷹子町15番地1

　　　　　電話　0899－75－0601

学　校　長　廣　瀬　幸　一

学校歯科医　野　田　重　幸

　　　　　　武　智　一　義

　本校は，明治23年に温泉郡久米尋常小学校とし

て，現在の松山市の中心部から約5kmの東部郊

外に創立され，来年度百周年を迎えることになっ

ており，平成元年度は児童数1345，学級数36の市

内でも有数の大規模校である。

　また，近年市のドーナツ化現象により人口増加

の著しい地域でもあるが，農村地帯の純朴さや古

墳時代から開けた由緒ある土地としての誇りが愛

校心を育てる因ともなり，保護者は学校に協力的

である。

　本校は，昭和53・54年度，文部省よりう歯予防

対策推進研究校の指定を受け，続いて，昭和56・

57・58年度は松山市う歯予防対策モデル校に指定

されて，研究・指導・実践を重ねてきた。なお，

昭和56・57年度には愛媛県生徒指導研究指定校と

もなり，むし歯予防の研究の実践化・生活化がさ

らに具体的に推進され，今日に至っている。

　また，本校の教育目標は「自ら追求し豊かに創

造する子供の育成」であるが，『ひろい心・自ら

学ぶ力・すごやかな体』のいわゆる徳・知・体の

調和のとれた児並像を掲げるとともに，

　①　基礎・基本を重視する学習指導

　②　個性の尊重と表現力思考力の育成

　③健康・安全教育の徹底

の3点を重点目標として，その具現化を目指して

いる。

　さらに，歯科保健に関する本校の具体的な取り

組みにつき，以下にその主なものを列記しておき

たい。

○学校保健全体計画及び学校保健・学校安全年間

　指導計画の確立と実践化

○月別歯科保健目標の明示と学年に応じた具体目

　標によるむし歯予防の実践力の育成

○学期に1回（年3回）校医による歯科検診・歯

　みがき状態の判定と評価・指導

　・よい児童には本校特注のAバッギを授与して

　　賞賛し不十分な者にはその場で歯みがきを指

　　導する。

○毎日給食後「歯みがきたいそう」を実施（市の

　歯科衛生士の指導を本校でビデオ撮りしたもの

　を放映して，一斉及び個別指導を実施してい

　る。）

○年3回の学校保健委員会や就学時健康診断での

　学校歯科医を中心とした保護者への啓発

○本校自作の歯の手帳「わたしの歯」への記録と

　活用やむし歯予防カルタ等での児童への啓発

　以上の外に児童保健委員会の活動や親子歯みが

き・「久米小学家庭の日」を中心とした手伝いな

どによる学校と家庭・地域との十余年間にわたる

継続連携により本年度は6年生のDMF指数2．1

を得ている。

福岡県福岡市立美野島小学校

〒812　　福岡市博多区美野島3丁目22－7

　　　　　電話　092－431－3834

学校長眞海博之
学校歯科医　下　條　氏　信

　本校は，児童数356名，学級数14で，昭和32年に

開校し，本年度で，34年目にあたる市内でも比較

的若い学校である。区画整備事業以来，町の様子

は一変したが，ビルの街並の中にも，博多商人の

気風や，博多情緒を今に伝える。

　本校は，開校以来，同一の学校歯科医の献身的

なご指導のもとに，地域ぐるみの歯みがき運動に

取り組んできた。その成果を受けて，昭和58年日

本学校歯科医会より奥村賞受賞をはじめ毎年，県，

市の表彰を受けてきた。また，昭和57年にはむし

歯予防推進指定校協議会全国研究大会を本校で行

い，歯の学級指導を公開した。

　昭和63年度には，全国小学校社会科研究協議会

全国大会の会場校として授業公開を行うなど開校

以来，多くの教科等に関する実践的研究歴をも・

ている。

　本校の教育目標は，「心身共に健康で，調和のと



れた人間性豊かな児童の育成」である。この目標

具現化のための子ども像を，明るく思いやりのあ

るたくましい子どもとし，次の3つの具体的な目

標を目指している。（1）すじ道を立てて考える子

ども，（2）思いやりのある子ども，（3）健康でた

くましい子ども，この目標実現のためには，職員

が、組織体としてまとまりのある教育指導を実現

していかねぽならないが，実践の土壌となるよい

校風の実現を目指して取り組んできた。特に，

「腰骨を立てる」教育は健康教育の中核として未

来に生きる子どもを育てるため積極的に取り組ん

できた。また，「師弟同行」を実践の構えとして，

子どもにより添い子どもと共に歩く共学の精神を

大切にした取り組みを展開している。

　歯の指導も，これらの目標実現を目指す具体的

な事柄としての位置づけを明確にして取り組んで

日本学校歯科医会会誌63号1990年3月／15

きた。特に，親子歯みがき運動は，家族ぐるみの

歯に対する意識を向上させ，健康教育を推進する

上で大きな影響力をもってきている。本校では，

この親子はみがき運動を地域全体に拡げるため，

幼稚園，保育所とも連携をとって推進してきてい

るが，その結果，入学時における子どもたちのむ

し歯が年々減少という好成績となって現われてい

る。また，学校では，歯の健康を核に，たくまし

い体づくり，正しい保健安全指導全体にも目を向

けながら，「自分の体は自分で守る」を合言葉に，

健康教育を推進している。

　学校，家庭，地域のみならず，学校歯科医の先

生の指導，助言の熱意により，DMFT　1．7となっ

ているのは，その結果であり，これを今後とも，

学校，家庭，地域一体となって，充実，推進させ

ていきたいと考えている。

最優秀校に贈られたトロフィー
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〈記念講演〉

現代人を考える

　　　　　　　　　　　作　家　藤　本　義　一

　1933年1月　大阪に生まれる。1958年大阪府立

大学卒業。在学中から蜘呵シナリオ，ラジオ脚本

を手がけ映画会社勤務ののち，放送脚本家を志し

て独立．上方を描く小説家として独自の世界を築

く。

　1974年，『鬼の詩1で第71回直木賞を受賞。人気番組「11PM」のスタート以来

25年にわたって司会をつとめる。

　著者に「ちりめんじゃこ」「贋芸人抄」「生きいそぎの記」「女の顔は請求書」

「大人になるとき読む本」など小説やエッセイなど多数。

　上方芸能の育成にも力を注ぎ，「笑の会」村長・「上方お笑い大賞」審査委員長

などの要職にある，56歳、

　兵庫県西宮市在住、



日本学校歯科医会会誌63号1990年3月／17

〈シンポジウム〉

発達段階に即した歯科保健指導の展開と生活化をめざして

一生活化をめざした歯科保健指導をよりよく進めるために一

日本体育大学教授吉田螢一郎

　平成元年3月15日に告示された小学校，中学校

及び高等学校学習指導要領によると，その総則第

1教育課程編成の一般方針3に「体育に関する指

導は，学校の教育活動全体を通じて適切に行うも

のとする。特に体力の向上及び健康の保持増進に

関する指導については，体育科（保健体育科，「体

育」及び「保健」）の時間はもとより，特別活動な

どにおいても十分行うよう努めることとし，それ

らの指導を通して，日常生活における適切な体育

的活動の実践が促されるとともに，生涯を通じて

健康で安全な生活を送るための基礎が培われるよ

う配慮しなければならない。」ことが示されてい

る。（一線は筆者）

　このことは，教科で行われる保健学習や特別活

動などで行われる保健指導は現在はもちろん，生

涯保健の強固な土台づくりの役割をになうべきこ

とを強調しているもので，今次研究大会の「生活

化」もこの視点に立ってとらえる必要がある。と

りわけ，歯科保健においては，国民の歯の寿命が

短いことの現状認識に立って，むし歯と歯ぐきの

病気の予防及びそしゃく機能を高めるなどの指導

の充実に努めなければならない。

　1．　子供の課題に即した目標の設定が不可決で

　　ある。

　幼稚園から高等学校に至る子供の発達段階にお

ける歯科的な課題や意識・行動の実態に即した目

標の設定が基本となる。およそ教育における目標

は，「教育という行為ないし実践において，教育す

る側か教育される者の中に実現しようとする価

値」（山林賢明；教育学大辞典，第一法規出版）と

してとらえられている。そして，このように教育

的に見て望ましいと思われる価値としての目標

は，○実践を方向づける，○教育の内容や方法を

選択させる，○指導の成果を評価する時の基準に

なる，などの条件を備えていることが大切なので

ある。

　とすれば，抽象的なものからより具体的なもの

になっていることが望まれることになる。（表1

参照）

　2．　学校の実態に即した指導計画の作成が必要

　　である。

　目標の達成には，戦略つまり指導計画が必要に

なる。いつ，どこで，何を，誰が，どんな方法で

指導をするかの見通しが確かなものにな’・ていな

ければならない。保健指導の計画には，○全体的

な計画，○年間指導計画，○主題や活動ごとの具

体的な指導計画，があるが，これらは保健主事と

養護教諭を中心に学校歯科医がかかわって作られ

ていくように努めることが必要である。全体的な

計画は，図1の全体像が基本となる。

　（1）歯の保健指導が．教育活動のどの場面で，

　　どのような指導を行うかについて確かな見通

　　をもつ。

　（2）学級活動やホームルーム活動での指導の時

　　間を相当時間確保する。

　（3）学級活動やホームルーム活動の主題は具体

　　的なものにする。

　（4）学校行事では，毎学期1回は「歯みがき週

　　間」「うがい週間」などを計画する。

　（5）児童会活動，生徒会活動の「集会活動」を

　　歯の保健指導に生かすようにする。

（61日常の指導では，給食後や昼休み時間に
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　「洗口の時間」を設定するように

　する、，

の　個別指導については，養護教諭

　と学級担任が連携して継続的に行

　うようにする。その際，時に学校

　歯科医の意見が十分反映されるよ

　うに配慮する。

18）全体的な計画に盛り込まれる内

　容は，学校保健安全計画に位置付

　けられるか，歯科保健活動の全体

　を端的に把握できるように工夫す

　る。

3．　実践意欲を育てる指導法の工夫

　が大切である。

（1）まず，指導とは，指導を受ける

　人々が自己に責任をもつ独立心と

　能力を育てる，というガイダンス

　（Gui－dance）の本質をよく理解

　することである。

②　よい授業のためには，指導のね

　らいが子供の課題に即して具休的

図1　小学校歯の保健指導の手引をもとにした

　　歯の保健指導の全体像

一
〔日常の生活や学習への適応及び健康や’1’

了’ に関すること〕

級 ア　自分の歯や口の健康状態
一 活 イ　歯のみがき方
動 ウ　むし歯のr防に必要な食生活

『 歯やllの病気と全身の健康との関連など

一1目ノし
歯 歯・口腔の健康を保つ

『

豪
：
会

o代表委員会

o保健委員会その他の関係委員会

の
のに必要な実践力の育

成

i舌

動
○集会活動

保

『
O自分の歯・II腔の健 一 一健

指

導

1衰状態の理解．歯の

みがき方とむし歯予

防に必要な食生活 一

r：

校

行

〔健康安！k・体育的行’絢

一
保健に関する行’1‘一

ア　歯・li腔の健康診断

一 事 イ　歯の衛生週間における行事指導など

一日

一

常
の
指

O朝や帰りの時間での指導

O給食後や休憩時のうがいや歯みがき指導
導

O歯や歯肉の病気で，遅刻，艮量1退，欠席するf

Oむし歯が多いのに治療を受けたがらない1’

O歯みがきの習慣の悪い『r

一 ○歯みがきをひどく嫌う一f一

個 OプクプクうがいがよくできないjP・

一
別
指 o甘昧食品の嗜好が特に強いf・

導 Oたびたび歯が痛もゴ

『
Oたびたび歯肉が脹れる」㌦

’

Oたびたび日内炎になるr

o幽肉から出血するf

O不正咬合の目立つf・．その他

表2　単位時間の指導過程

几
又
r 階 指　導　過　程 展　開　の　課　題

1導1

　　　問題を発見する

入

　問題の意識化，共通化

　・学習への動機づけ

　・問題への意識づけ

1　・学習課題の確認

○どんな問題があるのか

○なにが問題なのか

（存在性，問題性）

　　I

l展

iI
開l

i終l

　　b

l／ミ

1

（前段）

問題の原因を調べる

問題の原因，理由の追及把握

・ 問題発生の原因や理由の生解確認

○その問題はどうして起ったか

○なぜ，このような困ったことに

　なったのか

（原因，理由）

（後段）　　　　　　　　　問題解決，対処のしかたの追求把握

問題の解決や対処のし　　・問題の解決や対処のしかたの理解，

かたを知る　　　　　　　　納得

Oではどうすれぽよいのか

○どうしなければならないのか

（手段，方法，技術）

実践への意欲をもつ

　実践への意欲化

　・実践への意欲づけ

　・実践への自己決定

1　・学習の整理，確認
一1．．一．＿　　一一

○これからこうしよう

○こうしなければならない

（決意，意欲）

〈家嗜との連携iを図る〉

（注）　岩手県ll　1田町立山田北小学校
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　になっていなければならない。

13）子供たちが自分のこととして共感し，よし

　やろうという意欲をかきたてるための指導過

　程の工夫が大切である。

　1）　指導のねらいに応じた指導過程や学習活

　　動を工夫する。（表2）

　2）　学習課題の提示の仕方を工夫する。

　3）　1単位時間での指導や日常の指導との関

　　連を図る。

　4）学校行事における指導との関連を図る。

（1）　よい授業には，よい資料の活用が必要であ

　る。（図2）

図2　資料の位置づけと活用の視点

O意欲や関心を高める資料

○夫態や問題を明らかにする

互に補完し合う必要がある。」といった趣旨を受

けているもので，「しつけも学校」といった現状

を見直し，家庭や地域の教育力を取り戻していく

ための学校の働きかけについて強調しているもの

である。

意識づける とっきり

ほりさける

みつける

意欲づける

『

一

o知識・理解を深める資料

O自己や集団の問題を的確に把握させる資料

o問題解決の方法を考えさせる資料

はてな
なるほど

O人践の進め方，方法を硝かにする資判

O尺践意欲をr’Jめる資料 やる気

（注）岩乎県川HH」“f“山田北小学校

（5）一人ひとりを大切にした指導が必要であ

　るu

I6）学習の過程や成果について絶えず評価し，

　指導計画や指導法の改善を図るようにする。

　4．家庭，地域との連携の緊密化を図る一開か

　　れた学校の促進と学校保健委員会の活性化一

　「開かれた学校の促進」は，今次学習指導要領

改訂の大きな特徴の一つになっている。それは，

小学校，中学校，高等学校学習指導要領総則に

「地域や学校の実態等に応じ，家庭や地域社会と

の連携を深めるとともに，学校相互の連携や交流

を図ることにも努めること。」が新たに加えられ

ているからである。

　このことは，昭和62年12月の教育課程審議会の

答申において「教育課程の基準の改善のねらいを

より有効に達成するため，学校教育と家庭教育や

社会教育とは，それぞれの機能を発揮しつつ，相

　学校保健委員会の活性化が不可決である

　学校保健委員会の在り方については，文部省が

作成した「小学校歯の保健指導の手引」（昭和53

年）に次のように述べられている。

　①　学校と家庭の役割を明確にする。②　児童

や保護者等の行動の変容によって問題解決が図ら

れるようにする。③　問題解決に生きて働く組織

と運営について配慮する。④　委員会で協議され

　た事項は実践に移されるようにする，といった

　ような事柄である。

　　これらは，いずれも学校保健委員会活性化の

　視点となるものであり，①②③の観点を特に大

　切にし，現状の克服を図っていくことが必要で

　あると考えるのである。

　　①の観点は，基本的生活習慣の育成や安全な

　行動には不可欠なねばり強さ，がまん強さなど

　の自己統制力の育成などにおける学校と家庭の

役割の明確化ということであり，今日この問題に

直面していない学校はないといってもよいであろ

う。いわぽ，子どもに健康で安全に生きる力を身

に付けさせていくには，家庭が，地域がどうすれ

ばよいかを学校がもっと強く働きかけ，それぞれ

の機能を再確認し，方法を話し合い，それが実践

に結びついていくことができるようにしていくた

めの「かけ橋」としての学校保健委員会の見直し

ということなのである。

　②は，保護者が学校や行政に施設設備などの面

で何かを陳情・要望していくというのではなし

に，①の延長線．ヒで保護者は，地域は何をなすべ

きかについて話し合う方向にもっていくべきこと

を強調しているものといえる。ここでは，議題の

選び方が大きくかかわってくるのである。「むL

歯予防対策について」「交通事故防止について」

「食生活について」といったふうなものではなく，

「歯みがぎについて」「歯の汚れの染め出しにつ



いて」「通学路の安全について」「おやつについて」

「あいさつ運動について」などといったような工

夫が必要だということである。

　③については，組織構成の活性化と運営の活性

化である。②のような考え方に立てぽ必然的に母

親・父親の参加を多くすべきだし，子どもも多く

入れていくべきではないか。また，議長（司会）

の人選も教師や学校医を充てるのではなく，保護

者の中から選ぶとか，協議の時間も60分～90分で

終わるようにするとか，気軽に本音を話し合える

雰囲気づくりをするとかいったような工夫をする
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ということである。学校医，学校歯科医は指導助

言の役割を担うようにし，主役はあくまでも保護

者であるという認識に立った組織と運営が望まれ

るのである。

　「開かれた学校の促進」は，21世紀に向けての

一つのテーマとなっている。心と体の健康，安全

の保持など「いのち」にかかる問題は保護者にと

って最大の関心事である。その意味で，学校保健

委員会の機能の再発見，活性化は，これからの学

校経営にとって不可欠なものであるといえる。

。tt
圃町・1‘h（1
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〈シンポジウム〉

発達段階に即した学校歯科保健指導の展開と

生活化をめざして

一
実践力を育てる歯科保健指導の進め方一

日本大学松戸歯学部教授森本 基

　1．　はじめに

　実践力を育てるのは実践を通じて育てる以外に

途はない。しかし，実践のみによって育つのでは

なく，実践を支えるものなくしては育たないこと

も銘記しておかなくてはならない。素晴しい記録

を樹立した運動選手が，永遠に語りつがれる名作

を残した芸術家が，いずれも目的にむかって，た

ゆまず努力を続け，これをなしとげる強い意志を

もって，はじめてなし遂げたのである。そこには，

才能があったから，能力があったから，ではすま

されないものがある。人によっては「やる気があ

ったからできた」と言う人もあろう。今風に言え

ば「動機づけされた」からできた，「モチベー一一一シ

ョソ」があったからとも言われるであろう。現在

では「自己教育力」に負うところが大であると言

われるであろう。そうだとすると，そうされたの

は「何か」，「誰か」が問題となってくる。世界的

な事柄だけではない，われわれの日常生活の中の

問題であったとしても，「あのような人になりた

い1「あのようなことができるようになりたい」と

いう子どもの夢を，どうしたら可能なのか，点火

してやれるのは誰かが問題となってくる。やはり，

子どもを最もよく知っている教師が適任者であろ

う。教師こそ，一人一人の子どもに対して点火す

ることができるのである。そのためにこそ，教師

は点火者となるために，自ら燃えてほしいのであ

るL

　学校における歯科保健指導の展開についても，

新しく求められている教育の考え方にそってすす

められていかなくてはならない。

新しく改善された教育課程の基準のねらいは，

①豊かな心をもち，たくましく生きる人間の

　　育成を図ること

　②　自も学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応

　　できる能力の育成を重視すること

　包　国民として必要とされる基礎的，基本的な

　　内容を重視し，個性を生かす教育の充実を図

　　ること

　④　国際理解を深め，我が国の文化と伝統を尊

　　重する態度の育成を重視すること

であるとして4項目をあげている。つまり，これ

からの教育では，いままでも重視してきた豊かな

心と強健な身体の育成，基礎的，基本的な内容の

習得，個性，社会性｛の伸長を加えて，たくましく

生きる人間，社会の変化に主体的に対応できる能

力，わが国の文化と伝統を尊重する態度，国際理

解・国際性などが重視されることになる。

　この新しい教育の方向づけの中にあって，学校

歯科保健の目ざすものが，具体的であり，実践力

を育てるものであり，評価も具体的にみることが

できることから極めて教育的であることが，多く

のむし歯予防推進指定校の研究成果から証明され

てきている。

　2．　歯科保健と自己教育力

　新しい教育の方向づけの中で自ら学ぶ自己教育

力が強調されている。この考えは従来からもあっ

たはずであるが，自己教育力の表現のもとに，今

回は積極的に用いられることとなった。

　自己教育力の育成は，自発的であることが基本



にあって，探求心とか好寄心などによってより積

極的に物事に取り組む欲求によって成立するもの

で，強制されるのではなくすすめる行動であるこ

とから，多くある素材の中でも，歯科保健は最も

出しやすいものの1つである，新しい教育の展開

にあたっても，切り口を歯科保健に求めることは

有効な方向である。

　その1つの例として示すことができるように，

小学校歯の保健指導の手引きをもとに作成された

歯の保健指導の全体像の例からみて理解できるよ

うに，自己教育力の育成と実践には，自らの問題

に取り組むという点から極めて有効であることが

わかる。

　澁谷憲一は自己教育力の目標分析と評価の中

で，いきいき学ぶ子の姿を次のように示してい
る。

　⑦　自ら学ぽうとして，意欲的に取り組む子

　◎　新たな見方，考え方を自分の力で見いだす

　　子

　③他とのかかわりの中で，自分の考えを高め

　　る子

　④　学習のしかたを自ら工夫しようとする子

　⑤　自ら学習の跡を振りかえり，次の学習に生

　　かす子

　⑥　自分自身の考えを大事にする子

　自分自身の健康の問題，特に，口の中の生理的

な状況や病的な状態は目で見てもかなりわかるこ

とから，自己教育力を高めることは，歯科保健指

導を通じて，無理なくすすめていけるはずであ

る。

　3．　実践力を育てる歯の保健指導

　保健指導は，健康にとって望ましい行動が自主

的に継続的に行えるよう働きかける教育活動であ

り，知識と態度の変容を求めるものであるから，

理論を理解した上で実践するということが必須で

ある。やればできる，やる必要があることを認識

して取り組んで，歯科保健はそれなりの効果が具

体的に認められることが，子供達の一一一生を通じて

の健康の問題と取り組む姿勢を経験させることが

できる。
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　そのためには，具体的に十分計画し，継続でき

るようにした上で取り組んでいかなくてはならな

い。

　4．　実践力は十分に計画された指導計画とその

　　実践によって育てられる

　1）学級指導の目標の設定

　歯の保健指導と言えども，それは学級指導の中

に位置づけられ教育活動として学級担任教師によ

って意図的，計画的，発展的に計画立案され実施

されるものである。しかも，これは学校全体の教

育目標にも合致するものでなければならない。

　2）歯の保健指導の目標と内容

　歯の保健指導の目標が，例えば，次のように定

められても，

　○歯・口腔の発育や疾病・異常など，自分の

　　口の健康状態を理解させ，それらの健康を

［　保持増進できる態度や習慣を養う。
1。歯のみがき於む噛の予防に必要鰹

　　ましい食生活など，歯や口の健康を保つの

　　に必要な態度や習慣を養う。

　また，歯の保健指導の内容が，次のように示さ

れたとしても，

〆T）

②
③
④

口の中を清潔に保つための，歯のみがき

方と習慣形成

甘味食品のとり方の工夫

自分の歯と口の中の健康状態の理解

良い歯と健康な体をつくるための，食生

活を含む，望ましい生活習慣のあり方

この内容が，児童，生徒の肉体的，精神的に，ま

た，歯科医学的にみて発達的段階に即していなか

ったならば，なかなか実際に実践力には結びつい

ていかない、計画にあたっての，学級担任，養護

教諭，学校歯科医との連携は極めて重要となる。

　例に示した千代田区立神田小学校の歯の保健指

導の基本構造の上に，各学年に，発達段階に応じ

て，どのように具体化していくかが，継続的実践

力の育成に大きな影響を与えることとたる，
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　5．　むすび

　歯の保健指導の学級で計画的に継続的に，積極

的にすすめるならば，幼児の場合でも，児童・生

徒の場合でも，毎日の歯の保健行動は大きく変容

してくる。そして，この行動変容は，行動や意識

の而からも，口や口腔の疾病の状況からも，好ま

しい改善が認められてくる。このことは，単に．

歯・口の健康状態だけでなく，また，全身の健康

状態だけでなく，学習のすべての領域についても

好ましい影響を及ぼすことが証明されている。し

かし，人間の行動は，特に，好ましく，あってほ

しい行動を継続し続けることはなかなかむずかし

いことである。継続すべきことについては，でき

る限り知的理解をすすめ，それを習慣化，生活化

させていくことが極めて重要である。

　西原春夫は「行動の場の習慣づけ」は，極めて

重要であり，特に，初等教育においてなされるこ

とが重要であることを論じている．成長に伴って

このような機会は少なくなり，自己教育力は，言

葉より行動によって育成されるところが大きいこ

とから，この時期での教育の継続の大切さを訴え

ている。人の健康にとっての歯の重要性，咀しゃ

くの重要性は，人にとって毎日の問題であり，一

生の問題でもある。その意味では生涯続けるため

の努力目標として具体的にもち続けられやすいこ

とからも「自己教育力」の問題として位置づけら

れるものである。
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〈シンポジウム〉

発達段階に即した学校歯科保健指導の展開と

生活化をめざして

一
家庭・地域への働きかけと連携の在り方

明海大学歯学部教授中尾俊一

　はじめに

　歯の保健に関する実践力を身につけさせるため

には，学校における指導のみでは不十分であり，

学校と家庭の一体的な協力は極めて重要となって

くる。児童・生徒の歯科疾患は膨大で，糖分の多

い粘着性の間食をとる回数を少なくしたり，食生

活においてよく噛むことの励行や，歯垢清掃の励

行を主とした生活行動の改善によって．歯科疾患

を予防することが効率のよい方法で，歯の保健指

導の重要性が認識されている。このようなこと

は，家庭はもちろん，学校においても，教育活動

の全体を通じて行う保健に関する指導の重要な内

容として取り上げ，児童・生徒が生涯を通じて自

分で自分の歯を健全に保つことができる習慣や態

度を育てることが必要である。

　発達段階に即した学校歯科保健指導の展開と生

活化をめざすための，家庭・地域への働きかけと

連携の在り方は，歯の保健指導における組織活動

にほかならない。すなわち，学校における歯の保

健指導を効果的に推進するためには，教職員の役

割を明確にすると共に，校内の協力体制を確立す

ることが必要である。歯科疾患の大部分を占める

むし歯や歯肉の病気（歯周病）の原因は日常の生

活習慣によって発病がおこり，また促進され，放

置すればますます進行する傾向にある。これは，

わが国の国民の死因の上位を占める成人病（悪性

新生物，脳血管疾患，心疾患など）の多くは“life

style病”とも呼ばれるように，若い時代からの

生活習慣が発病の原因であるという同じカテゴリ

ー で考えてよいものである。このように，むし歯

や歯周病の予防に必要な好ましい生活習慣を育て

るためには，家庭やPTAとの連携が重要にな一，

てくる。また．歯や口の疾病・異常の治療を適切

に進めるためには，地域の歯科医療機関・団体等

との連携，連絡を密にし，完効のある組織活動を

展開していかなけれぽならない。

　基本的生活習慣の指導と歯科保健指導

　毎朝の洗顔，歯みがきなど生活の最も基本的な

生活習慣は，自分のことは自分でするという自立

的な態度や家族の一員としての自覚，社会生活を

送る上での規範は十分身につけておかなけれぽな

らないものである。いおゆるしつけと呼ぼれる基

本的生活習慣の習得は必須のもので，学校と家庭

あるいは地域社会が互いに連携・協力しながら，

指導を進めることが必要である。

　文部省が全国の小学生を対象に行った調査（昭

和59年）によると，「朝一人で起床していない」

40．4％，「目上の人に丁寧な言葉を使っていな

い」34．8％，「道路横断の際の安全確認をしない」

30．8％，「歯磨きをしていない」22．5％「身に着け

る衣服を自分で準備しない」18．7％，「客にあい

さつをしない」18．5％，「約束の時刻を守らない」

14．2％o，「朝，顔を洗わない」11．6％，「トイレの

後，手を洗わない」10．1％といった割合で児童（対

象，小学校3，6学年）のしつけの指導は十分な

ものとはいえない。

　しつけは，もともと家庭においてその基礎が形

成される。学校における指導は，主として家庭に

おいて形成されたしつけを強化したり，発展させ

たりする役割を担っている．基本的生活習慣の

中で，家庭で十分なしつけがなされていない事柄
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に対しては，学校がこれを補い，指導する必要が

生じている。小学生の時期は，教師や友達の影響

を受けやすく，親に指摘されるより教師に指摘さ

れた方が，また友達もそうしているからという理

由で，ある行動を選択し習慣づけられる場合が多

い。基本的生活習慣の指導のなかで，文部省は歯

の保健指導について，その目標と内容を次の様に

明確にしている。

表　歯の保健指導の目標と内容（『手引』より）

　　一一「　一　　　一一一　　　一一一　一　一一　　　JJ一
目漂ω歯゜嚇の発育や痴・1イ゜異常など・H
　　　　　分の歯や口の健康状態を理解させ，それ’

　　　　　らの健康を保持増進できる態度や習慣を

　　　　養う。

　　　　C2）歯のみがき方やむし歯の予防に必要な

　　　　　望ましい食生活など，歯や口の健康を保

　　　　　つのに必要な態度や習慣を養う。

　　　　（1）　自分の歯や口の健康状態の理解
内　容
　　　　　歯・口腔の健康診断に積極的に参加

　　　　　し，自分の歯や口の健康状態について知

　　　　　i），建康の保持増進に必要な事柄を実践

　　　　　できるようになっている。

　　　　　1　歯・口腔の建康診断とその受け方

　　　　　2　歯・口腔の病気や異常の有無と程度

　　　　r’3　歯・口腔の健康診断の後にしなけれ

　　　　　ばならないこと

　　　　12）II’しい歯孜がき方ヒなし歯の予防に必

　　　　　1要な食生活

　　　　　1　11菊や口の清潔について知り，常に清

　　　　　潔に保つことができるようになる。

　　　　　　。正しい歯のみかき方

　　　　　　・IEしいうがいの仕方

　　　　　2　むし歯の予防に必要な食べ物の選び

　　　　　方について知り，歯の健i康に適した食

　　　　　生活ができるようになる。

　　　　　　・むし歯の原因と甘味食品

　　　　　　・そしゃくと栄養

　　　　　　・おやつの種類と食べ方

　某本的生活習慣や歯の保健指導は，短期間で身

につくものでなく，長い期間が必要で，児童・生

徒の発達段階に対応した適切な指導が工夫されな

げればならない。その指導には一貫性が必要であ

り，温かく励まし援助することが望まれる。した

がって，家庭と緊密な連携をとると同時に，幼稚

園，保育所，中学校などと情報を交換し，共同研

究や協議の場をもち共通理解を図って，一貫した

しつけが可能な体制をつくっていくことが大切て

ある。

　保護者の啓発と連携の在り方について，とくに

幼稚園における歯科保健指導の実践においては，

保護者，とくに親の心構え，母親の態度は重要で

ある。子どもが発育・発達する力は，子ども自身

の生命力によるという認識が必要で，母親や父親

の豊かな愛情とは，子ど（，の本質を知り，人格を

尊重し，基本的欲求を認めてたくましく成長して

いくことを願う心が何よりも大切になってくる。

しかし，現在児童・生徒を取りまく生活環境の問

題として，家庭においては，基本的な生活習慣を

形成する家庭機能の弱化や，地域社会においては，

教育力の低下などが指摘されているのも事実であ

る。もともと，習慣形成は，学校教育だけび）課題

ではなく，家庭教育の課題でもあれば，社会教育

の課題でもあることを忘れてはならない。

　正しい歯のみがき方の指導については，児董・

生徒に求める生活習慣を教師自らも実行している

か，一人一人の児童を理解し，それに基づいた指導

をしているかなど，指導に当たっての教師自らの

態度や心構えについて反省し，改善に努める必要

がある。親がやっていない事は子供もやらないこ

とであり，教師が本当にやっていなけれは子ども

達はついてこないものである。全教師の共通理解

が必要であり，努力と実践を伴った協力の積み重

ねが歯の保健指導では必須のものとなっている。

　家庭との協力

　学校における歯の保健指導の方針や内容が家庭

に十分周知徹底されていることが大切になってく

る。学校における歯の保健指導のねらいや内容を

家庭に侵透，徹底させる方法や手段は，学校の事

情によって異なるものであるが一般的には次のよ

うなことが考えられる。（小学校歯の保健指導の

手引きより引用）

　ア　家庭訪問や学校参観，学級PTA，学校保

　　健委員会などの機会を利用して保護者に学校

　　の方針等を説明し，歯の保健指導についての



　　理解と関心を高める。

　イ　学校から家庭への各種通信を活用して，定

　　期健康診断の結果や歯みがき状況などを逐次

　　家庭に連絡し，保護者の関心を高める。

　ウ　定期健康診断直後に行う事後処置の指示に

　　当たっては，単なる治療勧告だけでなく，歯

　　の保健についての日常の望ましい態度や習慣

　　をいかに定着させるかについての指導を加え

　　ることも意味のあることである。

　日本学校保健会では，むし歯予防啓発推進委員

会を設置し，むし歯予防啓発事業を押し進め，幼

稚園，小学校，中学校を一貫した地域ぐるみの学

校’歯科保健活動として推進してきた。この事業で

は，学校・園での指導の充実を図ることはもちろ

ん，家庭における保護者の理解と関心を高め，親

と子が一緒になって健康な歯をつくる活動を推進

してきた。この事業の家庭における活動の内容は

次のようになっている。（日本学校保健会一むし

歯予防啓発推進委員会一「むし歯予防のしおり」

より引用）

　／ユ／保護老は，むし歯予防に関する知識をよく

　　理解するように努めよう。

　②　食後の歯みがきや就寝前の歯みがきは，家

　　庭ぐるみで励行しよう。特に，就寝前の歯み

　　がきは，必ず実行しよう。

　B／歯にねぽりつく甘味（含糖）食品のおやつ

　　は控えさせよう。もし与えたら食後の歯みが

　　きや，うがいを励行するようにしよう。

　q）歯の検査は，年に1～2回は受けるように

　　し，むし歯が見つかったら早く処置を受けさ

　　せましょう。

　◎　むし歯予防会議などで，歯みがきカレンダ

　　ーを話題にして，膏し歯予防のことをみんな

　　で話し合ってみよう。

　また，家庭でのチェックポイントとして，お子

さんのむし歯は，食べ物の与え方，食後のうがい

や歯みがきなど，毎日の生活の仕方に原因があり

ます。そのため，お子さんのむし歯は親の責任だ

と言われています。家庭でのむし歯予防を考えて

みまLようと述べ，10項目をあげている。

　1．お子さんの歯みがきのようすを，よく見ま
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　しょう。（歯ブラシの使い方，歯をみがいて

　いる時間）

2．　月に何回か日を決めて，お子さんの歯の健

　康状態を確かめましょう。（歯はよごれてい

　ないか，むし歯はないか，歯ぐきはどうか，

　新しく生えた歯はどうか）

3，　歯の検査を受けましょう。（歯科医師の検

　査を受ける，むし歯は早く治療する）

4．　気持ちよく歯みがきができるように工夫し

　ましょう。（幼児がジャロに手が届くように

　する，子供用の鏡をつけてやる，3分間砂時

　計などで歯みがきの興味を高める）

5．例外を許さないようにしましょう。（「遅い」

　「眠い」時でも，歯みがきの習慣を守らせる）

6．　甘い食べ物をとり過ぎないようにさせる。

　（糖分が多くても飲み物なら，むし歯にならな

　いと考えていないか）

7．　そしゃくがしっかりできるようにさせまし

　ょう。（食べ物をよくかんで食事をしている

　か）

8．　親が手本を示しましょう。（子供と一緒に

　歯みがきをするなど，親が手本を示している

　か）

9．　むし歯を防ぐ家族会議をもちましょう。

　（染め出し胡を使’，て，家族全員の歯のみがき

　方を調べる，歯グ）みがき方について家族で話

　し合う）

10．むし歯予防の学習をしましょう。（親が，む

　し歯予防の正しい知識を身につける，地域の

　講閻会や研究会に進んで出席する）

　学校保健委員会の活用

　小学校歯の保健指導の手引きにおいて，学校保

健委員会は，単なる審議の機関としてではなく，

専門的事項の研究や実践上の諸問題を協議するな

ど，学校保健の推進的役割をもつ委員会として，

その機能を歯科保健活動に十分運用し，成果を高

めていくことが必要であると述べている。そして

運用Lの観点から次の4点をあげている，

　1．　学校と家庭の役割を明確にする。

　2．　児童や保護者の行動の変容によって問題解
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　　決が図られるようにする。

　3．　問題解決に生きて働く組織と運営について

　　配慮する。

　4．　委員会で協議した事項は実践に移されるよ

　　うにする。

　すなわち，学校保健委員会は．児童・生徒の健

康・安全，保健管理等の諸問題を適切に審議し，

専門的事項の研究や実践上の諸問題を協議し，学

校保健の推進的役割をもつ機関である。さらに児

童・生徒の健康増進のために必要な，家庭，PT

A，地域社会との協力連携の推進機関としても学

校保健委員会の果たす役割は大きい。学校保健委

員会の構成メンバーは，学校長，保健主事，学校

医，学校歯科医，学校薬剤師，保健教師，養護教

諭，PTAの保健委員，関係科目担任教師，児童・

生徒保健委員，地域社会の関係者（保健所長，そ

の他地域の協力機関），学校給食担当職員などで

ある。

　学校保健委員会の運営は，定例の会合を学校保

健の年間計画の中に位置づけることが重要で，小

学校保健計画実施要領においては毎月1回と示し

ているが，現実的には1学期1回～2回を定期会

合とLたりさまざまであるが，少なくとも年間5

～ 6回は開催したいものである。また，学校保健

委員会の運営にあたり，次のような事項について

配慮することが大切である。（日本学校保健会編，

歯の保健指導より引用）

　tL”議題は具体的にして，委員には協議内容を

事前に周知させておくようにする。内容が専門的

であったり，日常生活とかけ離れたものになる

と，特定の人の発言だけに終始しがちである。そ

のため，「家庭での歯みがき」「むし歯の治療」な

ど，議題を具体的にすることが大切である。一般

に会議での発言には難しさがある。多くの意見を

得るには，会議の通知と一緒に話し合う内容そ

れにともなう資料を事前に届けておき，出席者が

意見を持ってのぞめるように工夫する。

　②協議の時間は短時間に終わるように計画す

る。議題が，あれもこれもと盛りだくさんになる

と，協議を十分に尽くさないまま終わりやすくな

る。提案の仕方に工夫をこらし，短時間で効果的

な協議ができるようにする必要がある。内容的に

ゆとりのある協議はなごやかな雰囲気も生まれ，

話し合いも活発になってくる。

　③報告や連絡に終わらないようにする。例え

ば，定期健康診断の結果，むし歯の数や処置，未

処置歯数をとりまとめて報告するだけでは，卜分

な話し合いや次の活動の手がかりとはなりにくい

面が多い。出席した委員は状況を知るのみにな

り，個々の組織の問題とはなりにくい。健康診断

の結果と同時に，歯みがきの状況やおやつなど

の，むし歯の原因につながる生活状態を調査して

おき，委員がそれぞ治の立場で，具体的な対策が

考えられるように工夫することが大切である。

　⑤　協議された事項が実践に移されるよ弓にす

る、、学校保健委員会に出席した組織の代表は，あ

くまでも個人の立場ではない。例えぽ，PTA保

健委員であれぽ，学校保健委員会で協議した事項

について，PTA保健委員会としてもちかえり，

どのように活動するかを取りまとめ，その活動が

個々の家庭にまで反映するよう，組織の系統を生

かした実践に結びつけることが大切である。

＊ ＊ ＊
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〈シンポジウム〉

発達段階に即した学校歯科保健指導の展開と

生活化をめざして

一
学校歯科保健指導に果たす学校歯科医の役割

口本学校歯科医会常務理事　石　川 実

　1．　日学歯の学校歯科医指導者養成研修セミ

　　ナー（ワークショップ）の意味するもの

　今日，多様な社会問題を解決しながらよりよい

21世紀を迎えるためにQuality　Control論議が

盛んに行われている，このような時代背景の中で

私どもの学校歯科保健もまた，来世紀にむけて子

ども達のための活動指標について質的変換の充実

が求められているところである。

　日本学校歯科医会は児童生徒の歯科保健の現状

と長期的な将来展望を踏まえ，昭和63年度より10

年間にわたる継続事業として全国を6ブロックに

分け，ワークショップ形式による学校歯科医指導

者養成研修セミナーを実施することになった。こ

の事業の目的は，教育行政に包括される学校歯科

医の教育的な歯科保健活動の実践面等について質

的変換を考えながら，学校現場との調和を大切に

し関係改善を図ろうとするものである。

　ワークシ。ップ形式による研修会の設定につい

ては，わが国の社会的認識やその意義づけに多く

の懸念される面も考えられたが，従来のような講

演，講義形式ではなく研修会参加者自らが自主的

に発言し，各グループごとのディスカッションを

通してまとめられた発表に対して，全員で評価す

ることを主眼において開催されているところであ

る。

　また，本ワークショップを計画するために，文

部省の吉田体育官及び学術第1，第2委員会の岡

田，森本，中尾の三教授より次のようないくつか

の間題提起がなされ，日学歯との間で調整のため

の討議が行われ実施の運びとなった。

◎現在，学校歯科の大きな問題点は学校歯科医と

学校現場との間に教育活動のための話し合いがな

いため，保健教育と保健管理との調和がみられな

い。

◎日本学校歯科医会は文部省の「小学校・歯の保

健指導の手引き」や，日学歯が発刊している各種

の活動指針を中心にした会員のための研修活動が

行われたことはない。また，健康志向を目指す歯

科保健活動の意義やそのために積み重ねてきた診

断基準（CO，　GO）についても，学校歯科医や

学校への浸透は不十分であり，これらの問題点を

徹底するためのワークショップとしたい。

◎学校歯科を効果的なものにするためには，学校

歯科医の学校保健法第一条の意義や認識を高め，

学校保健法の一般的な目標と実務的な目標のネ鼻点

を煮詰めることが大切である。

◎学校歯科の基礎講座的な性格を打ち出し，参加

者の知的でかつ行動的な面の高揚を目標にしたも

のを計画し，参加者が自ら考え行動する意欲と発

想の展開を高め，各地区に持ち帰り学校歯科保健

活動の活性化が図られるようなテーマを設定すべ

きである。

◎本研修会の性格の一つに，学校歯科医との人間

関係論を高めるという重要なテーマがあることを

忘れてはならない。

◎本ワークショップを，中央研修会（日学歯，と

し各都道府県の研修会につなげることである。

　そのためには，各都道府県加盟団体から推薦さ

れた30～40歳代の研修医が中央研修の成果につい

て地区に還元する指導的役割を果たすようなワー

クショップでなけれぽならない。

◎本研修会を，日本歯科医師会の研修制度（点数）
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に連動する要項とし，ワークショップの内容やそ

の時間的た流れについて具体的方針を決めなけれ
tl　x’ゾ丈らなし、○

　以．ヒのことかP）　，学校歯科の基礎的講座の性格

を基本として，一つは一般的な目標に学校保健法

の認識の高揚を通して歯科医と学校との人間関係

論の問題と，二つめには具体的な目標として健康

診断の結果（3号様式の効果的な活用）から，教

育的な課題である保健教育と保健管理の調査を求

めた活動の展開について研修することになったの

であるc

　2．　生かされていない学校保健の理念と学校歯

　　科の現実

　学校保健法の公布によって学校保健の概念や，

関係者それぞれの職務が明確となり，その教育目

的を追及しつつある。しかし今日の学力偏重の教

育活動の中では，ともすれぽ学校保健の教育的意

義が理解されることなく形式的な処理で済まされ

る現実や，学校保健が教育とは別の公衆衛生的な

感覚でとらえられている面もなきにしもあらずの

感が深い。もし学校保健がそのようなものである

とすれば，地域の保健所に管理を任せ保健婦の派

遣でことがたりる形になり，教育としての保健指

導や保健管理の問題は全く活性化を失い，絵に画

いた餅に等しいものとならざるをえない。

　学校における歯の健康問題は，子ども達のう蝕

の増大と事後措置との関係にバランスが崩れ，社

会問題にまで発展し大きくクロ　一一ズアップされた

ことは記憶に新しいものがある。

　これを期に文部省が示した「小学校・歯の保健

指導の手引き」をはじめ，歯科界としては画期的

な「むし歯予防推進指定校」制度や，日本学校保

健会のセンター的事業の「児童生徒等むし歯予防

啓発推進事業」等によって，ようやく歯科保健の

基礎的カリキュラム研究が進み，その実践事例か

ら学校保健全体の活性化も期待されるところまで

成長し，歯科保健の新しい側面を含めた高い評価

が積み重ねられている。

　また私ども学校歯科医はこれらの基礎的研究や

実践活動の事例報告から，歯科保健のさまざまな

問題について多くの示唆と多くの感銘を受けてい

るが，特に担当歯科校医の先導的役割を努めたと

も言えるすばらしい指導助言の成果である事実を

高く評価しなければならない一

　私どもは，これらの学校歯科保健活動の基本概

念の中に，学校歯科医が歯科医師としての責任に

おいて，「子ども達の歯，口腔を健康にすぐすく

育てたい」という健康教育の目的を明確にし，

「彼らの歯，口腔を健康に育てるために何が大切

であり，何が必要なのか」を明らかにする研究的

な態度が重要であり，これらが一体となってはじ

めて歯科学の応用やアプローチが生まれ，学校や

家庭生活の中で実践され習慣化（生活化）されて

行く歯科保健指導に発展するものと思われる。

　3．　学校歯科保健指導に果たす学校歯科医の役

　　割

　学校歯科医には法に基づく歯科保健活動を推進

するために必要な，①学校側と協同してこれにあ

たる職務と，②その職務を遂行するために学校歯

科保健に関する自己研修に努める責務との二つに

大別される役割があるものと思われる。

　教育を通して歯科保健指導を効果的なものにす

るためには，科学的な知的理解を深めながら態度

や行動の変容を起こさせる教授法の導入が不可欠

であり，教職員の役割は大きいものがある。学校

歯科医は教育者としての教職員の役割をよく理解

し，保健教育や保健指導を有効に実施することが

できるように，専門的な立場から適切な資料提供

の援助を惜しんではならない。

　そのためには1）児童生徒のう歯，歯肉炎（歯

周疾患），不正咬合等健康診断の結果から，現状の

把握分析をし，担当校の問題点を明らかにしなが

ら教職員の認識を高めることから始まり，2）児

童生徒の生活習慣を中心とした歯・口腔の健康生

活に関係する問題点をあげ，現実的な自己教育力

の育成を図るための具体的な対応などについて相

互に研究していく態勢づくりが大切であろう。

　歯および口腔は，身体を構成するかけがえのな

い臓器の一つである。しかし子ども達の発育期に

おける歯・口腔をとりまく環境は必ずしもよい状



態ではなく，また学校現場や家庭においてもかけ

がえのない臓器としての認識はそれほど高いとは

いえない現実がある。学校歯科医の立場上，こ勲

らの関係改善も急務であろう。

　学校における歯科保健指導は，ややもすると直

拷目で見えるということから気づかせる，わから

せることを主休として指導計画や指導法が主流に

なりやすい傾向がある。単に，見えるむし歯にと

らわれていては歯・口腔の保健指導として適切な

ものといえるであろうか，疑問である。

　一方，今日までの保健指導はその時代時代の問

題解決に意義をもっており，それなりに評価され

てきたが，習慣や態度形成の押しつけが主流とな

り，その定着化に比重が置かれてきたように思わ

れる。しかし教育としての学校歯科は，それらに

力点を集中するものではないと考えられる。

　これからの時代は，子ども達の教育的な効果を

どこまで期待するのか，また子ども達が健康な生

活を実践する歯科保健とはどのような教育活動で

あるのか，教職員の対応と学校歯科医の参画のあ

り方に発想の転換が必要であろう。

　歯の保健指導にあたっては「心とからだ」の健

康が一体感のある楽しい，しかも科学に裏付けら

れた保健指導として子ども達のために価値ある方

向を期待するものでなけれぽならない。

　例えぽ歯質の強弱は胎生期の栄養状態に左右さ

れることが証明されており，弱い歯を持った子供

であっても家庭生活の中でそのことを自覚させ，

教育によって生活上の問題を考えさせることがで

きれば健康な歯に育てあげることができる可能性

を強調すべきである。また強い歯の持ち主であっ

ても科学的な保健指導の設定に考慮がなく，断片

的な指導のみでは徐々にう蝕に冒されていくこと

日本学校歯科医会会誌63り1990年3月／31

は当然である。このようなことは，長い学校歯科

保健の駆史の中で学校歯科医を含めた学校保健関

係者がよく体験している問題である。

　また，この時期の歯科学的に大切なことは歯髄

（いわゆる神経）の問題がある。成長発達期にあ

る歯根は未完成であり歯根の根尖孔は開いてい

る。開いている根尖孔から神経や動静脈の血管及

びりんぱ等が入り，歯の成長（丈夫な歯）に必要な

栄養を運んでいることはあまり知られていない。

　最近，子ども達の咀囎の問題についてさまざま

な問題点が指摘されているが，人間の咀噛は他の

動物とは異なり，ただ単に咬むということではな

く，その特長は咬みしめるという顎運動が伴うこ

とである。よく咬むという習慣のある子供は，顎

や顔面の発育に調和をもたらし，健全な乳歯の自

然脱落を可能にし，永久歯がその固体の持ってい

る素材に応じて交換する生物学的な特長も併せて

強調したいものである。

　これからの歯科保健指導のあり方と学校歯科医

の役割について2，3考えてみたが，学校に歯科

学を直接導入しては拒否反応が起こることは明ら

かであり，学校現場との関係改善に好ましい結果

を生むことはない。しかし近代歯科学の著しい進

歩と発展は，少なからず学校歯科保健の目漂とそ

の活性化に役立っていることは確かである。う蝕

の疫学的な研究や，今日まで明らかにされてきた

歯科学の成果は，よりよい指導のための根拠を与

えてくれるものである。私どもはこれらの近代歯

科学を活用しながら学校現場に臨むならば，やが

て学校保健に位置づけられた真の歯科保健として

子ども達の健康への志向性（態度）が高まり，生

活行動に少なからず影響する役割を行使すること

ができるものと信じたいのである。
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〈幼稚園・小学校部会〉

幼稚園・小学校における歯科保健指導の実践

座長日本大学松戸歯学部教授森本 基

　幼稚園や小学校での教育は，知育，徳育，体育

を通じて，調和のとれた人間性豊かな人としての

育成を，また，児童が人間としてたくましく生き

るよう教育活動を行っている。その上，自ら学ぶ

意欲，社会の変化に主体的な対応ができる能力の

育成，自己教育の育成をも重視して教育をすすめ

てきている。

　歯の保健指導の推進は，求めている教育活動の

方向と一致していることが，また，その達成に多

いに寄与していることがむし歯予防推進指定校や

むし歯予防啓発推進事業の成果が証明している。

保健指導で学習したことを日常生活に生かしてい

くことは，単に，その保健指導の領域の範囲にと

どまらず，社会生活を営む人に要求される条件を

満たす豊かな人間形成の育成に役立っている。歯，

口腔の保健指導は，誰もが目で確認できるという

ことから，自覚し日常の取り組みを容易にし，改

善を可能にし，これは，歯・口腔を切り口として

人としての生活行動の変容まで役立つことが可能

となるものである。

　歯の保健指導を実施するとなると，具体的な検

討をすすめておかなくてはならない。しかも，学

校歯科保健の推進は，歯の保健指導だけでなく，

歯，口腔の健康診断，健康相談，歯の汚れの検査，

刷掃指導，歯や口腔の保健についての行動や認識

の調査，等々と連携してすすんでいくものであ

る。また，歯の保健指導の実際は，対策学年の心

身の発育，歯科的状況を無視してはできるもので

はなく児童生徒発達段階に順じてすすめていかな

くてはならない。少なくとも学年別要求案を作成

／たり，指導案を作成したり，指導の展開を準備

したり，問題を有する児童に対する個別指導につ

いても検討しておかなくてはならない。

　千代田区神田小学校の基本措置と指導内容を参

考に示しておくが，このようにしておくと活動の

評価も具体的に行い，次への展開も容易となるも

のである。

　学校保健の活性化は，単に，校内での活動で十

分に足るものではなく，地域・家庭との有機的な

連携があって．はじめてなしとげられるものであ

る。その第1段階としての学校保健委員会の定期

的開催と具体的な内容による討議を活発にすすめ

ていかなくてはならない。もちろん，それだけで

なく，家庭通院をはじめ，授業参観，PTA委員

会等，あらゆる機会をとらえて点の活動を面の活

動に拡げるよう努力しなくてはならない。

　それに加えて，学校歯科医の保健活動の賦活化

にはたす役割は大きい，夫々の状況に応じて学校

歯科医のかかわりはあるのであるが，少なくとも

主役ではなく，脇役として如何に活性化に役立つ

かを常に考えておかなくてはならない，歯科医学

の日進月歩の発展の中にあって，これらの情報を

いかに日常活動に有効に応用していくかは，学校

歯科医の力量にかかっている。極めて大事な存在

であることを重ねてここに記しておく。
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〈幼稚園・小学校部会（事例報告）〉

本校における歯の保健指導

和歌山市立副公小学・校長三尾 功

　1．校区の概要

　本校の校区は，和歌山市旧市内の南部に開けた

住宅地域と，校区東部を流れる和歌川右岸に沿う

工場地域からなっている。

　南部には，浄心寺山・愛宕山・秋葉山と呼ばれ

る小さな丘のような山々が，緑豊かに並んでいる」

これらの山々は，天正5年（1577）織田信長によ

る紀州攻めの際，鉄砲隊で勇名を馳せた雑賀衆が

必死に防戦した古戦場で，山上からの和歌川を望

む風景は，当時の祖先の活躍を偲ばせる。

　近世では，城下町和歌山の南部に接して続く農

村地域であり，砂丘が起伏する畑作地と，和歌川

に沿う低地の水田が見られた。砂丘の高い部分に

は松林になり，和歌道（国道42号）に沿って見事

な松並木が続き，砂丘の崩れによって形成された

有名な「根上がり松」が随所に見られたという。

雑賀組に属した宇須村・関戸村・塩屋村・西浜村

（一部）・和歌村（一部）が，ほぼ本校の校区にあ

たり，明治22年（1889）市制町村制の施行ととも

に，その地域が合併して雑賀村となった，

　第一次世界大戦を期に，和歌川流域に繊維工場

や化学工場が進出しはじめ，それと関連して，地

区北部から住宅化が進み，国道に沿って商店街も

開けてきた。昭和2年（1927），和歌山市は雑賀

村を合併し，翌3年，北部で接する吹上地区吹上

小学校から分離して，高松小学校が誕生したので

ある。本校の校名も高松地区という呼び名も，近

世以来の景観に由来している。第二次世界大戦

中，国道に沿う松並木は伐採され，現在は西部に

松林が僅に残っているに過ぎないが，静かな住宅

地域と，工場地域に接する住宅地域という生活環

境は，大戦前と変わっていない。

　昭和30年代後半から始まる高度経済成長期に

は，地区南部の住宅化がすすみ，人口14，147人

（昭和41），世帯数4，454（昭和44），児童数1，533

人（昭和34）が増加のピークとなった。その後，

人口・世帯数・児童数ともに減少をつづけ，平成

元年（1989）5月現在の高松地区は，人口9，496

人，世帯数3，526であり，本校児童数は746人，な

おも少しずつ減少の傾向にある（表1）。

　校区内の医療機関としては，内科14軒，外科3

軒，歯科12軒，その他10軒の医院があり，校区北

部にやや偏在しているものの医療的に恵まれた地

域と言えるであろう。

　2．　学校の概要

　本校の規模は．児童数746人，学級数21（うち特

殊学級2），教員29人・職員7人である（平成元年

5月1日現在。）

　保護者の職業を見ると，会社員（54％）・自営

（17％）・公務員（15％）が多い。特徴的なことは，

和歌山市に支店をもつ企業や，国家公務員の住宅

・住宅団地がある関係から，4月・9月の転出入

児童の多いことであろう。1年間に全国各地から

転出入する児董は，それぞれ60人程度を数える。

　次に，そうした家庭環境の影響からか，保護者

の教育にたいする期待と関心の高いことを特微と

して挙げなければならない。PTA活動の活発さ

は，市内有数であろうと思われ，昭和60年（1985）

には優良PTAとして文部大臣表彰を受けてい

る。児童の学習に取り組む姿勢も，ほぼ満足でき

る状況にあるが，最近，とも働き家庭が多くなり

つつあり，養育態度にも変化が見られるようにな

ってきている。

　本校では，知徳体の調和のとれた豊かな人間性

と，実践力をそなえた望ましい日本人の育成をめ

ざし，「考える子」・「やさしい子」・「じょうぶな

子」を期待して日々教育にあたっているが，今ま
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で本校が取り組んできた教育研究の主なものを振

り返ってみると，次のとおりである。

　昭和37年（1962）度から体育学習指導に取り組

み，昭和42年（1967）11月に体育学習研究全国大

会を開催，昭和53年（1978）度からは，「学習集

団による授業の創造」をテーマにして研究を進

め，昭和58年（1983）2月，学習指導研究協議会

を開催した。昭和57年（1982）には文部省からむ

し歯予防推進校の指定をうけ，昭和59年（1984）

11月，研究発表会を開催した。この3年間が，本

校にとって歯の保健指導とのかかわり始めであ

る。この研究発表を契機として，歯の保健指導を

すすめ，昭和60年度から連続4か年，県から「よ

い歯の学校」として表彰を受け，昭和63年度には

日本学校歯科医会からも「よい歯の学校」として

表彰された。

　昭和61年度からは，市教育委員会の研究指定を

うけて，「確かに読み取る力を育てる国語科指導

一
音読・朗読指導を通して一」を研究主題として

研究を進め，昭和63年（1988）10月に研究発表会

を開催，その後もその研究を深めている。

　3．　本校における実践

　昭和57年度から昭和59年度にわたる3か年のむ

し歯予防推進校としての実践は，「むし歯予防に

つとめ自主的に歯みがき実践する子を育てる」こ

とを研究主題にした。

　当時の記録によって，年次別の研究内容を見る

と，

　昭和57年度一指導計画の策定一

　「歯の保健意識を高め，研究の計画づくりに努

　　める」

　・『小学校歯の保健指導の手引き』（文部省）の

　　研究

　・研究・実践の推進体制の確立

　・歯の保健指導年間計画の作成と実証，修正

　・指導に必要な資料の収集と作成，保管

　・環壇・施設の充実と改善

　・児童及び家庭の歯科に関する意識や態度・習

　　慣の実態調査の実施とその分析

　・むし歯予防推進校の視察

昭和58年度一実践の推進一

　「歯の保健指導と実践活動の工夫と深化を図

　　る」

　・授業研究による子どもの変容の追及と指導法

　　の研究

　・歯の保健指導の実践，修正

　・資料・教具の工夫とその活用

　・歯科意識の高揚と啓発の充実

　昭和59年度一実践の定着化一

　「歯の保健指導の成果をまとめ，さらに実践の

　　定着化をめざす」

　・学校・家庭・地域ぐるみの連携活動の見直し

　　とその活性化

　・研究実践とそのまとめをし，今までの成果，

　　今後の課題を確認し，これからの研究実践の

　　あり方の検討

のように．概括している。

　研究指定を受け，1年たった時の記録に，「年

度末に先進校の視察を手分けして行いましたが，

その大半は研究指定終了後たち消えの状態になっ

ており，やはり，地域に立脚した学校独自の取り

組みの必要性を痛感するとともに，研究指定終了

後の方向づけなどが問題となりました。」と記さ

れているが，こうした研究当初の話し合いの結果

が，今なお生かされているように思われる。

　従って，今回の公開授業も，その他の実践も，

過去の研究指定時の実践の延長線上にあり，歯の

保健指導の定着化を目指す実践を示すものに他な

らないr．

　以下，研究指定終了後5年をむかえた，本年度

の状況を報告することにする。

　歯の保健指導は，特別活動を中心に教育活動全

体をとおして組織的・計画的にすすめているが，

主な教育活動を挙げてみると，

　⑦　各学級での指導は，「学年別「歯の保健指

　　導の指導目標・指導計画」に従って進めてい

　　る。指導内容によって，1単位時間，または

　　2分の1単位時間をあてて指導する。

　　　また，「歯の衛生週間」には歯科衛生士に

　　依頼して歯みがきの指導を行っている。

　12’児童活動としては，全校集会で集会委員会



　　が歯に関係したクイズをしたり，各学級の学

　　習発表に「むし歯をなくすために」という寸

　　劇を行ったりする。

　　　また，児童保健委員会では，月1回「保健

　　だより」を発行し，むし歯予防に関する記事

　　を掲載し，歯ブラシ・コップ消毒の手伝いを

　　している。

　　　児童保健委員会自作のビデオ「お昼の歯み

　　がき」を各教室に流して，正しい歯みがきを

　　すすめている。

　③　食後の歯みがきの習慣化をはかり，正しい

　　歯のみがき方を習得させるために給食後10分

　　間の「歯みがきタイム」を設け，レコードに

　　合わせて一斉に歯みがきを行っている。

　　　また，歯みがきについて，家庭をも含めた

　　習慣化を図るために，毎月始め1週間を「歯

　　みがきカレンダー徹底週間」とし，ひとりひ

　　とりの歯みがきの状況を把握し，指導上の参

　　考にしている。

　｛1　正門掲示板・保健室前掲示板を保健コーナ

　　ーにあてて，児童の意識を高あるよう努めて

　　いる。

　⑤　歯ブラシ・コップ収納箱，殺菌庫の設置。

　⑥歯ブラシ・コップについては，PTAの協力

　　によって，一括購入し，年1回配布している。

　⑦　保護者に対する啓発活動

　　　養護教員による月1回の「保健だより」の

　　発行，PTA広報紙「たかまつ」による啓発，

　　年7回の学習参観のうち6月の1回を歯の保

　　健指導の授業参観にあてる。参観後，むし歯

　　予防について話し合う。

　⑧教職員の歯科保健に関する現職教育とし

　　て，夏季休業中に学校歯科医の講話・研究協

　　議を実施している。

　以上が，現在における本校の歯の保健指導の現

状であるが，それらはいずれも研究指定を受けて

いた頃からの実践で，学校の教育計画の中に定着

させている部分である。

　こうした実践は，歯の保健指導に努力している

いずれの学校においても実践されていることであ

ろうが，これを学校教育活動に定着させて継続す
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ることは，なかなか困難である。本校においては，

学校歯科医・養護教員の推進力と，教職員の実践，

PTAの協力などがあって，一応の定着が図られ

てきたといえる。

　4．　今後の課題

　昭和57年以来の教育実践の結果，現在の本校児

童のむし歯罹患率・処置率，及び1人あたり永久

歯のむし歯保有数の推移は，表2・3・4に見ると

おりである。

　食後に歯みがきをする児童が，着実に増えて，

むし歯予防に良い効果をもたらしていること，保

護者に対するさまざまな啓発活動により，むし歯

予防・早期治療の大切さが認識され，むし歯治療

率が向上Lている、

　また，歯の保健指導の結果，児童の歯に対する

認識が深まり，歯のみでなく身体全体，健康に対

する関心の高まりが感じられる。しかしながら，

未だ歯みがきの習慣化は完全とは言えない。歯み

がきの実践は学校・家庭での指導に負うところが

大きく，今後も継続的な研究・指導が必要である

と思う。

　ことに，自主的な歯みがき実践の定着には，な

によりも家庭の協力が必要である。保護者に対し

て，単なる基本的な生活習慣という狭いとらえ方

ではなく，現代の食生活の変化等によって，児童

表1　高松地区の世帯数・人ロ・児童数の推移

　　　　　1世帯数1人　口｝児童数
μ召禾「122　（1947）

昭和25（1950）1

鷹ll認1
昭和35（1960）

昭和40（1965）

圓召禾041　（1966）

1￥｛禾044　（1969）　1

0召不045　（1970）

日召禾050　（1975）

昭和55（1980）l

H召禾「160　（1985）

械元（1989）1

　　　」2．434

2・4661

3．131　1

3．43gl

l：認引

4．193　1

4．454

4．4371

3．896

3．723

3。730　1

3．55・｝

＊各年度5月1日現在

9．844

9．953

11．802

12．677

12．863

13．812

14．147

14．048

13．588

12．110

11．075

10．319　，

　　　F9・524「

1．140

1．2071

｝：lli　i

i：鎚

1．307　1

　　　」
1．404

L395
1．2871

1．247

　961　ト

璽6」
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表2　むし歯の罹患率と処置率の推移

又
　
＝

ノ
ー

嫉のtEし暫る人一

（％）i未処置陣置

昭和59年全　国i
　　　　　和歌山県1

　　　　　和歌山市
1－＿一陸一悩

昭和60年全　国
　　　　　和歌山県

［　　　　和歌山市

l　　I本　樹

i昭和61年全国l
l　　　　　和歌山県l
l　和歌山市1
　　　　　1
　　　　　本　　校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1繭62年「r一国

　　　　　和歌山県l

　　　　　I和歌ILI市I

L－＿1杢魍

8．5　　1　　61．5

　　　　　　　16．7　　　72．9　1
8．8　　1　　67．0　　旨

14．5　　　28．2
　　　1

8．6　　　59。5

7。2　　1　　69．4　　1

8．6　　　62．9

17．6　…　　19，2　1

8・8158・4i
7．5　　1　　68，4

10・4160・31
37・9　31・7i

30．0

20．4

24．3

54．7

31．8

23．4

28．5

63．2

32．8

24．1

29．3

30．4

8．9　　　　　56．3　　1　　34．8

8．3　　　66．0　　　25．7
　　　　　　　［
9．7　　　　59．7　　　　30，7

42・7　12・2145・1

日召不06311三　　全　　　　　巨ミ1　1　　　　10．0

　　　　ト和歌山県1　　7．1

　　　　1和歌山市1　11，9
　　　　ト
　　　　1本　校1　42．2

平成元年1全　　国I

　　　　l和歌山県

　　　　1和歌山市1

　　　　　本　　校
　　　　1

55．3　　　34．7

67。5　　　　　25．5

55。7　　　　　32．4

9．5　　　45．6

　　　1

45．719・5
＿一一⊥＿

44．8

の歯の正常な成長が阻まれて，心身の成長・発達

の面に重大な影響を及ぼしているという，深刻な

現実に目を向けさせる啓発活動を絶えず進めるこ

とが大切であると思う。さらに，歯を治療するよ

うに連絡しても，治療に行かない，行けない者が

いる。経済的な理由の場合も中にはあるが，それ

は極く少数であり，むしろ，生活全般の乱れや，

治療に対する恐怖心から治療しない者が多いと思

われる。今後とも，これらの児童や家庭の事情を

より確実につかみ，効果的な指導を進める必要が

ある。

　以上，研究指定を終了後5年目の本校での日常

的な実践を報告し，識老のご指導をお願いする次

第である。

表3　永久歯のむし歯の罹患率と処置率

　1．　昭和63年度

㌧年魔ノ、員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1む噛のLむ噛のある人
ないノ

＼未鰭陣置
　1
　　　1
　2
　3
　4　　、

1　5
1　6

1合　計1

割　合

106　：　　91　　　　　6

107　　　　　67　　　　　16

98　　　　35　　　　16

136　　　　　38　　　　　11

132　　　　　45　　　　　17

135　　　　　24　　　　　21

714　3。1T97
100％　　　　42．2％ 57．8％

8
4
戸
1
7
0
0

　
2
4
8
7
9

326

2　平成元年度

1学年1検査人員I
　　　I
　　　　　　　　「
　　1　1　147　ト

　2　　　　109
　3　i　122　1

　4　　　　100
　5　　136　1

　61131i　　　　l

　　計1　745

合

合

生
口 100％1

むし歯の

ない人

127

3
9
7
4
0

7
3
3
3
3

340

45．7％i

21．1％　　　　78．9％

むし歯のある人
＿　
　　＿　　　　　　　　　　　　－　　　　　　－　

未処置1処置1

　　8　E　　12　1
　　8　　1　　28

　20　1　63　1
　　9　1　54　1

　　5　　971
　　　　　　　　　　　ミ

　21　1　80　、
　　＿」一．．　　　．一＿1

　　　　1
　71　　　　334

　　54．3％
　＿　　　一＿＿＿i
17・・5％ト82・　5％　1

表4　1人あたり永久歯のむし歯保有数の推移

　　　　年度　l　DMF指数

　日召禾057｛卜　　　　　　　　　　2．6

　日召禾058勾三　　　　　　　　　2．6

　昭和59年　　　　2．9
　昭和60年　　　　2．1
　目召不061｛ギ　　　　　　　　　　2．9

　昭不ll　62年　　　　　　　　　　2．7

　目GJ不l　l　63壬卜　　　　　　　　　　　　2．5

　平成元年　　　　　2・6

＊DMF指数は，各年度6年生の数／lll
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〈幼稚園・小学校部会〉

むし歯予防の生活化をめざして

和歌山市立中之島小学校長矢田俊作

　1．　はじめに

　私は本年度（平成元年4月1日）和歌山市立楠

見東小学校より，現任校である和歌山市立中之島

小学校へ転任いたしました。その関係で前任校で

ある楠見東小学校在任中のささやかな取り組みを

報告させていただき皆様方の御高評・御指導をい

ただきたくお願い申し上げます。

　2．学校および地区のようす

　和歌山市の人口増とドーナツ化現象により，紀

ノ川をはさんで旧和歌山市に隣接する楠見地区の

人口が急激に増加し，昭和57年の楠見小学校の児

童数が2，300名になる。そこで昭和58年4月楠見

西小学校が分離独立する。翌年の昭和59年に更に

楠見東小学校が分離独立開校した新しい学校であ

る。

　楠見地区は，南には紀ノ川の清流に接し，北は

和泉山脈で大阪府と接する。

　又，和歌山市の北部に位置し，20年くらい前ま

では水田を中心としたのどかな近郊農村であった

が，その後，水田を宅地に変換しそこにスミレ団

地，和泉山脈の南斜面を利用した宅地造成により

東洋台団地，水田の調整区域解除にともない新し

い住宅が急激に増加し，楠見小学校は前述の通り

超マンモス校となる。これを解消するため三分割

して生まれた楠見東小学校は地区の最も東部に位

置する校区をもった学校である。

　住民の主な職業は，農業であったが中小工場の

建設，商店の増加等にともない，サラリーマン，

商工業者が増加している。

　児童の保護者は，在来の在住者と転入者が混然

ととけ合い，特別な感情的もつれは見られない。

一方学校は，転入児の増加にともない学校運営面

で考慮しなければならない問題が出て来ている。

保護者の学校教育に対する関心は非常につよく，

学校運営に対する協力・支援を惜しまない。育友

会（PTA）活動も常に前向きで，積極的に取り

組み新設校としての学校環境づくりに大きく寄与

してくれ大きな成果をおさめている。

　3．　本校の教育目標

　「正しい人権意識を持ち，豊かな知性と情操を

身につけ，健康であたたかくひろがる子どもに育

てる」

　具体目標

　○健康で明るい子

　○ねばり強くやりとげる子

　○自分で考え工夫する子

　4．保健・安全教育目標

　（1）目標

　自他の生命を尊重し，自己の健康安全管理がで

きるような態度・習慣を育成し，心身共に健全な

子どもを育てる。

　（2）努力点

　○保健安全に対する習慣を身につけさせる。

　　（自己管理・実践的態度の育成）

　○疾病異常に対しての治療の徹底。

　○児童健康状態の把握に努める。（保健観察）

　○児童の安全な学校生活の保持増進に努める。

　○機会あるごとに児童の安全意識の向上に努め

　　る，

　5．　本校におけるむし歯の予防推進について

　昭和59年4月に分離開校した新しい学校であ

る。開校年時の定期検診の結果むし歯をもった児

童が多くいることに気付きその対策として学校教

育全体のなかで保健安全教育活動（新設校として
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やらねばならない諸々の教育活動）の一環として

位置づけをして．むし歯予防教育としての特別な

年間カリキュラムを作るゆとりもないままに進め

てきました。こうした学校行事・社会的行事・児

竜会活動等と連携をはかりながら米田千津養護教

諭を中心にむし歯予防活動を学校教育全体を通し

て，人生80年を自分の歯で食べることのできる意

義を教え，歯の大切さを自覚させると共に，健康

な歯が健康な心身を保持増進させることにつなが

ることを児童の発達段階に応じて指導し，むし歯

の早期治療と予防のためのブラッシングの生活化

を目指してきました。

　本校が，むし歯予防について取り組むことにな

ったのは昭和59年度和歌山市養護教育研究会が和

歌山市51校の小学校を対象に「子どものう歯は発

育期の成長にかかわるだけでなく，一生の健康を

左右する」という考えを前提に，51校を研究組織

として6班に組織して各班が次のようなテーマと

内容で調査研究した結果の集録「あゆみ」に負う

ところが大きい。

　6．　和歌山市養護教諭研究会の調査

　（1）　「むし歯と食生活」（第1班）

　和歌山市養護教育者研究会の貴重な研究結果を

読ませてもらって，「むし歯予防の推進」・「食生

活」・「清涼飲料水」等々が健康な生活と深くかか

わっていることを理解し，21世紀を背負って立つ

子ども達の心身両面にわたる健康が今日の学校教

育に課せられた課題ではないだろうかと考えまし

た。

　児童の疾病異状老数の多い状況はいうまでもな

く，心の面でも学校生活での健康を考えなければ

ならないことが多く見られます。こうしたことか

ら，どのような学校でも保健指導の重点目標を掲

げて取り組まれていますが，生きるための最も基

本である生活リズム「基本的生活習慣の確立」が

今なによりも大切であると考えます。

　現在の生活をいかに健康に生きるかということ

を身につけ，それを生活化し，実践することが

「自分の健康は自分で守り育てる」ことにつなが

る何よりも大切なことではないでしょうか。

　こうした考えのもとに，本校としては毎日の教

育活動のなかで，児童の看護から，生活指導，健

康相談等々専門性を生かし幅広く活動している養

護教諭をリーダーとして，前述の養護教諭研究会

の研究成果を分祈し，本校児童の実態と照らし合

わせながら「むし歯予防」に関する教育活動を教

科指導・その他教育活動に支障をきたさないよう

配慮しながら，学級での指導としては，朝の会・

終りの会，学級会・ゆとりの時間・保健の時間・

給食指導・歯科検診の事後措置として，更には児

竜会の集合活動の一環として，その多くはショー

トの時間を利用して日常の教育活動の中で「歯の

健康」「むし歯予防」「おやつと歯」「食事と歯」

「歯と健康」等の発達段階に応じた教育を通して

意識化させ，「むし歯予防」について歯みがきの

励行をしていけるよう話し合い中心の指導を重ね

て来た。

　7．　健康教育の大切さ

　日常の教育活動のなかで，常に児童個々に対す

る健康教育は防衛体力も含めて意識的に指導して

いくことが必要だと考えています。

　児童の健康についての今日的課題として，1つ

は身体の健康問題ともう1つ心の健康問題の両面

があるといわれている。日常生活を快適に過ごせ

るということの条件はいつも“にこやか”でいら

れることであり，これは誰もが願い望んでいるこ

とである。近年我が国は1家庭の子どもの数が減

少し，1家庭2名平均ともいわれている。このた

めか親も囲りも子どもを育てていくうえでたいへ

ん甘くなり，その結果子どもは心身共に弱くなっ

たともいわれています。

　こうしたなかで，今学校ては登校拒否・非行・

自殺・いじめ・校内暴力等々の問題，更には，学

習塾・スポーツ志向への過熱化の問題等深刻な問

題が山積みされているのが現実ではないだろう

か。そして，親も教師も戸惑いを感じているので

はないだろうか。こうした現状のなかで「人間性

豊かな児童・生徒の育成」にはほど遠い問題をか

かえているのではないだろうか。

　この現状を見るとき，日本の教育には，教育の



基本である健康への視点が欠落しているのではな

いか，1人ひとりの児童が生涯を通じて「自分の

生命と健康は自分の力で守る」という考えを日頃

から育成しておかねばならないと考えています。

　今，子どもたらは多くの“ストレス”にさいな

まれている。まさに健康破綻の危機に立たされて

いるといっても過言ではないと思う。一方目ざま

しい体の発育に対し，精神発達の遅れが目立ち，

そのうえに，親達の過剰なまでの期待と強制，こ

のなかで子どもはどうすることもできない状態で

毎日を送っている。この結果，子どもの最優先す

べき健康を犠牲にして，進学とスポーツの競争に

追いやられあきらめの境地で生気を失っている子

どもが見受けられます。

　毎日登校してくる子どもを見るとき，朝からあ

くび・登校して保健室へ直行する・腹のでっばり

・ 目はトロン・ころんでも手が出ない・すぐ骨折

等々，こうした子どもの姿が見られる一方で，不

安・緊張・欲求不満等の心理的葛藤からくる心身

症，更には心因性の頭痛・腹痛等に子ども達は実

にたくさんの問題を教師の前になげかけてきてい

ます。

　食生活でも，朝食をとらずに登校してくる子ど

も，朝食をとっても菓子パンとインスタントコー

ヒー，おやつは，アイスクリーム・ジュース・ス

ナック菓子等の砂糖づけ。夕食は肉類。夜食はイ

ンスタントラーメンと油づけ。こうした片寄った

食生活が育ち盛りの子どもの身体に与える影響は

大きな問題があるのではないだろうかc

　雲梯遊びの手首を骨折する。跳箱の着地で足首

の骨折。また懐中電灯を足の甲に落として骨折を

したという話を聞いたこともある。年間を通して，

630名のうちの誰かが骨折をして腕を吊っている。

多い時には4名も骨折した子どもがいたこともあ

った。一方生活の乱れからくる基本的な生活習慣

の乱れ等生活のリズムが保たれていない。このよ

うな実態から，規則正しい生活習慣と食生活が子

どもの健康保持増進に大きくかかわってくると考

えています。

　子どもの健康保持増進のための食事の栄養面は

もちろん，おやつの与え方と内容についてもまだ

日本学校歯科医会会誌63号1990年3月／39

まだ保護者の関心はうすい。根気強く啓発してい

く必要性があると思います。

　学校保健における「う歯対策」は，定期検診等

でう歯が発見された場合一日も早く治療にあたる

ことはもちろんであるが，それ以上に日常の予防

対策としての歯みがきの徹底。外出時などで歯み

がきが出来ないときは，せめてブクブクの励行を

していく。更に各家庭においては，食事はもちろ

ん，間食も含めた食生活の改善，う歯予防も含め

た健康づくりへの関心を高めていくとともに，実

践してもらえるような啓発活動を継続していくこ

とが21世紀に生きる心身ともに健康な人間に育て

ていくうえで大切なことであると同時に，学校教

育の一一環として取り組まなければならないことで

はないだろうか。

　8．　ロ腔衛生思想の高揚

　我が国においても「人生80年代」を迎えたと新

聞・テレビ等で報じられている。身体の健康はま

ず歯の健康から，一生を自分の歯で食べられるこ

とのできる歯を保持していくことを目標に，児童

が自分から進んでむし歯予防の大切さを理解し，

毎日の生活のなかで健康増進に努める態度を育て

るように指導していくことが大切であると考えま

す。

　校区住民は生活水準は高く，子ども達は比較的

恵まれた環境のなかで育てられている。然しむし

歯の治療率がよくないのは，校区内に歯科医院が

ないので治療するためには校区外へ出なければな

らないことと，両親が共に働いている家庭が多い

ため検診の結果むし歯があるので治療票をもらっ

て帰っても，本人自身も今は痛みがないのでつい

治療に行くのが遅れてしまう場合が多い。

　そこで，児童・保護者の両者に健康な生活を送

るための実践的態度や望ましい生活習慣を身につ

け生涯保健を目ざす粘り強い継続した指導の必要

性を感じています。

　9．指導内容

　低学年は，6歳臼歯が生えてくるときであり，

中切歯・側切歯が生えかわろうとしている時期で
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もある。「大人の歯」の繭出を喜ぶ時である。即ち

生えかわる自分の歯に関心が強い時期である。こ

の時期こそ自分の歯に関心が強い時期である。こ

の時期こそ自分の歯の健康を自分で守る態度や習

慣をつけるのに最もよい年代だと思います。

　色々なものを食べるときに，歯がそれぞれつこ

うのよい場所にはえていたり，つこうのよい形を

していることを知る。

　食べたあとの歯がどうなっているかを鏡を使っ

て観察させ食べたものが歯や歯の間に付着してい

ることに気づかせる。そしてこれがむし歯になる

もとであることを知らせる。この付着物を取り除

くために歯みがきをすることが大切であることを

知る。

　2年生児で，永久歯にむし歯のある児童が治療

ずみも含めて38．6％，永久歯にむし歯のない児童

が56．8％，むし歯がまったくない児童が9％，こ

うした実態のなかで，むし歯予防の意義を理解さ

せていくための取り組みを進めてきました。

　児童の歯の様子は第一大臼歯，中切歯，側切歯

が生えそろってきている。また，第1，2小臼歯・

犬歯の生えかけている子が多く，全部そろってい

る子は5％，いま生えかけている子は71％，この

時期に自分の歯の健康について再認識させ，いま

生え揃って来つつある歯をむし歯から守り一生大

切に使っていけるためには今が一番大切な時期で

あることをわからせていく指導に力点をおく。

　食事の後のブラッシングについては理解できる

が，おやつを食べたあとどうするかについて話し

合い，おやつの量よりも回数に問題のあることを

気づかせ，せめてうがい（ブクブク）をするだけ

でも意義があることを気づかせる。

　年2回歯科校医先生により検診をしていただい

ているが，先生が子どもの歯を診ながら一声かけ

てくださってる「しっかりみがきなさいよ」「こ

の歯は早く治しなさいよ」「君の歯はしっかりみ

がいているね」。こうした歯科校医先生の一声を

かけていただいた子どもはよく話しを聞いて言わ

れた通りすぐ実行に移しているようである。

　私も，毎回検診に来校されるときに，本校児童

の歯の健康状態についてお話を聞かせていただき

色々と御指導いただき指導に役立たせていただい

ています。

　おやつの場合保護者がおやつを用意しておく家

庭が少なく，子どもがお小遣いで自分の好みのも

の（アイスクリーム，チココレート，ジュース類

が中心）を購入している場合が多い。しかも一日

の決った時間に食べている子どもは少なく，いつ

かつなしに自分の好みのものを食べる子どもが多

い、そこで口腔内に糖を長くおかないためにも，

一度に食べる量よりも，食べる回数に問題がある

こと，歯みがきができないときは，ブクブクのう

がいだけでも効果のあることに気づかせるよう話

し合わせる。

　臼歯については，特にむし歯になりやすいこと，

生えてくるなりすぐむし歯にかかっている子ども

もいることから充分な指導が必要である。

　食生活とむし歯の健康という点で，健康の保持

増進のためには，先ず“歯の健康”からという考

え方を定着させ，一生涯を自分の歯でおいしく食

べる，そのためにむし歯予防に留意し，“食べたら

みがく”ことを生活の中で実践させていきたい。

　1学年から6学年まで，児童の発達段階に合わ

せた学習活動をしていくことは大切なことではあ

るが，2学年でやったから3学年ではやる必要が

ないというのではなく，2学年でやったことを必

要に応じて，5学年でも6学年になってもくり返

し指導していくことも必要であると考えていま

す。

　むし歯予防のための“食べたら歯をみがく”こ

とを生活化していくために，次のような資料（例）

を使い朝の会・終りの会・学級会・児童会活動

（常時活動・集会活動）・保健の学習時・給食指導

等全教育活動の中で担任の熱意ある指導の継続

が，児童のむし歯予防の生活化への原動力になる

のではないかと感じていますt，

　10．　おわりに

　子どもたちの心身の異常については，多くの人

たちからいろいろの問題が報告されていますが，

やはりむし歯・歯列が最も多いのが現実ではない

でしょうか。教育界も，保護者も今こそ地につい



た健康教育に取り組まなけれぽならない時期にき

ているのではないだろうか。

　偏食の問題も，夜ふかし朝寝坊の問題にして

も，体力の不足にしても日常生活の中での子育て

の片さが原因ではないでしょうか。教師も保護者

も歯の健康を守る指導と管理を充実させるため
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に，目的をはっきりさせる。具休的な方伝をたて

る　結果を評価する。継続する．この四点を学校

で，そして家庭でどう確立していくかを考えなが

ら「手しおにかけて育てる」ことが，遠回りのよ

うであるが最も近道になるのではないかと考えて

います。

テて ：U4こ㌃　　ン’t；

小学校の公開授業
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〈幼稚園・小学校部会〉

幼稚園・小学校における歯科保健指導の実践

神奈川県横須賀而立北下1酬・学校学校歯科医　五十嵐　武　美

　学校保健は児竜・生徒の「教育を受ける権利1

を健康面から擁護し，「自主的粘神に充ちた心身

ともに健康な国民の育成」という教育の目的の達

成のために，学校という教育の場で行われる保健

活動で，特殊性を持っている。学校保健は保健管

理と保健教育の2つの領域からなり，二者を有機

的に機能させる為の保健組織活動のある事も衆知

の事である。特に保健教育は生涯保健という立場

から，児童・生徒に保健意識・行動の変容を達成

させる教育活動であって，他の公衆衛生学的な分

野とは違う面がある。特に学校保健教育は単に保

健問題の解決だけでなく，人格の形成にも好まし

い影響を与えるように指導していく事が大切であ

る。したがって，学校歯科保健も時代の要求に答

えるように変化していく事も大切である。地域に

対する保健教育は個人の健康問題解決に寄与する

だけでなく，地域全体の保健に関する意識や行動

の変容を促し。児童・生徒にとっても望ましい保

健環境が作られる，学校歯科保健の充実は地域保

健の推進に重要な役割を担っている。昭和58年か

ら実施されている「むし歯予防啓発推進事業」は

学校歯科保健の将来像を示している様に思われ

る。

横須賀市立北下浦小学校の基本方針

（1）指導要領に基づき，地域や，子供の実態を

　考慮した教育計画を立てて，その実施に積極

　的に努力する。

12）充実した授業展開をするため研修の励行，

　学習環境の整備に努める。

［3）個人の教員の能力を最大限に発揮し，集団

　や，組織の力を生かして，教育活動の充実，

　向上を図る。

傾　ひとりひとりの子どもを大切にする。常に

　身体的・家庭的に恵まれない子や，理解の遅

　い子の指導に留意し，個性を伸ばすよう努力

　する。

（5）伝統ある学校の実績や研究成果をふまえ，

　日常活動を積み重ね，見直しを持って将来に

　つながる営みをする。

学校教育目標とその具体化

　学校教育「i標

1。　明るい子

2．　よく考える子

具体目標

・ 心身を健康にする

丈夫な身休をつくる

明るく元気に行動する

・真理を探究する態度を養う

　自分の考えを持つ

よく考えて行動する

3．　実行力のある子・実践力を伸ぼす

　　　　　　　　　　責任ある行動をとる

　　　　　　　　　　ねばり強くやり通す

4．　心にうるおいの・情操を豊かにする

　　ある子　　　　美しいものがわかる

　　　　内　　　容

運動や遊びを仲よく楽しく

健康安全な生活，のびのびとした発言

友人と仲よく明るい生活

他人の考えと自分の考えを大切にする

自分で考えた発言

過ちや欠点を認め，人の意見に耳を傾ける

わがままや嘘がない

友達の言動に正しい批判，集団の中で責任ある

行動・最後までやり通す根気

人や物に対する思いやり，身の回りの環境美化

美しいものが美しいと感じる



5．　役に立つ子 ・ 社会の進歩に役立つように

する

自分のことは自分でする

学校のきまりを守る

協力し，助け合う

　横須賀市立北下浦小学校は明治5年5月北下浦

村野比尋常小学校にはじまり，当時の附近，三校

を合わせて明治34年5月に開校した。その後，昭

和57年に附近の宅地化に伴い，野比小学校の2つ

に分かれた　現在は旧学区内の児童が残ってお

り，児童の家庭は安定した良い環境の内に生活し

ている。

　北下浦小学校に学校保健委員会はなく，昭和27

年に横須賀市で初めて健康優良学校として，神奈

J［i県教育委員会から表彰を受けた頃には活発な活

動もあったと思われるが，様々な事情から，その

活動は停IEしている。そこで学校の現状をふまえ

て，まず手のつけられる事から実施している。幸

い横須賀市教育委員会は7名の巡回歯科衛生士を

採用しており，全市的に歯科保健集団指導及び個

別指導を行っているので，この制度を利用して，

保健教育という面から歯科保健をとらえ，児童の

自己保健管琿能力の育成に心がけ，合わせて自分

の健康に関心を持つと共に他人の心も考えるよう

な，心豊かな児童になればと考えている。学校保

健委員会活動がなくともまず手のつけられる所か

らという気持で学校歯科医が学校の保健活動に参

加する事が大切であると思う。

　横須賀市学校歯科巡回歯科衛生士

　横須賀市教育委員会は昭和42年に大宮市・敦賀

市・大阪市などの教育委員会が昭和33年より歯科

衛生士による学校歯科巡回指導を実施して，大き

な成果を挙げているのを知り，2名の歯科衛生士

を採用し現在は7名の歯科衛生士が，児童の歯科

保健指導にあたっている，ここ数年の指導目標は
一ていねいな菌みがき習慣化で歯も体も健康に」

をかかげている。

集団指導

全児童にし，1学級1単位時間を要して次の2
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自分の回りのことは自分でする

決められた約束やルールを守る

お互いに協力したり助け合ったりしてよりよい

生活をする

項目の指導を行う．

　ア）歯みがき検査

　歯垢染出薬（カラーテスター・サフラニン溶

液）を用いて，児竜の歯の汚れを認識させるとと

もに　汚れとう蝕の関係について理解させる。

　イ）歯みがき指導

　歯みがき検査の結果により，歯のみがき方，歯

ブラシの選択法など発達段階に応じた，歯に関す

る知識・技能を指導する。

　個別指導

　集団指導時において，次の所見のあった児童に

対して，指導を行う。

　歯牙沈着物・歯肉炎のあった児童に行う。

　学校歯科巡回指導とその効果

　学校歯科巡回指導を始めた当時2年間の児童の

口腔の清掃状況は下図のように改善されており，

42年・43年と続けて2年指導した学校では好結果

がみられ，2年連続指導した学校と，43年に初め

図1　昭和42，43年2年連続巡回指導した学校と

　43年始めて巡回指導した学校の比較

42年度

43年度

42
　年度
43

43年度

10　　　20　　30　　　40　　50　　　60　　　70　　80　　90％

10　　　20　　　30　　40　　50　　　60　　　70　　　80　　90％

「　　　　　F　　　　　l　響　　　　I　　　　　　I ，

太゜
B． ““

／ ／
A B 牒戦心

昭和42，43年2年連続巡同指導した小学校8校の比較

　A．歯垢染出液の着色の全くないもの

　B．前歯外側・自歯の咬み合わせに着色のあるもの

　C．全体に着色がみられる4、の



44

て巡回した学校とでは歯口清掃状況が違う事が判

る。（谷　幸信・歯界展望　34・6号　昭和44）

　又，下爽の横須賀市における昭和42年から昭和

63年までの児童の歯みがき状況の結果であるが，

近年，C・全体に着色が殴られるものが少なくな

っている”i1：が判る。

図2　年度別歯みがき状況

　　　0
42年度

20 4e 60 80 100％
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図3　学年別歯みがき状況（昭利631卜度）
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　※　54年度以降は．3年生のみ3分間みかかせた後の検査
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歯科衛生士が学校現場で活躍しているのは昭和61年度調べで全国で465名であった。
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　　　　　　　　　　う歯り患率の年次推移

う歯り患率の年次推移（小学校平均）

「
1
年
次

横須賀市（水久歯のみ） 国　（乳歯・永久歯を含む）

計

処　腫i未処置う歯完了者　［あ　る　者　　　　　　　1

，言十

処　副未処置う歯完了　者1あ　る　者　　　　　　　　匿

46
　　　　％

74．06

　　　　％1　　　　　％

2854　1　4552
　　　　驚

9392

47 73．04
　　　　　　1
2994　　　　4311
　　　　　　1

9316
　　　　　　i

1454　　1　78．62

48 73．65 2940　1　4425 9342
　　　　　　11465　1　78．77

49 69．60
　　　　　　1

2931　1　4029 9426
1、31179．95　　　　　　1

50 67．80
2851　13930　　　　　　1

9113
1447　1　79．96　　　　　　1

51 67．85
2978　1　3807　　　　　　1

9142
15．04　：79．38　　　　　　1

52 6816 2929　　1　38．88 9373
1525　1　7848　　　　　　1

53 6896
　　　　　　「

3261　1　3635 9117
2020　17397　　　　　　1

54 6570
3211　1　33．60　　　　　　1

9476 1772　177．04

55 6468 3L80　　1　3288 9398
2224　i7174　　　　　　1

56 6365
　　　　　　1

33、55　　1　3010 9351 2361　　1　69．87

57 6546
　　　　　　1

35．09　1　30．38 9306
　　　　　　…2545　　　　67．61　　　　　　9

58 63．68
　　　　　　1

34．66　1　2902 9261
2795　；64．65　　　　　　　匹

59 6328
　　　　　　1

35．93　1　27．35 9i　52
　　　　　　1

3004　16L49
6（1 6089

3605　12484　　　　　　1

9L36
3182　159．54　　　　　　　1

61 63．2？ 38，45　1　2483
　　　　　　8

9L22
32．80　158．43　　　　　　　1

62 59．7？ 36．77　　1　23．01 9106 3478　156．28

63 63．20

　　　　　　1
3857　　1　2463　　　　　　■ gO．05 3474　i5531

　上記・横須賀市に於けるう歯の年次推移・1人

平均DMF歯数等を示したが，巡回歯科衛生士に

よる学校歯科保健指導は，保健組織活動である

が，学校歯科医がこれに参加する事により，歯科

保健教育につながるものと考える。

　学校保健委員会と学校歯科保健

　下表は第38回全国学校保健研究大会で，山形県

教育庁体育保健課・指導主事・戸田芳雄先生が示

された「歯科保健の進め方」であるが保健教育・

組織活動として学校保健委員会の活性化がある。

学校保健委員会の活動は，地域保健につながり，

地域住民の健康や，環境の改善につながってい

く。しかし，学校保健委員会が，有機的に機能し

ている所ぱ少なく，おそらく20％強であると思わ

れる。北下浦小学校ではPTA保健厚生委員会を

軸として，父兄に歯科保健教育に関心を持っても

らうように心掛けている。幸いPTA会長が歯科

医であるので歯科の知識と体の発達について話を

お願いしている。その場で気をつけなければいけ

ア

／
1

ラ

才

わ

キ

ク

歯科保健の進め方

発達課題に即した計画的な学級指導を実施する

（指導計画の作成と指導機会の確保）。

委員会活動や集会活動などの児童・生徒の自主

活動を推進する。

昼食後の歯みがきなどの日常活動を日課表に位

置づけ’る。

学校保健委員会を軸とした組織活動を推進す

る。また，家庭との連絡を密にする。

推進体制，特別活動，日常の指導，家庭・地域

との連携などについて評価しながら進める。ま

た，児童・生徒の活動や歯科保健習慣の定着等

の評価内容・方法を工夫する。

学校歯科医と連携し，健康診断時の健康相談や

歯科衛生指導，職員や児童・生徒，父母に対す

る指導の機会をより多く設定して啓蒙する。

保健主事，養護教諭等を中心とLて学校保健計

画，学級指導計画等を作成し，教職員の共通理

解を図りながら指導に当たる。また，適切な資

料，教具等の整備に努める。

健康診断の結果を迅速に集約し，事後措置を徹

底する。
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ない事は歯科保健だけが突出する事がない様，各

科と連携し，又安全についても｛’分に考慮して，

バランスのとれた学校保健，安全を構成する必要

があると考えている。

　秋に行う巡回歯科衛生士の個別指導に必ず立ち

合うが，治療勧告書が出ても，本来治療を受けた

がらない児童もいるc

　1）　親が子供の行動に無関心

　2）忙しくて子供の世話を観る事が出来ない

等・家庭に問題のある児童もいる。学校歯rこ1保健

でば，多くの指導案やすばらしい実践例を良く目

にするが，もう少し考えて，子どもの「心を養う」様

に教育する事が大切で，それには地域・学校・家

庭の連携が重要である事を最近，特に感じている。

　横須賀市立北下浦小学校と歯科保健状況

横須賀市、ヒ北下浦小学校う歯り患1メこ況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（’ド成元年度春）永久歯

横須賀市ヱ北下浦小学校う歯り患状況の推移

　　　　　　　　　　　　（永久歯・乳歯）

学4 弩略 装検召致（人 水久繭総故（幽 う蝕o（歯） う蝕による費失歯駅働黙置っ蝕R爾 1人平均閃｝畿数｛働ゆ貯幽率爲 う歯のある者
　　　　F

う歯数
　　　1

昭和
L 1 36 18i τ 0 9 044 8．δ4

検査
人員 未処置凶

のある孟

喪失
歯数
処置
歯数

1 150 0
‘
1 8 035 5．00

処置

冗f蕎
％ ％

2

2 30 274 3 0 16 063 6．93 49 1091 187 17．1 706 64．7 6 1341 1295

3 1 53 247 5 o 13 0．36 了．69 50 1325 290 21．9 565 42．6 9 1574 1175
53 475 5 0 30 066 τ35

51 995 316 31．8 408 41．0 9 996 862

2
3

53 641 8（内ら1人） 0 η 1．49 1230

4 恐 28 隅6 1（内C日人｝ 0 3 025 479
52 1101 284 25．8 552 50．1 4 1255 823

2 5韮 294 5（内C32人） 0 13 06！ 645 53 1202 381 31．7 416 34．6 6 1474 720

3 32 401 7 0 3D 1．16 923 54 1226 440 35．9 254 20．一 6 1428 410
4 32 4？5 7 0 5

1
1．81 12．2置

1325 440 33．2 382 28．7 5 1637 673
048 7．085 1 31 212 6 o 9

2 35 351 9 o 18 o．η 7．69 巨6 1364 504 37．0 393 28．8 14 1633 666

3 」5 457 ［0 ⑪ 35 1．29 9．85 i571694 337 48．6 118 17．0 0 960 15gl

4 35 515 2〔内⊂31人） 0 58 1η n．Ol

5 35 686 7 0 了巳 2．23 H．37
120

6 1 35 152 4 0 3 0．20 4．60
60 669 192 28．7 78 11．7 13 814

35 314 10 0 n D60 6．69 61 634 349 55．0 75 11．8 3 750 132

2
3

35 竃29 15（内ら．2人 0 34 146 Il．89 62 600 371 61．8 78 13．0 0 761 110
4 」5 515 lb（内c3．3人 0 網 1．80 12．23

63 581 382 65．8 95 16．4 0 677 81
5 35 605 2 o 55 1．91 llo7

5 而　　i ？84 ’〔内C3。2人 0 56 2．14、 957

1、横須賀市立北下浦小学校う歯処置状況　　　　　　　　　　3、

　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和63～平成元年）

健態歯を有する児童の％
（平成元年度・春健診時）

1 2 3　　4　　5　　6 平均 1 2 3 4 5 6（年時）

う歯を処置し

た児童の割合

67．1 79．4 75．1　　79．0　　75，9　　82．9 77．1
男（％）

女

68．9

89．2

81ユ

73．0

75．5

65．9

75．0

69．8

71．4

77．1

77．4

84．5

（％） 在籍児童　554名
う歯処置した児童 427名

2、学年別歯みがき個別指導（554人中） 4、昭和40年前後の北下浦小学校う歯り患状況

（）内は歯科保健優良校

学年（人） 1　2　3　4　5　6 計

色素沈着 0　0　0　0　1　3 4

歯石沈着 2　5　6　2　3　3 21

歯肉炎 0　0　0　0　0　0 0

2　5　6　2　4　6 25

〔昭和35年1

1960年 61． 62． 63． 64． 65． 66． 67．

100人当り 4 18．0 29．2 28．1 16．4 40．7 51．3 134．3

処置率歯（％） （132） （137） U71．0） （197，2〕 （194．6） （196．1｝ （194．9） 〔2〔〕1．0）

100人当り
56．0 47．0 35．0 4L3 33．8 34．4 29．2 25．6

高度う蝕率 （28，1い （23．① q5，ω 〔12．41 t8．3、 q1．7＞ （14．8） 115．8）

lCコーC，↓C、

2．7 11．0 5．1 9．3

処置完了者率 （25．3） （25．0＞ （21．8） （20，3）
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　幼児・児童の学年別　健康管理と学校歯科医の

　留意点

　我々・学校歯科医は非常勤の職員であって，専

門的な立場から児童・生徒の保健に対する指導を

する事が職務である。従って，学校という教育の

場にあまり深く立ち入ってはいけない。時として，

熱心なあまり，教育の場に立ち入る事があるが，

学校から助言を求められたり，指導をする時には

学校保健全体の事を考えて行動する必要がある。

しかし，学校歯科保健や学校行事には進んで参加

し，児童生徒の健康保持につとめる様に努力する

心が大切である。神奈川県歯科医師会では，学校

歯科医として健康教育・健康管理という面から留

意しておきたい，学校の教育現場にも合わせるよ

うな歯科保健目標の骨子を作った。従来，多くの

学年別歯科保健指導案が作られているが，教育の

現場からのものが多く解り難い。歯の保健指導観

点別分析要素表が茨城県土浦市都和小学校から出

されているので参照されたい。

学校歯科保健教育と管理の留意点

　　　　1　　　　　健　　康　　教　　育

　　　　　（保護者）定期健診の必要性

　　　　　子供の口の中を観察する習慣
幼稚園
　　　　　食生活と健康・間食の与え方・食べることの意味

　　　　i

　　　　1
　　　　　親子歯みがきによる母親の仕上げみがき

　　　　　乳歯の治療をすませる（就学時健康診断後）

1年生　［体や身のまわりを清潔にする態度
　　　　1　　　　【給食時偏食をしないようにする

　　　　1麹大臼歯の重要性側掃揮尊

2年生

個人の発達に合った歯みがき方法の練習

上下顎前歯のみがき方とみがき残しのない刷掃法

う歯が出来たら進んで治療を受ける

　　　　　健　　康　　管　　理

　不正咬合に関係する習癖の解決

　鼻咽喉疾患と不正咬合

　全身疾患と専門医との協力

　小帯異常・発音障害

　萌出性歯肉炎の解消

1機能的反対咬合の改善

　第1大臼歯のf呆護

3年生

4年生

5年生

正しい歯ブラシの使い方

食物をよく咬んでたべることの大切さ

間食・甘い物の害

歯の構造について考える

う歯のできるわけを話す

歯の交換と体の発育について理解させる

正しい歯列の大切さを理解させる

（特に機能的な面から）

自分の口の中を観察する眼を養う

むし歯の進み方と症状を理解させる

　歯肉炎のおこるわけを話す

　食物の消化吸収と歯の働きについて話す

　第2大臼歯の繭出してくる事を知らせる

　中学生になっても口も体も清潔に
1規則正しい生活習慣をつけさせる
1

永久歯前歯の叢生の発見

永久歯繭出の誘導について考える

機能的不正咬合の改善

骨格系の不正咬合の管理

側方歯群の交換とその誘導

叢生について注意

6年生

犬歯の繭出余地不足

犬歯の低位唇側転移

異所繭出

過剰歯・埋伏歯の早期発見

第2大臼歯のう歯の診査

歯肉炎の発見と刷掃指導

歯石除去
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〈幼稚園・小学校部会〉

「幼稚園，小学校における歯科保健指導の実践」に寄せて

助言者日本体育大学教授吉田榮一郎

　1．　幼稚園の歯科保健指導をよりよく進めるた

　　めに

　幼稚園教育要領は，去る3月15日昭和39年以来

25年ぶりに改訂されたが，その中で「基本的な生

活習慣や態度を育成すること」が内容改善の大き

な柱になっており，「健康」領域の重要なねらい

になっている。このため，「健康な生活リズムを

身につける」「身の回りを清潔にし，衣服の着脱，

食事，排泄など生活に必要な活動を自分でする．

「自分の健康に関心をもち，病気の予防などに必

要な活動を進んで行う．などとt．・った事項が重要

な内容として示されている。

　したがって，幼稚園における歯科保健指導はこ

れらの内容にかかわって計画され，実践されるこ

とになるのである，とすれば，どのようなねらい

や内容を設定し，経験や活動を組織していったら

よいのだろうか。

　！l）ねらい・内容

1（A）　自分の歯や口の中の様子

　　　自分の歯の様子を知ウ，歯について関心をも

　　つようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　1
；　　↓　いやがらないて歯の検査を受ける。

　　②　こわがらないで，むし歯の治療を受ける。　1

　　　・㌔　第・大臼歯に関心をもつ。

1（B）歯みがきやうがいのしかた

　　　口の中をぎllいにする方法がわヵ・1，臼分の

　　歯を自分で守ろうとする気持らをもつようにな

　　る。
　　（1ノ　ロの中をきれいにした時の感じがわかる。

　　2）歯ブラシの持ちプ∫，毛先の当て方，動かし

　　　ノァがわかる。

　　3．生えたばかりの第・大臼歯のか孜合わせの

　　　所にも，歯ブラシのe先が届くみがき方かて

　　　きる。

　　・4．　ブクブクうがいができる。

　　5　食事の後の歯みがきができる。

（C）歯の健康によい食べ物

　　　歯の健康によい食べ物，よくない食べ物に関

　　心をもつようになる。

　　」歯によい食べ物に関心を持ち，進んて食べ

　　　ることができる。

　　②甘い飲食物のとり過ぎに気をつける．

　　Φ　かむことの大切さがわかり，いつも関心を

　　　もつ。

幼稚園の主題，ねらい一覧

k　題　名

’

「

ン

の
唱

k
ヂ

ー

「戸
－

　
つ
’，

」

♪

入

［

1

　　　　　ね　　　　　ら　　　　い

・歯について興味，

　させる．

・ 歯の役割を知12，

ことがてぎるようにさせる。

主な経験や活動

関心をもつことができるように1

人切にしようとする意識をもつ

ブ”フク・）がい　・食べたらすすんてilのiliをきれいにできるように1

をじょうす；こし　　　させる。

1よう。　　　　　1・ブクブクうがいをヒ手にできるようにさせる。

・自分や友だらの口の中の様子を知
る。

・ 歯医者さんこっ二

・ 歯の役目

・ ブクブクうがいの意味を知る。

・ ブクブケうがいの練習
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主　題　名

ハブラシとおと
i

Iもだちになろう

1

おやこではのけ

1んこうをまもろ

　う

r　　ね　ら　い　　！　主な経験や緬一
レ・の中をきれいにし塒の気持ち良さを感じる・1噛ブ・シの持ち方，齢のあて方，

　　とができるようにさせる。　　　　　　　　　　1　動かし方

　・歯ブラシを正しく持ち，毛先が歯にあたった感触　・歯みがきの感触（音）

　がわかるようにさせる。　　　　　　　　　　　　・歯みがき後の歯の感触

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　（指でこすった感じなど）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
（幼児）

・歯みがきを親子で楽しんでできるようにさせる。

（保護者）

・幼児期の歯の特徴（むし歯になりやすい歯，6歳

臼歯の崩出）について関心を深めさせる。

・ 幼児の歯みがきのポイントを知らせる。

．
季噛の大切さ　‘

1・ 6歯臼歯のrgi・i出

i・むし歯になりやすい所
信みがき残しやすい所

・歯垢の染め出し

・ 歯みがき介助の方法

おやつをじょう1・甘い飲食物は歯によくないことをわからせる。

ずにたべよう　　・おやつの上手な食べ方をわからせる。

・ 甘いものとむし歯

・おやつの食べ方

よくかんでたべ1

　　　　　　　1よう

・よくかむことを実感としてとらえることができる

　ようにさせる。

・ よくかむことを意識して，食事ができるようにさ

せる。

・ 歯ごたえのある食品

・よくかむ感触

　②　指導計画

　幼稚園での指導には，重点的な指導と日常の継

続的な指導とが考えられるが，年間を通して計画

的に行われる重点的な指導の主題やねらいを例示

すると次のようなものが考えられる。

2．　小学校の歯の保健指導のために

このことについては，シンポジウムの拙稿で触

れてきたところである。生活化を図り一生自分の

歯でおいしく食べることができるようにするため

には，児童の発達段階や学級の実態に応じた学級

活動での計画的で，きめ細かな授業を行うことが

最も大切である。そこで，文部省のむし歯予防推

進指定校として実践を積んだ岩手県栗石町西根小

学校の「指導案づくりと授業を評llfliする観点」を

紹介し，参考に供しようとする。
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日本学校歯科医会会誌63号1990年3月／51

〈中学校部会〉

中学校における歯科保健指導の実践

座長明海大学歯学部教授中尾俊一

　中学校における歯科保健指導の実践は，生涯を

通じて健康で安全な生活を送るための基礎が培わ

れることをベースに，歯科的健康を確保するため

の健全な生活態度と習慣形成にある。そのため中

学校部会別課題では次の項目で4名の発表老によ

り分科会が開かれる。

　1．　中学生の発達段階からみた歯科保健指導の

　　目標及び内容について

　2．　中学校における歯科保健指導の指導計画と

　　指導の進め方について

　　（1）学級活動・学校行事における指導につい

　　　て

　　（2）生徒会活動における指導の進め方につい

　　　て

　　（3）個別指導の進め方について

　3．　家庭。地域との連携の在り方（学校保健委

　　員会）について

　4．　中学校の歯科保健指導の展開における学校

　　歯科医のかかわり方について

　具体的な発表は次のような表題によりなされ
る。

　○「豊かな人生を送るための一つの手段とし

　　て」一自ら歯を大切にする生徒の育成一舟瀬

　　三恵子先生

　○「金屋町における歯科保健活動」一金屋町子

　○子どもの歯を守る会について一清水　厳先生

　○「親と子の健康な歯づくり」　守屋　靖先生

　○「中学校の歯科保健指導の展開における学校

　　歯科医のかかわり方について」穂坂正典先生

　中学生の歯科保健状態

　この時期の顎骨の成長発育は活発な時期で，中

学生の年代に急激な成長発育がみられる。永久歯

の萌出は，12歳臼歯といわれる第2大臼歯が12～

13歳の時期にあたり，咬合の安定がはかられる時

期である。6歳臼歯に続く12歳臼歯（第2大臼歯）

の萌出直後の保護をはかり，むし歯にさせない重

要な年代である。中学校生徒の一般的歯科保健状

態を知るために，日本学校歯科医会学術第一委員

会は昭和61年に調査を行い次のような結果をえて

いる。（中学校／学校歯科医の活動指針～日本学

校歯科医会発刊～）

　大阪，神奈川，鹿児島地区の1，255名の年齢別

1人当たりう歯数は，12歳で3．9本（全国平均

5．9本），13歳で4．7本（全国平均7．37本），14歳で

6．1本（全国平均8．53本），15歳で6．6本（全国平均

9．3本）で高学年に従ってう歯数は増加している。

これは，中学入学時点より継続した歯科保健指導

の重要性を再確認している。また，不正咬合の状

態の調査結果では，犬歯の唇側転位を含んだ叢生

が20．5％を示したことは，中学生の不正咬合を考

える上で大きな示唆を与えている。

　歯垢の付着状態は，各年齢とも30％前後で，女

子では歯垢の付着が各年齢とも40％以上あり，歯

肉炎は男女を問わずおよそ60％の者に何らかの炎

症が認められた。中学校では，第2大臼歯のター

ゲ・ト予防と上噸の前歯部歯肉1三1を歯肉炎

や歯周病にしないような歯みがき指導を中心に，

徹底した指導の必要性がある。
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〈中学校部会〉

豊かな人生を送るための一つの手立てとして

一
自ら歯を大切にする生徒の育成一

和歌山県有田郡広川町立津木・ii学校養護教諭舟瀬三恵子

　はじめに

　本校は，日本学校保健会の健康増進事業の1つ

として，昭和61年度～昭和63年度の三ケ年間，「児

童生徒等むし歯予防啓発推進事業」の地域指定を

受けた。

　また，昭和59・60年度には県教育委員会の道徳

教育推進校として，地域指定を受け「豊かな人間

性を育てる道徳教育」というテーマで実践発表し

今もなお道徳教育に力を注いでいる。

　本年からはホタルの生態調査研究を特別活動の

中に取り入れ飼育を始めた。この研究も上記の学

校教育の一環として取りあげ実践している．

1　本校の概要

　1．　沿

S22・4

S25・2

S28・7

S30・4

S38・12

S39・7

S41・5

S54・1

S55・11

S60・11

S61・3

S61・4

S62・2

H1・4

日本学校保健会より「児童生徒等むし

歯予防啓発推進事業地域指定」を受け

る（広川町幼・小・中学校　3年間）

ホタルの成育調査及び幼虫の放流を始

める

ホタル生態調査研究施設設置

2．　生徒数

（H1　7月現在）

学 年 1 2 3 1一三
口

　　　　　　　学　級　数t1 1 1 3

革

学制改革により津木村立津木中学校設

立津木小学校講堂を仮校舎とする

校舎竣工

大水害を被る

町制施行により広川町立津木中学校と

改称

学校給食実施

現校舎竣工

へき地教育特別活動の実践校（虹マス

養殖）として学習研究社より賞を受け

る

地教委連（有田）指定

生徒指導研究発表

学校給食優良校として県教委より表彰

県教委指定（小・中学校地域指定）

道徳教育研究発表

休育館竣工

生

徒
数

男　　子 9 7 4 20

女　　子 9 8 5 22

十
口

18 15 9 42

＊保護者実数　38

3．職員数

i校長：教頭［教諭養護教諭1事務職員1計

1 1　　　　6 1 1 10

　4．　地域のようす

　広川町は和歌山県有田郡の南西海岸に位置し，

広川が，町の中央部を南東より北西へ貫流してい

る。当津木地区はその上流の農山村地区であり，

面積43．16km2，人口1，190人，世帯数322戸で過疎

化現象の状態にあり，無医地区でもある。

　本町は，古くから教育については深い理解と情

熱を持った伝統のある土地であり，当地区でも保

護者の教育に対する関心は高く，PTA活動につ

いても，活発である。

　しかし，専業農家はごく少なく，大多数は兼業



農家で，山林労務，各種事業所への勤務，公務員

等で父母共に働いている家庭が多く昼間は留守が

ちである。最近は県道を中心に車の往来も激しく

なり下地区の広，湯浅町や日高地方との交流も盛

んで，就労状況の多様化と相まって物事に対する

価値観の相違もあり，様々な家庭環境をつくり出

している。従って，上記のように，教育に関心は

あるが，家庭における子どもへの年齢に応じたし

つけ等に関して，その指導に戸惑いを感じたり，

放任に近い状態にしている若年齢層の保護老も増

えてきている。

　5．　生徒のようす

　校区は小・中学校ともに一校で，生徒達は小学

校1年から中学校3年まで同一学級で学習してい

る。性格は，おとなしく，素直で，与えられた課

題に対しては，まじめに取り組む反面，積極性に

乏しく，個人及び集団として，困難にうちかち互

いに高めあっていこうとする厳しさに欠ける。

　更に物質的に豊かになり，目新しい製品が次か

ら次へと出てくる時代において，食べ物の好き嫌

いも激しくなり，気ままな食事態度の生徒が増加

しているし，食後の歯みがき習慣なども問題を感

じる。

　このような基本的生活習慣や健康な体づくりを

踏まえて，体験や学習を通して，根気よく，繰り

返し指導することの必要性を痛感している。

II　本校の歯科保健の概況

1．　歯科検診結果（永久歯）

昭和63年度（4月）

1

年

＼

学
　
目
＼
項

2 3 合計

検査人数1141gi　16｝39

1う歯所有
1

拠置完了
1

人　数　　14 8 121　34

100 89175 85

人数14 2 3「9
％ 29 25 19 26

瞳歯数F29118 25172
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D

う
歯
数
D
＋
M
＋
F

1
9
白
C
C

11 71　，・

13　　　　9 12

35

34

C3 0 0 2

C4 0 0 1

2

1

等
面 241　16 32 72

1喪失歯数M 0 0 0 0

…臭罵ぽ徽到3・・8 3．8
3・・613・・7

う歯処置率　％i　55
　　　　　　1

53 44 50

平成元年度（4刀）

1

如
2 3 合計

検　査　人　数 18 15 9　　　42

う歯所有

処置完了

人数114 15 8137
％17811・・18gi88
人　数 8 7 5 20

％ 57 47 63 54

1処置歯数F 32 49

　
　
　
D

う
歯
数
D
＋
M
＋
F

C1 15 10

24　1　105

7132
C2 4

C3 0

C4 0

o
　
』

一

0

『
0
　
0

7

0

0

」
1

二
ニ
ロ ・9113 7 39

　　　　　11喪失歯数Ml 0 0 0 0

戻罵摺綴yl　2・・8 4・113・4 3．4

噛処置率％163i79！77「73
2．DMF歯数・治療老率・う蝕経験者率の4

　年間の推移

4年間の推移

項則学年1昭和61脚621昭塑63隊元l

　　　　　l年　　2．1　3．6　3．812．81

DMF歯数
　（本）

2痢3．211．g　3．8，411

治療者率

3年　4．6i　3．・63♂3．41

全3．2i　2．93．73．41
全　　68％ol　　　　　　　　？1

「う蝕経験都忌「85％　i 79％1 85％　1　88タ6　」
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3 歯についてのアンケート集計結果（61年～63年の比較）津木中学校

S　61年 S　62年 S　63年了
数
　
一

％ み．数 ％ 人　数 ％
　　　　一一
1回 25 57 4 10 4 10

1
壱
器
製
要
孚
か
？

2回 18 41 2L 54 14 36
。Hi3回が増加した

3回 0 0 14 36 21 54
llり1起きてすぐ 5 11 2 5 3 8

2いつ　みがき

ますか？
朝食後 33 75 30 77 32 82
給食後 O 0 34 87 30 77 。夜の歯みがき増加
夕ごはん後 3 7 1 3 3 8

夜寝る前 18 41 21 54 24 62
1分くらい 19 44 14 36 8 21

3
、
と
留
鱗
安
す
か
？

2分くらい ＿．1．5 35 14 36 23 59 。2分澗が増加

3分くらい 9 21 11 28 8 21
いつもみかく 18 44 23 61 24 624萎豪継
時なみかく 19 46 13 34 13 33
みがかない 4 10 2 5 2 了

゜蔑雛榔臨
親や先圭にいわれるから 1 2 2 5 0 0

5欝警 むし歯になるとこまるから 20 48 17 43 13 33
気持がわるいから 19 46 17 43 21 54 。気持ちが悪いからが増加
歯をじょうぶにしたいから 1 2 1 2 3 8

その他 1 2 2 5 2 5

時間を決めて 0 0 1 3 0 0
6おやっはいつ

食ぺますか？
時々 1 2 15 38 13 33
食べたい時 42 96 23 59 24 62

曝暑講難i憂わら

食ぺない 1 2 0 0 2 『

歯をみがく 0 0 1 2 1 37おやっを愈ぺ

懲ま与諺 うがいをする 6 14 8 21 II 28
。何もしない碗妙

1何もしない
38 86 30 77 26 67

は　い 21 48 46 22 568幽かいたくて

痢蒙蒜
1　　■
いい7こ

一 皿

23
冒－－

52

i8　一一．

21
　

　54 17 44
。S634｝噛妬の経験者が
　やや上働【1

医
奢
に
行
っ
た
■

　－

　10 53 5 28 12 54
濃躍そのこどうしましたか？

3 16 8 44 3 14
。S62年を除し曜変化は
　あまりみられす

冷
や
し
た
■

1 5 1 6 2 9

何もしなかった 5 26 4 22 5 23
あ　る 2 5 10 25 3 8

9
館
ヒ
鵬
り
ま
す
か
？
し

な　い 72 27 70 30 76
。S62・63年て
汁藤していない1鋤恢少

わからない

30－一一．

10 23 2 5 6 16
ア　チョコレート類 4 10 3 8 3 8

イ　アイスクリーム 0 0 0 0 1 3
10
ア～エのなか

馨躰ら釈

第麗館
ウ　スナック菓子 23 55 17 44 17 44
エ　ガム 0 0 1 7 1 3

。スナック菓rか多い

冊食指導が必要

オ　パン・ケーキ 6 14 9 23 9 23
カ　くたもの 9 21 9 23 8 21

キ　その他 0 0 0 0 0 0

ア　シ∴一ス 4 9 5 L3 5 13

イ　コーヒー 工2 27 9 23 11 28
11
ア～カの中か

鍵舞諄 ウ　粁茶 2 5 1 2 3 8

エ　お茶 16 37 17 44 10 26

・ 羅麺知罫に
　変化はあまりなし

オ　4・乳 9 20 6 16 9 23
カ　その他 1 2 1 2 1 3

※　澗査人数 44人 39人 39人



III研究の概要

1．研究主題

豊かな人生を送るための一つの手立てとして

　一自ら歯を大切にする生徒の育成一

　2．主題設定の理由

　昭和61年度から3年間，日本学校保健会より

「児童生徒等むし歯予防啓発推進事業地域指定」

を受け，生徒の健康な歯づくりを目ざして，学校

医の指導のもと，幼稚園・小・中学校及び，家庭・

地域の連携を密にし研究実践，啓発活動を推進し

てきた。

　この間，永久歯のう歯の治療者率は100％を達

し，その成果がみられた。

　しかし，食生活面や日常の歯みがき等の基本的

生活習慣面で問題のみられる生徒も多い。

　教育目標

　「よく考え，心豊かな，たくましい人間の育成」

　本校では，中学生という時期をとらえ，その発

達段階に応じて，生徒一人ひとりが豊かな人生を

送るために，各領域及び全生活場面において研究

実践している。

　この研究を受けるにあたり，単に歯科保健とい

う狭い枠に限定せず生涯学習という大きな観点で

研究に取り組みたいと考え，上記の主題を設定し

た。

3，研究経過

・ 昭和61年度

月 内 容

4
6

ワ
ε
0
フ

・歯科検診及び治療勧告票配布

・ 歯の衛生週間の取り組み
　歯の面白ゼミナール（生保委）
　校内放送（給食時）
　歯みがき指導及びカラーテスター　　　　1
・県教育委員会より児童・生徒等むし歯予防　1

啓発推進事業の委託を受ける

・保護者面談時むし歯の治療勧告票再配布

・校内保健委員会開催（むし歯予防啓発事業
について）　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿1
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11

2
1
為

1

3

．「歯についてのアンケー・」（町内統一）第i

　1回目　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

・保護者面談時むし歯の治療勧告票再配布　　1

・ 「体についての質問」アンケート（生保委）

・卒業前歯科検診及び治療勧告票配布

・校内保健委員会開催（本年度の反省と次年　1

　度の課題）
・「食事診断アンケート」
・パール賞表彰（生保委）

1・保護者面談時むし歯の治療勧告票再配布　　1

・ 昭和62年度

月 内 容

4

5

6

7

Q
ゾ
0
1
⊥

　
－
■
「
　
¶
ユ

12

1

2

3

ト

1■歯垢洗口場・鏡の設置・歯科検診及び治療
1

　勧告票配布
1

・ PTA総会にて本事業の説明及び給食後の
　歯みがきを提案

・ 歯の衛生週間の取り組み
1　　歯の面白ゼミナール（生保委）

　　ポスター募集
　　歯みがき教室（歯科校医）「映画・VTR・
、　　歯みがき指導」

1　家庭でカラーテスター
i校内放送（給食時）

1・ブラッシング指導講座出席
・カラーテスター実施（カラーテスター個人
　カード使用開始）
　・保護者面談時むし歯の治療勧告票再配布

1・ 夏休み歯みがきカレンダー

・体育大会でむし歯予防啓発ゲーム（生保委）

1・歯の自己診断及びカラーテスター

　・「歯についてのアンケート」（町内統一）第

　2回目
・歯科検診及び治療勧告票配布
i・歯の自己診断と検診結果の比較及びカラー
「　テスター

・学級指導「歯の健康と間食」・「健康な歯と

　食生活」

燦灘離難卿弊勧告票再配布

・ 歯の自己診断及びカラーテスター（3年）
・ 卒業前歯科検診及び治療勧告票配布

・・ 親子おやつ作り教室
・ 「健康な1年でしたか」アンケート

1・パール賞表彰（生保委）
1・保護者面談時むし歯の治療勧告票再配布

・春休み歯みがきカレンダー
i・畑歯科校医離任
1
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・ 昭和63年度 ・ 平成元年度

月 勺ー ．
、
｝
ぞ 月 内 容

4　1・本校に下出歯科校医就任
　i・PTA役員会にて本校のむし歯の治療状況
　1等を説り1

　　・歯の自己診断
　1・歯科検診及び治療勧告票配布
　1・PTA総会にてむし歯の治療・家族揃って
　　　歯みがきの勧め等を説明

　i・歯の衛生週間のffz　i）組み6
　2　　歯の面白ゼミナール（生保委）

1㍊議錨耀）「映画．カラー

　　　　テスクー」

　1　家庭でカラーテスター
　　　　校内放送（給食時）
　　・学校訪問にて特別活動の発表紙しばい「自

　i立について」（生保委）
7L給館校内放送開始（生保委）L、後毎膜施

・　・歯の自己診断と検診結果の比較及びカラー
8　iテスター
　i・保護者面談時むし歯の治療勧告票再配布
　1　1・夏休み歯みがきカレンダー

g　・体育大会でむし歯予防啓発ゲーム（生保委）

11

12

1

2

3

・ 歯の自己診断及びカラーテスター
。「歯についてのアンケート」（町内統一）第
｛　3回口

・歯科検診及び治療勧告票配布

1・歯の自己診断と検診結果の比較

4

6

7
‘
・
n
◎

1・ PTA役員会にて本校のむし歯の治療状況
1等を説明

・ 歯の自己診断
・ 歯科検診及び治療勧告票配布
・PTA総会にてむし歯の治療状況・食生活
1　の問題点説明と提案

・ 歯の衛生週間の取り組み
　　歯の面白ゼミナール（生保委）
1　ポスター募集（生保委）
卜　　歯みがき教室（歯科校医）「映画・歯みが

　　き指導」

i　家晦でカラーテスター
｛　校内放送（給食時）

・学級指導「歯垢の正体をとらえよう」「自分
旨の歯ならび特徴を知ろう」「歯の成長と食

｝物」
㌦PTA役員会にて「砂糖の害」・「噛むこと
1　の大切さ」等を説明・提案

・歯の自己診断と検診結果の比較及びカラー
［

　テスター
…・保護者面談時むし歯の治療勧告票再配布

1・夏休み歯みがきカレソダー

9　・PTA役員会にて「むし歯治療状況」説明
　　・協力依頼
　　・体育大会でむし歯予防啓発ゲーム（生保委）

10 ・第53回全国学校歯科保健研究大会研究発表

・ 保護者面談時むし歯の治療勧告票再配布
・ 冬休み親子歯みがきカレンター

・卒業前歯科検診及び治療勧告票配布
・ 学級指導「歯肉炎を予防しよう」・「歯垢の
正体」

・学級指導「歯の働き」
・ 親子おやつ作り教室
・ むし歯予防啓発推進事業まとめ

・ 「健康な1年でしたか」アンケート
・パール賞表彰（生保委）

保健だより・…月1回発行・特集も必要に応じて

　　　　　　　発行した

（生保委）……生徒保健委員会

IV　研究組織

校　長 教頭 全体会（現職教育） 校内保健委員会

メンバー

　校長

教頭

教務主任

保健主事
各学年担任

養護教諭（給食主任）

必要に応じて
各学校医（内・歯・眼・耳鼻）

薬剤師

PTA運営委員
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V　研究全体計画

1．　研究全体計画

本校における歯科保健指導 津木中”汐校

日本匡1憲法

教育基本法

学校保健法

学　校　教　育　　目　標

よくぢえ、心難かな、　たくましいノ㌧間の育成

保　　健　　教　　育　　目　標

自他共に生命を尊・葦：し、健康と安全の習慣レ）育成

　　広川田∫教育ノ∫針

人開尊重の粘神を基郵窪とし

て学校教育、社会教育の　・

体化をはかり、人間性豊か

なしかも家庭を愛し、　IEし

くたくましくIJ’動できる人

間を育成する侵

・自ら学ぶ根性のある∫

・ 人の尊さにll覚めた社会

　性のある∫

・ 自然の恵みや恐れを短る

　情緒豊かな∫・

・ 健康で体力のあるたくま

しい」㌦

歯　科　保　健　　目　標

　　　自ら歯を大切にする生徒の育成

生徒の実態からの

　　　　問題点

・ う歯の治療IOI｝％の紺赫

・ 正しい歯みがきのしかたが身

についていない

・ 間食のとリノ∫

　　　　　　　取り組み

・ fミf妾レ）II4イみ力言きレ）“サ†貫fヒ　（睾合食f妾レ）「将み力丁き）

－ll・期治療の徹辰

・ 学級指導〔歯科保健）

・’ ll徒保健委員会活動巳く111田」も・し　r封　」㌔F方昏冬ツ芒イ費進事業

　　　S61～63年度指定

実践内容

　　学級指導

歯科保健について確か

な知識と態度の実践化

を図る

内容

知磁（時期・原因・病1尺｝

1㌦防方法（食生活・1萄み

　　　　　がき）

治療（勧llρ

　　　　生徒会活動

集会活動（生徒会執I」－部・保健委員会）

委員会活動

　・調査・統lii’

　・校内放送

　。ポスター募集と表彰

　・歯の面白ゼミナールとその長彰

　・歯みがきの研修

　・体育大会むし菌1㌦防啓発ゲーム

　・文化祭参加

　・r饅会バール賞表彰

　　学校行事

・ 歯みがき教室

　（歯みがき指導・映画）

・ 親ゴ・おやつ作り教室

・ 定其月健康診断

歯科検診

・ 臨時健康1雄斤

歯科検診

・ 事裳前健康診断
II

薪科検参

地域社会及び家庭との連携

　・学校保健委員会

　・校内保健委員会

　・PTA役員会

　・PTA総会
　・保健だよりの発行

　・親ゴ・おやつ作り教室
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VI主な実践内容

　1．学級指導

　（1）授業実践

　1年生から3年生までの3年間に，7時間の学

級指導を計画した。

　その中の「歯肉炎を予防しよう」の指導案を掲

載する。

　学級指導指導案

　対象第3学年（男11名・女5名計16名）
　指導者　那須　幸子教諭

　1．　主　　　　　題　「歯肉炎を予防しよう」

　2．　主題設定の理由

　歯科保健指導に関しては，むし歯予防を中心に

小学生の時から指導がなされている。さらに本校

でのこれまでの学習の経過の中で，自らが問題意

識を持つようになり，給食後の歯みがきも定着し

たといえる。

　しかし，生活習慣の急変やホルモンの関係で，歯

肉炎にかかる生徒もみられる。厚生省の「歯科疾

患実態調査」を見ても64．29％の人が歯肉の異常

を訴えている。そして，歯肉炎は15～24歳で53％

にまで達し歯槽膿漏の危険が若年層まで広がって

いるという。

　そこで，歯を失なう原因となる歯槽膿漏の初期

症状である歯肉炎の原因と予防法について学習す

る必要があると考え，本主題を設定した。

　3．指導目標

　（1）歯肉炎とはどんなものかを理解させる、

　（2）健康な歯肉を保つには，正しい歯みがきが

　　大切なことを認識させる。

4．　生徒の実態

歯科検診結果
4月

う歯のない者 処置完了者 未処置者・延べ本数 DMF歯数

男子 4 2 5　　・　　10
3・56本

女子1 0 1 4　　・　　22

11月
う歯のない者 処置完了者 未処置者・延べ本数

男子［
4 5 2　　・　　3

↓DMF歯塑＿

3・6本
女子」 0 4 1　　・　　4

5．　展　開

指　　導　　事　　項

指導過程 留意点・資料・評価
教師の働きかけ・生徒の反応

問題の意識化

閏題の焦点化

＊歯や口の中の病気で多いものぱ何か。

　　・むし歯

　　・歯周疾患（歯肉炎　歯槽膿漏　歯髄炎　歯根膜炎）

　＊VTR（30分）内容
　　　・歯垢（プラーク）の病原性

1　　・正しいブラッシング
　　　・食後の歯みがき

　　　「歯肉炎の原因が歯垢の中の細菌であることを理解さ

　　　　せる。」

　　一　一一　　　　　一1
（資）

歯周疾患グラフ
（留）

う歯だけでなく幽周疾

患の多さに気づかせる。

（資）

（VTR：NHKトライ
＆トライ）
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問題の解決法　　＊歯垢や歯石のつきやすい所はどこか。

実践への意欲化

・ 歯・歯の間

・歯と歯ぐきのさかい目

・奥歯のかみ合わせ面
・ 歯の裏側のくぼみ

〔原因〕

　・歯ブラシが適当でない。

　・丁寧にみがいていない。

　・正しいみがき方をしていない。

　・食後すぐみがいていない。

〔歯肉炎の予防＝正しいみがき方〕

①　スクラップ法

　　　21バス法
　　　　（歯の生え方に合わせて歯垢がとれるように11夫

　　　　する。）

＊給食後の歯みがきで，感じていることを発表させる。

＊今日の学習の感想及び疑問点を，用紙に書かせる。

（評）

歯肉の健康状態を維持

する関心を持ったか。

i（留）

　①横に小刻みに動かし

1てみがく方法
　互歯ブラシを鉛筆の様

　に持ち，45度の角度に
1あて細かく横にみがく

　方法

3（留）

　疑問点は短学活等で指

1導する。
（評）

　実践への意欲が読みと

　れるか。

　「2）歯の自己診断

　自分の口の中を見ることや歯科検診票のー歯の番

号がどの歯であるのかわからない生徒も多いr

　また，自分でむし歯等を見つけ出すことは，早

期発見早期治療にもつながると考え始めた。

　歯科検診の前に実施し，検診結果と比較してい

る。（短学活）

　（3）歯みがき指導

　歯の衛生週問において，歯みがき教室開催後，

学期に1回程度カラーテスターを実施している。

　カラーテスター個人カードに記録し，個人のフ

・・ イルに3年間綴っている。（短学活）

2．　生徒会活動（生徒保健委員会）

生徒保健委員会の活動のテーマとして

争　生徒一人ひとりが共通した問題意識が持て

　るもの

②　生徒一人ひとりが身近な問題として興味・

　関心を寄せ，実践できるもの

3）その効果が比較的明確に現れるもの

二の3つを考慮して協議し，昨年・本年と「む

し歯予防」を取り上げ活動している。

　（1）校内放送

　昭和63年度より給食時間を利用し，各テーマに

添って2・3分程度の放送を流している。

　本年度は，昨年度の反省から，月2回テーマは

同じでも内容を変えて放送をしている。

　（2）歯の衛生週間の取り組み

　○ポスター募集と各学年最優秀賞の表彰

　○歯の面白ゼミナールの実施とゼミナール賞・

　　ピタリ賞の表彰

　○給食時校内放送

　（3）歯みがき研修会

　活動時間の不足から，一年間に何回もできない

が，まずは保健委員会の生徒が100％歯みがきで

きるように研修会を持っている。

　（D　委員会発表

　年に1回，各委員会から発表を金曜日の朝集に

実施している。

　昨年度は，学校訪問の時に，「健康の自立につ

いて」という紙しぽいを実施した。

　（5）体育大会むし歯予防啓発ゲーム
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　本校の体育大会は保護者参加の大会である。そ　　　　（7）予饅会でパール賞表彰

こで生徒会主催のゲームの中に組み入れてもらっ　　　　3年生に対し，むし歯のない者とむし歯治療者

ている，昭和62年度「パズル合わせ」・昭和63年度　　　にパール賞を授与している、

「鈴割り」を実施した。

　i6）文化祭での展示　　　　　　　　　　　　　　　　3，　学校行事

　昨年度，「歯の部屋」に取り組み，むし歯予防活　　　　（1）歯みがき教室

動風景，デンタノしパネルの展示・本校のむし歯の　　　　歯の衛生週間の行事として，学校歯科医に指導

統計等を展示した。　　　　　　　　　　　　　　　を受けている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○内　容

　　1昭和62年度　　　　　　　　　　　昭和63年度　　　　　　　　　　1平成元年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　シ　バゼロ　　　　映画’きみの歯，ぼくの歯　　1　映函’ブラッシングを科学　；1　映画・6480　　　　　　1

　　1　　　　きれいな歯　　　　　　　　　　する
　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　歯みがき指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯みがき指導　　　　　　・歯の健康

ii　YTR’鷲のフ磁ll黎人ずつ代却1…驚き　イントI
　　l歯みがき指導　　　　　　　　　　　　　その後歯みがき指導　　　　　　　カラーテスター後

　　　　　　論欝諜㌍一　畠磁㌫後II　鰹駅3ドズ
　　1　　　部分を教え合った　　　一　　　　　個人指導　　　　　　lI　　　　イス　　　　　　　　1

　0ワンポイントアドバイス結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　ワンポイントアドバイスH1・6・7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加人数（1年17人・2年15人・3年9人計41人）

学　　年 1 2 3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1No．　　氏名　　ワソポイソトアドバイス　　氏名　1ワンポイントアドバイス
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みがけていない部分について，一人ずつ

ブラッシング指導をしていただいた。



　4．地域及び家庭との連携として

　（1／親子おやつ作り教室

　（2）PTA役員会・PTA総会

　OPTA役員会
　本校の健康上の問題点とその対策等について提

案・協議をしている。

　特に，歯の健康面での本年度の提案として

　①　むしー歯治療100％の維持

　②歯の健康対策としてブラッシングが一番効

　　果があること。

　　　家族ぐるみのブラッシソグ

　③砂糖の害について

　　　「ジュースをやめて牛乳にしましょう」

　④　ひみこの歯がいいぜ

　　　「固い物を毎日の食生活に少しずつ採り入

　　れていくようにしましょう。」

　この4つを説明し，提案した。

　OPTA総会
　学校と家庭の連携を密にし，啓発を図るための

機会として全員出席するこのPTA総会はまたと

ない場である。

　「健康な一年でしたか」のアンケート結果をも

とに，基本的生活習慣や食生活，歯みがき習慣，

むし歯治療の必要性等を説明した。

　（3）保健だより

　家庭との連携のため，保健だより「健康への道」

を毎月発行している。

　毎月，歯科保健について継続的に取り入れ，保

護者の理解や協力を呼びかけている。

　また，6月の歯の衛生週間には，特集号を発行

している。

VII　成果と課題

　むし歯予防啓発推進事業の指定，並びに本研究

大会の発表を契機に歯科保健分野の見直しと研究

を進めてきた。

　その中で単にむし歯予防だけにとらわれず基本

的生活習慣の確立と生涯をとおしての健康教育と

して広い視野からとらえることを基本にした。

　また，研究推進活動の重点を生徒一人ひとりの

健康の自主管理及び自主的な学習活動に置いた。
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1．　成果として

つ　一日に歯をみがく回数・時間が増加した。

　特に，夜寝る前の歯みがきを実践する生徒が

　増加した。

　　それに伴って，基本的生活習慣も定着しつ

　つある。

②　歯垢染め出し検査（カラーテスター）で口

　内清掃度が学年が進むにつれ良くなっている

　生徒が増加した。

　　また，’その判定もそれにつれて厳しくつけ

　るようになってきた。

③永久歯う歯治療老率100％を達成できた。

④教職員の歯に対する関心が高まり，給食後

　の歯みがきを実践するようになった。

⑤保護者や生徒から健康生活面の相談を受け

　ることが増加した。

⑥学校歯科医と生徒との歯についての会話が

　増えた。

2．　課題として

①幼稚園・小・中学校の連携を強化し，その

　発達段階に応じた指導により，WHOが21世

　紀に向けて提唱するDMF歯数3本以下（12

　歳児）にすること，ならびに，歯列不整の予

　防に心がけること。

②100％歯みがきを習得できるように指導を

　徹底すること。

③好き嫌いや間食の問題など，理解している

　が，実践できていない原因を深く掘り下げ，

　食生活の改善を図ること。

　　また豊かな食品の中から何を選択したら健

　康な体づくりのためになるかという，選択眼

　を養いたい。

④専門的分野の多い歯科保健指導は，学級担

　任にとって理解していても指導しにくい面が

　ある。VTR・OHP等の視聴覚教材を活用
　して，より充実した学級指導にしたい。

⑤家庭・地域社会との連携を図り，これらの

　課題を含め，心身共に健康に，人生80年と言

　われる高齢化社会に向けて，：豊かな人生が送

　れるように自己教育力を養いたい。
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VIII終わりに

　この研究実践にあたり，県教育委員会をはじ

め，県歯科医師会，歯科衛生士専門学校の先生並

びに，多くの方々の御協力と御指導に心より感謝

と御礼を申し上げます。
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〈中学校部会〉

子どもの歯を守る保健協議会と共に

和歌山県有田郡金屋町立金屋中学校長清水 巌

養護教諭島田恵子

1　はじめに

　1．地域の概要

　私たちの金屋町は，和歌ll」県の北部，有田郡の

ほぼ中央に位置し，有田郡を東西に流れる有田川

で2分されている。

　北に長峰山系生石高原（標高870．1m），南の白

馬山系白馬山（標高958m）を最高に300～600m

の山々に囲まれた面積118．97km2，人口11，000人

余の規模である。

　有田川流域とその支流に添って傾斜地にひらか

れた階段式の耕地で，みかんを中心とする農林業

のまちである。

　しかし，近年のみかん市場価格の低迷により，

みかん以外の作物への転換や，兼業農家が増加し

ている。

　町内には，中学校2校，小学校12校1分校及び

3保育園があり，総数1，465名である。

　すべての園及び学校では，給食センターまたは

自校による完全給食が実施されている。

　2．　金屋町における学校歯科保健の概要

　金屋町の学校歯科保健は，各学校歯科医の指導

助言により，指導・管理面共に積極的な取り組み

がみられる。特に金屋中学校の校区内小学校であ

る鳥屋城小学校では，昭和55，56年に文部省指定

むし歯予防研究指定校を受け，斯道の先進校とし

ての役割を果たし，今も学校視察が絶えない。ま

た同じ校区の小川小学校もよい歯の学校表彰を毎

年受彰している。

　このように町内各学校での歯科保健の重要性が

認識されるにつれ，学校ごとの取り組みでなく，

全町的な組織を結成し，活動の一層の充実と発展

を図ろうではないかという提言により，金屋町子

どもの歯を守る保健協議会が結成された。

　（1）活動の概要

　保小中一貫した保健指導

　WHOが提起する西暦2000年における歯科保健

〔標のうち3標

　①5，6歳児のむし歯なしの者を50％とする

　　こと。

　②12歳児の1人平均むし歯数を世界の平均で

　　3歯を越えないようにすること。

　③18歳の85％の者が永久歯をこの時点で保有

　　していること、

を目途として取り組んでいる。

　保育園では，むし歯予防のため，母親への啓発

を重視し，食後のブラッシングやブクブクうがい

をはじめ健康保持の生活指導面に注意をはらって

保　育　園 小 学 校 中　学　校

校　　第　第

名

　　第　　　　鳥　　小
　　　　計　　屋
二　三　　　　城　川

上1西
六　　ケ　北
川　峯1

生
　
石

五
西
月

修
理
川

石

垣

糸
川
分

石

垣

峯
口

早
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金

屋

男　　73　36　37 1461667・1517611811・1226・145　i　394　1　166

石

　　計
垣1

401206

　　　　　　1女　　921251 26143163172111861514814・Sl　6 8．i　380165311　196
計1　i65i　61i　6312891329142261・S112・61121　i8i　36、1151・1377433ii　71i4・2
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平成元年度 町内　歯科統計
受
検
者
数

永久歯う歯り患歯率（％）

Il年：2年3年14年i5年16年1年12年3年：4年5年i6年1年1・年3年4年15年6年

第状臼歯う歯り舳率（％）1第二焔歯噛り患齢（％）i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1
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いる。

　小中学校では，保健教育はもちろんであるが，

歯の定期検診と事後処置の徹底，給食後のブラッ

シングの励行，フッ素洗口等によるう蝕の予防に

努めている。そのため洗口場の整備等施設面にお

いても充実または改善の措置がなされている。

　金屋町学校教育指導計画中，実施計画に「金屋

町子どもの歯を守る保健協議会」における研究，

研修の充実を掲げ，その推進者として小中学校保

健教育研究会があり，なかでも養護教諭部会の功

が非常に大きいことに対し敬意を表したい。

　学校間の多少のばらつきはあるが，全体として

目標を達成している。目標を大きく上回っている

学校の実践に学び，各学校の歯科保健教育の改善

に努めている。また統計を基に金屋町歯科保健の

改善に役立てている。

　（2）歯科保健の研修と啓発

　会員や教職員の歯科保健の認識を高めるために

各種大会への参加や学習会を行い，また会紙“わ

かぽ”を発行し，活動の様子を各々の職場に知ら

すことによって意識の向上を図っている。むし歯

予防週間には，農電放送により，全町民に呼びか

けをしている。

II本校歯科保健の概要

　1．本校の概況

　昭和52年4月，岩倉中学校，五西月中学校，鳥

屋城中学校が合併，金屋町立金屋中学校として発

足する。

　…時は，445名の生徒数を数えたが，過疎化と生

徒の自然減のため現在331名に激減している。

　校区内には小学校が9校あり，そのうち7校が
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学年別生徒数

1年 2年 3年 計

判女男女男女男女
60　　　47　　　53　　　56　旨　53　　　62　1　166　　　165

ラッシング活動を続け，歯科保健の知育と実践す

ることにより，習慣化を図る取り組みをつづけて

いる。

　和歌山県よい歯の学校表彰は毎年受彰してい

る。

107 109　　　　115 331

教職員数

校長1教頭1教諭養護教諭主査1校務　　計
　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

1 1　　17 1 1 2 23

小規模校でへき地指定校である。その地域には6

台のスクールパスが運行されている。

　本校生徒の家庭は柑橘やそ菜を中心とする農家

であるが，経営難から兼業農家が多くなり，生活

の基盤が過去の農村地域から急速に変貌しつつあ

る。

　このような実態をもつ地域であるため教育に対

する期待が大きい。

　歯科保健に関しては，歯科校医の指導助言によ

り開校以来歯科保健教育に取り組み，給食後のブ

　2．生徒の実態

　（1）生徒の歯みがき習慣は，校区内の保育園か

ら各小学校での一貫した指導により，入学当初か

ら用具を持参し，ブラッシングをしている姿が見

られるが，入学後の指導によって全員が給食後の

ブラッシングを実施している。

　高学年になるにつれ次第にブラッシングをしな

い生徒の数は増えてはくるがその数は多くはな

い。昭和63年度に実施した歯科保健アンケート結

果をみると，保健知識の定着と習慣化がなされつ

つあると考えられる。

〈考察〉

○歯みがき調査から習慣として定着しつつあるこ

　とがわかる。

　　昼食後の歯みがきが9．　1％と多いのは給食後の

7

8．1

　　　　　　6．16　　　　5・9　．．．『一一一一〇・一・一

5

4

3

2

1

0
55年 56年

・一一一一→3年生

・………・2年生
・一一一一一つ1年生

【
’
［

a 58年　　　59年 60年

3．0
＼●h－＿＿＿　’

61年　　　　　 62でr 63年

＼」・8

元年

図1　DMF歯数の推移
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　指導によるものであろう。

04の歯みがきの理由で，イ・ロ・ハは他校の調

　査と同傾向であるが，二，の歯肉炎予防のため

　は，本校の保健教育の結果と思われる。

○歯ブラシ状態の点検と指導が必要と思われる。

○甘物と歯の健康について指導しているが，充分

　生活化するまでには至っていない。心身の健康

　面も併せて指導を強化する必要がある。

　（2）歯科検診結果

く考察〉

○年々むし歯を1本も保有しない生徒が増加して

　いる，、

○新しく発生するむし歯の数が減少してきてい

　る。

○検診で発見されたむし歯は，ほとんどの生徒が

　次の検診までに治療を済ませている。

　（3）DMF歯数について

　表1～表3及び図1に示すようにDMF歯数は

次第に減少し，12歳でDMF歯数，3歯を越えな

いというWHOの目標を上回り，1．8本となって

いる。

　このことは，校区内小学校の貴重な実践がその

基になっていることが表から明らかである。

校区内小学校9校中4校及び本校のDMF歯数

1＼　　　年度
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　（4）　第二二大臼歯について

　むし歯のり患者率が，平成元年度で1年，2年，

3年各々6．8％o，9．8％，13．9％であるが，第二大

臼歯のり患歯率は，2年，3年で各z・　10％，18％

と高い。しかし他校と比較して非常に低い。継続

的な指導の結果であろう。

　高学年になるにつれ，DMF歯数が高くなって

弊別粥のう醗生状況

　　　　　　　　　　（平成元年度）

学年項目
一

ifl　ヱ」　「7　　匡　合計

1萌出歯数i75
1

　　う歯数　6i

年辮％画

59

0

0

1　　80　　　　56　　　　270

　　6　0i　12
1　7．51∴4

1萌出歯数11・II　83
2

年

一

；歯数1
　　　　　100　1773611

14　　　　2　　　16　　　　3　　　　35

3

・患榊％「13．・92．・416．・3．gl1・．・

萌出歯数108103　i 106　　　103　　　　420

年I
　lり患歯率％「27．8

う歯数13・1・1　　　26　　10　　　76
9．7　　24．5　　　9。7　　　18．0

いるのは，図2から必ずしも第二大臼歯のり患が

その原因とはいえないであろうが，生活指導面の

徹底と併せ取り組むならば，発生率を抑さえられ

るのではないかと考える。

　3．　歯科保健指導の実践

　（1）歯科保健教育の基調

　本校は昭和56年～58年に文部省指定道徳教育研

究校として，「豊かな心をもち，たくましく実践す

る生徒の育成」を主題に研究を深め，以来研究実

践を続けている。

　生徒たちはいろいろな問題をかかえながら，自

分を深くみつめ，よりよい生活をと努めている。

　歯科保健では予防と健康増進が力点になり，治

療後の継続的な管理と再発防止管理を生涯を通じ

行うことと言われている。

　生涯を通じた継続的な健康管理であり，自己規

制の何ものでもない。

　このように考えると人間としてよりよく生きる

ための心の内面を高める道徳教育と保健教育は不

難一体のものであろう。特に中学生時代は大人社

会に対し善悪は別にして感情的に反発し，規制さ

れることを極度にいとう傾向がある。また経験不

足や親の過保護，過干渉のkめ，健康や安全に対

する考えや動きが年齢に比して稚拙な面が多く見



受けられる。従って深く考えさす指導を通して実

践へと転ずることが指導のポイントになると考え

る。

　昭和62年12月教育課程審議会答申を受け，保健

分野の教育課程の基準の改訂のねらいが出された

それによると

　①豊かな心を持ち，たくましく生きる人間の

　　育成を図ること。

②自ら学ぶ意欲と社会の変化に生体的に対応

　　できる能力の育成を重視すること。

③国民として必要とされる基礎的基本的内容

　　を重視し，個性を生かす教育の充実を図るこ

　　と。

とありその内容として

　●自他の生命を尊重し，生涯を通じて健康で安

　　全な生活

　●自主的に健康な生活を実践できる

　●健康，安全に関する基礎的基本的知識の理解

と大別してあげられている。本校教育活動の大筋

の正しかったことが裏付けられた。

　　　　　　平成元年度学校教育計画

1．教育目標

　　人間尊重の精神を基盤にして，学力を身につけ，

　心身ともに健康な生徒を育てる。

2．　金屋中学校の生徒

　　　・きまり正しい生活ができる。

　　　・優しく思いやりがある。

　　　・伸びようと心がけ実践する。

3，　才旨導方睾1

　（1）学習指導

　　　・基礎，基本の重視

　　　・多様な形態による，楽しくてわかる授業

　（2）学級経営

　　　・集団とその一’i員としてのあり方

　　　・道義的な生活態度

（3）

（4）

（5）

（6）

日本学校歯科医会会誌63号1990年3月／69

特別活動

・ 生徒活動の活発化による連帯感，白治能力

　の向上
’

騰鯖鵬難　　　　｝
道徳の剛　　　　　　　　1
　人間性の理解を通して自らの生き方を追求1

する

特殊教育

・ 障害児の教育課程の編成

・ 障害児に対する正しい理解を得るための啓

　発活動の推進

全領域

・人権意識の高揚と同和教育の充実

・規律とあたたかみあるふれ合いによる生徒

　指導
・ 安全，健康に努める生活

　上述のように歯科保健の目標を達成するために

は，教科としての保健学習はもちろんのこと，特

別活動など全教育活動を通じて推進を図っていか

なければならない。

本校に於ける歯科保健指導構造図
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②　年間学校保健安全計画と実践

学校保健安全計画
平成元｛卜 金屋町立金屋中学校

健康診断
一　　　1

　・身体四計測
　1・聴力，色覚検査
　！・視力検査
41・眼科検診
　i・心臓検診
月

保健安全指導［環境，生活，他

・ 定期健康診断・机，椅子の適正
の意義　　　　・組織づくり

・ 通学指導　　　・遠足
・ 各部活での安・食後の歯みがき
全指

∵灘鱒韓
　　　　　　　・欠席調査
　　　　　　　・安全点検

　・内科検診
　・ツベルクリン反」

　　応検査
51・ツ反判定，BC
　　G接種
月・レントゲソ撮影I
　l・視力，聴力再検I

　l査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・尿検査　　　　i

・身のまわりの・健康診断予備調
清潔　　　　　査
・結核の予防　　・球技大会
・ 疾病の治療　旨・生徒保健委員会

　1・菌科検診
　・職員健康診断
61・寄生虫検査

月1

「

・ブラッシング，・水質検査
…指導　　　　　・日本脳炎予防接

　　集団指導　　　　　　　　種
　　個別指導　　・むし歯予防週間
・ 歯の健康　　　・生徒総会
i・交通安全指導げ学校保健委員会
i・水泳の心得　：

7
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・修学旅行前健康1・旅行中の健康
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月

・疾病の治療1・鼻の日

　　　　　　1・合宿（2年生）

　1・身長，体重測定1・運動とけが

　1・視力検査　　　　・通学指導
9
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3

1月

・ 健康生活の反1・耳の日　　　　1

省　　1・生徒保健委員会l
　　　　　　　　　　　　　　I

①　学校行事で

6月　むし歯予防週間行事（啓発映画，講話，衛

　　　生士によるブラッシソグ指導）歯科検診

11月　いい歯の日行事（むし歯予測テスト，歯

　　　垢染色自主点検）　歯科検診

　1月　いい歯の日行事（3年生むし歯0の表彰，

　　　　歯垢染色自主点検）

　むし歯予防週間には美術の教材として，全学年，

むし歯予防のポスターを作成し，展示し，意識を

高める。優秀作品はコソクールに出品する。



②歯科保健指導年間計画
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歯科保健指導年間計画
金屋中学校

1 年 2 年 3 年

　　　○自分の歯の状態をつかみ，むし

　　　　歯の治療に努める

　　　　　歯の検診後，健康手帳に記入
5月
　　　　　し，自分の歯に関心をもたせ，1

　　　　　う歯が発見されたらすぐ治療

　　　　　を受ける習慣を養う。

〃 〃

6月

○効果的な歯みがき習慣

　　歯垢染色を行い，個人の歯の

　　状態にあった歯みがき技術を

　　習得させる。特にこの時期最

　　もう蝕感受性の高い第二大臼

　　歯に指標をあてる。

〃 〃

11月

○口の中を調べる

　　RDテスト「昭和」（むし歯

　　予測テスト）位相差顕微鏡で

　　歯垢観察を行い，むし歯予防

　　に対する意識を深める。

○歯周疾患の原因と予防

　　健康な歯肉と病的な歯肉のち

　　がいと正しい歯みがきによっ

　　て健康な歯肉になることを知’

　　　　　　　　　　　　　　1　　り，自分の歯肉の状態を観察［

　　しながら，日頃の歯みがきを
　　　　　　　　　　　　　　1　　行う。

C食生活とむし歯予防

　　自分の食生活を反省し，間食・

　　主食・夜食のとり方を話し合

　　わせ，歯科疾患との関連につ

　　いて理解を深め，正しい食習

　　慣を身につける。又，咀囎の

　　重要性についても知る。

12月　10歯科検診結果とう歯治療の徹底

　　　○歯垢染色

1月　　　自分の歯の汚れを確認し，落

　　　　　し方を工夫する。

〃 〃

〃 〃

　③　学級活動

　歯科保健指導年間計画に基づき，学級での指導

を行う。主として歯みがきの習慣を身につけさす

ために，給食後のブラッシングの徹底を学級保健

委員を中心に行っている。

　④保健科での実践

　4．　学校保健組織の活動

　学校保健に関する組織として，学校保健委員会，

育友会保健委員会，生徒保健委員会が設けられて

いる。

　①　学校保健委員会

　組織として確立をしているが，必要に応じ関係

者との会によって済ましているのが実状である。

本校規模の学校では，委員会を機能させ，生徒の

健康，安全の増進について大所高所の意見を基に

推進すべきだと考える。今後の課題であろう。

　②　育友会保健委員会

　委員の構成は各地区委員，各地区女子委員，学

級委員，66名で構成する育友会委員の各々の代

表，12名で構成されている。

〈活動内容〉

　年3回開催され，委員会の構成，年間活動計画

の立案や反省が行われる。

　給食試食会や給食センターとの懇談会，口腔衛

生についての講演会を実施している。
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　　　　　　〈学級歯科保健指導案〉

主　題　　効果的な歯みがき習慣

主題設定の理由及び目標

　　　　第二大臼歯が最後方に萌出し，永久歯列が完
　　　　成する時期である。第二大臼歯は，第一一大臼

　　　　歯についてう触感受性の高い歯であること，

　　　　前歯のう蝕は治療が困難で容貌にも影響する

　　　　ことを理解させ，効果的な歯みがき習慣を身

　　　　につけさせる。

　　1　　　指導の要点と学習活動　　　　，　　　　「
　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　一一＿＿　　＿1
　1自分の歯の状態を見る

1嚇久歯列が完成されているカ・
導
　1　　吻処置歯，未処置歯の数

　　　　参第一大臼歯，第二大臼歯，前歯
入
　　　　　のう蝕はどうか

　　　　勿歯並びはどうか
　1

展

剤ヨ
ノ
ー

手鏡

ま
と
め

むし歯の発生について再認識する

　　⑳カイスの3つの輪

　　◇歯垢（歯くそ）のできかた

歯垢染色をおこないみがきかたを反省

する

　　吻・みがきにくいところはどこか

　　φ第二大臼歯，前歯はみがけてい

　　　るか

プリソト

染色剤

手鏡

歯垢をおとす

　　珍歯ブラシの選択　　　　　　　1プリント

　　疹歯みがき法の種類　　　　　　　歯ブラシ

　　命鏡を使ってみがきかたを工夫し手鏡

　　　ながら歯垢をおとす（特に第二1
　　　大日齢噛に臆してみがく）1

　　　　　　　　　　　　　　　　1
歯並びには個人差があり，歯垢の状態

も違うことから歯みがきの方法も個人

にあったみがきかたが大切であること

を知る。

昼食後の歯みがきの定着をばかる。

　またむし歯予防週間には文書を通じ各家庭に，

ブラッシングの徹底と生活習慣の形成に家族ぐる

み参加要講のための広報活動に取り組んでいる。

　②　生徒保健委員会

　本校は道徳教育の研究を進める中で，最も重視

したのは“為すことによって学ぶ”ことであった。

従って生徒活動を活発にすることに力を注いだ。

学校行事も生徒の手により計画実施をしてきたL

現在も生徒会活動の活性化に取り組んでいる。

学校保健委員会組織

　　　　　　　　　　　　　　　　金屋中学校
1．「lt票　　生徒　八　・入の健康保持増進に努め，生命の安令を図ると

　　　　ともに健康生活への実践能力を身につける。

2．構成

校　　3く

教　　頭

学校歯科1）

学校眼科lx

学校薬剤師
保健1三’jg

養護教論

教務i・1任

学年一L任

体育主任

安全1三任

給食主任

環境衛生il任

育友会会長

育友会副会長

育友会保健部sく

　　　　　」育友会保健副部長

写

校

口
木

職

貝一一

・一 教育委員会

健

委

員

会

一一 町衛，1課

／
」

，一⊥＿

；崖雀

会礎
　　奢
　　暴

保健所

一 育友会

　保健委員会は各学級代表2名，合計18名で構成

され，原則として年間を通し活動する。活動内容

は生徒達の手により別表の計画に基づき，隔週水

曜日の生徒会専門部活動日と日常の常時活動を行

う。

　④学校歯科医との連携

　1．　年間歯科保健計画の立案について指導，助

　　言を受ける。

　2．　検診日には学級単位に歯科保健についての

　　講話，歯科衛生士を同行し，ブラッシング法

　　の個別指導を受ける。

　3．　検診後の事後措置についての健康相談，歯

　　及び疾病の治療カードの指導を受ける。

　4．　育友会保健委員会や職員への口腔衛生やむ

　　し歯の体に及ぼす影響について講話を開き，

　　歯科保健についてのアドバイスを受ける。

　5．　全国，県各研究会に職員と共に参加し，研

　　究を深める。

　6．　指導資料や教材の紹介や提供．

　以上のように歯科医との連携を深めた結果が本

校の成果に結びついたのであろう。

　⑤教職員の姿勢

　教育老集団として，教師，父母，子どもの三者

があげられる。父母や子どもが教育者として機能



生徒会活動部

常任委員会
：（学級委員）

するためには教師のはたらきかけが必要となり，

全職員一致した活動がその効果を発揮する。

　給食後の全校ブラッシソグ活動では生徒たちと

共に歯みがきをしている教師の姿をみて，生徒た

ちは理屈ではなく生涯教育を実感として受容して

いるのではないだろうか。

　終わりに

　第53回全国学校歯科保健研究大会の発表依頼を

受け，何を発表してよいのか途惑いを感じまし

た。然し金屋町には「子どもの歯を守る保健協議

会」が結成され，活動しており，本校ではDMF

歯数が学校平均3本の目標達成を可能にしたこと

を励みとして発表を決意しました。

　開校以来13年間歯科保健に取り組み，年々積み

重ねてきたつたない実践の報告です。研究指定を

受けるか，または専門的に研究された学校からみ

れば至らぬ点が多く恥入るぼかりです。

　今回発表の機会を与えていただき，本校の歯科
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　平成元年度　生徒保健委員会年間活動計画

目標　　歯に関心をもってむし歯予防に努力する

　　　　一昼食後全員しっかi）歯をみがく一

活動内容

舗織卜燃　1日課撫1賑1
　　　　　　　　　　　　　　　とめ4Jl　　　　　　　　　　10月1　　　　　　　　　　　　　　　全校集会で啓蒙
卜　　　　　　　　　　　　　　　保健だよウ作成
　　　　　　　　　　　　　　歯みがき点検

　　1定期健康診断の補助i　！いい歯の日

　　　　　　　　　　　　　　　全校集会て啓蒙
　　　　　　　　　　　　　　　3年生むし歯0の
5月　　　　　　　　　　11H　　表彰
　　I　　　　　　　　I　　　歯みがき点検
　　　　　　　　　　　1　　　学級別歯の治療状
　　1　　　　　　　　　　　　　況表作成

　　　歯の衛生について　［　1冬の健康について

　　　全校集会で啓　　　　　　全校集会で啓蒙

6川蒙鯉蔽購121潔藻雛搬罐っ

ノ8

鹸送
　
カみ

小
歯

て

蒙
い

啓
つ
で
に
会
康
集
健
校
の

全

夏

・刷夏灘慧1辮成則
　1学級別歯の治療状況
　　表作成

いて
　保健だより作成

むし歯予防について
　う歯治療の勧め
　歯みがき点倹

　　インフルエンザの予
12ル防について
　　　全校集会で啓蒙

　　　ラ歯治療の勧め　　　　　　　　　　　　　　illの日
；9月　　短学活で状況報告　3月　　全校集会で啓蒙

　　　　　　　　　　　　　　1年間の反省1　　　歯みがき点検

保健の成果と欠陥を明らかにすることができまし

た。報告をもと；こ多くの方々のご指導，ご助言を

いただき，より向上を目指すことができることを

大変幸せなことと思っています。

　なお，発表にあたり，県歯科医師会をはじめ，

金屋町子どもの歯を守る保健協議会，関係各位，

わけても，本校の歯科保健の為にご尽力いただい

ています学校歯科校医，前田秀夫先生に深く感謝

申し上げます。
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〈中学校部会〉

親と子の健康な歯づくり

岡山県教育委員会保健体育課課長補佐守屋 靖

　1．　はじめに

　今日の都市化，情報化など社会の急激な変化は，

成長期の児童生徒の心と体にさまざまな影響を与

え健康問題も複雑かつ多様化している。また，高

齢化社会の進展に伴い，生涯にわたる健康教育の

推進が大きな課題となっている。

　こうした時，3月に告示された新しい学習指導

要領では，心の健康を含め生涯にわたり健康で充

実した生活を送るための基礎を培う観点から改訂

がなされ，学校教育活動全体を通じて健康教育の

充実が図られている。

　更に，現在，国における保健体育審議会におい

ても今後の健康教育のあり方について，鋭意検討

が重ねられていると伺っている。まさに，平成元

年度はr健康教育元年度」と言い得るのではない

か。私ども学校保健関係者は，こうした学校保健

の動向を十分認識し，各々に研鑛を積み専門的な

知識・技能を発揮して，主体的に健康づくりに取

り組む児童生徒の育成に向けて努力しなければな

らないと思う今日である。

　2．　「歯の保健指導」について考える

　学校における歯の保健指導の位置付けについて

は，「小学校歯の保健指導の手引」（昭和53年度文

部省）に示されている。それによると，これまで

早期発見，早期治療により未処置のむし歯をなく

そうとするところに重点がおかれていたが，歯口

清掃の励行を主とした生活行動の改善によって，

むし歯を予防するという方向に目が向けら淑，家

庭はもちろん，学校においても教育活動の全体を

通じて保健に関する指導の重要な内容として取り

あげ，児童生徒が生涯を通じて自分で自分の歯を

健全に保つことができる習慣や態度を育てること

に主眼を置いている。

　このような考えに基づき，歯の保健指導の特質

について，次のようにまとめてみた。

　C1）ライフ・スタイルの改善を促す援助

　（2）　自己指導力・教育力の育成

　B）心身の調和的発達を図る中での指導

　（4）全児童生徒を対象とする指導

　（5）個人特性に応じた指導

　（6）発達段階・課題に応じた指導

　（7）日常生活の中での指導

　（8）具体的・実際的な指導

　（9）指導方法の多様性と改善

　⑳　組織的・計画的・継続的な指導

　（1D　全領域での取り組み

　（IZ　家庭・地域社会との連携……など

　こうした，特質をもつ歯の保健指導の目標は，

歯科保健の面から，保健指導全体の目標達成に資

するものでなければならない。

　この度の発表では，学校・家庭・地域関係者が

これらのことについて共通理解を図りながら実践

した「むし歯予防啓発推進事業」（日本学校保健

会委託事業）におけるr親と子の健康な歯づくり

活動」を通じて豊かな心と体の健康づくりに励ん

だ事例を紹介し本大会のテーマにせまりたい。

　3．　実践例

1〕岡山県総社中学校区むし歯予防啓発推進事業

　の概要

　一総社中学校の実践を中心に一

　（昭和61～63年度日本学校保健会委託むし歯予

防啓発推進事業）

　（1）総社中学校区むし歯予防啓発推進事業の全

　　体構想

　（2）総社中学校区むし歯予防啓発推進委員会の

　　取り組み
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〈親と子の健康な歯づくりをめざして〉

1．幼児・児鼠・生徒のDMF歯数3をめざす。

　幼・小・中の・貫した歯科保健指導をめざす、，

：S．幼児・児吊：・生徒にむし歯r・防，歯周疾患のJ：防に必要な習慣を身につけさせる。

・t，tvし歯の早期発兇，㌧糊完全治療をめざすt，

5．むし歯ジ防について．保護者や地域住民の関心を高め，埋解を深めていく。

t；。望ましい生活リズムの定着をはかる。

総社市教育委員会

総祉市保健課
総社市学校給食

協同調理場
総社地域保健所

学校・園で

総社中学校区むし歯予防啓発推進委員会

全体会・企画委員会 ei一門部会

親子・家庭・地域へ

各校園担当歯科医

校区内歯科医

保健i三’鈍養護教諭・幼稚園研究i三任部会

養rl蔓教諭部会

関係機関との連携

O健康な歯づくり指導年間計i画作成

O学級指導および指導法のll夫

o授業研究

o職員研修

o目常指導
　・朝の会，帰りの会での指・．4

　・給食時間の取り紐み

　・昼のはみがきタイム

　・カラーテスト

　・個別指導

　・保健掲示物による指導

○年：回の歯科検診と完令治療の徹底

O歯の個入カードによる管理指j尊

O歯の衛生週間行嘱設定

O歯の衛生・図画ポスター展

O集会・ゆとりの時間の活川

　・歯の集会

　・健康カルタ集会

O児竜生徒保健委員会の活発化
Oヨ占…章多言舌重jJ

o亨旨導教材器具の整傭l

O教室「保健コーナー」

O読ll場の整備

健康な歯づくりに関する知識の理解をね

らう啓発活動

O歯のほけんだより「よい歯のそうじゃ」

　毎月発行

O歯のけんこうこよみ

o学年・学級懇談会

o学校保健委員会

o参観目公開授業

o講演会
○給食試食会

o標語募集

o誕生日検診

OPTA新聞
O市広報「そうじゃJ

O歯の衛生・図画ポスター掲小

　・義民祭　・学区内

O地区別懇譲会による啓発

実践力をつける親t”はみがき活動

O歯みがきカレンダー

O生活リズムの確立

O親子カラーテスト

Oブラッシング指導（実技講習会）

o学級PTAを利用したビデオ研修

健康な歯づくりについて、家庭でu）｝　，，Jli　L

合い活動

O健康な歯づくり家族会議

○歯のアンケート

○おやつしらべ

O講i寅会

O健康な歯づくり指導教材の整備援

　助

O幽のけんこうこよみ

O給食センターとの連携

O栄養改善協議会との連携

　・親チ料理教室

　・歯によいおやつ作り教室

O広報活動

oカリオスタット検査

oサリバスター検査

O標、昏行板

O市保健課独自の・般住民へのむL

　歯r防活動

O地区保健所との連携
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（3）総社中学校区歯の保健指導の基本構造と学年別指導内容の配列表

歯の保健指導の基本構造

到

昏
一

ー1

標

具

体

1
一
ー

櫨

本

ヨノ

容

｝’輪やIIの中の：肖潔を保

つノこめゾ），　正しい歯目

、ll予dt．Jで』きる

むL幽と糖分》2関係を

’fSIり、開食・）とり〃の

1’．尺をすることができ

る

L．下な歯））

みがき万

噛
」
°
’

い

ラ

よ
フ

「
h
ー
」
1
－
r

おやつの

たべJi

iaや口．♪

中の様ゴ

藍2や目の

中の病気

健駅な歯と体をノ・（る

ために．貧物を∫：か

み、好［t嫌、・な：，バ

うンス・．．ヒ‘した現則1に

．、・ 食’h，c．，てきる

歯・）働き

L

歯・．パ4t費

指導内容
〔行動目標）

　●中心的に指導する事∫頁

　一t，関連的に指導する事項

学年別．学級指導のL題

1なせtl｛　．：sがきが必要なのか

食べるとIIの中の占紅るのがわかる

鏡を使い．llの中を観察することができる

1、肉垢染め出L検査で自己、ゴ噸ができる

5プケつ’7うかいが’ごきる

！；f“［’る酌は，‡，にていτハ・な蜘みがきができる

f食べた後は必ず歯みカ’きができる

Js歯みがきができない翼芋は，ブクブクうがいができる

iCkブラシで幽垢をきれいに落とすことができる

｝・・歯の部位にf｝”たみがきメ∫ができる

llみがき残しやすい部分がわかり，　Il夫してみがくことができる

；噛みがき以外のit｝’t’1：’；’t、〔デンタルフ0ス｝の［夫ができる

1自うノにrレ冶幽ブラシが選べ，交換ができる

！い1しい歯ツ’ラシの砦ち方がてさる

1∫歯ブラシを，Lい．　ll㌔毒に保鷺；でさる

il」・お，衷1’を食べ」竺ぎると，　；vLl奏にな‘）やすいことカ：わかる

lr　Hの問食とLてとってもよいおやつ（糖分レの量のめやすがわかる

ls間食．2時側を111めてとるこヒができる

・目け．：↓：に関心を｛、｝㍉ことができる

．自”fの健1・t1、ち・L．f．〔処置，表処置歯レがわかる

：］・｝汐、陶の萌出にを㍉づく

・自分・噛ならこくり穿サ徴がわかる

f田”冒｝の原i4や亭三響がわかる

：：白’xtレね顎肉け；扶態に関心が持てる

：『ぺ軽共iが“1きたk：iil’“iのナ鬼’ごあることカゴわカLる

；e・も・し∫載v）1卓1唖力・わカ・る

ゴむL歯の進みノ∫と症遷k一がわかる

；へし・し歯））1㌦i：わのノ真去力‘わカ・る

Lh，歯肉：の「泉【klカ‘わカ・る

31「墨1周疾患の廷．U　JJと1，1状がわかる

iむL住や歯肉：袋v，「旦；teklを加り．！㌔防）’奏践ができる

ら．’li，L．t》プILIi．1力冠，カ・る

∵阿免見凸「期冶療）疋1要性がわかる

t1’llヒII》♪種琴き力帰♪カ・る

球こかんで食べここと、ジできる

．：よ　：tv・むこ　こt，・、占fヒイ」．　sH・言ll》）・J気｝cをて足一寸一こ　とカ：わカ・る

．・曽 歯こた九v）ある食L：］i：1を’とるこ三．．で』きる

．；t；　Kヘランスのとれた食、、∴を二ることがてきる

3・・規財ll　L、一』「カ・でき，外で圧気に遊ぶこ三ができる

1け体の1帽く二1轄）能ず「り関係がわかる

1歯はi憶’1期力・らつく∴iLていることがわかる

幼稚園
年少 年長

歯
に
良
い
食
べ
物

親
r
で
学
ぶ
歯
の
健
康
作
O

お

口
の
中
を
、
．
」
れ
い
に
し
ま
し
，
’
う

歯
っ
て
な
あ
に

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ロ
常
の
指
導

｛執
庭
」
」
の
連
横
「

「
！

f

（

●

1　年
む
し
歯
．
r
防
の
実
践
と
反
省

S

新

し
く
生
え
た
奥
画
の
み
が
き
方
S

お

や

つ

の

後
の

歯
み

が
き

L

歯
ブ
ラ
シ
の
選
－
び
方

S

夏
休
み
の
親
．
r
歯
み
が
き

S

歯
み
が
き
の
順
序

L

む
L
歯
た
い
じ

S

給
食
後
の
歯
み
が
き

S

●

●

●

●

●

●

●

●

●

こ

●

●

●

（

V

●

●

●

●

（

）

●

●

●

（、

「）

●

；’



1990年3月／77日本学校歯科医会会誌63号

1

2
3
i
∂
6
7
評
り
い
H
－
－
ほ
臣
匡
「
h
　
層
’
郎
訟
ぶ
慨
　
μ
ヅ
一
嵩
評
　
、
山
阻
錆
溺
　
訓
彊
醜
．
齢
…

H

日
常
の
指
惇

O
○

家
庭
・
こ
り
痩
携

’
．
、

∩
㌧

O

年
3

夜
食
三
幽
み
が
』
．
噛

1

　
一

校
学
中

健
康
な
焔
と
栄
養

r　　
°

［　
一

　
｝

●

●

●

年
ワ
暫

規

則
正
し
い
生
活
と
歯
の
健
嘆

一　
　
一

’　
一

ヘ　
一

ρ

㌔

歯
と
歯
の
問
の
清
掃
法

（
ぜ

　
　
目

一

●

「

W

へ　
「

一

●

年
ユ

歯
肉
炎
の
チ
防

○

●

●

●

【
㌔

、

一

歯
垢
の
止
隼

｛

●

○

○

●

目
常
指
尊

1

家
適
．
こ
の
痩
携

U

レ
、
し
尚
r
謁
り
実
践
と
k
省
　
　
s

●

幽
の
病
気
と
．
市
療
　
　
　
　
　
　
　
L

●

●

●

●

年
－
“

食
べ
物
こ
丈
尺
な
歯
　
　
　
　
　
L

●

尚
プ
ラ
゜
ン
、
｝
選
ひ
乃
　
　
　
　
s

●

自
分
に
へ
口
・
た
歯
み
が
き
　
　
　
　
S

●

●

む
L
蜘
の
廷
q
・
こ
早
期
冶
療
　
　
s

●

●

む
し
蜷
r
防
∂
実
践
・
二
k
省
　
　
S

●

萄
り
㌧
へ
と
濤
療
　
　
　
　
　
　
L

●

一　
　
旧

●

●

●

●

む
L
薫
の
．
卜
’
防
・
こ
砂
糖
分
　
　
　
　
L

●

●

●

　
　
一

．
一

年
一
」

”

陶
プ

ラ
・
ン
の
選
べ
し
々
　
　
　
　
　
　
　
S

●

●

夏
休
み
の
蜘
み
が
・
．
・
　
　
　
　
　
S

●

自
分
に
へ
巳
た
蜘
み
が
・
」
．
辱
　
　
　
s

●

●

●

む
L
歯
の
進
臼
と
｝
期
治
療
　
　
S

●

●

む

し
歯
r
防
り
T
、
践
と
k
省
　
　
s

●

む
し
歯
り
進
み
ん
と
泊
療
　
　
　
S

●

●

燭
∵
ゲ
・
丈
人
に
す
る
食
べ
物
　
　
　
　
L

●

●

年
4

u
園
ブ

ラ
シ
の
選
び
ん
　
　
　
　
　
　
　
S

●

　
　
ゴ

夏
休
み
の
歯
み
が
き
　
　
　
　
　
s

一

●

お

と
な
の
歯
の
み
が
き
〃
　
　
　
し

●

－　
，

「　
一

　　
一

●

●

●

校
学
小

む

し
歯
の
数
と
早
期
治
療
　
　
　
S

　
一

●

）
一　
マ

R

●

む
L
歯
P
防
の
γ
践
と
反
省
　
　
S

●

し

こ

繭
の
か
み
く
だ
く
働
き
　
　
　
S

　
「

●

お

や

つ

の
占
艮
い
食
べ
ト
り
　
　
　
　
　
　
L

●

●

年
3

幽
ブ
ラ
シ
の
遺
び
方
　
　
　
　
　
　
　
S

●

夏
休
み
の
歯
み
が
き
　
　
　
　
　
s

●

繭
歯
の
み
が
、
．
㌧
与
　
　
　
　
　
　
　
L

●

●

●

む
し
熊
の
数
と
早
期
冶
療
　
　
S

●

●

む
し
歯
r
防
の
実
践
と
反
省
　
　
S

●

一

生
え
変
・
の
ゐ
た
歯
の
み
が
き
方
　
　
S

●

●

●

●

甘
い
お
や
’
，
と
む
し
歯
　
　
　
　
　
L

●

ρ．

●

一

ノ

●

　
　
」

●

●

●

年
つ
一

鹸
ブ
ラ
シ
の
選
び
方
　
　
　
　
　
　
S

●

⊃

夏
休
み
の
親
チ
歯
み
が
き
　
　
　
　
S

●

●

奥
歯
…
の
み
が
き
方
　
　
　
　
　
　
　
L

●

●

●

○

○

む
し
幽
た
い
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
S

●

一　
　
－

●



78

（4）全体活動の成果と今後の課題

⑦　健康な歯づくりのできる子の育成を目標

　に，「学級指導」「日常指導」「学校行事」「児

　竜生徒活動」「啓発活動」r親子歯みがき活動」

　「学校保健委員会」「地域への活動」「関係機関

　との連携活動」の9つの柱で実践してきた。

　学校教育活動全般に関わる取り組みと家庭地

　域との協力により，児童，生徒，家庭，地域

　の健康な歯づくり意識の高揚と実践力が育

　ち，浸透，定着した。これは「歯のアソケー

　ト集計結果」「保護者の意見・感想一「児童生

　徒の反省」等からもうかがわれる。

②　「児童生徒が主体的にむし歯予防に取り組

　む」ことを願い研究を進めてきた。特に学級

　指導・家庭との連携に重点をおき「歯をみが

　かねば気持ちが悪い」という態度化を求めて

　きた。要素表をもとに作成した学習カードを

　学級指導や日常指導に活川したことは，科学

　的認識を育てる上に大変効果的であった。正

　しい知識や技能に支えられての意欲は，歯み

　がきのあり方を好ましい方向へと変容させて

　きた。

③家族ぐるみの親子歯みがき活動（評価）に

　より，家庭での理解と協力を一層得ることが

　できたJ8日を「歯の日」18日を「いい歯の

　日」として，毎月，家族の歯に関する関心を

　高めるのに役立った。

④健康な歯づくりにより，健康な歯を得ただ

　けでなく，健康な体づくりへの意欲，親子の

　心のふれ合いの時間，何事も粘り強く頑張る

　心等も得たと考えられる。歯のアンケートで

　は，むし歯予防啓発推進事業により，子ども

　の生活全般が改善されたと答えた保護者が多

　かった。

⑤　学校歯科医のご協力により，定期検診以外

　にもう1回，計2回歯科検診を行っている。

　むし歯予防の課題発見反省の場になり，早

　期治療に大いに効果が上がっている。

⑥　幼・小・中の連携により，小学校では新入

　学生の未処置う歯の本数が減ってきている。

　また卒業生のDMF歯数を3以下にして，中

　学校へ卒業生を送ることができたのは，学校

　間の相互理解と実践の成果である。両地区の

　中学校1年生のDMF　2．26，2．9本となって

　いるc
⑦全ての小学校，園が給食後の歯みがきを実

　施している。そのことか？）　，卒業生の親子か

　　ら，中学校でも給食後の歯みがきを続けてほ

　　しいという声があがり，総社中学校の先生方

　の努力で，中学校で昭和62年9月から，洗口

　場を増設し全教職員・生徒が「歯みがきタイ

　　ム」に給食後の歯みがきを始めた。1校だけ

　の取り組みでなく，地域ぐるみの取り組みの

　成果と考えられる。

⑧関係機関との連携により，地域に根をはる

　歯科保健を一歩，前進することができた。

　　胎内から一生自分の歯でかむことのできる

　人間への育成のために，生涯保健の立場でこ

　れからも，幼稚園，小学校，中学校，関係機

　関との連携を強化し，地域への歯科保健の啓

　発をすすめていきたい。

⑨　学校歯科医はもちろんのこと，学区で開業

　　されている歯科医の協力を得られたことが，

　地域啓発に，大きな成果を上げる要因となっ

　たと考えられる。

⑩　この指定を期に，今後も地域との連携をよ

　　り一層，密接にし，学校間の連絡を定期的に

　持ちながら，すすめていくことが大切である

　　と考えられる。

　　そして，この運動が全市内・町内の全学校

　園に広がるよう，取り組んでいくことが，今

　後の課題である。幸いにも行政当局でこの事

　業を来年度以降，全市町内で続けるというこ

　　とで予算化をしていただいている。

2〕総社中学校の実践

「1）総社中学校健康な歯づくり活動の全体構想

　テーマ　「豊かな心を育てる地域ぐるみのむし

　　　　　歯予防活動」

　f　学校教育目標

　　心身共に健康で，愛情にみち，知性と実践

　　力を有する生徒の育成をめさす。

②　指導の重点



日本学校歯科医会会誌63号1990年3月／79

昭和63年度むし歯予防実践計画

総社市立総社中学校

1・臼・学校で　1親子（細地域で　， 　　　　　　　一一一
関係機関との連携　　1

｝一『　　一一一一1

4月 1

5月l
　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一『7『一　　　　　　　　　　　　　　　1歯に関する職員会議　　　　　　誕生日検診
　　　　　　　　　　　　　　i歯に関する標語募集

　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一

公民館発表会参加　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　I
1

一
一一

　一一一一
　　　　　　　　　　　　　　　1　むし歯予防強調月間行事　　　　歯の広報紙　全戸配布1歯科検診・治療勧告　　　　　　歯に関する継続アンケート

詔駕議査｝（62年度）
6月 ポスター　標語展　　　　　　　家族歯ブラシ点検 岡大歯学部

歯に関する継続アンケート　　　むし歯予防家族会議 市保健課
学級指導　各種表彰

一一一　　　一一

7月
噸灘員野　灘繋講㌃習 給食センター

「よい歯の学校」に応募　　　　歯によいおやつ料理集配布
1歯によいおやつ作り講習会 　　　　　　　　　　　　　　　II

『一　一一 一一
1

一 　

3年の実践報告書作成　　　　　歯によいおやつ作り講習会 給食センター

8月　・
1　　　　　　　　　　　　　　　　歯の研修会（62年度）　　　　　　　　　　　　　　　　親子歯みがき運動 1

I　　　　　　　　l標語大醐設置　　　1
一一 冒一

　　　　　　　　　　　　　　一一一一一　　　　　　　1　9月一一一一　一 歯ブラシ点検　　　　　　　1歯によいおやつ作り講習会　　　　　　　　　　　　　1 1　給食センター　　　　　　　　1

1

一』一一一一一　　　　　　1
10月 i秋の歯科検診　　　　　　　　　親子歯みがき運動旨　’文化祭

公民館文化祭に参加

　　　　　　　　　　　　　　21
1
1
1
・
1
2
月
1

歯の保健集会　　　　　　　　　　カラーテスターによるよい歯の学校受賞　　　　　　　ヘアーチェック 　　　　　　　　　　　　’…
地区婦人会の協力（62年度）

1『 一一一幽一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　
1月
　歯ブラシ点検　　　　　　　　　おやつ調べ
1　　　　　　　　　　　　　　　　歯の健康暦（62年度）
一

12月　1
評価・反省　　　　　　　　　　評価・反省　　　　　　　　　　　　　　1

一一　『I

　　l1
　
3
月
i

学校保健委員会
保健優良学級表彰
完全治療学級表彰　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　I　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

I　　　　　　　　　　　－一一一一

ア 生徒指導の充実。　　　　　　　　　　　　　　　ア 豊かな心を育てるむし歯予防活動推進
イ 自ら学ぶ態度・能力（自己教育力）の育　　　　　イ 12歳児のDMFを3以下にする。
成。 ウ むし歯予防に必要な習慣を身につける
ウ 強健で忍耐力のある心身の育成。　　　　　　　　エ むし歯予防に対する保護者の理解と関

工 父母・地域との連携強化と同和教育の推　　　　　　を高める。

進。
オ むし歯の早期発見，治療の徹底を図る

オ 明るい職場の確立と教職員の一体的対　　　　⑤　実践活動

応。 1年次一組織作りと実態把握にとりくみ

③ 研究主題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業の推進計画作成。

「親と子の健康な歯づくりを目ざして」 2年次一推進計画に基づいた実践活動。

④ 基本方針 3年次一啓発の深化とまとめ，、

一一一
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吻　歯の保健指導年間計画

歯の保健指導年間計画表

糸念二社市寸二糸念ネf一中8汐季交

中　　　　　　　学　　　　　　　校

月 歯科保健目標 1　　　　　年 2　　　　年 3　　　　　年

　　　　F
学級指導 目常指導 学級指導 日常指導 学級指導 ll常指導

婁

食後の歯みがき

をしよう

5

自分の歯の状況

を知ろう

⑤自分の歯

の状況を知
ろう

⑤自分の歯

を大切にし
よう

⑤自分の歯
を」ilしく措

置しよう

6

歯についての知

識を身につけよ
う

歯の役割や

歯の動きを

知ろう

歯の構造と

発育を知ろ
う

健康な歯と
食生活につ
いて考えよ
う

7

むし歯の1君期治

療をしよう

①むし歯の

早期治療を
しよう

㊤むし歯のli唄月治療を

しよう

⑤むし歯の

早期治療を
しよう

9

食べたらみがく

習慣をつけよう

⑤自分の歯
に合ったみ
がき方をし
よう

・ 食後の歯

みがきの徹
底・歯ブラシ

の正しい保
管・3・3・3

方式

・ 歯みがき

カレンダー
の点検

・ むし歯の

早期治療を
奨励

・歯ブラシ

の点検・取
り替え

・ローリン

グ法

・ スクラッ
プ法

・ 給食指導
の徹底

・歯みがき

の点検

⑤自分の歯に合ったみがき方をエ

夫しよう

・ 食後の歯

みがきの徹
底

・ 歯ブラシ

の正しい保
管・3・3・3

方式

・歯みがき

カレンダー
の点検

・むし歯の

早期治療の
奨励

・歯ブラシ

の点検・取
り替え

・ローリン

グ法

・スクラッ

プ法

・給食指導

の徹底

・ 歯みがき

の点検

⑤自分の歯にあったみがき方を身につけよう

・ 食後の歯

みがきの徹
底

・ 歯ブラシ

のIllしい保

管・3・3・3

方式

・ 歯みがき

カレンダー
の点検

・給食指導

の徹底

・

むし歯の1量町期治療の

奨励

・ 歯ブラシ

の点検・取
り替え

・ローリン

グ法

・ スクラッ

プ法

・ 歯みがき

の点検

10

口腔内の病気を

知ろう

口腔内の病
気を知ろう

ll腔内の病

気を予防し
よう

ll腔内の病
年が全身に
及ぼす影響
を知ろう

11

歯と食生活の関

係を知ろう

㊤歯によい

食べ物を知
ろう

⑤健康な歯に必要な栄

養素を知ろ
う

⑤自ら歯を
守ろう

12

むし歯の早期治

療をしよう

1

むし歯と間食の

関係を知ろう

⑤歯によい

間食を知ろ
う

㊤IEしい間

食のとり方
を考えよう

⑤歯によい

間食を選ん

で食べよう

2

歯の健康につい

て反省しよう

⑤歯みがき

実践の反省

をしよう

⑤歯の健康
について反
省し層大
切にしよう

⑤歯の健康
について反
省し改善し
よう

3

歯の健康につい

て反省しよう
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　（3）授業研究

　この主題については昨年度実施した歯科保健総

合評価「一年をふりかえって」をみると歯肉炎に

ついては全学理解されてない事実が明白となり急

きょ一斉指導した。理解を深めるため養護教諭作

成の資料を使用し，更に岡大歯学部の協力で昨年

度実施した本校生徒のサリバスター検査（だ液の

潜血反応＝歯肉炎の検査）結果を資料に使用した。

このことは自分達の検査結果であるだけに自分の

問題として生徒の興味をひき，Mli値ある資料とし

て好評であった。

　学級指導の実践例（対象：1年生，63年6月28

日実施）

　1．　主題「あなたは歯抜けになりたいですか。」

　2．　主題設定の理由

　12歳頃その発生がピークに達する歯肉炎は，普

通中学生期から発生しはじめ20歳頃後半から30歳

をすぎると90％という大きなり患率となる。歯槽

のうろうはそのほとんどが口の中の不潔から起き

るもので歯垢が原因である。この時期に歯肉炎と

歯槽のうろうについて正しい知識と予防の方法を

理解させ，カラーテストにより正しい歯みがきの

方法を身につけさすことは大事なことである。

　3．　ねらい

　歯周病（歯肉炎，歯槽のうろう）について理解

を深め，その予防には正しい歯みがきが大切なご

とを知らせると共に，具体的にブラッシングにつ

いて実践させその習慣を養う。

4
①
2
③
④
⑤
㈲

指導内容

歯周疾患

歯周病の原因。進行

歯周病の予防

カラーテスト

正しいブラッシングの方法

日常指導（給食後の歯みがきタイム・保健

　　コーナー・個別指導）

　○給食後の歯みがきタイム

　○保健コーナー

　各教室に保健コーナーを設けている。職員室に

も小黒板利用のコーナー的なものがあり，職員へ

の連絡事項各種の提出物など記入しており，この

おかげで生徒への伝達ミスも激減したし提出率も

アップした。この既設の小黒板利用の保健コーナ

ーは大変役立っている。

　○個別指導

　歯みがきタイム時洗口場をまわり指導する。

　秋の検診後は“むし歯0で進級卒業しよう”の

スローガンで次表のような治療計画表を各自で作

り定期的に確認を繰り返すので，治療勧告の個別

指導には効果的な方法であった。

　（5）学校行事（歯の強調月間行事・歯の講演会）

　○歯の強調月間行事

指導内容 指導上の留意点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○歯を支えている周囲の組織の病気であり，10歳代からふえ

1　ていること，又早く見つける方法として，歯肉の健康チェ

　　ックをすればよいことを知らせる。

　○歯垢が歯周疾患の直接的な引き金だということに気づかせ

1　る。

　○歯肉炎歯周炎については歯槽のうろうへと発展し，歯が抜

［け落ちることを知らせる・

　○この検査結果について考えさせる。
1

10歯垢の染めだしをし，歯垢のつきやすい所を観察させる。

資 料

1．　歯周疾患とは

2．　歯周疾患の原因

3．　歯周疾患の進行

サリバスター検

査結果について

歯垢の染めだし

歯周疾患の予防　｝○正しくていねいなブラッシングこそ，予防上からも治療」二

と治療　　　　　　　からも大切であることを知らせ，具体的にブラッシングに

　　　　　　　　　ついて，指導し実践させる。

歯肉炎の実物写真　　　1

資科1（酬医提供）i

　　　　　　　　　　I

歯周疾患の進行

　資料2

ザリバスター検査結果

　資料3

歯垢検査表

　資料4

ブラッシング方法

　資料5
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　5月中旬から一学期末まで6月をピークとし

て，生徒や保護者が歯に対する関心を高めたり意

識の高揚をねらって下の日程表のようにもり沢山

の行事を毎年計画し実践している。

　○歯の講演会

　歯の衛生強調月間の行事中の一つのイヴェント

として開催している。

　（6）生徒活動（文化祭・保健集会）

　長年，生徒保健委員会の活動は縁の下の力もち

的なものが多かったが，つぎの二大行事を自分達

で計画立案実践して以来，彼らは大きく成長し

た。この成功感は，保健委員の自信となり，エネ

ルギーとなって，歯科保健活動だけでなく保健活

動全般の原動力となった。更に生徒会活動全体を

活性化したといっても過言ではあるまい。

　（7）啓発活動（歯の健康暦，市広報紙，標語，

　　誕生日検診，歯の保健便り，学校便り，学級

　　通信，PTA新聞，歯によい料理講習会，家

　　族歯ブラシ点検）

　○家族歯ブラシ点検

　保健委員の雑談から，家族歯ブラシ点検を彼

らが考えつき実践した。結果はつぎの通りであ

る。

家族歯フラノ点検

よい懸シちび豊ブラシ歯ブラシがないα9％

62年

63年

　○誕生日検診

　学校保健委員会における歯科医の助言で「誕生

日検診」を保護者にPRしている。カラー用紙で

作成のこの「誕i生日検診」については保健委員が

よろこんで取りくんでいる一つである。

　○健康な歯づくり漂語募集

　毎年5月親子で考えた健康な歯づくり標語を募

集し，校内で審査し標語展や看板にして，地区民

にも生徒の目にもふれ易い2ヵ所に設置し，啓発

に一役果たしている。

62年度優秀作品

　　「E一ものを　E一歯で食べて　E一笑顔」

　　　　　　　　　　　　　校内に看板設置

　63年度優秀作品

　　「健康は丈夫な歯から　手入れから」

　　　　　　　　　　　　　学区大看板設置

　　「歯みがきで作る健康　明るい家族」

　　　　　　　　　　　　　学区大看板設置

　○歯によいおやつ・料理講習会

　18）親子歯みがき運動（歯みがきカレンダー，

　　カラーテストペアチェック，家族会議）

　（9）組織活動（学校保健委員会，学級PTA，

　　母親委員会）

　○学校保健委員会（毎年6月と3月開催）

　この度の学校保健委員会では学校歯科医より歯

ブラシ，糸ようじ，歯間清掃具の紹介があり，こ

のことからPTAの物品販売でこれ等を販売する

までに内容がもり上が・，た。生徒も出席し，生徒

保健委員会の活動や取り組みについても報告し

た。主な話し合いの内容はつぎのとおりである。

　・性教育について（アンケート調査より）

　・喫煙指導について（アンケート調査より）

　・健康な歯づくり活動について

　・家族の歯ブラシ点検

　・歯ブラシ。糸ようじ・歯間清掃具の紹介

　・歯によいおやつの試食反省

　○学級PTA
　保健委員の生徒がテレビから収録したNHKの

「クローズアップ歯周炎」で，PTA学習会を開

催した。

　⑳　地域への活動（地区別懇談会，ポスター，

　　健康な歯づくり啓発資料，地区婦人会の協力，

　　標語看板設置）

　○地区別懇談会

　全地区で健康な歯づくりの啓発資料により保護

者に啓発した。又保護者の要望で歯科医推薦の歯

ブラシや歯間清掃具などの実物を紹介した。家庭

の歯ブラシが大きすぎることや，ちびた歯ブラシ

は効果のないことが認識されたようである。

　○ポスター地域掲示

　通学団生徒会で，6月に生徒達が取り組んだポ
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歯科保健総合評価「一年をふりかえって」

反省・評価すること 1年 2年　　3年
自
分
の
歯

歯
と
歯
ぐ
き
の
病
気

自分の歯や歯肉のようすがわかりましたか。 △ △ △

むし歯（治療した歯，これからする歯）の数を知っていますか。 △
一
〇

△

むし歯の原因と進行状態がわかりましたか。 ○

△

　
　
　
　
　
ノ

（
、

むし歯は，一度かかったら，自然になおらないことがおかりましたか。 ．」OlO ○

むし歯になりやすい所がわかりましたか。

「む噛やlik肉の癒よ，全身にE、、き、う函ぽすことヵ場りま一したか。
C

△

○
一
△
○
○

歯肉炎の原因がわかりましたか。 × × ×

夜のはみがきは，とくに，ていねいにできましたか。 ○ ○

は

み

が

き

1日3回以上，はみがきをしていますか。 △

みがきのこしが，なくなりましたか。（カラーテスト）
△
一
、
＝
△
○
×

×

．

△

C
一
×
△

はブラシは，自分の口にあったものを使っていますか。

自分の歯にあったみがき方を工夫していますか。

はブラシは，いつも清潔に保管できていますか。

っ1－
　　1あまいおやつ，

　　　おやつは，時間，回数を決めて食べていますか。
お

や　　おやつのあと，歯みがきか， ブクブクうがいができていますか。

スナックがしをひかえましたか。

●

△

○

×

匿き・きらいせず何でも食べていますカ・．

○
」
△
一
⊂
一
×

健
康
な
歯
づ
く
り

×

一

X

×

自分の歯を大切にしようと思うようになりましたか。 ○

よくかんで，食事をしましたか。 △

きそくただしい生活ができましたか。 △

むし歯・歯ぐきの病気の治療がすみましたか。

×

　
×
△
一
C
一
△
一
△
一
C

　

　

一

　
一
　

×

一

×

△
一
⇔
一
△
△
一
▽

2年のおわりに上の項目をハイ・イイエで自己反省したもの。

ハイ（よく出来た・よくわかった）と答えた者をつぎのように表示してみた。

　80％以上……0　　79～51％……△　　50％以下……×

スターを全地域に掲示した。一枚もむだにするこ

となくむし歯予防のポスターが，地域の啓発に役

立っていることは大変よろこぼしいことである。

　○婦人会への啓発

　初年度にこの事業の地域指定の主旨について述

べ理解と協力を依頼した。

　⑪　関係機関との連携（市保健課，地域保健所，

　　学校歯科医を中心にした地域歯科医，給食セ

　　ンター，公民館，医師会）

　本校の場合，学校の歯科医と地区歯科医の強力

な支援で洗口場が出来，給食後の歯みがきタイム

が実現した。最後までネヅクになっていた歯によ

いおやつ料理講習会は，給食センターの栄養士を

講師に生徒向け保護者向けに計4回開催出来た。

　この料理講習会が親にとっても，生徒にとって

もおやつを含む健康志向型の食生活に転換する糸

口になってくれるであろう。

　⑫　成果と今後の課題
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①　健康な歯づくり方策の一番の鍵はなんと

　いっても歯みがき実践，この歯みがきが親

　子で朝昼夕自主的に出来ることは成果だろ

　う。

ノ2）　3力年の継続アンケートをみると，生徒

　も保護者も全項目で好転しておる事実に，

　関係者…同地道な運動がみのったものと自

　負すると同時に，更に継続することの困難

　を克服しなけれぼならない。

（3）｝年2回の歯科険診後の受診治療率が毎回

　100％に近いこと，学校検診外の定期受診率

　の高いこと，不正咬合を矯正している生徒

　が大変多いことをみても，3力年の実践の

　成果があったと言えるのであろう。

1　指定は終了するが，この実践活動が一過

　性に終わることなく，今後も主体的継続的

　に展開されるように関係機関との連携をは

　かる必要がある。

5　本校にとって給食後の歯みがきを継続す

　るためには，施設設備の充実，特に洗口場

　を更に増設する必要がある。

⑥　歯の健康に関して食生活は大きな要素が

　あり，健康志向型の食生活へ転換が大切で

　ある、そのためには学校だけで解決する問

　題ではなく，食生活改善運動を全市的な見

　地から展開tる必要がある。

ミ暫呼畷

E
も
の
を

E
檎
て
食
へ
て
E
笑
顔

　
　
　
　
　
　
幽
・
　
　
ゴ
　
　
ニ
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〈中学校部会〉

中学校の歯科保健指導の展開における

学校歯科医のかかわり方について

東京都練馬区立豊玉第二中学校’徽歯科医穂坂正典

1　はじめに

　練馬区の概要

　日本学校歯科医会出版の，中学校／学校歯科医

の活動指針での加藤会長先生のお言葉をお借りす

れば，WHOの提唱する西暦2000年において，12

歳児のDMFT指数を3以下にナる目標も，着実

視出来るところとおっしゃって居ります。我々も

その目標に向って努力をして行かねばなりませ

ん。児竜を対象とする小学校の目標が日常生活に

即して基礎的な知識，技能をさずけ，情操を涌養

し，社会的資源資質の育成を図るのに対し，青年

前期に属する生徒を対象とする中学校の教育の目

標は，職業に関する基礎的な知識・技能の授与，

勤労尊重の態度や個性に応ずる将来の進路選択能

力の育成，社会的活動を通じての感情の適性な統

御，公正な判断力の育成をねらいとしています。

中学校では小学校の場合と異なって，撰択教科が

設けられていることである。これは生徒の適正，

能力，進路に応じた教育をほどこし，そのことに

よって生徒の個性的な人間形成を図ろうとする考

え方に基づくものであります。

　然しながら現実には，此の撰択教科があるため

に，学校保健活動に於ける実際の実用時間が，仲

々獲得出来ない。此様な事が中学校に於ける学校

歯科保健活動の展開を難しいものにしていると考

えられる。

　板橋区の一部であった練馬区では，独立区への

住民の要望が高まり1947年（S22）8月1日，23

区の一・つとして練馬区が発足しました。

　練馬区の人口は　板橋区から独立した昭和22年

には，約11万人でしたが，昭和57年には，約5倍

の56万人にふくれあがっています。戦前は「練馬

大根」の名で知られた東京の近郊農業地帯であっ

た練馬の地も，急速な都市化の波に洗われて，現

在では農村時代の面影をほとんど残していませ

ん。

　東京の位置と大きさ：東京の位置・東京は日本

のほぼ中央にあるだけでなく，うしろに関東平野

をひかえ，前には東京湾がひらけ，大都市として

発展するのに都合がよい条件をそなえています。

東京都は千葉県，埼玉県，山梨県，神奈川県にそ

れぞれ隣り合っています。面積は2163km2でこれ

を行政の上で，23区と26市，7町8村（島を含む）

に分けています。

　練馬区の位置・練馬区は，23区の北西のすみに

あります。北は埼玉県の和光市，新座市に接し，

東京都では保谷市，武蔵野市，杉並区，中野区，

豊島区，板橋区にそれぞれ隣り合っています。

　練馬区の大きさ・練馬区は東西約9km，南北が

4．6kmの長方形に近い形です。面積は約47．　Okm2

あります。23区の総面積が599．2km2なので練馬

区はその7．8％にあたります。23区の中では5番

目の大きさになっています。

　練馬区の人口・東京都の人口は1987年（昭和62

年）11月現在で1，192万6，229人で，世界有数の都

市です。練馬区の人口も同じ年の調べで60万5781

人，東京都の人口の約5．0％が練馬に住んでいる

事になります。

　学校教育・1987年（S62年）には，練馬区小学

校児童数37，889人で，中学校生徒22，717人でし

た，区立幼稚園，区立小学校67校・中学校は33校

です。区の予算の中で，教育にあてられる費用は

全体の21．9％（S62年度予算）になっています。

区内には次のような公立各種学校や，公，私立の
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高校，大学などがあります　都立

＝練馬高等保育学院・石神井ろう

学校・大泉養護学校，都立高校＝

練馬高校・井草高校・大泉高校・

石神井高校・光丘高校・大泉北高

校・第四商業高校・練馬工業高校

・ 大泉学園高校・田板高校，私立

高校＝早稲田高等学院・武蔵高校

・富士見高校・東京女子学院・育

英工業，大学＝武蔵大学・日本大

学芸術学部・武蔵野音楽大学など。

学校保健委員会の構成

　　　　　　　校　　Jく
　　　　　（松原》教　　颯

　　　　　（仏藤）養護教諭

　　　　（渡辺キ）教務1こ任

　　　（ff木）生活指導｝・任

lff’　　2ゴト　　3匂

（黒坂）（塚田）（末廣）学年1i任

（il，　EltS）　qll山奇）　（イ∫賀）保健給食指導

（小島〉（深井）（丹沢）担当教諭

　　（奥野）

II　中学校校医就任時と豊玉二中での歯科保健指

　導

　私自身が歯科校医に就任したのは，昭和43年4

月，練馬区立豊玉第二中学校で，本校は昭和37年

4月1日，区立豊玉中学校より分離して開校，第

二代校長諸井久平先生の時でありました。現在第

八代校長鈴木孝之先生であります。当然の事なが

ら練馬区の増加する人口と住宅地の東京に於ける

位置づけですが，世田谷，大田，足立区についで

4番目であります。しかし，人口密度からいえば

11，851人で23区中17位です。これは練馬区の面積

が23区中3番目である割には人口が少ないからで

す。他区に比べて少ないわけは練馬が都心から離

れていて，市街化も遅れ，人口の密度が低いから

です。いわゆる東京都内で言うJR山手線内を山

の手と言えば，その外になり，現在の西武池袋線

も昔は武蔵野線と呼ばれ，練馬大根に由来する，

田んぼ，畠の多い土地でありましたが，其の中で

も，豊玉2中の囲りは，練馬でも都心寄り（池袋

寄り）で，前回紹介の様に，住宅地化も早く，商

工業も発達が早く，教育機関もいち早く設置され

た場所であります。殆どが江古田桜台周辺の勤

人，商店の方々の子弟がかよって来て居ります。

従って開設以来，比較的練馬の中でも進学指向の

生徒が多く，家庭も中の上クラスの人達が多い様

です。

　此様な環境の中で，当校の学校保健委員会は，

年3～4回開かれて居りま”眠，

一
一
一
一
一

一

一

学校保健

遮
委員会

一
一
一
一

　　　内科医　耳鼻科医　眼科医
学　校　医（沼口）　（隊木｝　（清水）

学校歯科医（穂坂｝

学校薬剤師（星）
1）●］［、A｛｛と些if〈：表　　（上く里f）

P・T・A保健委員長（川口）

関連指導・一・生徒会保健委員会

　当校では上図の構成により，活発な意見交換が

なされております。東京都内中学校の全体から見

ましても又練馬区内中学校の様子を聞きおよんで

も他中学では未だに学校保健委員会が一度も開か

れていない学校が多い中，校長，養護の先生の理

解ある中で，殊に私自身が区学校歯科医会の役員

（庶務，専務役職を約15年）を務めさせて頂いて

いる事で，又学校医（内科）の沼口先生（開校以

来の校医）のご協力により，歯科の事に関しても

進んで理解を示されておられるので，学校全体が，

歯科保健活動に協力的であります。

　豊玉二中での歯科保健指導

　本校ではたまたま62年度に，佐藤養護教諭のご

努力で，7月から“歯の健康つくりNo。1～No．

9を2月まで発行し，生徒達の口腔衛生に対する

関心を呼ぶ事に努力してみました。

賃齢健康つくりN・．1

歯と口の役割

　（／）咀しゃく　く咀しゃく〉とは食物をこまか

くかみくだいて唾液と混ぜ，飲み込みやすいよう

にすることをいう。よくかむことにより食物は粉

砕され，味がわかり，唾液はたくさん流出され

る。そこで胃や膵臓などの消化液の分泌も促され，

消化が良好になる。〈自浄作用〉口の中には無数

の微生物が生息しているが，食物と共に飲み込ま

れる。

　（2）発音　言葉は口の周囲に欠陥があるとき発

音しにくくなり，他人がうまく聴きとれない言葉

になってしまう。前歯が1本抜けただけでかなり

しゃべりにくい。



　（3＞美しさ　（審美性）顔の下半分は，顎の骨で

つくられている。顎の状態や歯ならび，かみ合わ

せなどは，他人の目に触れやすく，その人の特徴

を与える重要な要素になっているc自然で清潔な

口もとは，人に好感を与えるが，汚れた歯，歯の欠

損などはあまりよい印象を与えないことになる。

叙歯の健康つくりN・．2

　（1）歯垢（プラーク）とは　歯の表面について

いるネバネバした不潔物のことをいいます。この

中には唾液や食べかす，死んだ微生物なども含ま

れていますが，そのおよそ半分は生きている微生

物です。楊枝の先についているわずかな量の歯垢

の中にも数十万～数百万匹もの生きた微生物がい

るのです。

　（2）歯垢の性質　歯垢の中のたくさんの生きた

微生物はわたしたちの食べる飲食物を餌にして生

活してい’ます。特に菓子やジュースに含まれる糖

分を好んで食べ体外に酸を排泄します。

　（3）歯垢のつきやすい場所

○歯と歯肉の境目（歯頸部）

食べかす＼　　　　　　　　　ノ酸一一一一→むし歯
　　　　　微生物
　　　　　　　　X有害物質一歯肉疾患　　砂糖ノ

歯垢

○臼歯（おく歯）の溝，歯の裏側

○隣合った歯と歯の間，歯垢はこのようなへこみ

　になっている所にたまりやすいのです。むし歯

　などで，よくかめない歯の周辺も不潔になりや

　すく歯ならびの悪い人も歯が汚れやすくなりま

　す。

賃歯の顯つくりN・．3

　（1）むし歯発生の4大要因　歯冠をおおってい

るエナメル質は，人休の中で最も硬くカルシウム

やリンを主成分とした結晶から成っています。し

かし酸に弱いという弱点をもっています。エナメ

ル質の結晶が微生物のつくり出す酸によって溶か

されることをエナメル質の脱灰といいます。むし

日本学校歯科医会会誌63号1990fii　3月／87

歯の発生はこのエナメル質の

脱灰から始まります。エナメ

ル質の脱灰は右図に示す4つ

の要因がかさなった時におこ

ると考えられます。歯の表面

に微生物を含む歯垢がつき歯垢をつけたままで糖

質を含む食品を食べると歯垢中の微生物が酸をつ

くり出します。その酸が長い時間，歯の表面に停

滞しているうちにエナメル質は侵されていくので

す。

響瀦職爺燕源し
　（2）むし歯の進行とその症状

　C1－“エナメル質だけが侵される

　C2→象牙質まで侵され痛みや冷たい物の刺激

を感じる。

　C3→歯髄が炎症をおこし激痛があり放置する

と化膿する。

　C，→歯根だけになり歯肉が腫れたり，全身の

病気の原因となる。

　歯の健つくりNo．4

　（1）歯周病とは　歯周病とは歯をとりまく周り

の歯肉や歯を支えている骨の病気をいいます。歯

肉炎は子供や若い人に多く，歯肉が赤くブヨブヨ

に腫れて歯をみがいた時や，硬めのものを食べる

と歯肉から出血します。この歯肉炎が進行すると

いわゆる歯槽膿漏となります。これは歯ぐきを支

えている骨まで炎症がひろがり，歯がグラグラに

なり抜ける病気です。

　　　　　　　　憶后塵莇

　　　　　　ζ　野
．興．！腿灘

　（2）原因　歯の表面に歯垢や歯石がたまりそれ

が刺激となって起るものが大部分です。また食物

が歯の間に入ったり，楊枝で歯肉を傷つけたり，

悪い歯ブラシを永く使用したり，歯に合わない充

填物や金属冠なども原因となります。その他ホル

モンの異常や糖尿病貧血，心疾患，ビタミン不足

などが原因となることもあります。
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　（3）予防　で．歯を正しくみがき歯と歯肉を清

潔に保ち歯肉やまわりの組織を丈夫にする。ロ．

全身の栄養に気をつけビタミンA，B，　C，　D等

を摂取する。ハ．歯肉をマッー’←一ジして血液の循

環をよくし歯肉の健康を計る。二年に1～2回歯

石除去を行う。

　歯の健康つくりNo．5　むし歯と歯周病の影響

　〔1）肉体的な影響　○他の病気を併発…むし歯

1本ぐらいといって治療しないでいるとむし歯の

病巣が原因となって他のいろいろな病気を起こす

ことがあります。○咀しゃくが十分できない…む

し歯があるとものをかむ力が低下しそのことは，

成長期の発育を阻害します。○偏食しがちになり

ます。…ものをよくかめないので偏食になりがち

です，発育期の栄養摂取に影響します。○顔のか

たちに影響…むし歯があるためよい歯の方ぼかり

かむのであごの発達が不均衡になります。これは

将来の顔かたちばかりではなく正しい発音ができ

なかったり，歯ならびがわるくなったりします。

　（2）精神的な影響　○劣等感を持ちます…とく

に前歯にむし歯があると笑うとき口をあまり開か

ず，口を正しくあけて発音することをいやがった

り，人前で話すことをきらう様になります。○情

緒不安定…歯の異常を気にして集中力が失われや

すくなる。

　歯の健i康つくりNo．6

　（1）不正咬合とは…歯ならびの異常，かみあわ

せの異常のことをいい，乱ぐい歯，八重歯，出っ

歯，上下の歯が咬み合わない，咬み合わせの深過

ぎなどがあります。（2）原因は…乳歯が早く抜け

たり（早期喪失）反対にいつまでも残っていて

（晩期残存），永久歯との生えかわりが生理的に

うまく行かない。永久歯の早期喪失，歯槽膿漏，

指しゃぶり，唇や舌をかんだり，吸ったりする悪

い癖，遺伝などがあります。（3）不正咬合による

影響，（a）食物をよく咬めない…消化吸収に悪影

響を与えます。G））歯口清掃がやりにくい…むし

歯や歯周病にかかりやすくなる。（c）顎の動きが

うまくできない…特定の歯に強い力が加わり歯周

組織に悪い影響を与えます。（d）発音がうまくで

きない…聴きとりにくい言葉になってしまいま

す。（e）顔の形に影響します。（4）治療について

…不正咬合を治すことを歯科矯正治療といいます

が，不正の程度や上下の顎の関係によっていろい

ろな治療法があります。矯正治療は高度の技術を

要し費用もかかり又，長期間かかりますので不正

咬合が発見された場合は，専門医に早期に相談す

るとよいです。

薦歯の健康つくりN・・7

　／1）歯みがき　○歯ブラシの毛先を使うみがき

方　歯ブラシの毛先を歯面にあて，その場でわず

かに振動させて歯垢をこすり落とす方法です。比

較的簡単で特に歯と歯の問，歯と歯肉の境目の歯

垢をよく取り除くことができます。歯ブラシは小

さめで毛足が短く毛の硬さはふつう程度のものを

使用します。

　　　　　　　冗　歯ブラシの毛先を歯と歯肉の
ゆ戯ン境目の部分にあ噛面に対し毛の方

　　　　　　向が45°～90°の角度になるようにす

　　　　　　る。②　毛先が歯と歯の間に入り込

灘微　　　　むように歯ブラシを適度な力で歯に

　　　　　　押しつける。押しつけたまま歯ブラ

シをその場でわずかに前後に往復運動させる。

③　上下の前歯の裏側をみがく時は，歯ブラシの

〈かかと〉の部分（矢印）が歯裏側の歯肉の境目

にあたるようにして，こまかく振動させ1本ずつ

きれいにする。④　上下の臼歯のかみ合わせ部分

は歯ブラシを直角に強く押しあて溝の中の汚れを

かき出すように前後にこする。〈これだけは注意

しよう！．1＞歯に歯ブラシの毛先を押しつける力が

足りないと毛先が歯と歯の間に入らず，つい歯ブ

ラシを横に大きく動かしてしまいます。これでは

歯垢がとれないばかりか，歯肉を傷つけ，歯根が

露出し冷水がしみたりします。

　歯の健康つくりNo．8

　（2）デンタルフロス（歯と歯の問の清掃のため

に）歯と歯の間に入り込んでいる歯垢は，歯ブラ

シだけできれいに取り除くことは　il’wnpa

黛鷲講鶴欝数駆
発生します。この盲点となっている部分の歯垢を

取り除くためにデンタルフロスという糸がありま



す。はじめは使い方も難しく感じますが慣れると

小学生でもできるようになります。1日1回（で

きれば夜寝る前に）鏡を見てやりやすい前歯から

時間をかけて始めてみましょう！／

　i－11’・デンタルフロスの持ち方

　　　　　　　　ア．フロスを30cm程度に切り
’

　左右の手の中指に両端をまき

　つけ，人差指と親指で操作す

　る。

イ．20～30cmに切ったフロス

　の両端を結んで輪にして使用

　する。

　「2　フロスを指先でlcmの間隔で持ちピソと

　　張る。

　③歯と歯の間にフロスをそっとすべり込ませ

　　歯のつけ根まで入れる。

※フロスを無理に上から押さえ込もうとすると，

昭和61年度～平成元年度　歯科検診結果まとめ

昭

和
6
1
年
度

検査
ノ＼員

未処置歯の
　ある人

処置完J唱 むし歯なし 治療済

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

1年 176 71 40．3 84 47．7 21 11．9 13 18．3

2年 194 107 55．1 74 38．1 13 6．7 32 29．9

’

3年 204 125 61．3 69 33．8 10 4．9 20 16．0

全体 574 303 52．8 227 39．5 44 7．7 65 21．5

昭

和
6
2
年
度
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歯肉を傷つけることがある。フロスを前後に動

かしながらすべり込ませるとよい。

　　　フロスを歯面にこすりつけな　（4

総嵩簾崇隷2歯嚇
　⑤フロスが汚れたらずらして他の部分を使用

　　する。

穏歯の健康つくりN・・9

　歯の健康と食生活　／1レミランスのとれた食事…

良い歯をつくり維持することは体の健康が基本条

件です。規則正しい生活の中で3食をきちんとと

りバランスのとれた栄養から健康な強い歯がつく

られます。

検査

人員

未処置歯の
　ある人

処置完了者 むし歯なし 治療済

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

1年 171 70 40．9 81 47．4 20 11．7 20 28．6

2年 171 76 44．4 77 45．0 18 10．5 19 25．0

3年 194 121 62．4 61 31．1 12 6．2 20 16．5

全体 536 267 49．8 219 40．9 50 9．3 59 22．1

昭

和
6
3
年
度

検査i

人員

未処置歯の
　ある入

処置完了者 むし歯なし 治療済

入数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数％

1年 157 52 33．1 87 55．4 18 11．5 20 38．5

2年 166 82 49．4 66 39．8 18 10．9 23 28．0

3年 175 85 48．6 74 42．3 16 9．1 14 16．5

全体 498 219 44．0 227 45．6 52 10．4 57
・6．司

昭和61～平成元年度　歯科検診結果

1
未処置歯のある人 処置完了者 むし歯なし

1年 2年 3年 1年 2年 3年 1年 2年 3年

昭和61年 40．3 55．1 61．3 47．7 38．1 33．8 11．9 6．7 4．9

62年 40．9 44．4 62．4 47．4 45．0 31．1 11．7 10．5 6．2

63年 33．1 49．4 48．6 55．4 39．8 42．3 11．5 10．9 9．1

平成元年 41．3 45．4 58．7 47．6 45．4 33．5 11．2 9．2 7．8

％

50

40

30

20

10

0

平

成
元
年
度

検査

人員

　　　　1未蹴の処置完了者 むし歯なし

ノ＼数 ％　人数 ％ 人数 ％

1年 143 59 41，3　68 47．6 16 1L2

2年 152 69 45．4　69 45．4 14 9．2

3年 167 98 58．7　56 33．5 13 7．8

鯛・62 226i48・9193 41．8 43 9．3

52．8

498

3筆一一万茜

　456
，　　．A」

　44．0

48，9

一一　一一、馬●

　41．8

7．7　9．3」里L＿9，3
　　　一一■●一一　　　　　　　　　　　鴫一●●一一一

　　未処置歯の
　　　　ある人
一一一一 処置完了者

一一一 むし歯なし

61年 62 63 元年
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歯科検診結果　　（平成元年度）／％｝

検

査
人
員

未処置歯の
　ある人

処置完了者 むし歯なし
DMF・T　I欠当り陶・

歯数　　う歯数1

本校 全国 本校全国
本校1全国 男子 女’∫一

男女一

平均

1 143 41．3 46．7 47．6 42．4 11．2 1rl．9 2．9 3．8 3．3

2 152 45．4 49．2 45．5 41．4 9．2 9．4 4．0 5．6 4．7

3 167 58．7 51．0 33．5 40．8 7．8 82 5．0 6．5 5．7
i全体 462 48．9 49．0 41．8 41．5 9．3 9．5 3．9 5．0 4．7

2竃口52人）

むし歯の治療の

　必要な人

69人

むし歯の治療が　　　　むし歯の

完了している人　　　　ない人

69人（454％）

豊一中

全国平均 490％ 415％

16人（109）

14人（94）

13人（82）

43人（95）

9．5％

3年生応し歯の状況1

2年生（むし歯の状況）

ー な讐 処置歯
　％

未処置

歯％
処置歯

F本
未処置

肉Dケ 「本｝

F－Dl髄　　　盈　　　f‘
前年比

体1
検査
順・人1

1年時 ll　5 55．4 33．1 518 82 600 3．8 158

2年時 92 45．4 454 568 152 720 4．7 ・ 120 152

1年生（むし歯の状況）

　最近顎を動かすと音がしたり痛みを感じたりす

る顎関節症の疑いがある人が増えています。やわ

らかい物ばかり食べず，歯ごたえのある硬い食品

も食べて予防に努めましょう。以上の様な衛生教

育的パンフレットを全校生徒に手渡し教育的効果

をねらってみました。然しながら昭和61年～平成

元年度までの4年間の歯科検診結果は下表のよう

になり必ずしも良い結果を得ているとは思われま

せんt，

○むし歯（う歯）について一むし歯の内容を示す

　ためにDMFという用語が用いられる。

DMFT（本）

　5

4

3

50　　49
e－一一一一一i－一．、47（女子）

　48　　　”s

42　　42●●一　の，噂一1卜、

39

12才児（中1）の

DMFT歯数

　　　　　一本校
　　　　　．．．．一一東京都

　42
i°0（男子）38（女子〉

33　　3．4

口の中に何本あるかを示す数値である。

☆WHOは西暦2000年を目途に12歳児の永久歯の

　う歯数（DMFT）を3本以内にしようと提唱。

2．9（男子）

61年　　62 3　　元　（年）

D：永久歯のむし歯で未処置の歯

M：永久歯のむし歯が原因で抜歯した歯

F：永久歯のむし歯で処置を完了した歯

　　むし歯経験歯数＝D十M十F

DMFT歯数とは永久歯のむし歯が1人当り，

III練馬区学校歯科医会に於けるこれまでの活動

　先に紹介しましたが，私自身S43年学校歯科医

に就任しS46年4月より練馬区学校歯科医会庶務

S56年4月より専務理事に就任しましたが，練馬

区に於ける学校保健活動は，区当局や学校の理解

と協力により学校保健法（S33年）が公布される

前から活発に実施されており，教育基本法・学校

保健法を柱に，より高い健康感の育成にあたりた

いとしている。練馬区学校歯科医会は，教育委員

会と密接な連携をとり子供達の歯や口腔の現状と

その状態について学校歯科保健教育的なねらいと

その評価の向上を期待しながら，数々の活動を続

けてきました。その活動の主なものの幾つかを述

べ，参考に供したい。

　（1）むし歯半減運動の実施

　戦後の子供達の口の中は不潔で，むし歯の数は

極限に達するまでに至っていた。その様相の悪化

は食生活の好転によるだらだら食いと，基本的生

活習慣の一つである歯口清掃（ブラッシソグ）が

定着していなかったためである。この様なむし歯



日本学校歯科医会会誌63号1990年3月／91

6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

9
0
9
8
7
6
5
4
3
2
1

う蝕の動態（小学校）

57 58 59 60　　　61年

囹処置した者
囮未処置歯を
　もつ者
一一全国平均
e－一一〃　　ノノ

う蝕の動態（中学校）

b7 58 59 60 61年

％

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0　＿一

の状態を早急に改善するため，教育委員会と学校

歯科医会と協力の体制をとることとなり，昭和30

年から50年までの20年間，治療券による「むし歯

半減運動」を続けた。

　（2）良い歯の児童表彰バッジ

　1本もむし歯のない健康な歯をもつ児童や，乳

歯と永久歯のむし歯を全部治療済みの子供達を表

彰するため「良い歯の表彰バッジ」を配布・学校

に於ける歯科保健教育の効果をあげるため，現在

も続けている。昭和62年度のバッジの数は25，000

個を超え，全児童の約半数が「良い歯の児童表彰」

を受けたことになる。

良い歯のバッヂ数
26000

25500

25000

24500

24000

23500

23000

22500

22000
　　　　58　　　　59　　　　60　　　　61

歯科医から申し込みが多く，また交通事情の悪化

により，希望の日程その他に支障をきたしている

現状である。右のデータで分かる様に中学校がど

うしても少ない様であります。

巡廻校年度別数

62

　（3）学校巡回歯科保健指導等の実施

　学校巡回指導はS22年から実施されていたが，

S30年に練馬区と練馬区学校歯科医会との共同事

業として開始された「むし歯半減運動」の教育効

果を高めるため，積極的に小・中学校児童生徒を

対象に，ブラッシング指導や歯の保健指導の講話

が今日においても続けられている。学校及び学校

　　　157年158年59年「6・年161年162年63年i薯

1醜1・校17璽校1塾4校i7校L15唖校

i中学校・3校1酬2校2校5校3校12校4校

　「4）小・中学校長・養護教諭との研修懇談会

　学校保健法が公布され，学校歯科保健活動も，

学校において意図的に組織的継続的に実施される

こととなった。これを契機として，昭和37年から

学校長や養護教諭と学校歯科医会との合同研修懇

談会をもち，児童生徒の歯科保健の教育活動の円

滑な方向づけを進めてきた。研修懇談会の35年の

実績は，小中学校校長会と学校歯科医会との連携

を深め学校歯科保健活動の活性化に大きな広がり

をみせ，今日に至っている。

　（5）第1大臼歯の疫学的研究

　学校歯科医会は，教育委員会と養護部会との協

力により，昭和42年度から47年の6年間にわたっ

てヒトの歯の中でむし歯にかかりやすい第1大臼

歯の現状について，疫学的調査研究を行った。こ

の疫学的研究は，練馬区の学校歯科医会の活動の

はじまりとして画期的な研究であり，児童生徒の

むし歯の早期発見，早期治療のために必要な教育

的な勧告（学校保健の事後措置）の指針や，保健

指導及び保健学習の実践研究のための基礎的資料

となった有意義な研究であった。
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　（6）小学校における歯垢染色テストの実施

　練馬区学校歯科医会では，昭和50年度よりむし

歯の治療の脱皮をめざし「むし歯を作らない」と

いう活動方針の転換を図ることとした。家庭にお

ける子供達の基本的な生活習慣の中に，どうして

も歯の清掃（ブラッシソグ）の定着が不可欠であ

り，学校においても歯科保健の中心課題とするた

め，この歯垢染色テストの実施を開始した。この

テストは安定性に問題のない試薬を用いて，子供

達一人一人が，歯の汚れの状態を確認し，反省し

ながらむし歯の発生や歯肉炎の起こる原因につい

て体験的に学習するねらいがある。より高い学習

の成果を期待し，家庭との理解と連携を深めなが

ら，区内全域の小学校で実施し現在も続いている。

　（7）学級担任のため「よい歯のしおり」発刊

　昭和53年，文部省においても学級担任のための

「小学校・歯の保健指導の手引」を刊行し，学校

における歯科保健の教育指針を示し学級指導の充

実を図ることとした。練馬区においても，学校歯

科医会と協議しながらくよい歯のしおり〉をつく

り，昭和56年度から区内小中学校の各学年の担任

の先生に，学校歯科保健の指導書として活用され

ている。

　（8）むし歯予防についてのアンケート調査（家

　　庭の意識調査）

　子供達のむし歯予防は，学校，家庭，学校歯科

医の三者の連携と地域社会の援助によって可能に

なってくる。昭和56年に教育委員会の実施したア

ンケートを学校歯科医会が集計・家庭の歯科保健

に対する意識について分析した。これらの調査か

ら低学年においては，家庭の歯科保健に対する意

識は高く，高学年になるにつれて低くなる傾向を

示していることがわかった。このことから，家庭

における歯の保健指導は，子供の成長と発達段階

に応じた対応を考え，子供と共に考える家庭教育

こそ望ましいものと思われる。

　／9）カリオスタット（むし歯菌活動性試験の実

　　施）

　むし歯菌活動性試験の教育的なねらいは，子供

達が自分の口の中の環境（歯垢や唾液のようす）

について科学的に知り，この学習を通してむし歯

の発生の原因や，むし歯の予防のための実践（歯

口清掃）に取り組むことにある。この細菌培養に

よる科学技術的な試験方法は，昭和57年から小学

校5年生を対象に実施し，理科の教科の一貫とし

てむし歯予防の学習に役立っている。なお，むし

歯菌活動性試験の結果は各個人に知らされ，その

知らされた結果について感想文を書くことにして

いる。その感想文の中から教育的効果の高いもの

を選び，文集をつくり，教育委員会から各学校に

配布されている。

　（10）永久歯の動態調査の実施

　小学校1年生から中学3年生までの9年間は，

歯や口腔の発育が盛んな時期である反面，むし歯

や歯肉炎が発生しやすく，肉並びにも問題が起こ

る時期である。昭和57年，練馬区学校歯科医会で

は，中学3年生の健康診断の検査票から永久歯の

萌出率とむし歯の発生率との関係について各学年

ごとにその動態について調査研究した。どの永久

歯がどの時期に初めて萌えてくるのか，またその

歯がいつ頃むし歯になるのかについて調査した。

その結果，練馬区の児童生徒は小学時代に毎年平

均約0．7本のむし歯が発生していることがわかっ

た。各年次毎のむし歯発生の平均が0．5本を努力

目標にするならば，西暦2000年までにDMFT　3

は夢ではない。また小学校低学年では第1大臼

歯，中学年では上の前歯，高学年では第2大臼歯

が，むし歯の発生する時期であることが確認され

る。このことから小学校におけるむし歯予防のた

めの歯の保健指導は，特にこれらの時期にターゲ

ットを絞り，給食後のブクブクうがいや歯口清掃

（ブラッシング）を中心とした保健活動としての

取り組みが重要であると思われる。

　中学校における歯科保健指導の実践

　昨年青森県八戸市で行われた52回大会の岡田先

生の御指導によれぽ「中学校の生徒は，乳歯と永

久歯との交換がほぼ終って，永久歯の歯列が完成

に近付いた時期であるが，近年の中学生は，あご

の発育と歯の大きさの不均衡による歯ならびの異

常の認められる生徒が多くなってきていることが

指摘されている。……種々の生活，教育環境の変

化が，所謂中学校生徒で，う歯や歯周疾患を発生



させる原因になっていると思われる。」と述べられ

ています。加えてこの事は，中学生は既に大人の

口腔の殆ど完成間近になっている事，この事が，

単なる小学生時代の延長とだけ考えてはいけな

い，と言う考え方から，実際に歯科保健指導の目

標を設定せねばならないと思われます。日本学校

歯科医会の指針によれば，（1）健康診断の実施，①

準備，②実施計画，③会場の設営，④検診器具の

準備，⑤検査棟の準備，打ち合わせ，⑥手指の消

毒，⑦検査器具の消毒，⑧照明，⑨検査術式，⑭

検査票（3学校式）記入上の注意事項，特にこの

件に関しては東京都学校歯科医会地域別指導講習

会に於て研修（平成元年6月22日）（2）健康診断終

了後の保健指導，①早期治療の勧告，②歯科疾患

の治療の勧告，③特に注意を要する者への保健指

導及び相談，④学級指導への協力，（3）健康相談の

進め方，（4）学級指導への協力，（5）学校行事におけ

る学校歯科医，（6）学内研修への対応，（7）学校保健

委員会における役割，（8）地域社会との連携（校側

と）の役割等学校現場全職員の共通理解のもとに，

すべての歯科保健計画を進めていかなければ，学

校歯科保健の向上は期待できない。

IV　中学校学校歯科医の求められる要素（資質）

　と反省点

　日本学校歯科医会出版の中学校学校歯科医に求

められる資質より，私なり注釈を加えてみますと，

　1．　学校歯科医としてふさわしい人間性

　歯科医師である前に人間であれ，と思う心と考

え方がなければならない。児童生徒の健康を考え

てのみ，学校歯科医はあり得ると思います。

　2．組織活動である学校教育についての正しい

　　理解

　殊に教科が専門分野に亘る中学の教育課程で

は，仲々難しい問題であると考えられる。学校長

を始めとする教師と地域環境を重要視する教育環

境，PTA関係，個々の家庭環境も含め，学校保

健委員会を充分に生かして，児童，生徒の健康管

理に参画せねばならない。
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　3．専門家としての技術を学校保健に活用させ

　　得る能力

　特に我々学校歯科医は，歯科医としての専門能

力，技能を充分に学校保健に活用せねばならない。

　4．　学校教師と同様な教育に対する情熱，使命

感，責任感を充分に持ち意欲的に取り組む熱意，

具体的には学校内に於ける生徒達の，一般健康管

理に伴う口腔衛生管理の疑問に応え，時に口腔一

般疾患と口腔内歯牙破折等と言う口腔に関する事

故等，その都度対応出来る救急処置，並びに学校

安全関係に対する手早い配慮等も含め，生徒1人

1人が小学校時に於けるむし歯予防の知識から，

中学校三年時（受験時）に至る口腔衛生管理の知

識を責任をもって教育する努力がなされなければ

ならないと思う。

　以上4項目はいずれも重要で，学校歯科医の特

殊性を一F分に認識し，一般の歯科医に要求されな

いものを，学校歯科医は宿命として要求されてい

ることを十分に自覚すべきであると思う。

　最後に，豊長第二中学に於ける3．からさらに私

自身が考慮に入れて行かねばならぬ事は，

　1．　年に少なくとも4～5回は学校に出向して，

　　生徒達との対話を計りたい。

　2．　健診についても，学年別，誕生日別，クラ

　　ス別等の方法を考慮に入れたい。

　3．　教職員についても健診を行い，口腔衛生に

　　つき関心を高めるべきである。

　4．　中学校も洗口場を設け，昼食後もブラッシ

　　ングをさせるべきである。

　5，　学校保健委員会を最大限に利用し，対PT

　　A，家庭，生徒会等に関心を呼ぶ様努力する。

　6．歯の衛生週間を利用し，講話，映画，等で

　　口腔衛生への認識を高めたい。

　以上私なりの考えを述べて来ましたが，この発

表を纒めるにあたり，学校長はもとより，佐藤養

護教諭，練馬区教育委員会より多くの資料を頂き，

又練馬区学校歯科医会理事並びに学術委員の研究

資料を，十分に利用させて頂いた事，心より感謝

申しヒげ，御礼申し上げる次第です。
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〈中学校部会〉

助 面

助言名　日本学校歯科医会専務理事　西連寺　愛　憲

　最近思春期の口腔疾患が注目され始めてきてお

ります。しかしこの年代の口腔疾患の全体像はま

だはっきりとつかみきれていないのが現況です。

また思春期は身体的精神的そして社会的にも他の

年代と異なった特微を持っています。大人でもな

く，子供でもない，この不安定な世代について一

般の人々は勿論，歯科医師も十分に理解していな

いのでは無いかと思います。その為に我々歯科医

師として，この年代の口腔疾患の状態・身体的精

神的特徴及び彼らが置かれている社会的状況を把

握し口腔の健康について，指導して行くために，

　1．　思春期の口腔はどうなっているのか？

　　　思春期の口腔疾患について臨床・疫学の両

　　面から捉える。

　2．思春期の特徴と問題

　　i）生物学的特徴

　　　　成長の中のどのステージにあるのか，そ

　　　の特微は？

　　ii）精神的特微

　　　　親離れの時期・大人でも，子供でもない

　　　年代・この不安定な心理をどう捉えるか？

　　iii）社会的特徴

　　　　受験・溢れる物質・情報等彼らのおかれ

　　　ている環境をどうみるか？

　3．　思春期の口腔管理

　　　思春期の口腔管理はどうあるべきか？

　以上の問題を総合的に考えていく・又指導的立

場にある歯科医師・養護教諭の対応は？　等につ

いて研究調査の必要がある。

◇ ◇一一一一

大会場ロビーにて
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〈高等学校部会〉

高等学校における歯科保健指導の実践

座長東京医科歯科大学教授　岡　田　昭五郎

　幼稚園園児，小学校児童，中学校生徒では，近

年う歯のない者が少しずつ増加しているが，高等

学校生徒では，まだそれほど目立ってう歯のない

老がふえているという状況ではない。そればかり

でなく，歯周疾患や不正咬合が認められる者も決

して少なくない現状である。わが国では中学校卒

業者の大部分が高等学校に進学しているが，高等

学校は単に知識を与えるだけでなく，人格形成の

場としても大切な教育の場である。21世紀のわが

国を担う国民として，また，国際的にも活躍する

人びととして，単に知識や技術を習得するだけで

なく，自ら学ぶ意欲に満ち，社会の変化にも対応

できる能力を備えるように教育しなければならな

いり

　今の高等学校生徒は幼児期に乳歯う蝕の多い時

期に育った影響もあって，歯科保健指標のうえで

は決して良好な状態とはいえない。生涯保健のな

かで，歯や口の問題を持つ人が多くなることが予

想される。これらを克服して，一生自分の歯で食

べられる日本人として育ててゆかねばならないの

である。

　1．　高等学校における歯科保健指導の目標

　歯科保健教育の目標は次のとおりである。

　歯や口の健康状態を把握し，歯や口の健康を保

つのに必要な態度や習慣を養う。

　すでに永久歯列が完成に近づいた高等学校生徒

では，小学校，中学校で指導を受けた歯科保健に

対する知識や技能が身について毎日実践していな

ければならないはずである。けれども，大学受験

を控え，また，悩み多き年齢などの影響もあっ

て，よい習慣や態度が乱れがちである。高等学校

における歯科保健指導の具体的目標は次のとおり

である。

　みがき残しのない歯みがきができる。

　規則的な生活習慣が身についている。

　う歯や歯周疾患の原囚について理解しており，

予防が実践できる。

　2．　歯科保健指導計画とその進め方

　（1）ホームルーム，学校行事における指導につ

　　いて

　高等学校では歯科保健指導に十分な時間をとる

ことが困難なことが多いが，多くの生徒が興味を

持つ話題を選んで実施するようにするとよい。高

等学校生徒の場合は，自分達の問題として問題点

を見つけ，それを解決する手段を考えるよう指導

するには歯科保健はよい教材となる。また，保健，

理科，女子生徒については家庭科などの教科と関

連をもって指導するのもよい。

　（2）個別指導について

　歯や口の健康上の問題について悩みを持つ生徒

は多い。単に歯科医と相談するようにということ

だけでなく，個々の生徒の歯や口の健康上の問題

点は何なのか。また，その背景としてどのような

ことが関連しているのかをよく見極めた上で，適

切な指導を行う必要がある。

　3．　学校歯科医のかかわり方

　高等学校生徒では，小学校，中学校と行われた

歯科保健指導を通して，歯科保健の基礎知識は備

っていると考えてよいであろう。学校行事等で歯

科保健指導を行う場合には，生徒の知識を踏まえ，

少し進展した手段によって生徒に歯科保健を日常

生活の中で実践するよう専門的立場から適切な助

言を行うとよい。また，受験期を控えた生徒では，

夜食や間食の機会が多くなる。ホームルームの時

間に適宜指導してくれるよう学校と連絡すること
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も学校歯科医として必要な助言といえよう。

　歯・口腔の健康診断では単に処置を必要

とする疾病や異常の倹出のみでなく，歯や

口腔の清掃状態や口の機能についても注意

を払って診査し，特に指導や相談を必要と

する生徒に対しては教職員と連携を保って

必要な指導を行う’必要があ／）う。

参　考：

　現今の高等学校生徒は昭和50年ごろに比

べて1ノ、平均DMF歯数がやや多い　（右

図）

　また高等学校生徒では，進行した歯周疾

患の者も見受けられるようになる　そのほ

　10

天

搭
騨
数

　5

0

か，口臭を訴える者や智歯周囲炎の者も見ら｝1る

ようになる。

5
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〈高等学校部会〉

本校における歯科保健の活動

一
母親になるための歯の知識と認識一

和歌山信愛女子短期大学附属溶i等学校保健部長榎本 弘

　はじめに

　最近の健康ブームや自然食を見直す世間の風潮

で，大人も子供も毎回の健康や食べ物についての

関心が高’まってきています。

　幼年・小学・中学の時代は健康に関することは

親の役割が大きいですが，高等学校以後は自分自

身で自分の健康のコントロールをしていかなけれ

ばなりません。その為に健康に対する正しい知識

を身につけなければなりません。

　本校は女子だけの高校ですから，殆どの生徒が

近い将来母親になるはずです。その意味でも高校

時代は大切な時期で歯の健康の知識を深めておく

必要があると考えます。自分自身の歯への心くば

りはもとより，生まれ出てくる子供の歯，そして

その子供の成長期の歯の健康管理など母親として

の役割がなにより大切です。この生徒達が，又そ

の子供が健康な歯で生活できるように，高校の時

期に生活面・栄養面・医学的な面の指導を充実さ

せていきたいと思います。

　又本校は私学である為に，いままであまり他校

と比較して歯の健康に関した調査研究をしていま

せんでしたので，この機会にそのことを含めて述

べてみたいと思います。

　1．　本校の概要

　本校は和歌山市の中心部に位置し，校舎西側に

和歌山城を見ながら勉学に励んでおります。

　昭和21年，旧県立和歌山高等女学校同窓会「桜

映会」の有志を発起人として桜映女学校（和歌山

女学院）の名のもとに発足し，翌22年和歌山女子

専門学校として認可され，さらに昭和26年3月和

歌山女子短期大学として認可を受けました。同年

11月本学の経営がカトリック幼きイエズス修道会

に移管されることになり，昭和30年2月24日校名

を和歌山信愛女子短期大学と変更されました。

　短期大学と同じ校地内に附属高等学校・同中学

校を，またすぐ近くに附属幼稚園を擁していま

す。これらはそれぞれ独自の教育体系をもちなが

らも，同じ理念，同じ教育精神につらぬかれ，社

会における価値観の複雑化や混乱に対しても動揺

することのない「人間観」をもって，全学を挙げ

て建学の精神の達成をめざしています。

　短大には家政科（家政専攻）（食物専攻）・保育

科があり学生数386名（平成元年度）。

　附属高校は普通科20クラス，生徒数925名。

　附属中学は6クラス，生徒数252名。総計1，563

名の学生生徒が同じ校地内で勉学にスポーツに励

んでおります。

　本校の教育方針は，カトリック精神にもとつく

人生観の上に立ち，常に真理を求め，女性として

の創造性の豊かな心を養うとともに，物事を正し

く判断し行動して，すすんで社会に奉仕できる明

朗で健康な人物をつくることを教育方針としてい

ます。

　クラブ活動も活発で，特に運動クラブは，バレ

ー部・バスケット部・軟式テニス部・卓球部・な

ぎなた部は常に県下では優勝，近畿大会や全国大

会でも活躍しています。

　2．　本校の歯科保健にともなう取りくみ

　（1）保健委員会活動

　　（イ）本校の保健委員会

　本校の生徒会活動の中の一環として保健委員会

が設置されており，各クラスより2名の保健委員

が選出されて，学校内外の生徒の健康に関するあ

らゆる活動が行われています。保健委員の中より
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委員長・副委員長がそれぞれ1名選出され，その

人達が中心に活動しています，

　活動の内容は，季節ごとの保健指導（保健便り・

校内放送・掲示など）は，校医の先生方の指導を

得て行っています。その他に爪の検査や，トイレ

掃除の点検，体育行事などの保健活動（傷病者の

手当てやトイレ掃除など），それに身体測定集計

発表などです。

　　（ロ）保健便り

　不規則であるが，年数回校医の先生方の指導を

仰ぎ，その季節や興味のあることを中心に掲示し

たり，各クラス，又各個人に色々なことを知識と

して伝えるために発刊しています。

　　の　本校生徒の歯科検診の結果

　過去4年間のDMF歯数を調査してみました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本校生）

年　度 1年2年3・司平均
S61年度

T l　一

7．2 8，3
＆8「　8．．1

S62年度 6．5 ＆51＆8 7．9

S63年度 6．2 7．7 9・　61　7・7

H1年度1　5．7 6．7 8・・217・・

●S63年度卒業生の3ケ年間のDMF歯数

D
M
F

10

5

・／・6

1年（6D　2年（62）3年（63）

●H1年度卒業予定生（現3年）の3ケ年間のDM

　F歯数
　　　　　IO

D
M
F
5

　
2

56

　　　　　　　－1年（61）2年（62）3年（63）

　※高校3ケ年間にDMF歯数で約2．0う歯が発

　　生していることになります。しかし毎年数値

　　が低くなっています．

◎過去4年間のう歯のないものを調査してみまL

　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本校生）

年劇1剣2年13年平均
　S61年度　　2。7％　　3．3％1　3．4％　　3．1％l

　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

S62鞭4・・％11・・％o！2・5％026％1

S63年度5．4％　」3．7％h．・％1 3．5％1
　＿1Hl年度・・　7％　14・　2％　i　3・　2％　i　4・・6％

●全国平均との比較（S63年度）

％
％
％
％
％
％

0
　
0
　
0
　
0
　
n
U

ハ
U

ρ

◎
　
「
b
　
4
　
3
　
9
」
　
ー

6．

一 5．4
一 5．5 5．4

一 5．0 一

， 咽

，
3．7

3．5

一

一

LO
一 匿
1年　　2年　　3年　　平均

［
〕
鋼

　
　
　
　
占
父

國
刺

　※全国平均よりすべて下回っていますが，全国

　　は男女の平均で，本校は女子のみで全国的に

　　女子の方が低いので多少平均も低くなると思

　　いますが，特に2年3年が低いようです。

　（2）学校行事

　本校の歯科保健に関する行事は大きく2回行っ

ています。その一つは高1生徒対象による歯の健

康に関する学校歯科医の講演。もう一つは高3生

徒対象による母子の歯の健康に関する講演です。

　高1対象による講演は，高校生活3年間におけ

る歯の健康管理と，高校生としての歯の健康の知

識を身につけさせるために行っています。

　高3対象による講演は，高3の2学期の末頃に

行うもので，卒業を前に数年もすれば結婚をして

子供もできる年齢である為に母親として又，子供

の歯の健康に関する知識と認識を深めさせるよう

行っています。それぞれの内容は次のようなもの

です。

　　（イ）高1対象の講演会



　本年度は6月21日（水）のLHRの時間1時間を

使って行いました。

　16mm映画「ブラッシソグを科学する」20分

　講演　「高校生における歯の健康について「

　講師　藤田勇勝先生（本校歯科校医）

　　（ロ）高3対象の講演会

　昨年度は12月16日（金）2学期の期末試験が終っ

たあとのLHRを使って行いました。

　講師　大塚量子先生（本校短大食物科教授）

　講演　「忘れていませんか噛むことを」

●内容（ノート）

　①　復元食の咀しゃく回数並びに食事時間

　　○弥生時代　50分　　4，000回

　　　　食物→木の実・玄米

　　○戦後　　　11分　　　620回

　　　　　　→スパゲテ／・ハンバーグ・プリン
（特例）

　　○戦前　　　22分　　1，420回

　　　　　　→いものつる・大豆

　　　　　食生活の変化

　　　　　加工技術の向上

　　　　　流通が豊か

　②果物の購入量の変化

　　　　　りんご↓　　メロソ↑

　　　　　な　し↓　　いちご↑

　　　　　　　　　　　みかん↑

　③果物の硬さのランク分け

　　　　リソゴ・なし→少し硬いから普通

　　　　メロン・いちご・みかん→かなり軟かい

　　※口の中でかまない傾向

　④菓子推定生産量の推移

　　　　洋菓子　　　　↑　　焼き菓子↓

　　　　スナック菓子↑

　　　　米菓　　　　↑

　　※加工技術の変化（かまなくてもよいものを

　　　食べている）

よ‘ ん

ファーストフード

③

㊦
一

　○ごはん

　○ファーストフード

　※日本型食事はかまなくてはいけない

⑦　食肉成分の変化

　　　トリ・ブタ（合成飼料で飼育）

　水分が多いため，加熱すると硬くなる。

　　　　　　　　↓（食べない）

　脂肪（背あぶら）をプラスすると食べられるc、

　　　　　　　　↓（ハソパーグ・ソーセージ）

　かまなくてよい・軟かい

　　　　　　　　↓

　　動物性脂肪を食べすぎてしまう

⑧　よく食ぺる料理の1食当たりの脂肪含有量

　の目安
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各献立の栄養素構成

　軟かいものは脂肪量が多い。

　　　　　　↓つづけると

　　　　　成人病

各献立の食事時間，咀しゃく回数の比較

　　　　　　　　　13分28秒　1019回

　　　　　　　　　8分27秒　562回

ハンパーグ

クリームシチュー

カレーライス

盛り合わせサラダ

からあげ

フーメソ

オムレツ

スパゲティー

23．79∂　　　　　　　30．7％　　　　　　　　　　　　　　45．60・∂

蛋白質　　　　　脂肪　　　　　　　　炭水化物

13．7％　　　　　　　　45．696　　　　　　　　　　　　　　　40．7％

309以上

209

209

209

159

159

159

159

　　脂肪509≒500Kcal

　　　　1人1日最低必要なエネルギー

　　　　　　　　　　　　　1000～1500Kcal

◎　好きなおやつ

　　1位アイスクリーム

　　2位ケーキ

　　3位ポテトチップス

　　4位ジユース

　　5位ヨーグルト

　　　　　　　　　　6位果物

　　　　　　　　　　7r、Ei子一～コレー一ト

　　　　　　　　　　81迄シユークリーム

　　　　　　　　　　9位ホット5－一キ

　　　　　　　　　　10位フ：1ン
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工δ　好きな食べ物

　　1位ラーメン

　　2位スパゲティー

　　3位ハソバーグ

　　4位おにぎり

　　5位すし

6位スープ

7位カレーライス

8位焼肉

9位焼そぼ

10位サソドウィッチ

　“おかあさんやすめ”→“ははきとく”

　　　　　」

　　お→オムレツ

　　か→カレー

　　あ→アイスクリーム

　　さん囑→サンドウィヅチ

　　や→ヤキメシ

　　す→スパゲティー

　　→目玉焼き

　　は→ハソバーグ

　　は→ハムエツグ

　　き→ぎょうざ

　　と→トースト（ピザなど）

　　く→クリームスープ

　※時間短く，かむのも少ない

丘　幼児のきらいな食品

　　　野菜　　56％

　　　容↓（かむもの）

　　　1・、、

②　小さい子供の本能的にきらう口当たりのよ

　くない食品

　生しいたけ　　　ほうれんそうのおひたし

　白ねぎの煮たもの　人参の煮たもの

　かきフライ　　　　なめこ

　生がき　　　　　豚の脂身の煮たもの

　　！乳歯のある子どもはぬるぬるしていやが

　　1　る

　※’永久歯がはえてきたらある程度食べるよ

　　　　うになってくる
　　／無理に食べさせずに少しずつ食べさせる

　※本能的にきらうものと，母親がきらいにし

　　てしまうものと2種類ある。

13　レトルトカレーの具の硬さ

　　パッケージ厚さ1．5cm位

　　人参・ジャガイモなど軟らかく小さいとい

　　うことに気づく

　　　　　↓

　　かまなくていいようにできている→健康面

　　にマイナス

☆なぜ，かまないことがいけないのか？

　○口の中がきれいにならない

　かまないとだ液の分泌量が少ない→虫歯にな

　　りやすい

　○脳の発達に影響

　　かむ＝脳を刺激する（母親の責任）

　○胃腸が弱くなる

　○長い時間をかけて，アゴの発達が変化

　　　八重歯→歯の出る所がなくなる（虫歯に

　　　　　　　なりやすい）

⑭虫歯になりやすい食べもの（潜在脱灰能）

　　　キャラメル入りチョコレート

　　　ピーナッツバター入りパン

　　1菓子パン

　　　キャラメル

　　｛ドーナツ

　　　ポテトチップス

　　　アイスクリーム

　　　チョコレート

　　　アツプルパイ

　　　ビスケット

　　1ケーキ

　　1バナナ
　　1
　　　白パン

　　　米飯

　　　キャベツ

　　　ラスク

　　　グレープフルーツ

　　’クラ．，カー

　　旨きゅうり

　　i人参

　　↓りんご

⑮副菜からもたらされる栄養素量

　　　3食たべること→子育て上大切

　　　パンとコーヒーだけはだめ／

億撫享｝両方必要！



　（まとめ）

○思春期からの食べ方の注意（きちんと食べる）

○離乳食一段階をふんでかむことを教育できる

　　　　　ように育てること

　　“まるのみする子に育てない”

○平均寿命　80歳

　歯の寿命　60歳（5～65歳）

　　　　　　　　差（－15年）

　歯も長生きさせることが大切！

　　今から考えておきましょう。

　3．　歯についてのアンケート

　生徒のDMF歯数を調査している中で，個人的

にかなり数値の高い生徒が多いことにおどろき，

低い生徒や，う蝕の全くない生徒とどのような違

いがあるのか，生活面・栄養面・生い立ちなど色

々な角度から調査してみようと思い次のようなア

ンケートを作り，生徒の中からDMF歯数の低い

者（DMF歯数2以下）・中間の者（DMF歯数5

前後）・高い者（DMF歯数10以上）の三つに分類

してどのような違いが出てくるか調べてみまし
た，

　、2）　アンケート結果

　歯の健康調査アンケート。低い者（183名）中間

（168名）高い者（159名）

田あなたは111に何回歯を磨いていますか。

　　　◎低い者

　　1回脇2・．2％

　　2回一6・．・％
　　・回囮…％

　　姻目1・19・

　◎中間の者

咽彫勿・6．7％

・回EZZZZZZZZZIz・・錫
・回ZZi・．7％

・回目・・3％

・回閉i．・％
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　◎高い者

1回囮11・9％

・ll】1　EZZZZZZZZZZ；・…％

川％IL9％
川國1・・％

（イ）いつ磨いていますか。

1．朝起きてすぐ。　2、朝食後すぐ。　3、昼食後すく一
4、夕食後すぐ。　　5、寝る前。　　　6、間食後すく．

　◎低い者　　（複数回答）

1・羅勿24．・・一。

・・IZZZZZZZZZZZZZZZzil75．…。
3．

4．

5．

1・9／・

囮11．・・／。

・．目・・7％

帰犠目1．1％

　中間の者

・翻・・．496

8．3σワ

・・

－72．・・。・・目1．89・

・．llZZZiZZI・・．・％

・・

一・・．1％・・閣…％

◎高い者

1・羅勿35．・％

・・－69．8％・・閉　1…／b

・囮ユ1錫

6，國・・49・
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CV）1回に磨く時間は何分位ですか

　　　　＿㌔｛氏い？Jli、

1分以内羅23膓
2分

3分

1分

5分

IlillZZZZIIZI　2s　一・％

EZZIZZZZ36．・1・、

目・2％

ZZ11・・1・

それ以岨H％

　　◎中間の者

扮胴盟1・・3ひ・

2分

3分

4分

5分

［ZIZZZ　3s・・％

醗31．5・・
亘・．6％

脇14．3％
それ肚目・・…

　　’＿i，　i：’；iい昔

1分以内IZZ・6．3・・

」
」
ノ
ノ

リ
】

3分

i分

5分

El猛≡】L？7・oOi，

　38・4・・
目Lg％

囮…％
そ醐上囮・・5％

　歯磨きに関しては，DMF歯数の低い生徒とそ

の他の生徒の差はあまりみられず，むしろ中間の

生徒や，高い生徒の方丞よく歯を磨いており，結

果としては良かった。

12｝あなたの歯ブラシの交換時期はどれ位ですか、

　　　◎1氏い・者

1・A以内，睡31・3％

1・・絹、睡31・8％
・・弧ZZZ・2・・％

・Vi年肚匿勿1醜

きき腿囮1…％

　　　＿）中間の者

1・月以内・EZZZZZZ43・・％

1・2・月．羅24・・qo

・・4・♪L囮・・1％

半年以上．囮…°／b

き蒜r盟15・8％

　　　◎高い者
・ヵ月mu1　」　［ZZZIZZZZiZI　3s・7％

1…S］羅・9・5・・
・・4・」1囮12・・％

半年以上．囮・脇

き語．囮13・2％

　この結果も，DMF歯数の低い生徒よりそれ以

外の生徒の方がわずかですが良い結果として出て

います、．

（3）間食をどのようにしていますかL

　1、時々する。2、1日1回。3、1日2回。
　4、1日何回も。5、全くしない、

　　　　　◎f丘い『者

　　　　・・　［IZZZIZilillZIZillZiliZillllZi　4rJ・yg」

　　　　2．囲30・1％
　　　　・・囮…％

　　　　　・囮…％

　　　　・．國・・9・・

　　　　　・ご中間の者

　　　　　・・zzzpmZZ・…％
　　　　　・・ZIZ　21・・％

　　　　　・・［ZIZZZZ］　14・3°／b

　　　　　4．囮8・3％

　　　　　5栩4・2％

A”高い者

1，一…1％・，羅1・・5％

・．吻1・・79・

4．囮1鵬
5．目1・・％



　間食に関しては，DMF歯数の低い生徒の結果

は良かった　特に間食を全くしない生徒が多い
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し，DMF歯数の高い生徒の中には1日何回も問

食をする生徒が多くなっています。

巾間食をする人はどのようなもの（ジュースも含む・をよく食へますか、
倶体的に3つ，韮｝いて下さい。）

　低い者
　1位∪スナ・ク：菓子（125人）

　2位○ジュース（94人）
　3fウ：○ノズン　　t55／N）

　4位¢・アイスクリームk49人）

　5位o果物｛35人）
　6位○あめ（22人）
　7位c）チョコレートk20人）

　8位e牛乳（18人）
　91㍍cvヨーグノレト　（9人）

　1〔〕位．ケーキ（8／O

，
中間の者

　ジュース　 〔118八、

ロスナ’ク菓子q〔）8　IV

．tアイスクリームk63人1
Lノノ、ン　　L32人．｝

Qケーキ（23入1
∪果物〔21入）

Lあめq5人）
り和菓」：　k9ノ）

oチョコレート（8入．）

cヨークノレト　L7ノ＼1

◎高い者

しスナック菓子q27人）
（うジュース（105人）

ぴアイスクリーム（41人）
tvバン　（37人）

o果物（32人）
、．ケーキ（19人）

cあめ〔13人）

LVチョコレート〔13人〉

り和菓子（10人）
／L．／ コーt－　／8人1

　高校生女子の好きな間食はだいたい同じような

ものが多く，：三者の違いもあまり目立ちません

（4）あなたは牛乳が好きですか。

◎低い者

・好きです・EZZZZZZZZZZi；］・2．・9・

が，ケーキの好きな生徒は，

徒に多いようです，

DMF歯数の高い生

o嫌いe 彪翅勿27．3％

つ良く飲むL

O時々飲む，

lZZZZiZZzi　s1．1％
　　　　　　EZZZZZ　34．6％

・たまに鮭盟143％

・全く飲まないEZZZZZZ4s％
・たまに飲む．IllZZZzzzzzi　s2g，。

◎中間の者

○好きです。

o嫌い。 躍3L・％

69．oθo ○良く飲む

○時々飲む

ZZZZZZZ　53．・％
　　　　　　lZZZZ・8．・f・。

・たまに飲むmo　18．1・・J

・全く飲まない一48」％
・たまに飲むEZZZZZZZ　S1・・9・・

・好きです・lzzzzzzzzzzl7・2・・％・良く飲むEZZZZZ　43．・％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°時々飲む　一3・．1％

◎高略　　　　　　　　　　。たまに飲むmp　17．40i・

。恥羅27・7％　　　　・全く飲まない一EZZZZZZ　4S．・％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：1，たまに飲む．［IZiZliZZIZZilliZZIIZIill　s4．so／o

　カルシウムを取るのに牛乳が一番いいと思い，

かなりの違いが出てくると予想しましたが，思．，

ていたよりその差が少なかった。それでも，DM

F歯数の高い生徒の中で牛乳を「良く飲む．1が他

に比べて少ないように思われます。
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㈲あなたは母乳・粉ミルクのどちらで育てられましたか。

1、母乳　2、粉ミ’レク　3、両方

　　　◎低い昔
　　　1，IIZZZZiZZIil　L）2＞・r・°・；

　　　・・zmZZ・・・…％

　　　・・EZZZZZZZz］・m　l．」

◎中間の若

lZZZ…4「y・

睡3〔・・4％

－12・3％
　愚乳の方が子供の歯の為にいいと思、いました

が，結果としてDMF歯数の高い者の方が母乳で

㈲あなたの親のむし歯は多い方ですか、少ない方ですか、

（イ）父親

　　　　1、多い　2、少ない　3、無回答
劃氏い暫1・EIZZilZl　25．・乞

　　　　　・．［liiZIZIZZZZIZIIIIillZllZIZIIIi2ZZilZillilZZil］　7Lt　…

　　　　　・．自　・’　・　・・　’i・

で中間の昔

　　　　1・躍25・6％

　　　　2・－6・、7・・
　　　　3．囮・・7％

◎高い者

1・ EZZZZ…3％

◎i傷い者’

羅3L4％
醗33・3％
［11ZZZZZzzzl　3r）・・％

EZZZZZZIizzzzzzi　bi　1．69・

　　　　　國5・・％

両親のう歯の影響がはっきり子供にも表われて

（7）あなたは今ま乎に大きな病気にかかったことがありますか、

《｝f氏こL・吉を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91．89～5

育てられたのが多かった。

回母親

1、多い　2、少ない　3、無回答

羅21・3％
llZZZZZzzzz　77・．・％

ウ
】

ら

O

目1・1％

翻・8．6％

－66．1θつ國5・4°6

EZZZZZZ44・・％

ZZZZZZZ5・・3％
　　　　囮5・7％

いるように思われます。

　　L・　・・．・）る囮

　　　　　8．2％

◎中間こり者

・川崎病・熱性けいれん・腸炎・心臓病・

　　　　　　　　　　　肺炎・髄膜炎）

　　　　　　　　　　　　　94．6％

lllZIZZZZZZZZZZZZ

◎i☆王L、者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95．69ti

　　　　　國5・4％

　どの程度までが大きな病気であるのかの基準が

なかったので，自分自身で大きな病気だという認

（8＞あなたは歯並びが良い方ですか。

◎1氏い方

・．ある國…％

1，無い

2．ちる

娘肪一67・2％

櫛炎・心臓病・リンパ管腫）

識がそれぞれ違い，はっきりとした数字が出てい

るかどうかわかりません。

◎高い者

・・悪い方醗32．8％
1．良い方一・・．・％
・、悪い方一39・6％

◎中間の者

1…’（い方一57臨
・，悪い方一42・・％



　DMF歯数の低い者の中に自分自身で歯並びの

良いと思っている者が多く，高い者の中には歯並

（9）あなたの好きな食べ物を3つ上げて下さい。

◎低い者

　1位果物
　2位　肉
　3位　パスタ
　4位　野菜

　5位菓子
　6位　グラタン
　7位　魚
　8付：　カレー

　9位
　lO位　ピラフ

ハンバーグ20

3
3
8
3
2
3
1
0
　
6

5
4
3
3
3
2
2
2
　
1
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びの悪いと思っている者が多いように思われま
す。

誓
　

ク

ハ
　
　
ア
、

冒
勿
で

日
口
を
ー

七
‘
果
ア
魚
肉
果
野

◎

　

　

　

ン
　
「

　
　
　
タ
ク
、

r
菜
ン
ラ
フ
、
ン

　

　

、

グ
、
爪

　
　
！
　
　
　
　
　
ノ

◎高い者

　果物
　肉
　菓子
　野菜
　魚

　パスタ
　ラー一一メン

　カレー
　ケーキ
　プリン

アイスクリーム20

7
6
1
6
3
　
9
4
3
3
3

5
3
3
2
2
　
1
1
1
1
1

　果物がそれぞれ1位になっています。DMF歯

数の高い者はアイスクリームやケーキが好きな食

べ物の中に入っています。全体にDMF歯数の高

い者は甘い物が好きな傾向にあるように思われま

す。

働次のくだものの中で何が好きですか。3つあけて下さい、

リンゴ・なし・みかん・ブドウ・メVン・いちご・ハ＋ナ・かき）

訓氏い者

1位　なし
2位　いちご
3位　メロン

4位　リンゴ
5fず’：　みカ・！くノ

6f立　ブドウ

7位　バナナ
8位　かき

◎中間の者

　いちご
　なし
　メロン
　みかん
　ブドウ

　リンゴ
　バナナ
　かき

　全国的にみるとベスト3がメロソ・いちご・み

かんだそうですが，和歌山はみかんの産地ですの

で，いつも食べられるので順位としては下に来て

◎高い者

　なし

　いちご
　メロン
　みかん
　ブドウ

　リンコ
　ハー1一ナ

　かき

います。リンゴは硬い果物に入るが，DMF歯数

の低い者の方が順位的に上に来ています。

ωあなたは今までに歯の健康のために気を付けてきたことかありますか。

1、ある。　　2、別になv㌔

◎低い者

　　　1・圃15・8
◎高い者

　　1・　EZZ］ユ4洗

　　　L・　．　IZZIZZZZZIIIIIIIZZZZIZIZZZZZZzil　cs・1　，，。

◎中間の者

　　　1・吻11．9％

　　　・・－88．1％
　やはりDMF歯数の低い者は少しであります

が，歯の健康について気を付けていることがわか

ります。
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（1と答えた人はどのようなことに気を付けてきましたか。）

◎低い者
　○一生懸命磨く。

　○磨く時、時間がある限りじっくり磨く。
　○磨き残しがないか調べる。
　○食後必ず歯を磨く。
　○歯の裏、歯の間をよく磨くL
　O歯に異常のある時はすく歯医者へ行く、
　○歯科検診でみつかるとすく治療する
　OCa（小魚など）を取るように気をつけている。
　つ甘い物（コーラ・ガム・菓子など）をなるべくさけているL
　O食後必ず何か飲む。（水かお茶）

◎中間の者

　0歯ぐきもよく磨く
　o砂時計で歯を磨く
　○硬めの歯ブラシで歯ぐきまで磨く
　O時々塩で歯をみがき歯ぐきをきたえる
　○前より間食の量をへらしている。

　○なるべく硬いものを食べる
　o虫歯がないかチェックする

◎高い者

　○糸ようじを使づている
　○夕食後は甘い物をひかえている

　01ケ所に10回ブラシをあてる

　歯の健康に気を付けていることで，DMF歯数

の低い者の具体例にはなるほどと思うことが多

く，それ以外は少なかったです。

　C3）アンケートの考察

　う歯の原因には色々と言われていますが，大き

く分けると，先天的な歯の質と後天的な生活習慣

の違いがあると思われます。

　生徒達にアソケートを取るときにコ輔で色々と

質問をしてみると，う歯の多い生徒でも歯の健康

の為の生活習慣がしっかりしているものや，反対

にう歯の全くない生徒の中にさほど気をつかって

いなくてそれでいて歯が良い者もいます。アンケ

ー トの結果からでもどちらであるか判断はできか

ねます。むしろ両方に関係があると思います。

　項目的に考察しますと，

　’i　「歯磨きの習慣」に関してはむしろDMF

　　歯数の高い者の方が良かった。これは小・中

　　学生の頃に歯が悪くなり，その結果として歯

　　磨きの習慣が身についたのではないでしょう

　　か

　2　「食生活について」は多少ではありますが

　　影響がでて来ているように思われます。特に

　　間食の所ではDMF歯数の低い老の中に牛乳

　　が入って来ていますが，他の所には入って来

　　ていないし，好きな食べ物や好きな果物の中

　では，DMF歯数の高い者は硬い食物の順位

　が低くなっています。

③　　「母乳・粉ミルクどちらで育てられました

　か」の項目では意外と，こちらが考えていた

　のとばまったく反対の結果で出て来たのには

　驚きました。

争　「両親の歯の健康調査」は思っていた通り

　の結果がはっきりと出て来ましたが，これは

　先天的なものとして考察していいのか，その

　両親に育てられて来た後天的なものかはわか

　りませんが．両親の特に母親の影響がjt’供に

　大いに関係があることがわかりました。

⑤　「歯の健康に気を付けてきたことがありま

　すか」ではDMF歯数の低い者は，正しい健

　康法をよく理解しているように感じられまし

　た。特に（歯に異常があるとすぐに治療に行

　く）という答えが返って来たのはDMF歯数

　の低い者で，高い者の中にはまったくありま

　せんでした。

　　全体的にみると本校は女子のみの学校なの

　で，歯磨きはよくやっている方だと思います

　し，歯の健康に関する知識もよく知っている

　生徒が多かったように思います。

　4．今後の本校での取り組み

　このたびこのような調査研究をして，他校との

比較や，アンケートの結果から本校の生徒の実態

が少しはわかり，これからはやっていかなければ

ならないことがいくつか出て来ました。

　（1）講演会

　本校では1年生と3年生にそれぞれ講演会を行

っていますが，これは感想文や生徒の意見を聞い

てみると大変参考になっているとのこと。いまま

でわからなかったことも色々と勉強できたという

生徒も多いようです。

　この2つの講演会は生徒達にとって大変意義の

あるものなので，これからも内容を検討しながら

継続していきたいと思います。

　（21昼食後の歯磨きについて

　アンケートの結果より，本校生徒の歯磨きはよ

くやっている方だと思いますが，昼食後の歯磨き



については，ほとんどゼロに近い結果がでて来て

います。日頃の生徒の実態をみていても同じよう

です。それで保健の授業や，生徒の保健委員会の

活動，ホームルーム，学校行事等色々な機会を通

して，昼食後の歯磨き運動を推進していきたいと

思います。

　B）保健の授業での活用

　アンケートの結果より，歯磨きの回数や時間が，

DMF歯数の低い生徒の方が悪い結果が出てきま

した。それが今後この低い生徒が高い生徒の中に

入ってくる可能性が十分にあるわけです。実際に

高校3年生で，DMF歯数が約2．0高くなってい

るのでもうかがえます。

　歯磨きの大切さや，正しい磨き方，回数。又歯

の健康に大切な食生活など講演会などでも聞いて

日本学校歯科医会会誌63号1990年3月／107

いますが，保健の授業などでも特別に指導して行

かなけれぽならないと思います。

　おわりに

　本校生徒は女子ばかりですので，殆どの生徒に

おいてごく近い将来母親になり子供を育てるとい

う大きな役割を担っています。自分自身の歯の健

康はもとより，家族の特に子供の歯の健康の為

に，’り親のはたす役割は大きく，その為にもそれ

までに得た知識を確実に実れしていってほLいも

のです、

　これからもあらゆる機会を利用して，生徒達に

新しい知識を教え認識させていきたいと思いま

す。
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〈高等学校部会〉

高等学校における歯科保健指導の実践

埼玉県大宮北高等学校養護教諭安藤悦子

　人生80年時代の到来で，健康で生涯を送ること

が提唱さカ，日本歯科医師会では，「一生自分の

歯で食べよう」というスローガンを掲げている。

厚生省が昭和63年に発表した歯科疾患調査結果に

よると，「総合的には，国民疾患の低年齢化が指

摘され，歯槽膿漏を成人病ととらえ，「学校や家

庭での歯についての教育を再検討する」という課

題があげられている。

　高校生は，乳幼児の頃から家庭で歯みがきの習

慣を，小・中学校で歯についての知識や実践する

態度が育成されてきたと思われるが，現在，歯の

健康をどうとらえ，日常生活の中でどのような実

践がなされているのであろうか。

　健康で生涯を送るための健康づくりは，早期か

ら実践tなくては望めない。そこで，高校生の歯

科保健の課題といわれている「むし歯の早期治療」

「歯周疾患の予防」にアプローチし，生徒のライ

フスタイルの中に歯の健康に対する実践を一層促

すことにより自主的な健康づくりの一環にしたい

と思い，以下本校着任以来，二年間実践してきた

歯科保健指導をまとめてみた。ご参会の諸先生方

の御指導をお願いします。

　1．　本校の概要（男女共学）

　本校は，開校34年目を迎えた全日制普通科高等

学校て25学級，生徒数1，193名で埼玉県内でも有数

の進学校に数えられている。環境は，武蔵野の面

影を残す丘陵地帯に位置し，学校生活に適した閑

静な住宅地にある。交通機関は，JR高崎線宮原

駅（大宮駅から一つ目）下車，徒歩15分であるが

多くの生徒は自転車通学をしている。教育目標

は，「D自ら考え，正しい判断ができる生徒，（21柔

軟で，しかも強い意志をもつ生徒，（3）自分のこと

は自ら進んでやり，やったことについては責任を

もつ生徒，（4）自然を愛し，人間を愛する，心あた

たかい生徒，（5）働くことを重んじる，正しい勤労

感をもつ生徒，16）健康でたくましい身体をもつ生

徒をめざし，比較的自由な校風の伝統がある。

　2．　生徒の歯科保健に対する実態把握

　生徒の歯に関する意識や実践状態を把握し，歯

の健康増進を図るための指導をより効果的にする

ために保健調査，（市教育委員会作成）歯の保健

調査，歯の健康増進を図るための調査（筆者作成）

を実施した。調査期日は，保健調査，歯の保健調

査は，昭和62年5月，歯の健康増進を図るための

調査は同年10月，対象は全校生徒で以下にその結

果をまとめたものを述べる。

　（1）むし歯に対する生徒の自覚

　「むし歯があると思うか」の問に対して，「た

くさんある」と答えた生徒は，9．O％，「少しある」

が53．8％，「ない」が37．2％であるが学校の定期健

康診断の結果をクロスさせてみると，生徒の多く

は，むし歯に対する自覚が的確でないことが伺え

る。

　2）歯みがきへの取り組み

　「歯をみがいている」生徒は，94．O％で残りの

6％oは，「ときどきみがいている」と答えてはい

るものの，「夜ねる前に歯をみがく習慣がある」生

徒は，88．7％，「歯みがきができないとき，うがい

をする」生徒は，69．1％，「食後，歯の汚れが気

になる」生徒は，54．6％，「歯並びにあたった歯

みがきをしている」生徒は，32．6％，「歯みがき

のとき，歯肉のマッサージも合わせて行っている」

生徒は，32．5％，「食事の終りにカリカリする野菜

や果物を食べるようにしている」生徒は，16．296

である。さらに，保健調査票と歯の保健調査票等

の項目をクロスさせてみると，「歯並びが悪い」



と回答した生徒が「歯並びにあった歯のみがき方

をしている」のは，28．3％で自分の歯並びに対す

る積極的な対応は少ない。「歯肉から血がでる」と

回答している生徒の「歯垢染め出し検査の状況」

をみると，「きれい」が16．0タ6，「少し汚れていた」

26．7％o，「汚れていた」2．7％で，54．6％は，「歯垢

染め出し検査」の経験もなく，歯がみがけている

かチェックする必要があろう。

　（3）歯科疾患のある生徒の歯みがき状況

　　「歯齪炎・沈着物のある」生徒の「歯垢染め出

し検査」の結果をみると，「きれい」10．1％，「少

し汚れていた」19．5％，「汚れていた」2．O％，「受

けていない」6＆4％であり，この結果，90駕の生

徒は歯みがきに対する認識を高め，各自に適した

歯みがきの実践を促すことが必要と思われる。

「歯齪炎・沈着物のある」生徒の「歯並びにあっ

たみがき方をしている」生徒は，22．1％，「汚れや

すい部位をみがいている」生徒の「歯垢染め出し

検査」の結果は，「きれい」23．8％，「少し汚れてい

た」18．8％，「汚れていた」2．5％，「受けていない」

が54．9％で，「汚れやすい部位をみがいている」生

徒のうち，76．2％は，刷掃方法を再検討する必要

があろう。

　（4）むし歯治療に対する意識

　むし歯の治療に対する理由は，治療完了者は早

期治療の必要性を理解していると思われるのに対

して，未治療者は逆に早期治療の必要性を理解し

ていないような傾向が伺える。

　（5）　口腔内の観察状況

　「自分の口（歯）の中を観察することがあるか」

という問いに対して，75％の生徒が観察していた。

　観察しているうち，最も多いのは「歯みがき状

態」の59．7％で，次いで，「むし歯」30．8％，「歯並

び」28．3％，「歯肉の状態」12．O％，「その他」，1．4

％の順であった。観察の意義を理解させ，各自の

観察結果に即した対応を促したい。

　（6）歯について困っていること，知りたいこと，

　　歯科検診に希望すること

　生徒のニーズは，歯に関連する初歩的な内容か

ら専門的なものまでで，その幅が広かった。この

Q＆Aは，「歯が黄色いのは，カレーのたべすぎ？」
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というテーマで冊子を作成し．全生徒に配布しf二

（後掲）。

　（7）学校の健康診断以外での受診状況等

　「歯の健康診断を学校以外で受けたことがある」

生徒は，13．7％と低率であった。学校の定期健康

診断が大多数の生徒の歯の健康増進の唯一の場と

も考えられるので健康診断の重要性を理解させ，

積極的に健康診断を受けられるようにするなどそ

の活性化を図りたい。

　「歯科医に歯石をとってもらったことがある」

生徒は，これも18，6％と低率であり，歯石の原因・

除去についての知識や対応についての高揚を図る

ことも必要と思われた。

　3．指導実践

　（1）定期健康診断を通しての歯科保健指導

　定期健康診断をより積極的なものにするため，

歯の保健調査を行って，興味・関心を高めようと

試みたところ，調査項目の「歯石」とは何か等，

生徒同志が話し合い，私語のもとになってしまっ

たので翌年は，健康診断会場を学習の場に変えて

みた。

　前掲の保健調査等の結果から，生徒のニーズに

合った視覚に訴える資料や生徒の「Q＆A」等の

資料を用意し，歯の健康診断会場の机上に置き，

待っている間，自由に学べるようにした。多くの

生徒は真剣に資料を見て学んでいた。

　②　LHRにおける歯科保健指導

　定期健康診断事後処理指導の時間として1時問

いただき，各学校担任に資料を提供し，指導して

いただいている。準備しているものは，定期健康

診断結果を「学級別保健一覧表」にまとめたもの，

歯の検査票，歯科保健指導資料として，ア　歯科

疾患について，イ　Q＆A（ア，イは「歯が黄色

いのはカレーのたべすぎ？」参照）ウ　視覚に訴

える資料を用意した。

　事前に生徒の健康係に「高校生の歯科保健の課

題」を知らせておき，この時間に発表させるよう

に努めた。

　学級で指導後は，上記，ア，イ，ウの資料は各

学級に掲示し，生徒の歯科保健に対する関心を高
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め，行動の変容を期待した．

　13）保健室に来室した生徒への個別指導

　保健室に来室する生徒の中には，ヘアーブラシ

で髪を整える姿をしばしばみかける。生徒と会話

をしているときに，自然に白いきれeな歯が見え

るときもあれば，一部にはあきらかに歯垢ではな

いかと思われる例も入られ，話題が歯のことにな

ると口を閉じてしまう生徒も時にはみられる。

　健康への関心はその差が大きく，どちらかとい

うとけがやからだの異常を自覚して来室する生

徒，身長・体重の測定，そして最も積極的なのが

日本体育・学校健康センターの医療費の申請と思

われる。

　ヘアーブラシを歯ブラシに，または，ヘアーブ

ラシと同じように歯ブラシを持つことで高校生の

歯科保健の課題解決にアプローチしようと考え，

ア「学級別むし歯保有状況一覧表」（表5），イ資

料（3），歯垢染め出し検査結果（写真1）を準備し

た。指導は，昭和62年9月から，保健室に来室し

た生徒に前記，ア，イ，ウを用いて，（ア）各自の

むし歯の実態を再確認させる，（イ）歯の大切さを

認識させる，（O）自分の歯並びにあった歯みがきを

今迄より少し丁寧にみがくことを促し，歯みがき

のメリットを理解させた。

　昭和62年度の二学期から三学期にかけて保健室

に来室した生徒，一年生131名，二年生68名，三年

生38名，計237名に個別指導を行った。

　生徒の反応をあげると，「歯の裏側はみがいた

ことがない」「歯く・きの感覚がなくなり，一ケ月位

通院した」「歯肉が炎症を起こし，歯科医に歯石を

とってもらった」等々，生徒は様々な問題や経験

をもっていたが最も多かったのは，「むし歯があ

っても痛まないからむし歯ではない」というもの

であった。

　高校生の歯科保健の課題解決を中心に短時間で

あるが個別指導を行った結果，上記のとおり生徒

一人ひとりの歯に対する意識や実践を聞くことが

でき，これに対して問題提起や助長するところ等

をふまえてアドバイスでき，行動化への糸口を促

すことができたと思われる。

　個別指導は，昭和63年度も継続してきたが，

「学級別むし歯保有状況・覧表」以外に各学級に

掲示した視覚に訴える資料（ア　歯肉炎の症例，

イ　歯石沈着の症例，ウ　思春期性歯肉炎とその

歯のみがき方等で歯周疾患の予防を中心にしたも

の）を準備した。2年目の指導は，各自のむし歯

の実態の再確認，歯肉炎・歯石沈着の症状とその

原因を知り，歯みがきの大切さを理解させるよう

にした。保健室掃除の生徒は，個別指導している

ところをだいたい見て，「先生，講義ですか」「保

建体育の授業みたい」等といっていた。個別指導

を通して生徒が話した主なものを記すと，「歯の

汚れが歯肉炎の原因だなんて知らなかった」が圧

倒的に多く他は，「食後にカリカリする野菜や果

物を毎日食べている友人がいてむし歯は一本もな

い」「歯が痛いので歯科医院にいったところ，軽い

歯槽膿漏といわれ，薬用歯みがきでていねいに歯

みがきするように指導を受け，以後続けている」

「成人式の着物はいらないから矯正したい」「祖

母が総入れ歯，母もむし歯がひどいので小さいと

き歯を大切にしてくれた。小さい時はうるさいと

思ったが今は感謝している」等である。個別指導

の数は，一年生121名，二年生66名，三年生37名，

計224名で一年目より13名少なかった。しかし，

指導内容は，一年目はどちらかというとマイナス

のイメージを与えた指導のようであったが二年目

は，「実践ナれば改善される」というプラスのイメ

ー ジを中心に指導したのでより高校生の歯科保健

課題解決にアプローチすることができたと思われ

た。

　（4）資料を通しての歯科保健指導

　生徒の歯科保健の質問「歯について困っている

こと知りたいこと」について回答したものは，歯

科検診時，定期健康診断の事後処置指導時に活用

するとともに，一搬的な歯科保健の知識，歯科疾

患を含めて歯科保健指導の冊子を作成した。保健

部会に図り，各学年主任から学級担任に依頼して

いただき全生徒に配布した。

　冊子作成については，本校の学校歯科医に監修

を，大宮市教育委員会学校保健課の歯科衛生士の

協力をいただき，生徒の健康係も製本にたずさ

わった。「歯が黄色いのは，カレーの食べすぎ？」



（資料4）というネーミングは，生徒の質問の1

つを表題とし，黄のところに黄色の螢光ペンで着

色したこと等から多少は注目されたと思わ骸る。

以後，「歯が黄色いのはカレーの食べすぎ？．Fか否

か，疑問や反論が話題になる等歯の健康への関心

が高まったようである。

　（5）歯垢染め出し検査を通しての保健指導

　歯の健康を増進するための調査結果から歯みが

きチェック（歯垢染め出し検査）を希望している

ノ1三徒力X263名　（28．2％）　みられた。

　このことを保健部会に報告し，実施するために

職員会議に提案し，了承が得られたので「歯みが

き状況（歯垢染め出し）チェックについて」（資

料5）と歯垢染め出し剤に歯みがきチェック希望

者名をそろえて学級担任から生徒に配布Lてもら

い歯垢染め出し検査を実施した．

　生徒は家庭で歯みがきチェックし，その結果を

資料の用紙に記入し，保健室に報告してもらった。

　職員会議に提案したとき用意した資料

　ア．定期健康診断結果と治療状況　イ．保健調

査票等のまとめ　ウ．歯みがき状況（歯垢染め出

し）チェックについて，（ア）対象者，（イ）歯垢染

め出し錠の成分：エリスロシン（赤色3り，食品

添加物指定色素）

　歯みがきチェックの結果，1年ロは報告する生

徒が少なかったが，歯垢の状況は，表6のとおり

であり，感想の主なものは次のとおりである。

・ 自分では，け・っこう良くみがいていたつもりで

　もまだ汚れた個所があったのでもう少していね

　いにみがこうと思った。

・ 私は，歯並びが悪いので，もっとまじめに歯み

　がきについて考えようと思った。

・ 歯と歯の間が汚れていたのでこれからはそこに

　注意して歯をみがこうと思った。

・ 奥歯は，気をつけてみがいていたのでみがけて

　いたが油断していた前歯やみがいたつもりの歯

　の間がみがけていなかった。

・ もっと赤く染まると思ったが，ほとんど染まら

　なかった。でも毎日ていねいに歯をみがこうと

　改めて思った一、

・意識して念入りに歯みがきしていたせいか染ま
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　ったところがなくうれしかった。

・ ものすごく前に歯みがきチェックして以来の事

　で久しぶりでうれしくなってしまった等であっ

　た。

　生徒の歯みがきに対する意識や実践に程度の差

はあるものの，各自の歯みがきへの活性化は図れ

たと思われる。一人でも多くの生徒に歯垢染め出

し検査を積極的に受け，自分自身の歯の健康増進

に役立ててほしいと願い，以後も希望者に継続し

て実施している。1年目の歯みがきチェックの結

果を報告した生徒は，35名であったが2年目は，

87名であり，生徒の母親も歯みがきチェックをし

たい等という報告もあった。

　4．　まとめと今後の課題

　生徒の歯に関する健康を増進するための意識や

実践化を促すために調査，指導を行ったところ，

全体的には生徒の歯に関する意識は比較的高い傾

向がみられたが，実践については，意識よりやや

低く生徒自身，歯についての問題をかかえている

ことがわかり指導の必要性を痛感した。今後も集

団指導は，定期健康診断の事後処理指導を中心

に，保健室に来室した生徒の個別指導，歯垢染め

出し検査，健康診断時の学習の場の効果的な活用

を図っていきたい，歯肉炎の低年齢化が叫ばれて

いる今日，生徒の歯肉のチェックも重要と思い本

年度はじめて実施してみたがこれも定着化させた

いと考えている。

歯垢の状況

隅子1好」全体

汚
れ
て
い
る
部
位

歯と歯の問i12人113人125人
歯と歯肉のさか・／6 6 12

奥歯のかみ励司

前歯の表面「1
3　　　　3　　　　6

　　　1　　　　2

Ll前歯の裏面 3 2　i　5

よくみ鮒ていた13：4 7

　歯科保健指導の資料に関心をもたれた教師が職

員会議で生徒の健康の保持増進のために歯科保健
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指導資料と同様に清涼飲料水等に関する資料を提

供してほ1い≧いう意見がだされ，保健部で検討

1「カ・Lシウム不足はイライラのもと？！」といら

食生活を見直す冊子を発行すると同時に食生活の

チェックを実施した，これらをまとめ，生徒のニ

ー ズに答えながら生徒がライフスタイルの中に健

康に対する積極的な取り組みが一署なされるよう

継続していぎたい。

　最後になりましたが，埼玉県歯科医師会学校歯

科部長澤辺安正先生はじめ学校歯科部の諸先生

方，本校歯科校医茂木喜矢兵衛，武田京子先生の

御指導に心からお礼申し上げます。

◇ ◇

部会報告
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〈高等学校部会〉

高校生にやる気を起させる歯科保健指導の実践

・1

∫森県立八戸西高等学校学校歯科医奥寺文彦

　はじめに

　私の所属する八戸市学校歯科医会では，市内の

全高校を二日間，午前・午後に分けてグループで

検診するために，1人で3～4校を診ることにな

る。永年，自分の学校以外の生徒の口腔状態を観

察でき，また，指導もしてきた。

　各々の学校に特性がある。いわゆる受験進学校，

実業校，普通私立校，ミッションスクール等，生

徒達の進路は多岐であるが，その生徒達の出身も

多様である。更に言えば，その家庭もさまざまで

あるから，生活習慣も異なるはずである。それで

いて多数の要因が集約されると，ある特定の姿，

その学校固有の状態が見えてくる。処置の状況，

歯口清掃の状態，歯肉炎の程度等をその眼で視る

と，必ずしも，単に統計上に現れるものと一致し

ない学校差があるように思われる。

　然し，それとても年々変化する。それは，いわ

ゆる社会的要因によるもの，とりわけマスコミ，

コマーシャルなどによるものと，教育や指導によ

るものが最も大きく変化させるようである。どち

らも繰り返し継続している間に効果が出て来るも

のと思われる。

　高校という教育の場で歯科保健指導を進めるこ

とは最も困難であると言われて来た。私が，学校

創立以来14年間学校歯科医としてかかわって来た

八戸西高等学校では，昨年の第52回全国学校歯科

保健研究大会で公開授業と研究発表を行いその実

際を見て頂いたが，当初から，校長以下学校職員，

保護者が学校歯科保健に深い理解を示し，私のあ

らゆる機会を利用してのとり組みを許してくれ

た。思いつきのままの試行錯誤のものを，学校側

がきちんと体系づけ，カリキュラムに組んだもの

もある。そういった実践の多数例を，区分にこだ

わらずに述べさせて頂く。

1　やる気を起させるには

　小学校での歯科保健指導は，学級担任と校長に

理解があればどんどん進み，以後持続する習慣形

式につながるかに見える。然し，中学生になって

学担がなくなり，歯科保健指導もなされず本人の

自主性にまかされるようになると，最も基本的な

歯科保健行動の一つ「歯みがきによる予防」など

はあっさりと忘れられることになりかねない。

　義務教育のあいだは，それでも，家庭連絡や治

療勧告をくり返したりすることで辛うじて間に合

うこともあるが，高校生になると殆ど全く自主管

理ということになってしまう状態で，良い者は良

く，悪い者はますます悪く，良・不良の区別がは

っきりしてくる。

　つまり，高校生の年代は，「何の苦もなく自分

の生活パターンとしてとり入れて，その上適当な

知識を持ち，情報を理解して行動する能力を持っ

た者」と「解っていてやらない者」と「全く無関

心な者」がいて，それぞれの結果がそろそろ現れ

て来る頃である。最も多いのは，知識としては解

っていてもそれを実行に移して習慣化できない者

で，例えぽ，歯垢・歯石による歯周疾患があった

としても，今までは若い個体の抵抗力でどうにか

しのいで来られたから，それで通っていて，直ち

に困っていないので本気にならないわけである。

　1．　指導者がまずやる気を起す

　そこで，学校歯科医としては，

　　学校歯科保健をなぜやらなければならないの

　　か

　　生徒達が将来歯科的に最も困ることは何なの

　　か

という具体的な例を明確に挙げて指導しなければ

ならない。
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　歯は本来噛むためにあるから，古代食のような

硬い物を食べ，立派に発育した顎を持ち，整った

歯並びをしていて，規則正しいストレスのない生

活をしている人は，何もしなくてもむし歯にも歯

周病にも歯列咬合不全にも顎関節症にもならな

い。こういう人は歯みがきをしなくてもよい。そ

のまま生活をしていれぽよい。だが，こういう人

は現在で10，000人に一人もあり得ない。

　現在食のような軟かく加工されたものばかりを

食べ，歯の大きさに対して不均合な小さな顎を持

ち，一部でも歯列や咬合に異常があり，不規則な

ストレスの多い生活をしている人では，絶対に自

然のままではあり得ないので，人工的に歯みがき

や予防手段を講じなければならない。文明人の殆

どがこういう状態にある。

　以上の基本を具体的に示しておけば，生徒のや

らない理由にそれぞれ対応した答えを出すことが

できる。

　①生徒が歯科保健活動をやらない理由

　　1）めんどくさい。楽しいことではない。

　　2）勉強やクラブより大事なことでない。

　　3）やらなくても当面殆ど困らない。学業に

　　　響かない。成績，賞罰の評価の対象になら

　　　ない。

　　4）歯科的に問題があったとしても，AIDS’

　　　のように必ず死ぬようなことはない。B型

　　　肝炎のような重大なダメージにつながらな

　　　い。

　対応として，「大概その通りであるが，習慣化

して軽く済ませておけば楽である。後廻しにして，

ダメージが大きくなることがよくある。それが試

験や試合の日に当ることもある。例えば，採用試

験の場合同点ならルヅクス（顔かたち）の良い方

を採ることは常識であるが，歯並びや歯肉の色，

顎の形はルックスに大いに影響してくる。歯の悪

い人は早死にする。たとえ義歯があっても人生の

後半が味けなくなる」等，想像以上にダメージが

大きいことを理解させる。

　②教師がやらない理由

　　1）　そらいう生徒を指導するに充分な知識が

　　　ない。

　2）　自分自身がその重要性を感じていない。

　3）保護は家庭の問題であって教科とは関係

　　　がない。

　4）直ちに自分の教育上の評価とつながらな

　　　い。

その対応として，

　（1）少なくとも保健担当の教師は充分の知識を

　　得，また活用し得る資料の準備をしなけれぽ

　　ならない。

　（2）また，自分自身がその重要性を身にしみて

　　解っている人達も多い。喉を渇らして話をす

　　る教職に歯周病は多いのである。そのために

　　歯を失いかけている人も多い。

　（3）義歯の場合，発音に非常に影響してくる。

　　奉職中に総義歯に近くなった人達の述懐は身

　　にしみるはずである。

　（4）あらゆる教科と関連づけることはできる。

　　生徒達が何年か後に恩師を思い出すのは，む

　　しろ，その教科以外のことを話したことの方

　　である。簡単なコメγトが，生徒達のその後

　　に深く影響することもある。

　（5）然し，学校の方針として，学校長の「やる

　　べし／」という裁可が最も効果的なようであ

　　る。

　このような対応をするために，われわれはそれ

を裏づける資料，教材を用意しなければならな

い。個人の名前，顔はi控えなけれぽならないが，

それぞれの臨床にはそのケースのモデルさんが多

数いる。と言っても，それをうまくカメラやビデ

オで捕えることは，時間的にも費用的にも大変難

しい。また，われわれの学会誌にそういったもの

の発表が多数ある時には，それをそのまま引用，

紹介することもできる。だが，われわれ歯科医自

身もその眼で探して組み立てなければならない。

何れにしても，直接，その’ま’まで使えるという資

料は極めて少ない。

　2．やる気を起させるアイデア

　前述の，「さしあたって困らない」「放っておい

ても命にかかわらない」「痛むにしても一過性で

ある」と考えている人達には，歯科の特性として，



食生活の形と習慣が大きく影響し，一旦壊れると

元に戻らないむし歯や歯周はやがて損われ失われ

ていくばかりの運命であるということ，また，少

しばかりの注意と持続の習慣によってのみこれを

避けられる，ということをよく理解させる，：入れ

歯がどれ程良く出来たとしても，健全な自分の歯

に優るものはないということ，健全であることの

幸せを，不健全であることの不幸せとよく対比し

て見せることが必要である。

　私はその為のいろいろな工夫をした。学校教育

の場にふさわしくない，と思う人がいるかもしれ

ないが，生徒には楽しいもの面白いものが受け入

れられ易いはずである。基本としては，セールス

の手法AIDMA（アイドマ）の原則を利用してい

る。

ATTENTION
INTEREST
DESIRE

MEMORY
ACTION

え一っ！　と驚き，

面白いな，と興味を持ち，

やってみたくなり，

続けるうちに覚えてしまい，

結局，行動し習慣形成される

ことになる。

　モチベーショソ，動機づけの手法として，大き

なショックと反復・くり返しが最も効果的である

が，その大きなショックとなるものは多数あるは

ずである。例えば，

　1）恐怖感を与える。

　昔から，「痛いぞう」「こわいぞう」「死ぬかもし

れない」などとこわがらせるのは，「だからそう

なる前に……」などとそれなりの効果はあった。

然し，歯垢だらけ，むし歯だらけ，歯肉炎だらけ

でも，たかをくくってやる気のない者には，空手

の必殺技「三年殺し」のような，遠い先に歯を失

い命を落すような例を見せた方が効き目がある。

　2）損得の判断をさせる

　早期治療や予防は経済的なのであるが，具体的

な例を示さなければ効き目がない。「一本歯を失

うということは，それを金銭で補うとすればトー

タルで40万円程度の損失になる」というように。

「毎年現役で東大に入っているような人は，治療

勧告カードを持って直ちに治療し，指導通りに手
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入れをしているから，一日か二日の軽い処置で終

ってしまう人になぜか決っている。実名を言わな

くても，皆さんがあああの人かと知っているあの

人のことです」この話はPTAによく効くようで
ある。

　3）　美醜感を強調する

　カッコ良い，カッコ悪いという感覚は高校生の

最も重大な関心事であるから，これに訴えなけれ

ばならない，同年代の生徒の見事に破壊された口

腔内とか，歯垢がびっしり，ねっちゃりの姿は，

その由来，その未来のコメントを加えると，まこ

とにダイナミックな効き方をする。

　また，コマーシャルのポスターにあるタレント

さんの笑顔を，仮想むし歯や欠損・歯肉肥大など

にした場合，そのアイドル達の顔貌の変化の恐ろ

しさをまざまざと見せつけることは特によく効

く。カンコー学生服のセーラー服の聖子さんや早

見優などは，その点でよく働いてくれた。

　4）　エチケット感に訴える

　もはや，朝シャソプーはエチケットよりファッ

ショソ的であるが，「フケ，いや一ね！」のコマー

シャルは強烈に効いている。同様に口臭もこの二，

三年大分気にされるようになった。西洋人なみに

キッスをするようになって来た最近の若者達に，

間もなく必要な常識になって来た。ヤニ，タール，

歯石だらけの下の前歯を見せて，「こんな人とキッ

スをしたいか？」と問えば，大低は「ノーッ！」

と叫ぼれるのである。これは高校生の喫煙防止に

も役立つ最も大事な素材である。尤も，逆に口臭

を気にし過ぎてノイローゼや心身症的になってい

る人もいる。

　5）連帯感・ファッショソ的感覚を利用する

　コソトの「赤信号みんなで渡れぽこわくない」

という心理状態は最も多い普通のタイプで，裏を

返せぽ「みんながやっているものをやらないとこ

わい」ということで朝シャンプーの習慣が広がっ

てしまったようである。特に女子に多い行動であ

るが，これは全くそのまま利用すべき行動であ

る。校内の昼みがきは「常識でしょう」と答えた

女子高生がいたが，「昼歯みがきは社会の常識で

す」などと男子生徒も言うようになったら，学習
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昼食後、歯みがきをしない理由

e．その他

d，みがかなくてもたいして
　悪くならないと思う

c．みがきたいけれど誰もみ

　がかないので恥かしい
b．みがいた方が良い．と思う

　が誰もみがかないから

a．めんどうだから

）〔 50

複数回答

　女子［コ

　男子z乙ヨ

女子は

皆かやらないから63％

男子は

めんどくさい

大したことない　60％

効果がぐんと上がったことになる。

　6）　危機感をあおる

　これは逆療法とかサバイバル感とも言うべき手

法で，例えば，水が無い所だから「一週間歯をみ

がくな」とか，カロリーが必要だから「甘い物を

どんどん食べよ」とか，高校のE年間はクラブが

あるから「歯の治療はできないものと思え」等と

禁止された場合，「え一っ！！」と大変なパニック

になることだろう。決して「ああ良かった」とは

思わない。こうしてはいられないということにな

る。「だから今のうちに○○しておくこと」　と指

導しなけれぽならない。

　以上のようなことが大きなショックをゲえる

が，学校で用意されるものは統計グラフ，図表な

どで，よく出て来る「カイスの3つの輪」などは，

効果として弱いものである。

　7）　知性・理性に訴える

　尤も，体のことについて善悪，合理・不合理の

判断ができ，その通り実行できる人達もかなりい

て，理屈っぽい男性に多い。そのまま正しい情報

をどんどん入れてやれぽよいのである、

II年間行事への対応

　年問行事計画と保健計画は，前年度末に既に前

年例を参考に予め決められている。また私もその

日程内容は了承している。

　教科別の対応以外のものは次の通りである。

〈4月〉

　①　校長から，入学式直前に，父兄に「本校は

　　保健体育，特に歯科保健を大事に考えている

1000／o

③

　で，

　午前中に一挙に終了する。自院から歯科衛生

　上・助手等のフロの筆記要員を帯同し，担任

　教師にはつき添ってもらうようにしている。

　他に特別に歯肉炎の調査用紙も用意して，歯

　肉炎と歯石の状態を調査している。

　　検診の途中で，担任教師・養教等に，その

　　クラスの歯石・清掃状態の特性，ハイリスク

　　の者の指摘，理解しにくい病気や異常につい

　　ての説明などをする。勿論，生徒がガヤガヤ

　　した場合には，静かに！　とたしなめる。

　　　検診終了後直ちに校長・保健主事・養教と

　　検診担当要員全員で，処置状況・清掃状況・

　　環境・検査を受ける態度・異常・特記事項を

　　述べ合い，前年比・他校比をしてもらう。そ

　　の後，校医である私は今年度の事業計画の確

　　認，即ち1）事後処置の指示，2）問題点の

　　指摘，3）カウンセリングの分担等，型通り

　　の連絡をする。

　　　新しい案や試みもそこらで決定するとやり

　　易い、特に新任の校長，教頭以下のひきつぎ

　　には，このパターンが最もスムーズに行く。

　　どの先生も「これはやらざるを得ない」「ひき

　　つがなければならない」と認識してしまう。

　　後任が変ったら途端に不活発になった。とい

　　うことがなくなる。

〈5月〉　治療勧告書の配布，修学旅行時の指導

〈6月〉　歯の衛生週間行事・展示等

　　特別活動のロング・ホームルームに，学校歯

　　ので，生活習慣，予防，処置等に御協

　　力をお願いしたい」と。

②学校検診前一週間位，と言っても新

　　学期が始まってすぐであるが，昼の校

　　内放送に校医の私がテープで4，5分

　　の間，この学校の歯科保健のこと，歯

　　みがきのこと，検診当日の生徒諸君へ

　　の協力依頼について話す。「親愛なる

　　西高生諸君！」とBGM入りでやるの

　　で，新入生はドキッとして聴いている

　　ようである。

検診は，八戸市学校歯科医会の組識活動

　他の学校歯科会員7～8名の応援を得て
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発達段階に即した歯科保健指導の進め方

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔八歯：青森県歯科医師会八戸支部会〕

就

学

一

」

明」

行喜・園・校内 重　　　点 ヒ
日
f 導 事 項 担当者・協力者

妊娠教室母体の嫉（歯肉炎函頚銅1う働ど）の筋胎児の燃・母乳1八齢指導した
　　　　　　　　　哺乳びんの寝かせ飲みの害についての知識　　　　　　　　　　　　市の保健婦

6ヵ月児健診i母乳哺乳びんの寝かせ飲みの禁止，離乳食の与え方，歯みがき開始1　　　〃

　　　　　　　　　母乳，哺乳びんの禁止　歯のみがき方　フッ素布のすすめ　　　　　1八歯会員衛生士会
1歳6か月児健診
　　　　　　　　　おやつの与え方　不良習慣の注意（指しゃぶり）　　　　　　　　　　市の保健婦

　　　　　　　　　
保育園児園触みがき むし歯の早期治療　おやつの与え方，咬合育成 八歯会員衛生士会

保母　保護者

3　歳児健

学

校

診膿講種導（乳臼歯輔不良習慣の糺鰍咬合異常の観察噛会員
衛生士会保健婦

歯

科

保

健

園
組
　園

稚

育
長

保く

幼

年

園内歯みがき　むし歯の早期治療　おやつの与え方　家庭との連携

6歯臼歯の観察　歯列・咬合異常の観察　永久歯の交換開始

八学歯会員

i教諭　保母

保護者

就学前児童健診

小学二年生
下　　　学

6歳臼歯のみがき方（一日入学時に親子歯みがき訓練）

歯列・咬合異常の処置開始　食生活の注意

八学歯会員

陣生士保護者

6歳臼歯のみがき方の徹底　おやつのとり方，未処置乳歯や咬合異常

年1への着手

ヰ 学 年

上顎前歯のみがき方の徹底　白斑の観察　永久歯の交換時期　歯列，

咬合異常の観察　歯垢染出し剤使用　ハイリスク児への注意　個別指

導開始

高

卒

子

年瞳小噛12歳融のみがき方の徹底歯肉炎の予防・歯垢の鵬

　　ドリンク・おやつのチェック　修学旅行・海浜学校時利用の習慣強化
時1
　　中学生になってもみがく必要性を強調
一＿1

一

中学一制三；歯肉炎・齢と12歳噛（頬側）の観察顎関節の嬬罐クラブ

　　　　　　　　　活動と生活轡慣の調和を図る　受験勉強食のとり方，買い食いのチェ
　　　　～三年生
　　　　　　　　　ック　ハイリスク者の個別指導
lr

i高校一・年生

1　　　　～卒業時
ト

i雛こ禦簾甥麓喜鱒，鞠灘馨察麟
に成人歯科保健指導，女子には妊娠時・育児期の歯科保健指導

［　　　　　＿＿

八学歯会員

学校職員

市教育委員会

市学校保健会

給食委員会

保護者と連動して

成

人

歯
科
保
健

高専・大学［自覚の時 同上

事 業 所

公 民 魚

老人　ク　ラ　ブ

成人歯科保健指導　歯周病・咬合異常・顎関節異常の観察　外傷の予

防義歯のメソテナンス

成人歯科保健教室，家庭看護教室，市民大学等（義歯の取り扱い等に

ついて）

よい襲の先輩コンクール共催　模範的生活パターンの紹介　健やかな

歯の成熟　後輩の指導，寝たきり老人対策

八歯去員

市保健課

市福祉課

学校歯科保健の包括化構造図　’88奥寺，立花
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科医による歯科講話を一年生と三年生にする。

三年生は当初は2月の卒業直前に，その後11月，

今は6月に行うようになった。図に示すような

進め方で既に学習をして来た生徒達であるが，

高等学校では，一口で言って「自分の健康の問

題を自分で解決する能力を身につける教育」を

すればよい。皆がほぼ均等に教育・指導を受け

られるのはここが最後である。いろいろな情報

があり，それをきちんと整運し，誤らない判断，

結論を出していかなければならない。

1．　一・年生には，高校生に起る歯の問題を知ら

　しめ，知識で理解したら即実行できるような

　やる気を起させる。

　①上下の大臼歯の頬側の汚れとむし歯

　②下顎前歯の舌側の歯石

　③　下顎前歯部の歯肉炎

　④歯列不整・不正咬合と歯垢付着とエナメ

　　ル質白斑・カリエス・歯肉炎の連動

　⑤歯ぎしり・開咬障害・顎関節異常等のチ

　　エツク

　③　智歯の萌出・智歯周囲炎

　⑦　口臭の問題

　⑧　スポーツ外傷の予防と処置

　⑨　異常・疾病がある時は即処置する

　⑭　ハイリスクの者への個人指導

　⑪　歯のみがき方

2．　三年生には，「生涯に通じる成人歯科保健

　問題」として，成人の歯科疾患の起るわけを

　知り，どうなるかを予測して，どうしたらよ

　いかを教える。

　　具体的には，

　①う蝕・歯周疾患の管理と予防

　②　歯口清掃能力の完成と習慣の定着，歯み

　　がきの誤用

　③健康保険証の使い方や治療の受け方

　④義歯等の知識とメンテナンス

　　女子では特にこれに加えて，

　①　妊娠時の自分の歯の健康

　②　つわりと妊娠性歯肉炎と歯みがき

　③乳児歯科
　　1）　乳歯のボトル（母乳）カリエスの予防

　　2）　永久歯胚の栄養

　　3）歯みがきの開始

　　4）　フッ素塗布

　④　幼児歯科

　　　1）咬合育成と食事

　　2）　おやつの回数とむし歯の数の関係

　　3）　不正咬合と不良習慣の関係

　　等の学習をさせる。

　　　卒業後，進学し（あるいは社会人となり）

　　そして家庭人となった時，自分のみならず家

　　族の健康問題の管理者となることを考えれ

　　ば，これは決して早過ぎるとは言えない。

　　「明日の花嫁教室」「妊婦教室」「成人保健講

　　座」「産業保健」等の場で歯科に与えられる

　　時間はごくわずかであり，また参加者もまこ

　　とに少ない。もしこれが充分に行われていれ

　　ば，例えば1歳6ケ月児検診時に見られる前

　　歯の，いわゆるボトルカリエスー母乳寝かせ

　　飲み，あるいは哺乳びんに水・お茶以外の飲

　　み物を入れて寝かせ飲みしているとできるむ

　　し歯一は乳歯列の歯列・咬合異常なども含め

　　て解消されていくものと思われる。

　　　私の場合，視聴覚教室でスライド機器を使

　　・，て，男子15分，女子30分に分けて，’sデー

　　トの前の口臭一挙解決法”…などを含めた，

　　上記のような成人歯科講話をしている。

〈7月〉

　　学校行事として文化祭（西高祭）が開かれる。

　保健委員会はこの機会を利用して様々な行動と

　並行させながら，歯科保健活動を14年間継続し

　てきた。歯科保健に関するビデオの放映，ブラッ

　シング指導，その他歯科保健情報の掲示等，在

　校生・職員はもちろんのこと，来校する父兄，

　一般の人々，小，中学生，他校の高校生を対象

　に広報活動を行っている。私はその資料を提供

　し，時には衛生士・助手を帯同し，サリバスター

　の測定やブラッシング指導，咬合力計を使って

　噛む鴨力大会等を行ってきた。

　　保健委員会は，また，年間を通じて活動し，

　生徒会の出版活動である「西高新聞」の紙面の

　一部を利用して歯科保健に関する記事を掲載



し，全校生徒，職員及び保護者に配布して広く

啓発に努めている。

　昼食休憩時間に歯みがきタイム（12：40～

12：45）を設け，昼食後の歯みがきを呼びかけ

ている。毎週音楽を変えて興味を引き，継続す

ることによって意識づけを図ることと．歯みが

きをしやすい雰囲気作りをねらいとしている。

各クラスの保健委員が率先して歯みがきを励行

し友人に勧めていくようにして始めたところ，

クラスによっては女子全員が歯みがきをしてい

るところもあり，男子もうがいをする生徒が増

え，歯みがきもされるようになってきている。

〈8月〉

〈11月〉

〈12月〉

〈3月〉

夏休み中の治療勧告

進学・就職前の指導

未処置者の指導

次年度保健計画，卒業生に祝電・メッ

セージ「社会ノ、にな．．ても歯をみがこう一

III教科別のとり組み

　当初は・年生と三年生の前述の講演が中心で

あったが，その後資料が整備されるにつれ，各教

科担当の教師による講i義がどんどん行われるよう

になってきた。ーまた，二年生では集団の健康（健

診，保健行政，社会の中での保健）が講義されて

いる

　1．　保健

　教科担当教師により行なわれる教科保健の学習

時間に，本校で行われている様々な歯科保健活動

を関連させて。

　第一章　心身の機能の項で一歯科講話に関連

　　　　　させて，歯科保健一般について

　第二章　集団の健康の項で一一re康な家庭生活

　　　　　の項で，母子保健の中に歯科保健も関

　　　　　連させる。

　　　　　保健的課題の総合学習一口腔衛生一

　　　　　般について

　2．家庭科

　母性の健康，保育編で，短時間ではあるが，母

子歯科保健について学習する。

　　1）　母性の健康の項で一母性保健で，胎児

　　　期から乳児期にかけて丈夫な歯をつくるた
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　　　めの妊娠中の栄養について。

　　2）　乳幼児の保育の項で一乳幼児の食べ物

　　　の項で，むし歯になりにくいおやつとその

　　　与え方や硬い食べ物と顎の発達について。

　　　　生活習慣形成の項では，食後の歯みがき

　　　等について。

　3．　特別活動の方に入るが，ショート・ホーム

ルーム（ホームルーム担任による指導）

　保健委員会では毎月一・回保健ニュースを発そ］

し，全校生徒及び職員に配布して，保健に関する

様々な情報を提供t，健康の保持増進と疾病予防

についての広報活動を行っているが，その際に必

ず歯科に関する記事を掲載して関心を持つよう働

きかけている。保健ニュースを配布したHのショ

ー トホームルームて，各ホームノし一ム担任よリニ

ュースの記事を話題に歯科保健指導をお願いして

いる。ここでは，養教と保健主事が緊密に連絡を

とり合って進めている。

　ホームルーム担任のちょっとしたコメントでそ

のクラスが断然やる気を起した例などは，最も望

ましい姿であると思ってきた。

　4．　それ以外の教科にも関連づけはできる

　例えば，英語担当教師がくり返してよく注意す

るものにthの発音があるが，　toothやteethの

発音と前歯と舌の関係のこと，fやphの発音と

反対咬合の関係にふれたり，LとRの区別，　live

やriverの発音の時の舌と口蓋の関係，「いわゆ

るろれつが廻らないというのは義歯の関係もあっ

て……」などと，その重要性，関連性に二，三行

ふれる。音楽，声楽，器楽ではその形態が重大に

関係する。

　理科では唾液のph，社会・歴史では食生活と

顎の関係等々，その二，三行を応用編として加え

てもらえれば，すぼらしい効果が出るものと思う

のである。

　5．　実際には，職員朝会等を利用して，全職員

に成人の歯科保健に関する情報をプリントして配

布し，各自の歯科保健に対する関心を深めると同

時に，生徒に対する歯科保健指導の観点と内容の

共通理解をはかっているので，少しずつ具体化し

てきている。
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歯みがき指導後　サリバスターの潜血反応で歯肉炎チェック
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IV　特別活動，クラブ活動へのとり組み

　1．運動部

　　1）　スポーツ外傷の予防，外傷時の応急処置，

　　　最糸冬処il登の矢口識

　　　　マウスピース，フェースガードの着用等

　　　の注意，オフタイムの気のゆるみによる事

　　　故防止

　　2）練習後の買い食いが多いので，歯口清掃

　　　に留意するよう指導者が声をかける。ちな

　　　みに，野SR部はそれにより，歯肉炎の有無

　　　のめどとなるサリバスターの潜血反応がゼ

　　　ロになった記録がある。全クラブにやらせ

　　　たいことである。

　2．文化部

　　1）放送部用のマイクのフィルターに，歯垢

　　　と同様の堆積物があった。口臭も残ること

　　　がある。

　　2）　演劇部　歯列咬合不全では発音，顔貌に

　　　影響することが多く，犬歯突出のデスクレ

　　　パソシー型では「ドラキュラ伯爵夫人」の

　　　役しかなくなる。就職，進学，面接などの

　　　矯正補綴などのカウンセリング的指導をし

　　　ている一

　　3）合宿は歯みがき習慣形成への働きかけに

　　　最も良い機会であるが，幸い各指導者が声

　　　をかけてくれているので，この面からも進

　　　歩してきたようである。

　以上，あらゆる機会を利用して常に活動してい

くと，その中にパターン化して残るものができて

くる。学校という所は，一旦カリキュラムとして

組んでしまうと継続していけるところがすぼらし

い．担任教師による歯科保健指導が，教科の中で

立派になされている．

V　そこで，前述のことを効果的に伝える教育素

　材，媒体が必要になる

　1．　VTR
　いつも活用できるとは限らないが，今はどこの

高校でもこの程度は利用し得る状況にある。ただ，

そのプログラムについては，短時間で有効に作用

するものを選ばなけれぽならない。音が出て動く
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映像は，しっかりとした解説が付せれば最も効果

的なものになる。「ナーラルハイジーンへの道」

（ハヤシプロ）の歯垢やNHKの衛生週間のトピッ

クスなどはよく利用された。生徒達の自作のもの

もあり，私の音楽を使った歯みがきドV．ルなども

活用されている。

　2．　スライド

　ロ腔内の症状を示すには最も効果的で，画面が

静止しているだけに充分な解説とくり返しができ

て，ものによってはこの方が効果的である。特に，

歯肉炎，不正咬合，義歯などの御使用前・御使用

後といったような長期間の変化を比較写真で示す

のは，一目瞭然で最も効果的である。

　3．　パネル，イラスト

　大胆な図柄やセンセーショナルなものでなけれ

ば，あまり効果がない。よく女子のデザインのも

ので，チマチマと描き込んだひとりよがりの「カ

ワイデショ型」のものがあるが，全くハンチが効

かないものが多い。忙しい現在の世の中では，「近

寄ってよく見る，読む」というパターンは敬遠・

無視されがちである。既製のパネルのパロディ化

は，狙いとコメントが良ければ大層効く。

　4．実験・検査

　教室，特活などで生徒にできる簡単なテストな

ども，動機づけの…方法として有効である，

　①カラーテスター，プラークテスターなどで

　　歯口染色，歯口清掃状態のチェック

　2）　カリオスタット，RDテスト，　STメディ

　　アなどでのう蝕活動性試験

　③サリパスターの潜lll仮応で歯肉炎のチェッ

　　ク，咬合力計で噛む力の比較

　以上のものは簡単にできた。

　口臭メーターでrl臭チェックまではできたが，

位相差顕微鏡での生葭の動く状態の観察などは，

大変効果的であると思われたが，費用的に困難で

あ・）た。

　5．　その他アンケート，統計などは，設問とデ

スプレイが良ければ，同じデータでも大変面白い

ものができる。チ。コブラのアンケート，歯みが

き調べの「デートの前」の項などc
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VI　どう変ったか

　まず，教科担任が堂々と授業を持つようになっ

た。資料も自分で探せるようになった。

　本来，忙しいのだからと相反するように考えら

れていたクラブ活動と並行してできるようになっ

た。生徒達は，男子生徒まで昼みがきをするよう

になった。

　そLて，「自分の身体の問題を自分で解決でき

る能力」を身につける指導がなされつつあると言

える、

　具体例として，

　1．　昨年度の三年生の「歯肉炎有り」は，一年

　　生入学時は60％台であったのが，三年生では

　　30％台になっていた。

　2．　文化祭で「アイスとケーキの店」を出して

　　いた生徒達が，揃いのTシャツにチーズスマ

　　イルをプリントしていて，私に「先生，これ

　　を見て！　歯だよ，歯．Lノむし歯にならない

　　パラチノースのケーキだよ，フッ素の入って

　　いるお茶だよ！」と売り込みに来た。この学

　校では，パラチノースやお茶のフッ素含有が

　常識になってしまった。

3．　昨年の大会要項で紹介されたOBの文章

　に，銀行の窓口を担当している男性が，私の

　講演で聴いた「キスと口臭」の話が深く記憶

　にあり，接客時に気をつけたり，親子共に歯

　みがきをしているということ，OGの女性教

　師は，私の「音楽を使った歯みがき指導」や

　「百恵ちゃんのむし歯の顔がイメージにあ

　り，自分の受け持ちの生徒達の指導と自分の

　家族の歯の健康に役立てている，という嬉し

　いフォローがあったことから，生涯の健康に

　つながる学習と習慣化が身についていってい

　ると察せられた。

　　更に，先日，保育園に保父として勤務して

　いるOBが，昼食後の歯みがきを，三，閃歳

　児に音楽に合わせて指導している姿をTVの

　「すごやか広場」の画面で見た時，やはり皆

　がごく普通にやる気を起し始めたかな，とい

　う感じがLたのである。
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〈高等学校部会〉

高等学校における歯科保健指導の実践

助言者文部省体育局体育官猪股俊二

　1．　はじめに

　高等学校における歯科保健は，小・中学校に比

べ低調である。それは高校生の心身の多様な健康

問題に応じた指導に追われるだけでなく，性・交

通安全・薬物乱用・自殺など学校保健に深くかか

わってくる問題行動の広がりに緊急的に対応しな

ければならない実態があるからである。さらに歯

の健康にかぎらず心身の健康に問題をもつ生徒

は，共通して基本的生活習慣が未成熟なことも

あって，適切な歯科保健行動をとることができな

い。例えば部活動，課外授業などに時間をとられ

るため歯科疾患の治療が比較的困難な生徒より，

放課後時間があるにもかかわらず目的行動がと叡

ない生徒の方が歯科の受診率が低く，処置率も低

い。

　このような状況や高校生の歯科疾患の現状から

kて，「歯に関する衛生週間」を学校行事的な展

開で終らせるのではなく，年間通しての指導や生

徒の活動の充実を図っていくことが重要だと考え

ている。一つは家庭一学校一歯科医と連携の上に

立った歯科治療の徹底であり，一つは歯科に関す

る保健教育の充実である。

　2．　高校における歯科保健の現状と問題

　（11　う歯治療の二極化

　経験的な捉え方であるが，この数年基本的生活

習慣が未成熟のまま高校に入学してくる生徒が増

加してきている。例えぽ

　●時間に対する意識の希薄　●摂取，排泄行動

　の不規則　●緊張，解緊のリズム作為の未成熟

　●対人関係に必要な基本行動の未形成

など，特定の生徒だけでなく多数の生徒に普遍的

に認められるようになって来ている。下表は遅刻

数，欠席数が多く学業不振傾向の生徒と，遅刻，

欠席がなく学業成績上位の生徒のう歯に関しての

治療状況をまとめたものである。

　遅刻頻度の高い生徒は，生活全般に問題傾向を

持っていることが多く，健康診断の事後措置とし

ての治療勧告の手続きの相関が高いと担当者から

の報告を受け，成績会議の資料と歯科検診の結果

とを表にしたものである。処置数，未処置数に顕

著な違いがあり，加え喪失歯数も同様に違うなど

う歯治療の差が認められる。

　（2）歯周疾患の増加

　高校生の歯科疾患はう歯罹患の横ばい傾向と，

学年

　　　　　　1　　　確立
121にやや一
　　　　　　2

困確立」
　　1　　　　　　2

　1　確、監ノニにやや

1年　　　確立

　　　　　　　　　　表1　基本的生活習慣の確立とう歯治療
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表2

2

1

　処　　置

　未処置
L

ワ1　20・　5621・1724・27a　30・6839・19

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
男　　　　68．97168。96　69．50　64．16　56．641

処　置女1　26・561　30・55128・081　33・82、　42・72［

　　　　　　　　　　　　　　　1未処置女　70．1466．0867．9063．4854．00

その他の嫉男1－1．5013．55幽 4．221
5．40

その他の歯疾女　　　一　1．63　4．56　5．60　6．23

その他の歯疾（歯周疾患）の増加傾向が認められ

る。

　健康診断で歯周疾患については，その疾届のあ

る者について検診結果が出されるのであり，特定

の検診を求めてはいない。従って増加傾向を示す

数値は，その疾患が高校生段階でかなり広がって

いることを物語っており，看過出来ない歯科保健

と考えられる。

　生徒にとって籟みや不快感を意識されない歯疾

であるだけに，病状が進行し自覚症状だけでなく

他の生徒に分かるようになると問題は深刻になる

口臭を恐れるあまり，対人関係が疎遠，消極的に

なり，対人恐怖症への転起も考えられるなど，精

神衛生上問題が生ずる。また食生活の不規制，偏

食，少食など栄養摂取のアンバランスによって体

の異常が生じてくる恐れも考えられる。

　（3）歯科保健指導の困難さ

　教師は高校生段階では歯科に関して自分で管理

するもので，ホームルームでの指導になじまない

とする考え方が多い。確かに小・中学校での歯科

保健指導の充実さから考え，高校段階での指導内

容，指導方法に発展性に乏しいこともあり，教材

化，その授業実践がない、加えて歯科疾患に対し

て「重篤性」「緊急性コが，突然死に関わる疾患

より低く認識されていて積極的な保健指導が実施

されていない。生涯にわたるそして高齢化してか

らの歯の健康の占める重要度が従来より理解され

て来ているが，眼前に生ずる性のトラブル，二輪

車や自転車事故，不定愁訴の広がりなどの対応が

先決にならざるをえない実態がある。

　歯科に関する保健指導は，健康に関する生活習

慣が確立されていないために生ずる生活行動の問

題の指導と軌を一にしているのである。

3．　問題解決への実践

問題解決への実践などに言及するほど成果をあ

表3　AMI質問項目の構成

　　大項日　質問I

A　神経感覚系　　　15

1B呼吸器系　15
C　心臓血管系　　　　15

D消化器系　　 15

E歯科系　 10

F　皮膚筋肉骨格系　　10

G　泌尿生殖系　　　　10

1H鑓鰍び疲1・
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表4　AMI保健調査の結果　　E歯科系

＼ 数学年
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げて来ている訳ではないが，保健主事，教頭の職

務にあった時，学校歯科医，学校保健委員会の指

導助言を受けて実施したことである。

　（1）歯科の健康診断の補完一AMI保健調査

　健康調査として自覚症状調査がありその代表的

な調査にはCMIがある。下表は項目別質問数数

であるがAMI保健調査は記入数が少なく項目数

が整理されているため活用しやすくなっており，

歯科の健康診断に活用することができる。

　表4はS校での歯科に関する調査結果であるが

スクリーニングとして3以上の訴えは考慮するこ

とが望ましいとされているが，継続したAMI保

健調査と歯科検診の結果から訴えの項目が6以上

の場合，特別健康診断と健康相談を必要とした。

（参考）

　　　　　　　　E歯科系

61歯ぐきに出i丘［かあるか・…　　　　・はい

62　ロカこくさし・カ・・・・・・　・・・・　…　　　　　　　叫よし・

63歯に冷たいものがしみるか………・はい

64噛むと歯がいたむか…………・一一はい

65歯槽膿漏といわれたことがあるか…はい

66治療してないむし歯はあるか………はい

67歯が半分以上もぬけているか………はい

68歯石はとったことがないか…………はい

69歯ならびがわるいか………………’・ltAい

70歯ぐきがはれたことがあるか………はい

（2）治療援助の実施

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

高校段階でも初期治療は重要であることは論を

またないが，C1の場合1～2日の短期間で終了す

る。学校歯科医の発案から特定曜日午後3時～5

時生徒の歯科治療の予約制と治療を計画した。放

課後の部活動はじめ委員会等生徒活動に参加する

生徒から，治療を必要とする生徒リストを作成し

本人及び顧問等の理解と協力を求め計画的治療の

援助を行って来た。健康診断の事後措置として治

療報告するだけでなく，歯科治療に困難な生徒に

対し積極的な治療援助は必要と考えている。地方

の小都市で周囲の町村に歯科診療所がないことか

ら先導的試行として実施したことであるが，今後

方法論的に検討・改溌する治療援助である。

　（3）健康相談の実施

　学校歯科医は歯科医としての一般診療に忙殺さ

れ，学校歯科医としての執務に時間を確保するこ

とが困難である。しかし都市部T高校で，毎年6

月の特定日（第二木曜日一歯科休診日）に学校歯

科医による健康相談が継続されている。歯科検診

で歯齪炎と診断された生徒全員が受講することに

なっており，数名の生徒がその場で歯石を除去さ

れその実物が回覧される。歯石の形成過程，歯肉

炎の発症のメカニズム，歯槽膿漏への移行，病巣

感染が板書などで簡明に説明されるとともに歯槽

儂漏による村人関係の悪化が事例に基づいて説明

される。健康相談の実施数年は2年連続して受講

対象となった生徒がいたが，現在では殆ど1年の

生徒が受講対象になるなど，歯科保健の向上が認
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められている。

　「・O　歯科保健の広報

　歯科保健行動に関連する信念についてKegles

は次の4つをあげている。

　①　歯科問題の罹患性に対する信念

　②　歯科問題の重篤性に対する信念

　③　行動の有効性に対する信念

　④歯科問題の重要性に対する信念

　宮坂忠夫氏は「健康教育一健康管理シリーズ12

巻」で保健行動にかかわる信念について次の三つ

をあげている。

　①自分もその病気になることがありうること

　　を信じている。

　A2　その病気の重大さを信じている。

　③その予防行動が役に立つことを信じてい

　　る。

　生徒が歯科疾患に対して適切な行動を的確にと

ることがでぎないのは，歯科疾患に対して特異

性，重篤性，予防行動の重要性などが十分理解さ

れてはいないからである。行動変容は死に直結す

るような疾病や事故の経験が動機となるが，健康

情報の収積も行動変容の契機になる。学校保健を

始めて担当するようになって広報活動の充実を図

るため，生徒保健委員会の組織を編成し，救急処

置は全員の活動とする外，研究部，広報部，環境

部の3部に所属し活動することとした。生徒は活

動目標と活動方法を理解すると驚くような成果を

あげるものである。新聞の発行，掲示物の作成，

映写会の開催などを通して歯科疾患の治療，予防

行動の意識に変化がみられるようになって来た。

　4．今後の課題

　（1）歯科保健に関する教育の深化

　歯の衛生週間に関連して学校行事として講話や

パネル展示を実施した報告に比べ，ホームルーム

活動として長時間の展開に歯科保健を実施した

報告は殆どない。日本学校保健会が学校保健セン

ター的事業として「高等学校保健指導委員会が置

かれ，研究紀要として「高等学校保健指導の手引

き一ホームルーム担任のために」が編刊された。

その事例としてまとめられたのが『忍びよる歯周

疾患』である。高校の長時間のホームルームでは

健康に関する題材の展開は年間2～3時間が限度

であり．歯科に関する長時間のホームルームの時

間確保は極めて困難な状況にある。しかし「老人

になっても自分の歯で噛もう」が認識されて来た

ことと関連して，高校での保健指導を深化させて

いく必要がある。始業前のホームルーム，帰りの

ホームルームに2～3分の歯科についての話しに

ついても創意工夫が必要である。さり気ない話に

感銘した生徒の後日談は枚挙にいとまがない。

　（2）歯科保健行動の指導と助言

　高校生の居住市町村は，小・中学校に比べ広が

るとともに，通学時間も多くなる。一方教科学習

のみならず教科以外の活動や部活動に多くの時間

を費やすようになる。15～17歳は有病率も低く健

康体そのものの時期であり，重篤な疾病以外に関

心の度合いも低いことなどの事項から，C1程度の

う歯に対して積極的に治療するといった保健活動

も少ない。しかし歯科疾患特にう歯の不可逆性を

十分理解させることと，治療行動を援助していく

側面の指導や助言が必要である。学校歯科医を主

としたプロジェクト委員会を設置し，教職員の協

力をえながら治療行動の援助方法の検討と実施が

課題である。

　（3）生徒の活動を活発にするための指導と助言

　高校期の健康は，他律から自律へと移行する時

期であり「自らの健康を守る」生活規範を培うこ

とが肝要である。「自らの健康を守る」ことの大

事さを認識できない者に，集団の健康の大事さは

理解できないだけでなく，他者の健康に思いやる

心は育たない。従って高校段階では歯科疾患の現

状と問題，予防行動の重要性，歯科疾患と健康問

題（問題行動も含め）などについて生徒活動とし

て取り組ませていく指導が必要である。生徒保健

委員会はその生徒活動の中心であり，学校保健担

当者の指導と助言によって活発な活動に発展して

いくものである。

　（4）スーパーバイザーとしての学校歯科医

　数校の経験でしかないが，各校の学校歯科医は

歯科保健指導に関して学校保健担当の良き助言者

であった。現在保健室での保健相談事例が増加し
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主題名恥忍びよる歯AitJ，fi気『　　一　一一．一一一　一…．“－　L

　　　　　　数年来，歯の健康に対する知識や関心が高まり，社会的な予防施策が講じられるようになってきた。

　　　　　　しかし，生活様式や食生活の変化は，中・高校生を中心とした歯周疾患の増加に，大きな影響を与え1
主題設定　　ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨

の理由　　以前は成人の歯科疾患とみられていた歯周疾患が，最近では，高校生にも増加の傾向が見られる。
　　　　　　したがって，生涯にわたり口腔の健康を保つのに必要な実践力の育成を目標に，積極的な口腔清掃

　　　　　によって歯肉の病気の予防が達成できるよう，主題を設定した。

指導の
ねらい　　2

　　　　　　1

準備1
　　　　　一チ

指導事項
1　歯周疾患の起こ

　り方

1　歯周疾患の起こり方を視覚的に知らせ，日常生活における歯の健康管理が重要であることを理解1

　させる。

　健康な歯肉を保つためには，プラー〃コントロール（歯垢清掃）が重要であることを理解させ，
　日々実践させる。

　健康診断の結果から各自の歯の健康状態を把握しておく。
　　歯の清掃，歯肉のマッサージを視覚的に理解させるために，歯列咬合模型を準備する。

　　歯周疾患の進行を知るために，歯そうのう漏模型を準備しておく。

　　プラークの取れるみがき方を評価実験する歯垢染色液，およびデンタノレフロスなどを準備する。
　　　－　，　　　　　　　　　　　　　，　　　＿　　　　　＿＿－，＿　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　　　ttt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　

　　⊥　一一学一一y．　．．置動　L　指導上の鶴点一：
　　　ll歯骸患は，気付かないうち…ゆるやか姓状でト歯骸患の進行を歯そうの漏

2　歯周疾患の原因

3　歯垢を除去する

進行し（Silent　disease音もなく忍び込んでくる病

気），歯の健康をむしぽんでいく。その原因を探るた

　め。

1）　歯の健康は，全身の健康とどのような関連をも

　　っているのか話し合う。

2）歯周疾患の恐ろしさをう歯と比較しながら知る、

2　う蝕や歯周の疾患は食生活の変化に伴う多様な食

品や砂糖の消費量ならびに歯口清掃と正比例してい

　ることを話し合う。

　1）　歯周疾患は歯垢や歯石が主因となって起こる疾

　患であることを知る。

2）　繊維性に乏しい粘着性のある加工食品が歯肉に

　　及ぼす影響を与えてみる。併せて繊維性食品が体

　　の健康についてもよいことを理解する。

3）　砂糖とプラークの関わりについて理解する。

3　健康な歯肉の獲得のためには，口腔の自浄作用と

共に，こびりついたプラークを除去するための，ブ

　ラッシングが必要であることを理解する。

　1）　歯周疾患は，自然治癒がないので，日常生活の

　　ブラッシングが必要である。

2）　ブラッシングを実習する。

　　ア．洗口法

　　イ．刷掃法

　　ウ．綿掃法

　　工．歯石除去法

の模型を見ながら，局所的，全身

的に及ぼす影響にふれてみる。ま

た，スライドやOHPで視覚に訴

えた方が効果的である。

・　ソフトフードが多様化され，粘

着性のある食品や砂糖の多い食品

が好勲ている・とと・歯垢の馴

　成と関わっていることについて，1

　図解（スライド，OHPなど）し

　たものを利用する。

・　そしゃくにより硬固性の食品や

　繊維性の食品が，歯牙の自浄作用、

　につながることを理解する。

　　ブラッシングほど，完全で安価1

　な歯肉の保持法はない。歯ブラシ

　ー本が歯の健康を守ることに気づ1

かせる．　　　　　1
1・　それぞれのブラッシングの特色1

　や効果を一覧表にして生徒に配布1

繕繋ご説明させて’方法1

’ 酬疾患の予防はt　El分の寿剣

が尽きるまでかめる状態を保つこ1

とが老後の生きがいにも通じる最1

良の道であることに気づかせる。1
　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　1　歯の健康は，食物，食生活を含めた生活の仕方と深くかかわっていることを理解できたか。
評　　価
　　　　　　2　歯周疾患はブラッシングにより，プラークを除去することが最も重要であると認識できたか。
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ており，歯科疾患も相談件数として多くなってい

る。相談技法を的確に用いて個別指導にあたって

いるかの悩みを訴える養護教諭も少なくない。学

校歯科医として集団の歯科保健のレベルを高めて

いく活動とともに，個別指導にあたる養護教諭等

のスーパーバイザーとしての参画が今後要請され

てくる。

指導の展開

1　歯周疾患の起こり方

（1）歯周疾患の進み方とからだに及ほす影響について

　理解させるため，次の事柄に留意させる。

　　し　歯の病気や異常には，むし歯・歯周疾患・不1E

　　　咬合がある。

　　2　むし歯と歯周疾患の違いについて調べてみよ

　　　う。

　　3・歯周疾患の特徴と種類，および歯周疾患の進行

　　　のようすについてまとめさせる。

　・徴候

　　出血，口臭，物がかみにくいなど．

　・睡類

　　歯肉炎……歯肉に炎症か起きるもの。

　　歯周炎（歯槽膿漏）……歯肉のまわりからウミが出る

　　　　　　　　　　　　もの、

　・歯周疾患の進行のようす

1．歯がぐらぐらする　　　6．冷たい水やお茶を飲む
　　　　　　　　　　　　　　と歯が痛む
2．食べものがかみ切れな
　　い　　　　　　　　　i7．［が臭いと注意される

3．かんだときに力が入ら　8．歯ぎしりずるようにな
　　ない　　　　　　　　　　　　る

4．歯と歯の間に隙間がで　9。口の中がいつも粘っこ
　　きる　　　　　　　　1　　く不快である

5．歯をみがいたときに歯10．歯肉が減って歯根が見
　　肉から1血が出る　　　　　え，歯が長くなったよ
　　　　　　　　　　　　　　うにみえる
6．歯石がたまっている　’
　　　　　　　　　　　　ヒ

　　1　歯の病気がひき起こす全身の病気について考え

　　　させる。

2　歯周疾患の原因

　歯周疾患の原因について理解させるため，次の事柄に

留意させる。

　（1）歯周疾患の原因には，どのようなものがあるか，

　　次の点から調べさせる。

　　4・局所的刺激によるもの

　　②　全身的に考えられる原囚によるもの

　　・3　その他歯垢を形家しやすい因子によるもの

3　歯垢の除去と歯周疾患予防上の留意事項

　（D　歯垢や歯石を取り除くことが最大の予防法であ；〉

　　治療法であることを理解させる。そのため

　　、L　正しい歯みがきの必要性を知る。

　　②　歯牙の自浄作用によい食品は何かを調べる。

　（2）歯みがきの方法について調べさせ，発表させる。

　　①　歯ブラシ圧について説明する．（300～5009位の

　　　力をかける）

　　2　歯みがきの方法について具体的に理解させ，iE

　　　しい歯みがきを実践させる。

〈関連〉

　具体的な歯みがきの方法は，日本学校保健会：むし歯

予防啓発推進委員会発行の「むし歯予防のしおウ」なら

びに，日本学校保健会編（小学校）学級担任のための歯の

保健指導を参照のこと。
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〈高等学校部会〉

助 面

助言者東京都学校歯科医会理事田中建吾

　人々の幸福は健康で一生を送る事でありましょ

う。私達の健康にとって食物の摂取による体力の

維持がどんなに大YJかはいうまでもありません。

我国の公衆衛生の歴史をみますと，明治維新以来

近代国家として国民の保健に関し国は結核，性病，

トラホーム，癩等に法律を制定し，又お金をつぎ

こんでその予防に努力をしてまいりました。私達

もそれらの疾病を防ぐことは社会でやるものと当

然考えて今口に到っております。翻ってムシ歯や

歯周病等口腔疾患についての国の対応は遅い嫌い

がありました。むしろ私達の先輩が地域て開業し

ながら学校歯科医として今口の歯科保健の形を作

ってきたともいえます。

　今日，全国の各学校の学校歯科医が…人一人h

って検診や教育をやっているこの現実は世界の人

々も驚いております。その中でも，学校歯科保健

がムシ歯の早期発見早購1療の管理力式に簡」

して文部省の理解と協力により，成人にゾよっても

念頭から離れることのない口腔衛生教育に長い塒

間をかけてきた事は特筆すべきことであります。

日本学校歯科医会は，昭和46年から「保健管理と

保健指導の調査」をメインテーマに指導をすすめ

てまいりましたが，昭和63年に「学校歯科保健の

包括化」を提唱し生涯にわたる人々の健康に貢献

しようとしております。幸い社会，家庭，学校歯

科医等多くの人々の努力により幼稚園，小学校，

中学校における歯科保健の目的は着実にその成果

をあげ，今口それは全国的に定着した感がありま

す。（Ji乍，歯科保健が生涯保健で、ひ，るといわれて

いるにも拘らず，その活動が幼，小，中にとどま

り高等学校においては進学や就職についての指導

が忙しく，保健指導，特に歯科保健指導について

の時間が殆どないという状態であります。本年1

月に文部省からだされた高等学校指導要領案によ

りますと，体力の向上及び健康の保持増進につい

て充分なる指導を学校の指導と共に日常生活にお

ける実践の促進を必要とありますが，各教科にお

いて保健体育の中では歯科保健について余りふれ

ていません。又，高等学校でのホームノし一ムや課

外活動における保健指導が仲々難しいことは，私

違がいつも頭を悩ませている所であります。折角

幼，小，中校で定着された学校歯科保健が高校で

ややもすると後退するのではないかと憂えている

のが現状であります。この様な状態では口腔の健

康について彼等に自己責任，自己管理が出来てく

るのを期待することが出来ないのてはないでしょ

うか。

　私達東京都学校歯科医会もこの点について少な

からず困惑しております。東京都においては幼，

小，中校は区，市教育委員会の所管であり，学校

幽科医の委嘱は区市教委によってそ」われておりま

すが，都、’／：の高校はその所管が都の教育委員会で

あり，学校歯科医の委嘱も各学校長の推薦によっ

て，学校の所在地のIX：市とは関係なく同委員会が

行っております。東京都学校歯科医も高校にはき

わめて多いことから，幼，小，中で展開さ才iてい

る歯科保健について連絡を受ける事は殆どありま

せん。私達も現在高等学校において，（1）体育保

健の学習の中で歯科保健はどう扱われているか

（n）歯科検診の保健指導が行われているか（皿）養

1薩教諭の活動の中に歯科保健指導を組む事の可能

性はあるか（N）ホームノL一ノ・で保健的なテーマが

採りあげられているか（V）学校保健委員会が組織

されているか等，都ltノニ高等学校での歯科保健指導

教育の実態がまだわかっていないのが現状であり

ます。

　遅ればせではありますが，東京都学校歯科医会

もこれら高等学校への対応に関して都教育委員会



130

と話し合いを持ち，現在，都立校の校医について

都の調査が行われておりますが，これと同時に都

、Z高校の養護教諭で組織されている「東京都立高
等学：｛：Z｛暑妊（建tり『ゴヒiGIS二∫ミーl　Cノ）fkこノ｛（ノ）ニノ∫　ノぐ　（」二∫（J　I＿一（：　～も｛1自

極的に働きかけて理解を求めていますQそして本

イト度中には都教委の協力を褐て都学歯の」催の捌

修会を高校の学校歯科医，食護教諭を対象にして

持ちたいと思・，ております。このような時，昨年，

占森県八戸市で開か‘？tました第521［il全国学校歯不II

保健研究大会の高等学校び）部で歯科保健活動は

どうあるべきかについて多くの先生方から指導要

領，実践活動の報告・学校歯科医の関わり方響に

ついて貴重な御意見を承ることが出来ましたがと

んなにか私達が力づけられたか判りません。特に

奥寺文彦先生には生徒側，教師側，学校歯科医側

の夫ノ・の事情を分析L，人々に学校歯科保健活動

を積極的にやる気をおこさせるいくつかのポイン

トを示して下さり大変参考になりま1たQこの皮

の大会におきましても，各学校の先生方から御協

力の結晶ともいえる実践の報告をいただき勇気と

吊望をもつことが出来る串を期待しております。

最後にこのような状態の私共でありますので助b；

のよラな事を申し上げることぱ出来ませんが、若

し私達と同じように，特に高等学校において歯科

保健活動が今一つという所で行詰まりを見せてい

る時，私達に二つの事を考える余地があると思い

Eすc，一・つは歯科保健に1瑚し養護教諭と一緒に校

長先生にも深い理解を持っていただく事に私止は

努力しなければなりません。歯の健康を通じて心

の健康まて期待できる事を社会人になる前にしっ

かりと身につける事が高校生の将来にとって素晴

1い事だと校長先生に決心していただいた時，行

詰k｛りけ・挙に打開されるものと信じます、J現に

日木歯科医師会に多感な青春期の高校生から，あ

る時は口臭について，ある時は不正配列につい

て，又咬合について悶々とした投書が多く寄せら

；ilる事も申し添えさせていただきます。更にもう

一つは反省とも考えられますが，私達の活動が塒

として垂直思考になりがちになり，ここに無理が

あるような気が致します。成功されている各学校

の御報告を拝聴しますとその中に先生方の水平思

ξ的実践を数多く見る事が川来ました。私辻の学

校歯科保健活動も一一本の基本姿勢の中に水平思考

の考え方を組み変える粗こより更に一・層の展開が

出来るのではないかと希望を持つ次第でありま

す」
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〈紙上発表〉

大阪市児童，生徒のDMF歯数調査統計

　　　（昭和57年度より昭和62年度までの追跡調査報告）

大阪市学校歯科医会

1　調査目的概要

　1．　調査目的

　日本学校歯科医会が「第5次むし歯半減運動」

の発表の折，WHOがDMF歯数を西暦2000年に

12歳児の平均歯数3．0以下にとの目標を示して来

た。大阪市学校歯科医会に於ても目標達成のため

「児童，生徒の歯磨運動」「フッ化物塗布」「子供

の歯を守る母親教室」（懇談会）等々，学校歯科保

健の向上，推進，充実に努めて来た。近年，祉会

情勢の変容は生活面に於て大人にも子供にも大き

く影響して来ており，学校歯科保健の面でも幾つ

かの変化が見られている。従来むし歯のり患等に

ついて，あらゆる機会に色々の統計が報告されて

いろが常々疑問に思われていた事に，

　1）　むし歯の多発進行時期

　2）重点的予防の努力期

　3）　その対策時期，等である。

　1981年WHOの勧告でDMF歯数を把握する鶉

により，むし歯予防の推進する事の必要性を痛感

し大阪市では「むし歯予防推進とその評1面の有り

方の指針となればと採旧に踏み切った。

　其後6年間昨年の昭和62年度で泊跡調査を終

え，これをまとめたので報告する。

　2．　調査期間　昭和57年度から昭和62年度まで

　　　　　　　　の6年閲。

　3．　調査対象　大阪市立小学校，中学校，高等

　　　　　　　　学校，養護諸学校，学童，生徒。

4、　調査延人数

II調査結果

小学校　1，014，379名

Lii　’学　校　　　　352，132名

高等学校　　82，376名

（養護諸学校4，含む）

1．　DMF歯数年度別調査

　1）児童生徒のDMF歯数及び第一・大臼歯

　　（6歳臼歯）のDMF歯数。

　　a）昭和57年度小”）f：校入学児童の6年間追

　　　跡推移（表1）

　6年間の推移から見るに2イi生から3年生にか

けてDMF歯数の増加が多い。3舞¶生迄のDMF
歯数の殆どが第一・大臼歯て占める。

　　　b）年度別の小学校1年生及び6年生のD

MF歯数の比較（ナ9）

表2年度別小学校1年生及び6年生のDMF歯数
、

度

＼一

向
＼
　
＼

　

＼＼
年

＼

　
琉
め

57 58 59 60 61 62

1　IF－・1・1α3gl住36［α361α341・・331・）・・34

6年到舗1338｝33513371脚1322

　1年生入学児を毎年6年間見るに徐々にではあ

るが減少の傾向にあるc、6年生に於ても追年的に

減少傾向を見る。

　　2）昭和57年度入学の中学校，高等学校生徒

表1　昭和57年度小学校入学児童の6年間の推移

＼　　　　　　　学　年
　　　　　　　　　　　1年生　　　　　　　　　　　　　　　2年生
項　目

永久齢DMF歯数1…391…96

3年生　　　4イr生　　　　　　　5年生　　　　　　　　　　　6年生

1・6112・1612・・6813・・22

第1畑歯のDMF酬・）・・39［…94　i　1・521L9712・・3212・・5・
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表3　昭和57年度中学校・高等学校入学生徒の3年間の推移

校 種 中　　学　　校

　　　　　　　学’年

項　目
　　　　　　　　3年生　　　　2年生1年生

永嫡のDMF歯数L．f・484・・95［5・　93

第1大臼歯のDMF歯数 28712・・862・・99

高　等　学　校

1年生 2年ノk 3年生

7．16　　　　7．61　　　　8．16

3・・1313・・1713・・29

　　　の3ケ年の推移（表3）

　中学校では2年生から3年生に増加し高等学校

でも2年から3年生にかけて増加が見られる。

　　3）DMF歯数，仮説目標線

　WHOは歯科保健目標を生涯年代を5段階（幼

児，児童，青年，成人，老人）に分けて設定され

その内学校歯科保健活動として関係のあるのは，

　1．　5～6歳児の50％がむし歯を持たない。

　2．12歳児のDMF歯数を3．0以下に。

　3．　18歳の青年の85％は自分の歯を持ってい

　　る。

　以上の目標から，幼稚園から小学校6年，中学

校1年生，高等学校3年生のDMF歯数が課題と

なる。

　今回の大阪市としては6年生児の平均DMF歯

数を3．0歯以下に目標を定め，仮説をたて，表1を

参照に昭和57年度入学した1年生の平均DMF函

数0．39と昭和62年度6年生の平均DMF歯数3．00

を結ぶ一直線を画き大阪市の平均歯数の仮説目標

DMF歯故

30

2．0

322A

　　30

　　学年
　　年度（57）　（58）　（59）　（60）　（61）　（62）

図1　大阪市小学校の1人1）MF歯数の仮説目標線

線とする。（図1）それに昭和57年度1年生，昭和

58年度2年生，昭和59年度3年生と累イF追跡し記

DMF歯教
3．0

学年

3。0

図2　小学校1人平均DMF歯数仮説目標線

DMF歯数
3．0

2．0

1．0

／！2．50
2，32

　学年1　　2　　3　　4　　5　　6
　年度（57）（58）（59）（60）（61）（62）

図3大阪市立小学校の第1大臼歯1人平均DMF歯数
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表4　DMF歯数仮説目標線年間増加限度歯数
で一一一

　
学
：
∫
卜
1
＼

1年生
　　一一一
2年生　　一

一

　　　　一 一一一 一　『7

、、

　　　∫）M

」lj＿＿一

　例　1

　r－－FI　DMF増加歯数　　『
、DMFI増加歯数、　　　　　　　ヒ一

　　3年生』『－DMFI曽加噛数 　4イト生　　　　　』

DMF

　　　　　　5年4．
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する故，例として0．OOの場合．（1．50の場傷1．00　　　　　イ．小学校6年生では昭和57年度にC．D

・り場含と6年生平均f直3．00に各々直線を画き，　　　　　　項に該当していた学校が昭和58年度には

図2とし各々理想目標線とした。尚，il標線に於　　　　　　C．D項に減少し，　A項に該当する学校

ける各年度別増加限度数値を表4に示した。　　　　　　　　が増加している。昭和62年度にはDMF

　2．　校種別DMF歯数による判定基準調査　　　　　　　　歯数3．Olユ下0）A項に該当する学校の方

　　1）　DMF歯数判定基準　　　　　　　　　　　　　　　が多くなっている。
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　　　　　　　見られない。

　　　　　　ハ．高等学校では昭和57年度D”項が50％

　　　　　　　もあった。昭和58年度からB”．C”項に

　　　　　　　該当する学校が増加しているが各年度に

　　　　　　　より，ぱらつきが見られる。

　　　　　2．養護教育諸学校DMF歯数判定結果

　　　　　　　養護学校では昭和58年度から調査を始め

　　　　　　た。小学校（部）中学部3年生，共にA’項
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2）校種別DMF歯数判定，及び年度別比較

　各校種別に判定表（表5）に合わせ，年度

　別調査をし，表5，表6である。

　　　　　　　　　表6　小学校・中学校・高等学校DMF歯数判定結果表
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表7　養護教育諸学校DMF歯数判定結果表（％）
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　　Xx．

礪　＼　A　B
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0　　1　12・B「1　4gL　41
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・25・・i37・5

　

量淵鷺5
22・21・3・・3・

　A項に該当する学校か多く，然しはらつき

　が見らねる。高暫部に於てもばらつきが見

　ら；｝1るが，昭和6玲度からA”狽に該当す

　る学校が多く／lc　一，ている，、～ぐ小学部ては昭

　和59年度から高等部では昭和61年度からD

　項D”項の該当はないr）

3．小学校6年生の第一・大日歯DMF歯数の

　判定及び年度別比較

表8　小学校6年生の第1大臼歯

　　DMF歯数判定結果表（％）
i’

　　　項目

ft度

DMF歯数
3．0以ド

DMF歯数
3．1～4．0

57 84．6 15，4

58 86．9 13．1

59 83．5 16．5

60 84．9 15．1

61 79．7 20．3

62 87．5 12．5

III考案，結び

　1．　本調査の目的Cある，累イ1追跡調査では，

大阪市立小学校入学児より6年児迄では全般に日

標線をk廻．，た数値を示していた。

　但し．6歳臼歯に於ては1～2軍児て目標線上

にあると，3～4年児（乳歯永久歯の交換期）て

は上昇し，5～6年では下降数値を示していた。

　2．小学校入学児のDMF歯数を毎年度，6年

間比較するに0，33～0．39を示し，各年度の増減を

見ると，最近2～3年間に数1直の減’1・傾同か見ら

れる。

　3．　2（前項）同様6年生児のDMF歯たを毎

年度，61f’間比較するに3．O以Fl．見られず，3．23

～
3．45をノ」≒し一Cし・ブこカ：，　葺丘壬「．　Zt1il”・フ）数で1貞cノ）汐或

少傾向が見られる

　4．　中学校，高等学i烈こ於ても累年的変化あり

と思われない∩

　5．　中学校1年生入学児を（12ら1～ζレ1己）毎年6｛1‘

問のDMF歯数平均値を見るに4．04～4．48を示し

ており，前4項の6年生児の3．22から急上昇が見

らオ1る。

　6．　過去の資判で報告されて来た小学校人学

時，乳歯，永久歯交換期及び巾学校，高等学校受

験期の変化の各状況を立証出来たものと思う。以

上DMF歯数の6年間の累年的追跡調査の結果か

ら次のことが考えら勲る。

　1．小学校入学liJにDMF歯数平均値が1．　O以

　　下でないと，6年児3．O以下にする努力は大

　　変至難である．即ち，離乳期から母親の育児

　　姿勢が問われる様になって来た。又同時に学

　　校保健が家庭地域の中で効果的に展開しなけ

　　れば其の発展は期待し得ないと考える。

　2．　本調査により，むt歯予防対策の活動に目

　　標が出来，名々自主rl9に努力タ｝る様，願いた

　　い。

　3．学年別，年度別のDMF歯数平均値の倍数

　　（増加数）から見て，むし歯予防対策活動の力

　　の入れ所が判明した。

　4．　以上統計の分析により，今後の課題と方向



　を決めることか出来る。

5．　今後は一一校でも多くがDMF歯数の調査を

　実施していく寸；：に意義があると思うので，3．0

　以下を日標に向って努力する様，協力有らん

　事を望z・ます。（た阪市学校歯利医会）

発展段階によるまとめ

1．　児竜生徒の6年間のDMF歯数の凋査によ

　り，DMF歯数増加の実態を把握’1一る醜負：が出

　来た，，

2．　6｛i・間の経過から見るとDMF歯数は減少

　傾向を示している。こ‘itは各校種に於ける保

　健指」尊の成果であることがらかがえる．，

3．全国平均て見た場台，本ibのDMF歯数は

　減少傾向にあるとは言え，卜分とは謡えない。

　今後も引き続き，実践化に向けての保健指導

　が人切である。

　　　小学校

　1．小学校に於けるDMF歯数の増加は2年生

から3年生にかけて高い。但し3年生までは殆ど

が第一大臼歯のDMF歯数である。このことから

「奥歯の磨き方」，r咬み合わせ面の磨き方」妬第

1大臼歯を中心とした指導が大切である。

　2．　小学校1年生から2年生，3年生から4年

生，4年生から5年生，5年生から6年生は0．5～

0．6の増加をしている。
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　3．　小学校5，6年生では第・人臼歯以外の永

久歯のDMF歯数の高い事から，切歯，犬歯，

第一小臼歯，第二小臼歯等そわぞわの前出斗1こ態に

応じた1前歯の磨きカ」1小rl歯の磨きノ」」等歯磨

き指導が大切である，

　4，　小学校6年生ては第2大臼歯ゲ）繭出が見ら

ii永久歯列が揃ろ時である，，第　・大臼歯と同様に

れし歯になり易い事から「咬み合わせ面に歯刷毛

がとどく磨き方」「歯と歯の1司の磨き方」等歯科

保健指導を徹底する憧1：が必要である。

　　　中学校

　中学校に於けるDMF歯数は「〔｝．70台」の増加

を示し，中学生は発1垂段階からみても精神的，身
f本白勺1こ允でゴ発tf　j圭・ノ）苫二しし・日寺其珂一C〆うる，　こ0）目を其月eこ

於ては科学的認訟を深めると共にほ見則的生活」

1食後のうがいや歯汝がき」等の生活実態をふま

えた指導が大切である、，

　　　高等学校

　高等学校1年生から2年生にかけてのDMF歯
数は0．70台の増加をノ」疑ている，，

　高校生になると，歯や顎の発育もほぼ完成して

くるので，この時期では科学的認識を深めた，生

涯健康に結びついた指導が重要な要素となる。

　　　　　　　　　　　　（大阪市養護教員会）
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口全体協議会口

千菓県歯科医師会・茨城県歯科医帥会

栃木県歯科医師会・群馬県学校歯科医会

埼玉県歯科医師会・東京都学校歯科医会

神奈川県歯科医師会学校歯科部会
　　　　　　　　　山梨県歯科医師会

〈1議案〉

学校保健委員会の設置とその実効ある運営を要望する

（代表提案9）下葉県歯科医師会字校歯科部　加　　藤　　想　　士

（提案理由）

　近年，多発する児童・生徒の非行問題（登校拒

否，家庭内暴力，校内暴力にはじまり，家出・殺

人等）や自殺の問題の根は深く広くその対策は社

会全体が取り組んでいかねばならない。

　これからの問題をおこす児童・生徒は，小さい

時から家庭・学校・社会での充分な配慮と指導を

受けられず，「心より物を偏重する」匹相や家庭

の乱れの中で育った事が大きな一因と考えられ

る。今，子ども達一人一人の個性と殊玉の命の大

切さを教え，守るため，学校（教師）・地域・家庭

・校医カミー一・メLとなって文」処していカ・オ謁まならす：，

それには幼い時からの1保鮭活動」が重要と考え

る。

　そこで児童・生徒を中心とし，諸問題の話し合

いの場である学校保健委員会の設置を行政的に，

またこれを計画的・定期的に児童・生徒，教職員，

P．T．　A，学校医が真剣に継続討議する’llによ・．

て活性化をはかり，実効ある運営ができるような

指導を要望する。

〈2議案〉

学校における歯周保健教育の充実及び歯周疾患検査

基準の確立を要望する

（代表提案者）東京都学校歯科医会大畑直暉

（提案理由）

　今日の幼児及び児童生徒は，食生活の変容と咀

囎活動の低下によって口腔内の汚染度が高く，さ

まざまな歯科的現象が見られ，その一一一iつに歯周疾

患が検出される。

　乳歯咬合期の歯肉炎は軽度であるが，特に混合

歯列期や永久歯完成期の歯周疾患は，加齢ととも

に増人傾向を示している。

　発達期にある子ども達の歯肉炎は，食環境の急

激な変化と咀嘲能力の低一ドに影響されて，即時的

に発生する疾患である。

　これらの歯周疾患（歯肉炎）の発病を阻止する

ためには，学校における歯周保健の教育が早急に

必要であり，子ども達の歯・口腔の生涯保健の上



からもドi・：要な課題である。

　ちなみに現行の歯周疾患については，明らかに

険査項日としてあげられているが，その検査基準

に統一一されたものがなく，ただ単にアル・ナシに

とどまっている現状である。

　日本学校歯科医会の報告謬においても，う歯に

ついては歯種別に入念な審査が行われてきた事実

を評価する一方，歯周疾患についてはう蝕の検査
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と同じレベルを目途として，軽症な歯肉炎に対し

ても見過ごすことのないよう保健指導を実施する

よう求1めている。

　東京都学校歯科医会は，ここに歯周保健教育の

充実を図るため，教育による子ども達の食生活の

変容と咀囎能力の改善に協力するとともに，歯周

疾患の検査基準の速やかな確立を要望する。

〈3議案〉

就学児童健診時に，六歳臼歯を主体とした歯口清掃の

指導・強化・徹底の協力を行政に望む

（代麦提案者）肯森県ご∫・校齢ト医会立花義康

（提案理由）

　昨年，第521Ll1全国学校歯科保健研究大会il，b：の紀

要で八戸市学校歯科医会が発表した如く，「就学

児童健診時（例年11月～12月）に6歳臼歯を主休

とした親子歯みがき指導」は，組織的に例年続け

た結果，62年度でDMFT指数が一年生で0．3本

台，三年生で1．5本台と過去の2．4本台から大幅に

減少LたQ

　そこて，この方式の指導を強化・徹底する為

に，それに関連する

　1．　歯科衛生士の研修・派遣

　2．　歯口清掃などのパンフレット配布

　3．　適当な歯ブラシの提供

等に，行政の協力を依頼・要望する。
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第53回全国学校歯科保健研究大会を終えて

和歌山県歯科医師会

　紀州路和歌山市における第53回全国学校歯科保

健研究た会には，雪こ国各地から2，000名を超す多

数の関係者のご参加をいただき2日間にわたり盛

たに聞催することができましたことに対し，日本

学校歯科医会はじめ関係各俄関各位に深く感謝申

し上げます，，

O大会開催決定に至る経緯

　第49回大会（奈良大会）の初日（昭和60年10月

25日），当時の日本学校歯科医会々長の関口龍却

先生より「第53回大会を和歌山県で引き受けて4．

らえないか」との要請を受け，翌年，昭和61年1

月17日付，ll本学校歯科医会々長名による公文書

で正式に開催依頓の文書を受領，直ちに県歯科医

師会並びに県学校歯科医会理事会を開催し，協議

の結果，開催受諾を決議した。

　昭和61年3月3日付，県歯科医師会々長より公

文書をもって，臼木学校歯科医会々長宛開催受諾

の旨回答し，第53回大会にむけて準備態勢にはい

ることになった。

　本大会が本県で開催されるのは，ll召和35年の第

2・1回ノ〈会以来約30年ぶり2回日の開催となるが，

この間，祉会経済の進展に伴い，幼児並びに児竜

生徒をとりまく環境や生活様式が著しく変化し，

学校歯科保健についての考えプiも大きな変遷を遂

げ，大会の名称も学佼歯科医大会から学校歯科保

健研究大会と改称され，広く学校現場の先生方を

参加対象に加え，学校歯科医と学校現場の先生方

とともに研究協議と実践を重ね，学校歯科保健推

進に大きく貞献されている現況を考える時，まさ

に隔IU：の感ひとしおであり第24回大会開llllの経験

と実績は皆無に等しいものであり，frl∫もかも白紙

の状態からスタートせねばならないと痛感し，前

途多難，身の引き締まる思いで準備委員会の構想

の険討にはいった。

O準備委員会発足に至るまでの経緯

　県歯科医師会が中心となり，県・市教育委員会

の協力を求め準備委員会発足までの諸準備を進め

るため準備打ち合おせ会を発足させた。

　準備打合会のLな杉ミ討項日としては，

　○準備委藁会の発足期日

　0紐織及び構成メンバー

　○大会開催期H及び開fff｛地

　○大会々場，分科会々場，研究授業公開学校の

　　選定

　OJ〈会副題（サブテーマ）の検討

特に副題の険討については慎屯を期し，副題検討

委員会を設置した。

　その理由としては，従来この人会は，半世紀に

わたり小学校における歯科保健の問題をとりあ

げ，それを中心にして研究協議が進められてきたc，

しかし今日では単に小学校のむし歯対策だけでr‘

供達の歯を守ることは不可能であるとして，第51

回大会を期して幼稚園，小学校，中学校，高等学

佼における歯科保健のあり方まで発展させるとと

もに，生涯菌科保健の礎とも言うべき学校歯科保

健の諸問題について研究協議し，学校，家庭，地

域社会が日常活動として一休とな一．て実践し，真

に健康な国民として生涯を送るよう，歯及びlI腔

の健康づくりをねらいとするため，過去15年間に

わたり大会研究主題として研究協議をつづけてき

た「健康管理と保健指導の調和」を発展的に捕

え，「学校歯科保健の包括化」を大会研究主題と

して掲げて3年目を迎えたことから，第53回大会

では副題の焦点をどこにおいて研究体制をとるか

が最重要項目と考え，副題検討委貝を各職種の代

表12名で構成し副題の検討を行った。

　なお，副題検討委員には，研修のため全員岐阜

大会に派遣し全国大会の研究協議の内容をつぶさ

に勉強してもらった。



　副題検討委員会から捏出さ．｝aた副題（案）は次の

とオδりレ（：’iちっ熟二〇

　〇発達段階に即Lた歯臼保健指導の展開と生活

　　化をめざして

　○生活化をめざした歯併保健指導のあり方につ

　　いて

　○生涯保健をめざした学校1斗1得保健のすすめ方

　　eこゾつし、）（：

　○自ら取り組む歯科保健指導の展開について

　なお，準備委員会発足に先立ち，第49回ノく去の

開催県である奈良県歯科医師会σ）執行部の先生方

に挿々ご懇切にご指導をいただき，そのうえ實屯

な資料を多数ご提供いただいたことに対し深く感

謝申しLげたいと思います．

O準備委員会発足

　昭和61年3）J5日（二E）の県歯理事会で開催受諾

を決議してから準備打合会2回，副題検討委員会

2回，県歯理事会5回の会議を重ね，大会開催の

約2年前の昭和62年11月14日（土）に準備委員会が

正式に発足し，機構，構成メソパー，開催期11，

主会場，分科会々場，懇親会々場を決定し，木

格的な準備態勢にはいった。特に構成メンバーに

ついては，大会経費の節減と，業務の能率化を考

慮し少数精鋭制をとり，県歯役員（県学歯役員兼

任）に，県・市教育委員会の職員7名を加えた30

名で組織した。組織機構としては，総務部，運営

部，渉外部，学術部，広報部の5つの部を設け名

部の分掌業務の検討にはいった。

　H召M：i163friこ1よL・り，　各剖14）∫妻f4》白勺な月刀llj亘，　fj？、t

を作成し，それに基づき各部がそれぞ淑に部会を

開催し，月1回開催の部長会で各部の連絡言1胡整を

行ない準備の進捗をはか．）た。

　なお，全国大会の規模，形態，運営方法等につ

いての視察，研修のため，第52回の青森大会には

会長以ド総勢25名を派遣した、，

　準備委員会発足に至るまで貴重な参考資料をご

提供いただいた第51回，第52回大会開催の岐阜り厭

歯科医師会並びに青森県並びに八戸市学校歯科医

会の先生方に深く感謝申し上げます。
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O日学歯との連携

　昭和63年4月，日学歯より西連寺専務，斉藤尊

常務，遠藤事務長にご来県いただき日学歯，開催

県それぞれの業務分担についてこi説明を願い種々

ご指導ご指示をいただきましたCJ

　又，日学歯常務会，普及指導第二委員会ては副

題の決定，シンポジスト，各領域部会の座長，助

言者，研究発表者の選任等について種々ご指導い

ただき感謝しております。

　特に大会全般にわたってご指導ご指示をいただ

いた文部省体育官の古川榮一郎先生，晋及指導委

員会の森本基教授，1い尾俊一教授，口学歯西連寺

専務に深く感謝巾し上げますv

O実行委員会と事務局開設

　開催年次の平成元年1月7日，県下の関係諸機

関，団体の代表を網羅した人会実行委員会発足，

ようやく本格的な活動体1同が整い本番にむけて活

発に動き始めた。

　具体r白な活動は，そのlliの串務局組織である総

務部，運営部，学術部，広報部の4つの部が担当

し，事務局長以ド141名で紐織した1、

○県歯会員全員参加登録

　原則1杓には半世糸己に一度しかまわってこないノて

会ということで，県歯理事会，県歯代議員会，県

歯総会の議決を経て県歯科医師会々員557名が全

員参加登録，全員参加という県歯科医師会一丸と

なった強力な支援態勢が確ウニできたことは何もの

にもかえがたい大きな心の支えになった。

　特に県最北端部に位置する伊都歯科医師会が1

年前に県下郡市歯科医師会の先陣をきって2日間

休診，全員参加の総会決議をされたこと，又開催

地である和歌山市歯科医師会では2日間の休診体

制をとり2日共全員参加研修となったため，臨時

休ll急患センターを開設tてJ／i　？　（／）態勢をとって

もらえたことは本当に力強いことであった。

O開催予報，開催要項

　大会要項の作成については，広報部が担当する

ことに決定されて以来，先ず要項の表紙選定に取



140

り組み，最善の策として，過去においての各地の

全国大会要項等を共に調べた結果，自然風景を基

礎とした素材の作品を起用している県が多いこと

から和歌山県でもそれに倣って県内の幾つかの候

補地を検討した結果，全国的にも広く知られてい

る那智の滝に決定した。

　なお，大会要項の裏表紙については，真言宗の

総本山の霊峰，高野山三味院に現存する，鎌倉時

代に源頼朝の妻政子が建立して国宝に指定されて

いる，多宝塔を起川した。

　開催予報，開催要項の作成にあたっては少しの

懸念もなく予定の期日に完成したが，人会要項に

ついては，その内容と量，そして予算など，当初

は暗中模索の状態であったが，大会関係各役員の

尽力と，ご寄稿者の理解あるご協力と併せてスポ

ンサー各社の協賛を得て意を強くして企画と作成

に着手することができた。原稿締切川限の元年8

月から原稿が到着次第，順次編集と校正作業にか

かり，常に原稿到着の遅延とその発送の督促に配

慮しながら11名の部員と3名の事務局職員の総力

によっておよそ予定の期口に完成することができ

た。

O全日本よい歯の学校最優秀校　地元開催県の田

中小学校が文部大臣表彰受賞校として表彰を受け

たことは，従来の開催県では前例のないことで大

変名誉なことであり，遠路ご来県のうえ実地審査

をいただいた中央審査委員会の先生方に深く感謝

中しIiiげます。

O記念講演　講師を作家の藤本義一先生にお願い

したことは大成功であったと思う。

　講演の始まる5分前には，すでに大会々場は立

雄の余地もない超満員となり，ユーモア溢れる話

術と格調の高い講演で，1時間があっと言う間に

すぎた様な感じで多数の参会者から賛辞をいただ

き大好評であった。

O幼，小学校部会　参加申込が当初の予想を上ま

わる数となったため，大会3口前に急遽モニター

テレビの設置を決め，研究会場となる体育館に設

置し，公開授業をテレビ放映したことは好評であ

り賢明な策であったと思う。

O大会当日

　10月27日（金），南国紀州路の空は雲一片もなく

高く澄みわたっていた。

　大会の主会場となる紀の川畔に建つ和歌山ih民

会館には早朝より大会関係全役員が集含し，かね

てより各部においての分担と役剖について綿密に

計画したことを今・度再確認を行い万全の準備態

勢にはいった。

　午前10時の開会とあって，9時を過ぎる頃から

参加者急増し，受付のある広いロビーも一・時は超

満員の状態となったが，担当部員の汗だくの整埋

によって10時の閉会までには順調に受付を進める

ことができた。

O受付業務及び来賓接待　県歯科衛生1漕門学校

・享任講師5名の指導のもと，生徒1，2年生全員

が当ったが，学生らしい清楚な服装と明るい応待

ぶりが大変好評で，多少の失敗も愛嬌として受け

とめていただけたこと1よ有難いことであり，担当

した学生達にとっては礼儀作法受卜」事務の実習に

は大変よい機会であり，よい経験になったと思う。

O開会式，表彰式，アトラクション，記念講演，

シンポジウム，懇親会　順調に進むにつれ多数の

参会者から，「ご盛会おめでとう」「大変だったで

しょうね！」と声をかけられたり，あと1日頑張

って下さい」と励ましの握手をいただいた暖かい

感触は今もって忘れることのできない良い思い出

となりました。

　率1皆」1皇力こよカ・・）た二4）カ・，　鐸∫2　口　liび）10月28LIも看火

晴れの晴天に恵まれ，分糾会，部会報告，全体協

議会とつづき本大会の大会宣言も魚づ1採択され，

盛会のうちに閉会式を終了することができまし
た。

　ふりかえってみると，2年間にわたる準備期間

は長いようでもあり，又窺いようでもあった，J

　殊に，開催年次の4月以降大会までの6ケ月間

はあっと言う間に経過したような感じで，あと1

ケJJあればもっと充実したものができたのにと思

えてならなかった。

　実行委員会の一一致団結と県歯事務局1乖残員の連日

連夜にわたる奮闘活躍により，第53回大会開催県

としての責任を果たし得たことを深く感謝したい

と思います。



O終りに　長期間にわたりご指導ご指示ご支援を

いただいた日学歯加藤会長，佐藤，高橋，木村副会

長，西連寺専務をはじめ役員各位ならびに事務局

職員とシンポジスト，座長，助言者として格別のご

指導をいただきました文部省の猪股体育官，占川，

小西，森本，中尾，岡田教授，山中東京都学歯理

事の諸先生に深く感謝申し上げたいと思います。

　特に1－1学歯加藤会長には，大会第一・ll目の10月
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27日に急遽中医協開催という事態になり，ご高齢

にもかかわらず和歌山一東京間をとんぼ帰りして

ご指導いただきましたことに対し，深甚なる敬意

と♪，螢両fの意を表したいと1愚いま’9“－o

　断片的でまと｝三りのない内容にたりましたか，

ご容赦願いたいと思います。

　最後に，本年開催される広島大会のご盛会を祈

念して報告といたします。

4
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学校歯科保健節（ぶし）

青森県学校歯利P’会常任哩噴奥寺文彦

　大先輩の方々には及ぼ⊃破ながら，ここ10数年来

の全国学歯の大会には欠かさず出席し，その運営

の什方をその眼で見て来た。

　やぶにらみかもしれないし，うがった見方かも

Lれないが，「自分達がやる時はこうしなけわば」

という思いで見てきたわけである。

　本会の歴史の中には，全国学歯大会に参加する

主な目的が，学校医手当を積み立てておいてこの

時に団体で観光旅行をする楽しみということにあ

った時代もあり，今でも半分はそうい‘）状況かと

思われる。

　最近は，せっかくの大会だからと「学校歯科保

健と地域の連携」などのようなテーマを決め，流

れを作り，「包括化，進めるには，その実践」など

のように展開して行くようになって来た。

　もう一つ，表彰式もあるものだから，開会式は

二時間弱の長丁場になってしまう。ここを卒業式

の時のように起立させておいて「右総代誰兵衛」

とやってしまわないと，ひどいことになってしま

う。松山の大会だったか，大臣表彰かの20名位の

受賞者が全員，①起立して同席者に礼，②国旗に

礼，③前に進んで会場の人に礼，④表彰する人に

礼をして受け取り，⑤⑥⑦⑧と逆の順に礼をして

もとの席に着席するというくり返しをやってしま

った。恐らくこれは台本で決められた順序ではな

かったろうが，私は身を切られるような思いで見

ていた。最近は若干改善されて来た。

　祝辞がまた大変で，制限時間の内諾を得ておか

ないとひどいことになる。地方行政関係者は予算

等を出して頂く関係で止むを得ないと思うが，衆

参院議員全員が挨拶した県もあった。

　岐阜の大会の時，私は，プログラムの一番最後，

次年度開催地の紹介をする役で壇上の隅に居た。

5分以内で終るようにと，朝食後ホテルのコーヒ

ーを飲みながらリハーサルをしたのがいけなかっ

た。利尿作用の効く休質だから，会場でやたらに

おしっこが近くなった。開幕の20秒前にようやく

末席に滑り込み，それから2時間近く出番待ちで

ある。いざとなったら堂々と小用に立って行って

やろうとさえ思っていたが，ふりしぼってから席

に着いた故か無事だった。

　次期開催地案内にスライドを使ったのは奈良大

会での岩手県の西郷専務理事が初めてで，音楽も

入れたのは（八戸小唄のイソトロだけだったが）

青森県であった。和歌山大会での広島県はなんと

15分近くもやっていたが，あれはやり過ぎだと思

われる。御案内なのだから5分にしぼるべきであ

る。

　アトラクションは外部の人達だからよくよく念

を押さないと，特に郷土芸能の人達は本来∵イク

や時間にこだわらない神事の奉納なのだから，エ

ライことになってしまう。

　八戸の「えんぶり」では振りと口」・を述べろ太

夫にボタンマイクをつけて出してやったのだが，

肝腎な時にスイッチを入：11ないので全然聴えな

かった。尤も，聴えたところで昔の方言でやって

いるから私等にも理解できるしろものではなかっ

た。

　懇親会のアトラクション運，，約束の時間に大巾

に遅れて到着してひどくヤキモキさせたが，担当

理事は気にもしていない。既にアル：・　・一ルが効い

てしまって，「私，飲む人」になってしまってい

た。

　鹿児島大会の霧島太鼓は，レビュー的な構成で

もすばらしかった。

　懇親会の趣向は各県の担当者の心意気であろう

が，八戸の中里好孝担当はスタッフと2，3回は

弁当，宴席料理を試食監修したから評判は良かっ

た。氏曰くに「隔年に料理の足りる年と足らない

年があるようだ。担当老の読みがずれているよう
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だ。広島大会は足りる年のようだ」と言う。当る

かどうか。

　部会別研究発表で，教師側の発表には決った流

れがあるのに気がつく。

　例の，「わが校け……」に女f厳るイント1’・であ

る，，市町村の○部，風景，人口，経済，生徒の気

質，ノ・ポーツ大会の賞，保健会の表彰をし〕回，ス

P一ガン等を述べて10分から15分使ってしまう。

肝腎な研究発表は　「時間足らず」になり，「要項

にある通り」で終ってしまう。私はこれを「学校

保健節」と呼んでいる。

　私共の学会での研究発表は味もそっけもなく，

規定時間に話し終えることが義務づけられている

からこんなことはあまりないが，まことにもった

いないはなしである。八戸の大会では地元の演名

にはきつくこれを伝えたので，r一短に木論に入っ

たようである。

　然し，最近，わが御同業に？1、この学校保健節て

イン1・ロを長々とやる人が出て来たのて驚いた。

われわれは本題，その成果を要領よく紹介しなけ

れぽいけないし，座長は予めそのことを伝えてお

かなければいけないと思うのである。

　もう一つ似たようなのが，主に教師側にある。

自分達も同様な実践活動をしているものだから，

その成果を述べたい。然しその役ではないのだか

ら，質問の時にこれをやってしまうのである。口

く，「私達はこれこのようにこんな事，あんな事

をして来て……」と長々と業績を述べ，最後に「

これに就いてどう思うか？1等と質問をするノ、が

いる。

　これは質朋でなく発表みたいな瀧，のであるか

ら，座長としては迷惑なタイブのものである。こ

れもひとつの学校保健節だと思っている。

　時闘が余った時の進め方は，座長が予め川意し

たものも挟んで行けばそれなりに聴きごたえがあ

るが，便乗発爽のようなものはどうも聴きにくい

のである。

　発表の仕方も，これからはもっともっと会の方

でコーディネートして，参会した人が皆，よかっ

た！　と思うような工夫が必要と思うのである。
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平成元年度公衆衛生学会・学校歯科系研修会

福島県歯科医師会学校歯科医部会副部会長佐藤正行

　標記の学会・研修会は12月3日（日）午前10時30

分より福島県歯科医師会館にて開催された。昭和

59年までは各々独立して行われていたが，60年度

からは両方を兼ねた形で行っているものである。

今年の講師は明海大学歯学部教授中尾俊一一i先生と

同助教授安井利一先生であった。遠藤松夫常務の

司会で進められ，瓜生繁副会長の開会の辞，田代

隆一会長の挨拶，佐藤正行理事より講師の紹介が

あり講演に入った。中尾教授の演題は「実践力を

育てる歯科保健活動のすすめ方一健康行動の実践

と生涯教育一」である。保健指導は歯科医師法に

も謳ってあるように，医療と並び歯科医師の義務

であり必ず行わねばならない。これを通して幽の

価値や重要性をもっと社会に訴えていかなけ21ば

ならない。歯科保健教育は具休的に良い悪いの確

認が出来，自己評価もし易く，全ての健康教育の

モデノLになり得るものてある。これは生活指導に

他ならないもので，そういう而で生活指導の先輩

格であるとも言える。むし歯や歯周病は小学校巨ぎ

代が極めて重要な時期である。何故なら，その発

生原因が悪い習慣の積入重ねであり，ライフスタ

イル病とも考えられる、，この時期により良い習慣

を身につければ，生涯を通して自らの手で健康を

守る態度が養なわれる。ここを強調されていた。

又咀噌の重要性に言及L，毎口の生活のrliで心の

ふれあう楽しい食生活，食卓を家族ふオ1あいの場

に，家庭の味・手作りの心を大切にすることがそ

の基本となることを話された。次いで，日本休育

協会のスポーツ科学委員としての立場から，エリ

ー トスポーツにおける歯・口腔の重要性，競技力

向ヒとの関連もあること。更には近年話題となる

高齢者の「ぼけ」に関し，無歯顎者に多く発生す

るということから，その防止にも歯科保健が役に

立つ。それらは学校歯科の重要性につながるとい

うことになる。ライフスタイルの改善をはかり継

続させていく必要を，今後共ますます我々は進め

て行かなければならない。以上の講演であったが，

独得の熱のこもった話し方で皆先生の話に引ぎ込

まれていくような1時間20分であった。

　午後の部は安井助教授が「生涯を通じた歯科保

健活動一ヘルスプロモーションと歯科保健（埼JE

県の実践から一」の演題で講演された。人々が健

康で明るく楽しくそして有意義な人生を送るうえ

で，歯科保健のなす役割は大きい。生活の質の向

上を考えるべき時代になっている現在，ヘルスプ

ロモーションを基盤に置いた地域歯科保健活動の

展開を図っていかなければならない。「健やかに

老いる」ためにも歯科保健に対する正しい認識と

実践が必要であり地域の歯科医師のfり乏命は重要で

ある。

　1．　生涯を通じた歯科保健

　健やかに老いる為には80歳で欠如歯を10本まで

に抑えζ）。それには50代での欠如歯の増加を防ぐ

こと。それには20代でのケアーが必要なのだが労

働安全衛生法等がニトックとなり，ほ一・たらかしに．

近い。その為にも学校歯科を通しての習慣形成が

喧要であり，幼児期の乳歯の管理につながりそれ

は妊婦の教育も大切ということになり，文字通り

生涯を通じた保健ということである。その中でも

結局学校保健が一・番効果があると話さ才iた。

　2．　地域歯科保健活動の進めかた

　　①地域調査をし地域特性の診断をする。

　　②計画の立案一目標は高く，実施に際しては

　　　実現可能な数字を目ざす。

　　③評価を必ず行うこと。

　3．　埼玉県歯科保健将来構想について

昭和61年から「ヘルシー埼玉21県民会議」を設置

し活動を行っている。西暦2000年の歯科保健目標

を立てている。

　目標1　乳幼児期のう蝕予防推進
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　指標1　3歳児の65％はう蝕を持たないこと

口標2　学童期のう蝕予防の推進

　指標2　8歳児の一一人平均う歯数を現状の半

　　　　分以下に（63年1．60本）

　指標3　12歳児の一一人平均う歯数を3以下に

　　　　　（63f卜4．71）

目標3　成人の歯周疾患の予防推進

　　指標4　定期検診受診率を30％に（現状8％）

　目標4　歯科保健推進のための環境整備促進

　以ヒのような講演であった。安井先生はすばら

しいお声で話されるので，聞いていて実に心地よ

く又，ていねいにわかり易く話して下さった。15

時に無事終了，当日の出席は70名であった。次年

度も意義ある会とすべく計画中であります。
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私の卒後研修

二三島市三浦永介

　ほんの，ちょv’，とした偶然から，沼津市立病院

麻酔科に，麻酔科研修医という立場で，通うよら

になり，もうすこLで五年になろうとしています。

それまでの卒後の経緯といえば，大学卒業後，1コ

校の口腔外科医局に一年，実家の事情で三島に呼

び戻され，父の診療所のてつだい，その後，東京

医科歯科大学麻酔科に，研究生として週二口，二

年間，その後三島にて自分の診療所を持’ら，現在

に至るという，ごく平凡なものでした。二島での

開業が軌道に乗り，少し仕事がマソネリになって

きたころ，三島の整形外科医T先生に，市立病院

麻酔科部長であるK先生を紹介していただいたの

が，そもそもの始まりでした。

　医科歯科大で麻酔の初歩は学んだとはいえ，

二年間で症例数は高々二十例程度，1かも歯科の

手術の麻酔しか経験のない私には，全科の手伽が

行われ，しかも一日の手術数が十から二f例とい

う，市ウニ病院は魅力がある反面，不安でした、，K

先生にしても，一一開業医（tかも歯科1う’）である

私が，どの程度の医学知謡1があり，どの程度の’i4二

までまかせて良いのか，こまってしまわれたよう

でした。始めの半イ「は，見学だけということで通

うことになりました。その当時の麻酔科は部長の

K先生を含め常勤医三人という体制で，午前中は

ペイソクリニック（外来）午後は手術室に入り，

一　．一 日十から二十例の手術の麻酔をおこない，その

外ペイソの入院患者を十から二十人も・）ている，

という非常に忙しい毎日でした。ベテランの麻酔

医は，午後だけで三人から八人くらいの全麻をか

けてしまうわけです。この忙しさが私にチャソス

を与えてくれました。

　毎週木曜日休まずに通っている内に，木曜日の

スタッフとして，私も加えられるようになりまし

た。しかし，歯科大の麻酔と違って，ここでは，

GOF，　GOEという全麻は，割合からいえば，せい

ぜい三割私1度，今まで全く経験のない硬膜外麻酔

が半分以上を占めていました。また，午前lltのペ

インクリニックては，県状神経節ブ1・ック，＝こ叉

神経ブロック等，全身にわたるさまざまなブロッ

クの技術が要求されます。いくら研修医とは言え，

大学ではありません。あまり下手なことをすれ

ば，患者さんが来なくなってしまうL，歯科医で

ある私が，Lt）し医療事故でも起こせば，今後この

病院では，歯科医に麻酔科の研修をさせてく，｝iな

くなるだろうと思いまtた。

　そんな緊張感が在ったことと，Hごろの根管治

療て指先の感覚がトし一ニングされていた事など

で，思ったより4，プロヅクのテクニッ〃は，　スム

ー
スにマスター1て行きました。始めのうe，は多

少の違和感を持って接1ていた，術場の看護婦さ

んや，不安と差別意識を持って接1一ていた，術名

の先生方にも，しだいに受け入れらオ1，信顧され

るようにな、）ていきまLた。ときには，術者の先

生から麻酔は三ゴ1｛了先生と右卸指名が、あることさえあ

りますQ病院外のつきあいでも，一緒に飲ン・sにそ1

ったり，船に乗ったりして，結構楽しい付き合い

が出来るようになり，術場でも，…層息の合・、た

麻酔が出来るようになってきました。

　全身麻酔の勉強をしたからと言って，自分の診

療所で，これを歯科診療に使ってみよう，と思っ

ているわけではありません。よほどの理山がない

かぎり，…般の歯科治療で気軽に全麻をおこなえ

る程今の麻酔はまだ安全なものではないと考えて

いるからです。しかし，麻酔の勉強をする事によ

り，白分はずいぶん良い歯科医になれたと思って

います。患者さんの話しを良く聞けるようになり

ました。自分の診療所で行うべき医療の限度が段

々明確になってきました。どんなことがあっても

自分の診療室で，患者さんを死なすようなことは

ないといろ自信が付きました、，近所の他科のお医
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者さんに的確な手紙が書けるようになりました。

　これらのことは，知らず知らずいうちに身につ

いてきたものです。そして，最4，素晴1いこと

は、歯科医が受け持っている医療というものが，

医療全体のなかで，決して詰まらない分野てはな

く，自分の能力を全てぶつけてゆくべき，難しい

分野である事を，すなおに理解できるようになっ

たことです。今後も麻酔の勉強をつづけていき，

よい歯科医を目指1てゆこうと考えています。

　　元年12月30日
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1989年神奈川県高等学校歯科疾患調査

k｝｝！劣ミ　，l　l　リ1拠　歯　不：1　卜欠1角1Ii会

学校歯科部会

　　副部会長　谷 幸　信

　はじめに

　今を去る7年前，神奈川県下の或地区の高校の

歯科検診の実態を調べたところ，殆どの学校でう

歯のみの検診が行われ，歯周疾患，不正咬合，そ

の他の疾病異常については，極めて僅かに検出さ

れているに過ぎなかったのである。そこで今年は

県下全域に頁って実熊を調べるため，県立高校保

健会，私、レ：高校保健会にお願いして，1989年定期

健康診断の結果を集めたのである。調査項目と1

て，検査人員，う歯oの者，処置完了者，未処置

者，歯周疾患，不正咬合，その他の異常，以上7

項目について回答を得たのてある。

　県立高校208校中128校，全li制165校中110｛交回

答率65．26％，定時制22校中8｛交ll可答率36．36タ6，

特殊学校21校中10校回答率47．6％，私立高校77校

中46校回答率62．16％であった。このようなデータ

は従来無かったので県下の高校の実態が或程度つ

かめたと思われる。

　1．　検査人員　総数195，681名

全日制　男
　　　　　計

定1時制男
　　　　　計

特殊学校　男

　　　　　計

私　　立　男

2．　う蝕0の者

　全日制
　定時制
　特殊学校

　私　　、z

3．　処置完了者

　全日制　男
　　　　　　計

70，906名

141，470名

　1，206名

　1，382名

　　960名

　1，453名

24，447名

51，376名

総数12，689名

7，843名

　44名

　184名

4，618名

女70，564名

女　　176名

女　　493名

女26，　929名

5．39％

3．18％

12．66％

8．98％

総数78，931名

27，125名　　女31，020名

58，145名　　　　47．45％

　定時制　男

　　　　　　計

　特殊学校　男

　　　　　　計

　私　　　立　男

　　　　　　計

4．　未処置者

　全H制　男
　　　　　　計

　定時制　男

　　　　　　計

　特殊学校　男

　　　　　　1；1

　私　　　b7二　男

　　　　　　訓

5．　幽周疾患

　全日制

　定時制
　特殊学校

　私　　立
6．　　フ1くjll　li交イ）

　全口制

　361名

　411名

　491名

　721名

8，696名

19，654名

糸貧委女　90，608名

33，242名

63，556名

　806名

　927名

　290名

　401名

12，959名

24，564名

総数8，557名

　　6，133名

　　　73名

　　　137名

　　2，214名

総数6，187名

　　　　　　男

　　　　　　計
　テヒ　　　 Ii寺　　　｛1三lj　　　　　　男

　　　　　　計

　特殊学校　男

　　　　　　計

　私　　　1’！1　男

　　　　　　計

7．　その他の異常
　／i＞：　　　　1－1　　　　て1三lj

　定時制
　特殊学校

　私　　立

1，923名

4，111名

　12名

　16名

　50名

　81名

　732名

1，979名

女

女

　50名
29．73タ6

　230名

49，62％

女10，958名

　　38．25％

女　30，314名

　　45．74％

女

女

　121名

67．07％

　111名

27．59％

女11，605名

　　47．81％

女

女

女

女

総数3，937名

2，930名

　15名

　237名

　755名

4．33％

5．28％

9，42％

4．30％

2，188名

2．50％

　　4名

1．15％

　31名
5．86％

1，247名

3．85％

2．10％

1．08％

16．31％

1．46％
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　全口制同答率65．26霧

ド　　J／「』「［
　　　　　　　　　　検査人員
」皇区　＿　＼，

川　　　　　崎

　　3校

4，823

　1989年神奈川県高等学校歯科疾患調査

う歯0　　処置完了者　　未処置M　　歯周疾患

横浜北「” 18，1。9

　　　　　　　　1

　　13校

179

3，71％

1，709

35．43％

2，935

60，35％

　253

11．54％

1，527

6．01％

8，191

45．94％

7，315

48．15％

9，915

43．55％

345

2・　30％ol

イ・止咬合

　　58

　1．20％

　　415

　2，36％

廣　　浜　　中

　　16校

22，767 2，045

5．98％

11，503

50．95％

1，876　　　　　　　1，377

8・23％1　6・18％

横　　浜　　南

　　15校

19，246

横須賀三浦

　　12校

14，672

1，319

6．85％

920

6．25％

鎌 倉　湘　南

9使

11，264

塚　秦　野

8校

8，520

県

7校

西

県

11校

央

県

16校

北

8，602

13，462

20，055

715

6．34％

428

5．02％

397

4．61％

513

3．90％

954

4．78％

8，846

50．39％

7，053

48．09％

4，681

・
1・1．62％

4，545

53．34％

　計
110／165峯交

4，681

54．41％

6，032

40，17％

7，　984

39．86％

141，470
7，．843i58，．145

S・　3C」％　147・Ol％o

7，360

42．76％

6，646

46．65％

6，256

52．Ol％：

3，　547

41，63％

3，524

40．96％

6，917

49．92％

10，300

55．15％

64，715

47．45％

　52

0．51％

256

1。42％1

1，902

12．97％

　231

2．34％o

　44

0．51％

681

8，14％

155

1．30％

594

3．07％

6，133

6。45％

521

3t　5390

259

1．55％

　35

0，41％

572

6．64％

124

1．OO％

494

2．55％

4，208

2．98％

その他の異常

　　　　6

　　0．12％

　　　646

　　3．06％

　　　345

　　1．51％

　　　335

　　1．85％

146

0．98％

549

4，83％

　18

2．11％

509

5．91％

　31

0．36％

345

2，17％

2，930

2．10％

辻三i卜芋蒲1」lt］1答～率36．36％

8校

8／22

1，382 　44

3．18％

　411

29．73％

　927

67・　07％，

　73

5．28％

　16

1．　15％

　15

1．08％

特殊回答率47．6％

　　10｛交　　　　　　　　　　1，453

　　10／21

私立回答～率62。16％

　184

12．66％

　721

49・62％1

40i

37・ 三1％L一

　137

4．95％

2，214

4．30％

　81

5．57％

　237

16．31％

一I　
I 46校

46／77

51，376 4，618

8．98％

19，　654

38．　25％o

24，　564

47．81％

1，979

3．85％

755

1．46％
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　まとめ

　県立高校，私立高校を通じて，う歯のみでなく，

歯周疾患，不正咬合等について検診しているのは

県立高校で10校，私立高校では4校のみである。

多数の生徒をみるにしても余りに杜撰な検診が行

われているとしか考えられない。

　処置完了者の全国平均は45．26％である。

　　本県の場合　全日制　47．01％

　　　　　　　　定　日寺　f詐｝lj　　29，73％

　　　　　　　　特　殊4｛．　62％

　　　　　　　　私立38．25％
であり定時制の処置完了率が特に悪い。

　　未処置老　全国平均　49．19％

　　本県の場合　全日制　47．45％

　　　　　　　　定　H寺　f剖　　67．07％

　　　　　　　　特殊学校　37．71％

　　　　　　　　私立47．81％

処置完了者の場合と同じく定時制の成績が悪い。

　学校保健統計調査報告には歯周疾患，不正咬合

といった項目がなく，その他の歯疾乙な，ている

ため内容が判然としないため比較は無理である。

　歯周疾患は高校生の場合少なくとも30％はある

と思われるが，全日制で6．45％，定時制で5．28％

特殊学校4．95％，私立では4．30％である。これを

見ても判る通り，全国でも本県の場合でもう歯以

外は殆ど検診されていない実態である。

　不正咬合についても同様で，日本学校歯科医会

の調査によると，約50％に何等かの不正咬合が認

められるのに，僅か全日制で2．98％，定時制では

1．15％，特殊学校で5．57％，私立で3．85％であ

る。

　以上から現在の高校の学校歯科医はり歯のみを

視て検診を終っている実態が判然としたのであ

る。
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学校保健統計からう歯を考える

文部省体育局体育冨猪股俊二

　近年の児帝生徒のり歯被患楽の低一ド傾向につい

ては学校保健の関係誌1、ンく論述されているが，

’》後の学校歯科保健の充突を図る上で展望が開か

れたことは喜ばしい限りである。特に昭和59年度

から12歳時のDMF歯数の調査が実施されたこと

は歯科に関する統計資料の充実の面だけでなく，

学校における歯科保健の充実を教職員，保護者，

学佼歯科医の共通㍊1題とした面て捉えることがで

きるv

　平成元年度の学校保健統訓が公表されたのて，

過去数年間の統計資料から児童生徒のう歯につい

て考えてみたい。

　　％

　　100蟹
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う歯の被患率の推移

　　　　　高等学校
、一一。一一一一一一一一一一一一一●価，°噸・r。軸91．15

90．43
9｛．）．31

平
成
元
年

St）．86

年度

　1．　う歯被患率の推移

　児童生徒の健康状態で被患牛の高い疾病・異TC？；

を示したのが図1である。

　「う歯」と「：裸眼視力1．O以ド」が該当してい

るが裸眼視力1．O未満の児壁生徒（園児も含む）

が増加傾向にあるのに対し，う歯被患率の低下傾

向は昭和54年度の統計からも明らかであり特に幼

稚園児の低下が著しいことが認められる，，生涯に

通じる歯科保健の視点から考え，健全歯の多い小

学校入学の児童の歯を，健全歯として育てるとと

もにう蝕を防ぎ，中学校，高等学校へと連動させ

るかが学校歯科保健の今後の課題の一・つである。

　2．　同一年齢のう歯被患率の推移

　平成元年度を小学校・中学校・高等学校（以下

校種別と記述）の各々で最終学年となりた児童生

徒のう歯の状況について示したのが図2である、

小学｛父では昭和59でト度人学，tli・高校ではll召和62

年度入学が該当する（図2中の⑲⑫が該当）。さら

にその入学年度から10年前，20年前の校種別入学

の児童生徒の被患率の推移をも示した。加えて平

成元年度高校3学年の生徒について小学校に遡っ

％

60

50

40

30

20

裸眼視力t．O未満の者の推移

／｛…一一一一．．一．．．＿．．一一一一一一”55・81

⊥

昭
和
54
年

節

年度

図1

’1ζ

成

ブG

年

10．90

25．81

20，60

て推移をも示してある（S53が該当）。

　なお’F成フじ年度校種別1年のう歯被患率も示し

てある（H1該当）。

　校種別に共通しているのは昭和39～42年度の1

年時の被患率の低さに戻りつつあるということで

ある。
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図2　う歯被患名率の推移

　小学校では4年まで・過性に増加しているが永

久歯の萌出後の管理が効果的にすすめられ被患率

が低ドしている。

　中学校では被患率の1－i昇が見られどの年度にお

いても2年時から3年時にかけての増加が著しく

なっている（矢印参照）。

　高等学校では中学校と同様の傾向を示している

が被患率が鈍化してきているのが認められる（矢

印参照）。

　う歯処置率，う歯未処置率の推移を見たのが図

3，図4である。校種別の1年ではほぼ共通して処

置率が上昇しており，未処置歯の比率が低下して

いるのが分かり，学校歯科保健の向上が認められ

る。

3．　う蝕予防の焦点化

同一年齢集団のう歯被患率が年齢とともに推移

していく中で，校種別で小学校は4学｛1㌦から低一ド

傾向を示したが，中・高校では一過性に高くな．，

ていくことについて指摘した。特に中学校の被患

率の上昇が大きいことから，中学校における歯科

保健活動の充実が強く求められる。

　小学校について，図2～4と同じように昭和59

年度1年（平成元年度6年）の児童の被患率を再

掲したのが図5である。ここでは1ケ年の変化を

示してある、被患率では1～2年，2～3年の2

ケ年でう蝕経験歯の増加が著しいことが分かる。

乳歯から永久歯へと生えかわることが，若し口腔

環境の悪化を放置しているとすれぼ，1“∫れ萌出す

る永久歯か健全であることは極めて難しい。従一，

て処置M’率の年間増加iが3～4年時に高くなって

いること，未処置者率が1～2年時，2～3年時

に変化していないが3～4年時に高くなっている

ことと併せて考えると，学校においては1学年か
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図3　う歯処置完了者率の拍三移

ら3f：年までのラ蝕予防を強力にすすめることか

肝要となる．IEしい歯みがきの習慣形成がト分磁1

立されていない時期だけに，保護者への強い働き

かけ，啓発活動の活発化，1．2学年の児童にう

蝕についての科学的埋解の深化及び止しい歯みが

きの技能の習得させな1ナればならない。

　4．　おわりに

　数年間のう歯に関する学校保健統計から，考え

なけれはならない問題を指摘したが，学校歯科保
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健の一分野でしかない、歯科保健を通して，生涯

に通ずる健康・安全な生活をどのように溝染する

のか課題はln磧している。学校歯科医の御1占躍に

期すること大なのである。

　なお倒｛に12歳時のDMF歯数の推移を59年度

からまとめておいたか，過去のテーターの集債が

ないのでコ（ントは後日としたい，，
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平成元年度　学校保健統計調査速報抜すい（歯科）

　　　　　　　　　　　　　（男女合計）　　　　　　　　　　　　　　　（男， （女） （％）

ヨ4 ・腔f一
歯 　

．
．
、
．
ヨ

　
、
ン
μ

ー
虎
C
，

ー
サ
α

痴
一
桑
　
l
I
［

　　　　ロ
　ー－1腔t．

鍍1の；ll

勢　1異
　　　I　　　　rIJ

薩

区　分1

幼稚園5歳

小
学
校

歯
疾
そ

の
他
の

園

る
者　

未
処
置

完
了
者
処
置

層

つ

闘
襲

る
者
歯
の
あ

衆
処
概

完
了
κ

処
　
置

詐
完

r
者

処
澱

る
者
歯
の
あ

未
処
置

　　一一li

1そ歯
失の
他
の

　
　
疾
病
・
異
常

日

腔
の

・…62＆1852・・68・　03U・　・7　1・O・了了27．　9452．　83　U・・，・・J・．・17　SU．・9628．　．IL252．　541．・7・．・17

｛羅llilli灘i

離歳i蹴欝ll董
　
歳
卜
5
6
【
’

一
【

ロ
ー
」
ー
ユ

ー高等学
校

94．15　　・工6．00　　48．15　　　4．07

93．41　　　46．00　　　．17．41　　　　3．97

94．25　　　45．83　　　48．42　　　　4，14

9．工．85　　　46．18　　　48，67　　　　4．10

2
9
6
0
9
7
8

3
1
2
3
3
2
4

0
0
0
0
0
U
O

6
8
1
り
白

3
3
4
3

0
0
0
0
4
自
∪
7
8

」
岨
4
」
触
3

0
0
0
0

9〔」．1了　　　34．49

86，41　　　28．47

89．39　　　29．41

91．88　　　32．19

92，50　　　3・1．96

91．24　　　36．51

89．41　　　41．86

永久歯の1人当たり平均う歯等数

と圭8，98　　　4u．22

86．9U　　　40．　T5

88．了3　　　40．33

9L　10　　　39．63

55，68

57．94

59．95

59．69

57．54

52．73
17．55

46．77

46．15
4δ．40

5L46

93．04　　　42．75　　　50．29

92．36　　　43．51　　　18．85

93．13　　　42．46　　　50．67

93．71　　　42，23　　　Sl．47

8．29　　　　0．31

5．60　　　0．18

6．83　　　　0．26

8．09　　　　0．27

9．87　　　0．40

9．98　　　　0．23

8．96　　　　0．48

7．U6　　　　0．36

6．90　　　　0．40

6．75　　　　0．39

5．71　　　　0．29

4．40　　　　0．53

4．14　　　　0，52

4．39　　　　0．60

4．69　　　　0．47

永久幽の1人当たり平均う歯等数

90．51

66．64

89．65

92．23

92．14

91．53

90．60

91．94
89．了3

91．91

93．93

95．27

94．49

95．39

95．99

36．1z

28．03
3U．　UU

33．68

37、81

42．07

44．99

42．70

42．70

42．70

42．70

49．29

48．55

49．23

50，13

54．09　　　　8．ZIS　　　〔［．33

58．61　　　　6．32　　　　0．20

59．64　　　　7．25　　　　0．25

58，55　　　　8．24　　　　0．33

54．33　　　1り．U5　　　　0．39

49．46　　　　9．33　　　　0．30

45．61　　7．99　　0．48

49．24　　　　5．96　　　　P，37

47，03　　　　7．36　　　　U．35

』茎9．21　　　5．66　　　0．42

51．23　　　　4．CJS　　　　O．34

45．99　　　　3．74　　　　0．35

45．93　　　　3．78　　　　0．40

46．16　　　　3．90　　　　0．34

45，86　　　　3．51　　　　0．29

永久歯の1人当たり平均う歯等数

区　　分
歯－

つ

柔
処
置

数処
置
歯

計

痢〔

喪
失
歯
数
本

　
　
　
　
（

計

輌（
1（．，1体）！

　　　　喪
計　　　失
　　　　歯
　　　　数
（本）　　（本ノ

，

つ

計轡
〔本）　歯（イ・♪置〔本）

墜L」
　　　　　　　　　　　　

噸1

喪
失
歯
数
本

　
　
　
　
（

　
　
　
　
ノ

　
計
　
　
本

　
　
　
　
（

i　　う　　歯
「一評一丁延i数　「一未歯

　　　　1置　　　処数
1（本）　1歯（本）置（本）

歳

L
ー
ワ
一

ヨ
＝

冒

－

4．3じ　　　　〔｝．Ul　　　　1．L26　　　　3．05　　　　1．21　　　3．93　　　　0．04　　　　3．89　　　　L）．丁3

4．30　　　　U．Ul　　　4．26　　　　3．05　　　　1．21　　　　3．93　　　　0．04　　　　3，89　　　　2．T3
．16　　　　4，66　　　　U．04　　　　4．64　　　　3，37　　　　1．26

．16　　　　4．68　　　　U．U4　　　4．64　　　　3，37　　　　1。26

昭和63年度　学校保健統計調査速報抜すい（歯科）

（男女合計） （男） （女） （％）

歯　　・　　口　　腔 歯　　・　　口　　腔 歯 ・　　口　　腔

区　釧 ，

つ

歯．．＿＿」
歯

幼稚園5歳

　
歳汁
6
7
8
9
0
1

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
1

　
　
ト
巧
み
L
父

　
　
－
，
8
一
去
L

卜
処完
　　了
1置者

る
者
歯
の
あ

未
処
置

歯
疾
そ
の
他
の

　
　
疾
病
・
異
常

口

腔
の

歯

81．23　　　26。76　　　54．47　　　　0．94　　　　0。33

90．05　　　34．74　　　55．31　　　　8．83

86．25　　　27．01　　59．21　　　6．55

89．32　　　29．U6　　　60．26　　　　7．63

91．99　　　32．19　　　59．80　　　9．14

92，ユ1　　　35．85　　　56．26　　　10．20

91．36　　　40．51　　　50．86　　　10．10

88．92　　　41．89　　　47．03　　　　9．01

毒｛魏藩

1｛1歳

41．50　　　1（J．O・t　　　5，　S9

42．41　　　46．72　　　　了．33

41．38　　　49．20　　　　5．47

40，80　　　51．00　　　　4．97

　94．45　　　45．26　　　49．19　　　4．42

　93．93　　　44．98　　　48．95　　　　4．79

　94，51　　45，28　　　49，22　　　4．28

　94．96　　　45．54　　　49．42　　　　－1．16

－一一一＿

0．27

0．ユ9

0．22

0．23

0．27

0．36

0．35

門

ー
Q
σ
8
4

R
U
に
」
」
．
自
U

O
O
∩
）
n
U

　　　　日

一腔
歯

疾
病
・
異
常

の歯
疾
そ
の
他
の

歯，

つ

る
者
歯
の
あ

未
処
圖

完
了
者

処

置

81．42　　　26，64　　　54．79　　　　0．88

89．84　　　33．78

86．35　　　27．19

89．06　　　28．49

91．70　　31．18
92，06　　　34．38

91．28　　　38．83

88．26　　　40．87

89．01　　　40．34

8了．64　　　41．78

88．79　　　40．56

90．47　　　38．82

0．13　　　93．51

U．　19　　　92．82

1：、鋤81：ll

　　l一

56．06

59．16

60．57

60．52

57．68

52．45

47．39

　　計
igi　［’Mt　g・　tgtE　ivv　：　nt4

歯
疾
そ
の
他
の

　
　

る
者

　
　
表
処磁

　

疾
病
・
異

日

腔
の

0．28　［　81．03　　　26．88　　　54．15　　　　0．99　　　　0．38

8．94　　　　U．27

6．35　　　　0．16

7．71　　　　0．24

8．97　　　　0．24

9．97　　　　0．25

10．74　　　　0．39

9．46　　　　0．35

48．6了　　　　6．37　　　　0．58

45．86　　　　8．19　　　　0．58

48。24　　　　5．95　　　　0．46

51，64　　　　5．12　　　　0．69

43．11　　　5（，．40　　　　4，65　　　　0．29

43．49　　　49．32　　　　5．10　　　　0．35

43．09　　　50．66　　　　4．46　　　　0．29

42，70　　　51．34　　　　4．35　　　　0．22

90．28

86．14

89．60

92．31

92．17

91．45

89．61

92．15

90，68

92．45

93．20

95．39

95．07

95．26

95．88

区　　分

35．T5

26．87

29．67

33．26

37．39

42．26

42．96

42．73

43．07

42．25

42．88

47．43

46，51

47．50

48．37

54．53　　　　8．72　　　　0．27　「

59．27　　　　6．76　　　　0．21　1

59，93　　　　7．55　　　　0．21　1

59．05　　　　9．33　　　　0．22　1

54，77　　　　10．43　　　　　　　　0．291
49．19　　　　9．43　　　　0．32

46．66　　　　8．53　　　　〔｝．36

49．42　　　　5，38　　　　U．57

47．61　　　6，44　　　　0．62

50．20　　　　4．96　　　　0．50

50．32　　　　4．81　　　　0．59

47，96　　　　4．18　　　　0．57

48．56　　4．46　　0．65
47．77　　　　4．10　　　　0．57

47．51　　　3．97　　　0。48

数侍
・

勝り平り仇淵朔勉永
歯・

つ

未
処
置

処
置
－

　
　

計
憩

　
　
　
‘

「
」
1
ー

喪
失
歯
数
本

　
　
　
（）

　数　i　歯
　　　　　数
［歯（本）1・・㈹・

十ラロ

永久歯の1人当たり平均う歯等数

体）

　
歳

L
ー
り
一

＝

ロ
ー

　　．35　　　　0．04　　　　・1．31　　　3．09

1　　．35　　　0，04　　　1．31　　　3．09

　
　
　
　
ラ

喪
失
歯
数
本

　
　
　
　
（

．22　　　　3．96　　　　0．04

．22　　　3．96　　　　0．04
　　L．

計

（本）

・

つ

数処
置

永久幽の1人当たり平均う幽等数

歯 う　　　歯
数
体
N
　
　
」
一

未歯
処数置（
本
）
一

計

体
）
一

　　　　　喪
　　　　　失
　　　　　歯

＿．菟L
計
（
本
）

　処数
　置

一一
L＿＿＿　　　　1

　　　　趨1歯（本）1置体、　　　　　一一一

3．92　　　　2．77

3．92　　　　2．77

．16　　　　4．75　　　　0．04　　　　4．71　　　3．42

．16　　　　4．75　　　　0．〔｝4　　　　4．71　　　3．・12

∩
ご

0
リ

ワ
】
ワ
一
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昭和62年度　学校保健統計調査速報抜すい（歯科）

（男女合計） （男） （女） （％）

区

1　　　　歯　　・　　口　　腔 歯　　・　　rl　腔

1　　　歯　　　1・ 歯

1　　う　　歯 1そ歯 う　歯　1そ歯
　

処完
　r
潰者暉あ

未歯る
処の者

の疾他
の
　
　
　
ト
1

腔の疾

夢ll」

　異
　常

計　

響
雑
騨
　
　
1

繰
の
疾
栖
　
異
　
常

歯　　・　　口　　腔

　　　　　　　歯　　　　　　　　［

「＝玉＝二藤腔
　　　　　　　　　　　1　　　　　　　＾一

寵
‘

口
鷲轍辮矢r

疾
病
・
異
常

幼稚園5歳　80．91　24．86　56，05　1，01　0，22　81．ユ！　24．Tl　56．48　0．93　0．17　80．62　25．01　55．61　1．09

霧｛1』

歳
十
ー
2
（
d
4

弓
．
目
1
1
1

ー中学
校

91．06
87．9了

90．35

92．56

93．21

91。49
90．・49

91．36

90．39

91．20

92．48

34，78

27．50

2S，64

31．42

36．09

39．59

43．41

41．51

42．66

41．07

40．82

56．28

60．48

61．71

61．14

57．12
5ユ．90

4T．∩S

49．86
47．丁2

50．12
5】。65

8
7
’
1
8
2
2
2

5
3
n
8
9
9
1

8
ρ
O
Q
q
8
0
」
∩
コ
Ω
U
5．71

6。96

5．48

4．72

6
8
5
6
3
6
4

2
1
9
畠
2
2
2
3

∩
0
∩
0
0
0
0

0，35

0．38

0．33

0．32

90．83

87．81

90，13
92．19
93．1［2

91．66

89，86

90．12

89．30

89．75

91．29

33。73

27．56
28，21

30．20
34．ユ1

3丁．78

42．63

40．57

42．09

40．51

39，15

57．10

60．28

61．92

61．99

58．91

53．87

47．23

49。55
47．2∩

49．24
52．ユ3

8．7・1

6，18

8，03

8．86

10．05

10．25

8．71

6．17

T。67

5．88

5．02

6
0
6
7
4
7
3

2
（
ワ
6
2
2
2
0
4
0
」

0
0
0
0
0
0
0

0．38

0．44

0．35

0。35
園
i
ξ
歳
薩
［
｝
1

94．27

93．66

94．57

94．66

44．72
．11．35

4t93
44．91

19．56

19．31

19．61

49．74

4．11

1．oo

4『m
4．24

　　iO26

0．25

0．25

027

92．99

92．01

93．39

93．65

41．66

41．67
11．62

4L68

51．33　　　　3．82　　　　　0．23　1

50．37　　3．60　　0．26

51．7丁　401　0．ユ9：
51．96　　　　3．82　　　　0．22　1

永久歯の1人当たり平均う歯等数 永久歯の 1人当たり平均う歯等数　　　　　　　　　　　　

喪
失

う 歯　1 喪 う　歯　1
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（
本
）

歯
数
（
本
）

計
体
）

庭
数
置

　　　1未歯　1　　　処数歯（本）置（本）i

言1’

（本）1

案
畏
（
本
）

肩惚数厩「（本）陣（木）障（本）

L董11：ll　l：8il 4．47　　　3．19　　　工．28

4，47　　　　3．19　　　　工，28

9ユ．31

88，11

90．58
92，94

93．41

91，32

91．15

92．67

91，53

92。72

93．72

　　　95．58
　　　95，33
　　　95．76
0　22　1　95．66

十”
“

35．89　　　55．42　　　　8．42

27．43　　　60．68　　　6．56

29。09　　　61．49　　　　8．05

32．70　　　60．24　　　　8．90

3S．17　　　55．24　　　　9．79

41．50　　　19．83　　　　9，5S

44．24　　　4G．92　　　　T．49

42．49　　　50，18　　　5．22

43．26　　　・29，．26　　　　6．22

41．66　　51．06　　　5．05
42．57　　　51．15　　　・1．41
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5
6
4
5
2
5
5
　
1
3
1
0
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2
1
2
2
2
2
3
　
3
3
3
3
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0
0
0
0
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0
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0
0

47．82　　4丁．76　　　4．41　　　0　29
墨一．12　　　；8．21　　　．重，42　　　　0　2重

19．27　　　’1T．50　　　4．15　　　0　31

48．13　　　17．53　　　　1．67　　　　0　32

永久歯の1人当たり平均う歯等数

（本）

　
　
　
　
　

喪
失
歯
数
本

　
　
　
　
（

，

つ 乗

f
口

（本）

4．】5　　　　0．01　　　4．11　　　　2．87　　　　1．24　　　　4．89　　　　0．05　　　　4．84

4．15　　　　0．01　　　4．11　　　2．8了　　　　1．24　　　4．89　　　　0．05　　　　4．84

）

　
　
本

歯
数
（

未
処
置
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ソ
一
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昭和61年度　学校保健統計調査速報抜すい（歯科）

（男女合計） （男） （女） （％）

1　　1　歯　・・腔　　1　歯　・・腔　　1　歯　・・腔　　1
歯

　

歯 歯

［i　区　　分

1

う　　歯 う　　　歯
そ歯 う　　歯 tそ歯

屋
の
疾
　
栖

　　：

計 蕪
　　｝そ歯，

継疾i

繰
の
疾
　
栖
　
異
　
常 計 1鴛瀞虜疾

屋
の
疾
　
癖
　
異
　
常 計 舗鱒霧疾 異

：
常
i

1幼稚園5歳旨　　ρ計

　　　6歳
　小　　7

　学・8
　校　　9

：、｝1

醜脹
｝館1
壕脹護巳1

83．04　　　24．88　　　58．17　　　　　1．22　　　　　0，17

9】．22　　　32．80　　　58．43　　　　8．55　　　　0．33

87．27　　　25．84　　　61．43　　　　6．62　　　　0．27

90．90　　　26，89　　　61．00　　　　　7．62

92。68　　　29，09　　　63．59　　　　　9曾12

92．62　　　32．53　　　60．09　　　10．08　　　　0，32

91．83　　　38．01　　　53，82　　　　9．80

91。64　　　42．06　　　49．58　　　　7曾85　　　　0．43

91．92　　　40，79　　　5】．13　　　　　5．22　　　　　0．33

90．44　　　41，71　　　／18，73　　　　6．66　　　　0．35

92．06　　　40．62　　　51．44　　　　4．76　　　　0，33

93．28　　　40。03　　　53．25　　　　4．21　　　　0．31

94．23　　　44．21　　　50．02　　　　3．57　　　　0。33

93．54　　　43．91　　　49．63　　　　3．78　　　　0．30

94．54　　　44．25　　　50．29　　　　3．52　　　　0．30

94．66　　　44．49　　　50．16　　　　3．41　　　　0．40

じ26190：69　　92。620．31‘

0．36191．85

83．04　　　24，60　　　58．44　　　　1．］2　　　　　0．ユ4

91．00　　　　31．86　　　　59．　13　　　　　8．83　　　　　0，32

87　03　　　25．5τ　　　61，46　　　　6．52

　　　26．51　64．ユ5　　丁．62
　　　28．41　61．ユ8　　9．16
92．27　　　31．09　　　61。ユ8　　　ユ0．32

　　　36．53　55．32　10．45
91，15　　　40．83　　　50．32　　　　8．59

90．69　　　40．01　　　5r〕．68　　　　　5，69　　　　　0．32

89．15　　　41．23　　　47。91　　　　7．33　　　　　0．36

90，74　　　40．25　　　50．　19　　　　5．21　　　　0．30

92．21　　　3S．51　　　53．了0　　　　4．　暫9　　　　　0．30

92。84　　　42，39　　　50．！15　　　　3．82　　　　　0．35

92．00　　　42．38　　　49．62　　　　3．99　　　　0．31

93。35　　　42．58　　　50．77　　　　3．89　　　　　0．29

93．26　　　42．21　　　51．05　　　　3．56　　　　0．45

　　83．05　　　25．16　　　57．89　　　　　1．33　　　　　0．21　；　　　　　　　　　　　　　　　　　I

0．45，

0．32，　　」α36i

永久歯の1人当たり平均う歯等数 永久歯の1人当たり平均う歯等数 永久歯の1人当たり潤う鵜数　！1　区　　分

：

う　　歯 う　　歯
「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　喪　1　　う　　歯　　　1
計
（
本
）

喪
失
歯
数
（
本
）

計
（
本
）

処数
置歯（本）

未歯処数置（本）

計

（本）

喪
失歯
数
（
本
）

計
（
本
）

処数
置歯（本）

未歯処数

置（本）

計
（
本
）

失歯
数
（
本
）

計
隈
数
（
本
）

　　　未歯
　　　処数　1
歯（本）置（本）

1　計　12歳 4．58　　　　0．04　　　　4．54　　　　3．23　　　　1，31

4．58　　　　α04　　　　4．54　　　　3．23　　　　1．31

4，18　　　　0．04　　　　4．14　　　　a90　　　　1．24

4．18　　　　0．04　　　　4．14　　　　2．90　　　　1．24

4．99　　　　0．04　　　　4．95　　　　3，58　　　　1．37　1

4●99　　　　0●04　　　　4●95　　　　3．58　　　　1．37　t
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昭和60年度　学校保健統計調査速報抜すい（歯科）

（男女合計） （男） （女） （％）

「 1 歯 ・　　口 腔 歯 ・　　口 腔 1 歯 ・　　口 腔
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
1

歯 口 歯 1農の疾 歯 口

1区　分 う　　歯 そ歯

腔の疾
う 歯 11そ歯 う 歯 1そ歯

腔の疾

…

計
処完
躍署
未歯る

総者
の疾
他
の

栖
異
常 計

処完

謡
未歯る

鶴者
の疾
他
の

病
異
常 計

処完
置署

未歯る

鶴者
の疾
勢

病
異
常

幼稚園5歳 82．57 23．44 59．13 1．38 0．15 82．50 23．42 59．08 1．28 住13 82．63 23．45 59．18 1．49 0．17

’計 91．36 31．82 59．54 ＆68 0．27 91．02 30．54 60．48 8．83 0．25 91．72 33．16 58．56 8．51 0．29

6歳 88．03 24．53 63．50 6．89 0．18 87．66 24．08 63．58 6．62 0．17 88．40 24．99 63．41 7．17 0．19
小　　7 90．94 25．75 65．19 8．02 0．22 90．82 25．54 65．28 8．00 0．21 91．07 2歌98 65．10 8．03 0．22

学・8 92．33 27．76 64．57 9．33 0．25 91．95 26．42 65．53 9．38 0．21 92．73 29．16 63．57 9．29 0．31
校　　9 92．85 31．60 61．24 10．46 0．30 92．97 30．06 62．91 1α49 q31 92．71 33．22 59．49 10．42 0．30
10 92．59 37．55 55．04 9．63 0．28 92．13 35．15 56．99 10．08 0．28 93．08 40．07 53．00 9．16 0．28

、11 91．07 41．09 49．98 7．59 0．34 90．30 39．62 50．69 8．17 0．29 91．88 42．64 49．24 ag9 0．40

中　計 92．34 41．19 51．15 4．77 0．30 9i．16 40．44 50．72 5．05 α36 93．58 41．98 51．59 4．48 0．24

1護｝1歳 91．31

92．55

93．20

41．94
41．40

40．18

49．37

51．15
53．02

6．00

4．53

3．73

α31
0．28

q32

90．14

91．43

91．96

41．45

40．88

38．91

48．70

50．54

53．05

6．46

4．75

3．87

0．38

0．31

0．37

92．54

93．74

94．51

42．47

41．94

4L52

50．07

51．79

53．00

5．51

429
3．59

0．23

0．23

軌25

高！計 94．29 42．17 52．12 3．35 q32 93．14 40．16 52．98 3．52 0．37 95．46 4421 51．25 a17 0．26

等、15歳 93．75 42．21 51．54 3．44 0．34 92．66 40．64 52．02 3．60 0．41 94．89 43．84 51．05 3．26 0．25

学　16
校・17

94．30

94．87

41．87

42．45

52．43

52．42

3．38

3．21

0．34

α27
92．99

93．83

40．12

3銑68
52．87

54．15

3．55

3．39

0．39

0．30

95．63

95．90
43．65
45．19

51．98

50．71

3．21

3』3
1：lll

永久歯の1人当たり平均う歯等数 永久歯の1人当たり平均う歯等数
1

永久歯の1人当たり平均う歯等数 1
喪 う 歯 喪 う 歯　1 陵 う　　歯 1

区　分 計

（本）

失
歯
数
（本）

計

（本）

処数
置醐麟剥

　
計
l
l
（
本
）

　失
　歯
1（数本）

計
（
本
）

処数
置
歯（本）

趨i置（本）

引
　
　
1
（
本
唄

劇
体
）
1

計
（
本
）

1処数1置i歯（本）趣到
盃劇

計 4．63 0．05 4．58 3．26 1．32 4．25 0．05 4．20 2．94 1．26 5．02 α05 4．97 3．59 1，381
12歳 4．63 0．05 4．58 3．26 1．32　1 4．25 qo5 420 2．94 　　11．26「 5．02 0．05 4．97 3．59 1．38，
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社団法人日本学校歯科医会加盟団体名簿（平成2年3月現在）

会名

』ヒ海〕首歯不こト医自而会

札幌歯科医師会学校歯科医会

青森県学校歯科医会

岩手県歯科医師会

秋田県歯科医師会

宮城県学校歯科医会

山形県歯科医師会

福島県歯科医師会学校歯科医部会

茨城県歯科医師会

栃木県歯科医師会

群馬県学校歯科医会

千葉県幽科医師会

埼玉県歯科医師会

東京都学校歯科医会

神奈川県歯科医師会学二校菌科部会

　　横浜市学校歯科巨ξ会

　　川崎lh歯科医師会学校歯科部

山梨県歯科医師会

長野県歯科医師会

新潟県歯科医師会

静岡県学校歯科医会

愛知県歯科医師会

　　名占屋ib一学校歯科医会

岐阜県歯科医師会学校歯科部

三重県歯科医師会

富山県学校歯科医会

石川県歯科医師会学校保健部会

福井県学校歯科医会

滋賀県歯科医師会

和歌山県学校歯科医会

奈良県歯科医師会歯科衛生部

京都府学校歯科医会

大阪府学校歯科医会

　　大阪市学校歯科医会

兵庫県学校歯科医会

　　神戸ii了学校歯科医会

剛11県歯科医師会学校歯科医部会

鳥取県歯科医師会

会長名　　　〒

」’i三「勺　　巧てブこ　　060

斥il駈奇　　桿1－－　　064

fミ填字ミ　　　　淳　　030

赤坂　栄古　020

遠藤　一秋　010

メ皆藤　　　　ラ直　　980

イf泉　　　　薪紀i　g90

川代隆・960
秋山　友蔵　310

4眞イ”i　　｝k貝ll　320

神戸　義：371

横田　　弘　260

関［　恵造　336

高僑　　一・プこ　　102

力口藤　　」曽フこ　　231

森巨1　糸屯rrj　231

田辺　久衛　210

武井　芳弘　400

草薙　雄進　380

太田　丈夫　950

土反本　　豊一）t　　422

宮下　和人　460
1H負薫　　｛’1コ〔lj－，　460

呆谷lII　　羽i刻1　　500

Ullii　　勇島1、　514

黒フ｛く　　正lk二　930

竹内　太郎　920

ヲミ谷　　f昌幽吉廷　910

久木　竹久　520

」士rtg　　イ言牽軍　　640

福岡　保郎　630

長谷川博久　603

1弧～本　　義桟1　　543

大崎　　恭　〃

木寸；i：　仁～良1～　650

岡田　一一．・三　〃

森本　太郎　700

上田　　務　680

所在地　　　　　　　　　　　　　　　　電話

札幌II∫中央区大通西7－2　　　　　　　　　011－231－0945

札幌fii中央区南ヒ条西10丁目　　　　　　　Ol1－511－1543

青森市長島1－6－9　東京生命ヒル7F　　　O177－34－5695

盛岡市下の橋2－2　　　　　　　　　　　　　0196－52－1451

秋HIIhlll王2－7－44　　　　　　　　　　　0188－23－4562

イill台1晴鄭W＞田丁眞脇医師餉　・22－222－596・

illJf多ii了　卜日N」’2－4－35　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0236－22－2913

福島iii仲間町6－6　　　　　　　　　　　　0245－23－3266

水戸市見和2－292　　　　　　　　　　0292－52－2561～2

宇都宮市一の沢町508　　　　　　　　0286－48－0471～2

前橋市大友町1－5－17　県歯科医師会内　　　0272－52－0391

千葉市千葉港5－25　医療センター内　　　　0472－41－6471

浦利ll∫高砂3－13－3　そ菊生会館内　　　　0488－29－2323～5

千代田区九段北4－1－20　歯科医師会館内　　03－261－1675

横1兵ll∫，い「くfユ三㌃誓田」’6－68　　　　　　　　　　　　　　　　　045－681－2172

横浜由中区住古町6－68　市歯科医師会内　　045－681－1553

JllPt奇iliJl［Pt奇1ヌ：石4ノ『1二2－10－10　　　　　　　　　　　　　　　044－233－4494

甲lf∫市大手町1－－4－l　　　　　　　　　　　Oo「　S2－S2－　6481

長野市岡田町96　　　　　　　　　　　0262－27－5711～2

新潟市堀之内南3－8－13　　　　　　　　　0252－83－3030

静岡市曲金3－3－10　県歯科医師会内　　　　0542－83－2591

名古屋市中区丸ノ内3－5－18　　　　　　　052－962－9101

名ill屋市中区三ノ丸3－1－l　il了教育委員会内　052－961－1111

岐阜ib’加納城南通1－18
　　　　　　　　　　　　　　　　　　0582－74－6116～9　　　　　　　県口腔保健センター内

津市東丸ノ内17－1　　　　　　　　　　　0592－27－6488
富lllll横贈萎員会福利1腱課内　・764－32－4754

金沢市神宮寺3－20－5　　　　　　　　　0762－51－1010～1

福井市大願寺3－4－1　　　　　　　　　　　0776－21－5511

大津市京町4－3－28　県厚生会館内　　　　　0775－23－2787

和歌ll」市築港1・－4－7　県歯科医師会内　　　0734－28－3411

奈良市二条町2－9－2　　　　　　　　　0742－33－0861～2

’1（都市北区糊東御潔羅自肩i納　・75－441－7171

大阪献王寺区蜘編殻師会内　・6－772－8881－8

　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

神戸市中央区1［1本通5－7－18
　　　　　　　　　　　　　　　　　　078－351－4181～8　　　　　　　　　県歯科医師会内

神戸市帳区゜1樋誌1転鰍内　・78－351－・・87

岡山市石関町1－5　　　　　　　　　　　　0862－24－1255

鳥取市古方温泉3・－751－5　　　　　　　　0857－23－2622
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広島県歯科医師会

島根県学校歯利医会

山口県歯科医師会

徳島県学校歯科医会

香川県学校歯科医会

愛媛県歯科医師会

高知県学校歯科医会

福岡県学校歯科医会

　　福岡市学校歯科医会

佐賀県学校歯科医会

長崎県歯科医師会

大分県歯科医師会

熊本県歯科医師会

宮崎県歯科医師会

鹿児勘県学校歯科医会

沖縄県歯科医師会学校歯科医会

松島

仮垣

永富

白神

湖崎

田窪

坂本

有古

悌二

　陽

　稔

　進

武敬

才祐

良作

茂實

升井健三郎

藤川　重義

寺谷　雄一

吉村　益見

宇治　寿康

野村　靖夫

瀬n　紀夫

西平　守廣

730　広島市中区富士見町11－9

690　松江市南田町141－9　県歯禾：1医師会内

753　111口市吉敷字芝添3238

770　徳島市北lll宮1－8－65　県歯手辱卜医師会内

760　高松市錦町’1－9－1　県歯科医師会内

790　松01市柳井田」’2－6－2

780　高知市比島町4－5－20　県歯下1医師会内

　　福岡市中央区大名1－12－－43
810
　　　　　　　　　　　　県歯科医師会内
〃　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

840　佐賀市鬼丸町10－46　市歯科医師会内

850　長崎市茂里町3－19

870　大分市王子新町6－1

860　熊本市坪井2－3－6

880　宮崎市清水1－12－2

892　鹿児島市照国［llj－13－15　県歯科医師会内

901－21浦添市字港Jil1－36－3県歯科医師会内

　0822－41－4197

　0852－24－2725

　0839－23－1820

　0886－31－3977

　0878－51－4965

　0899－33－4371

　0888－24－3400

　092－714－4627

　092－781－6321

　0952－29－1648

　0958－48－5311

0975－45－3151～5

　0963－43－4382

　0985－29－0055

　0992－26－5291

0988－77－1811～2

社団法人日本学校歯科医会役員名簿（平成2年3月現在）

（順不同）（任期H1．4．1～H3．3．31）

役職

会　　　長

副　会　長

　　〃

　　〃

専務理事

常務理事

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

理　　　事

　　〃

　　〃

　

夫
一
夫
郎
憲
昇
正
郎
實
忠
尊
美
實
博
清
顔
實
康
郎
二

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　

増

裕

｝

慎

愛
　

安

太

　

善
　
武
　
　
良
古
茂
義
謙
義

　

藤

藤
橋
村
寺
藤
辺
浅
川
井
藤
嵐
木
岡
竹
口
吉
花
井
戸

名
　
　
　
　
　
連
　
　
　
　
　
　
　
卜

氏
加
佐
高
木
西
斎
沢
湯
石
桜
斎
五
鈴
松
八
川
有
立
石
神

　
6
7
2
5
6
0
2
0
8
6
9
9
2
8
4
0

〒

23

99

U
田

η

囎

詔

器

”

U
17

お

60

弱

66

64

住所

神奈川県繊浜市金沢区寺前2－－2－25

山形県鶴岡市lll王1町7－21

東京都文」］（区関口1－17－4

大阪府四条畷市楠公2－8－25

耳ξ刃て者1；糸東勲；1ノく二「t可ill1－14－17

宮城県仙台市青葉「丞1／1’橋2－11－1

　　　　　　　　　　　　ショーケー本館ビル1］F
埼玉県川「1　il了飯塚3－9－18

千葉市富士見2－1－1　ニュー千葉ビル内

東京都練馬区東大泉6－46－7

東京都荒川区西日暮里5－14－12　太陽歯科

東京都練馬区土支田3－24－17

神奈川県横須賀市ハイラソド1－55－3

京都市上京区河原町通今出川西入上ル三芳町15．・0－2

大阪市住古区住吉1－7－34

兵庫県伊丹市伊丹5－4－23

和歌山市上野町1－1－2　浅見ビル内

811－32福岡県宗像郡福間町2745－10

031　　青森県八戸市大字大工町16－2

316　　茨城県日立rl了国分町3－10－9

372　　群馬県伊勢崎市本町5－7

電話

045－701－1811

0235－22－0810

03－268－7890

0720－76－0275

03－999－5489

022－225－3500

0482－52－6372

0472－27－9311

03－922－2631

03－805－1715

03－924－0519

0468－48－3409

075－231－4706

06－671－2969

0727－82－2038

0734－23－0079

0940－42－0071

0178－22－7810

0294－33－0840

0270－25－0806
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理

監

顧

彦こ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

斉

’｝1：

問

隼

草

中

近

朝

川

薙
島
藤
浪
琵

雄

日

惣

一1
．
｛

和　川　久

篠
岡
田
瀬
石
榊
盲
山
関
小
宮
板
西
木
咲
窪
川
藤
橋
松

HI　　，‘［Ll、

田　誠

中　1“

口　紀

川　行

進

則

雄

m
J

ゐ

幸

、
ノ

、

　
ー
ノ

ノ
　
既
ノ

1泉　寿察宗己llげ乏ls

木
崎
口
沢
脇
畑
沢
津
間
田
付
井
場
本

武

数　男

龍　雄

，pLI、　　1台

祖　順

1⊥こ乏こ貞1～

　　　　IE

喜　廣

武　k一

正　　jl

輝　k
　　　勉

恒　靖

　　　博

380

930

503

424

47001

604

5
2
0
3
5
2
】
7
6
0
6
6
5
1
4
1
4
3
6
5

4
5
9
9
0
2
0
0
7
4
4
3
0
3
9
0
2
9
9
3

5
6
7
8
1
2
6
1
1
6
5
0
8
1
1
1
5
5
3
5

｝乏肇予ll∫糸蓑田∫1107

富lllll巨1書」メし通1－3－17

11皮’埠．り甲」，人こよ亘1｝∫本μ君」’1－55

静岡県清水市入江1－8・28

愛rkll県日進君rll．岩臨｝岸…’廻1慣1112－854

京都llf中京1々IIUI頁町通：条IL　・1・清水HJI＋359

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窪田し・12F

大阪市阿倍野区1阿倍野筋4－－310

頁ξ肩」り早く≧申パ「li∫∫τ」Ilゴ1ぺこ字申1り」田f1　24

’愛婬県松lh市木屋lll∫2・2－］7

鹿児島県鹿屋市西た丁町6－1

東旗都港区西新橋2－3－2　二．，一栄和ビノL4F

神　川県横浜市港北区富」：塚1－一］｝12

f）｛　Kl‘1「∫南’1ぺ：i…∫祥Pt；i三1害i・｝、出田∫102

東京都港区赤坂7－6－63

東’鼻1　，」斉1‘糸東、髪美51べ：貫月二2－－2－－5

f’11：｝，こ口」itiil「之島716

大阪市東住、ヤ区南｝H辺2－1－－8

一肖’／｛深県・引、肖ill十∫蔵・1：田f3

ぞ畠1出1U甲、二1ヒプL列・111i／k　lp番’rt（1べ：∫｛…倉1　5－31

Ptl　，1（占1≦墨H」IKI】レ：～｛こ3－10－5－801

＊：　」｝〈斉1；出J’　t｛Irb一旦蓄：田j’1－－2－－2　　『森田rビ1／L

車〔sil：者ii千f隻田レく津申LH並吊田∫1－12

滋賀県守山市’ごi：山町561

ノく阪府堺ill　l：野芝町1－2514

長野県伊那lll々a阻エ3312

人：iUv　rtiコ九旦14’～青オ（3　8－31

0262－26－6224

0764－21－3871
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日本学校歯科医会会誌60・61・62・63号索引

　　　　　　　60号

昭和63年度学校歯科保健協議会

　全体会

　　教育過程基準の改善と歯の保健指導

　　　健康教育の推進と学校健康教育課の設置に

　　　ついて（文体学第118号）

　　　1．　健康教育の推進について

　　　2．　学校保健及び学校安全の充実について

　　　3．　学校給食指導の充実について

　　子どもの発達課題からみた歯の保健指導

　　　歯の保健指導の意味するもの

　　　発達課題からみた歯の保健指導

　　「子どもの発達課題に即した指導計画は，ど

　　のように作成したらよいか」

　　　歯の保健指導の目標

　　　歯の保健指導計画作成の際おさえておくべ

　　　き条件

　　　指導計画作成の手順

　　　本校における指導の実践例

　　「子どもにやる気をおこさせる指導はどうあ

　　れはよいか」

　　　本校の概要

　　　歯科保健活動の取組み

　　　具体的な歯科保健活動の取り組み

　　　　歯科保健活動年間指導計画〔資料〕

　　　　う歯処置率の推移〔表〕

　　　　一人平均D．M．　F保有数の推移〔表〕

　　　　中学三年生第2大臼歯のう歯率の推移

　　　　〔表〕

　　「家庭・地域との連携を密に図るための学校

　　保健委員会の運営はどうあればよいか」

　　　本校の概要

　　　家庭地域との連携を図った学校保健委員会

　　　の活動

　　　　学校保健委員会規約〔資料〕

　　　　学校保健委員会運営のしおり〔資料〕

　　「歯の保健指導における学校歯科医の役割」

　　　　歯の保健指導に対する学校歯科医の係わ

　　　　り

■第1分科会■（教員部会）

　　「歯の保健指導を効果的にすすめるための授
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　　業の在り方」

　　　実態の把握

　　　指導計画

　　　　歯の保健指導の基本事項と学年別配当の

　　　　例〔資料〕

　　　指導過程の一「1夫

　　　　問題の発見・原因の追及・問題解決の方

　　　　法・実践化

　　　計画的指導は変容への糸口

　　「そしゃくの意義と食生活に関する指導」

　　　三つのトピックス

　　　　永久歯の萌出時期〔表〕

　　　　平均寿命の各国比較〔表〕

　　　そしゃくの意義と機能発達の過程

　　　食生活の指導

　　「歯のみがき方と指導の実際」

　　　歯みがきはめんどうくさい

　　　歯みがきはむし歯や歯周疾患の予防法の一

　　　つ

　　　ムシ歯の原因をさぐる……学術映画の内容

　　　きみの歯ぼくの歯きれいな歯……実践曄画

　　　「みがいている」と「みがけている」のち

　　　がい……実習

　　　「磨く」と「ブラッシング」のちがい……

　　　実習

■第2分科会■（学校歯科医部会）

　　「学校における歯の保健指導と学校歯科医」

　　　むし歯予防推進指定校の研究活動とその成

　　　果

　　　　学校歯科保健活動の領域と内容〔表〕

　　　　歯の保健指導の目標と内容〔表〕

　　　　小学校における歯科の保健指導全体像

　　　　〔表〕

　　　学校歯科保健活動の理解

　　　歯の保健指導における学校歯科医の役割

　　　　歯科保健教育における学校歯科医の役割

　　　　〔表〕

　　「歯・［腔の健康診断とその指導」

　　　児童・生徒等の歯科疾患の罹患状況

　　　学校における歯・口腔の健康診断

　　　COとGOについて
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　　歯科疾患の発生，進行と学校歯科保健教育

　　要観察老の取扱い一指導と観察，再診査

　　　年齢別う歯有病者率（厚生省）　〔表、

　　　年齢別DMFT指数（厚生省）　「表〕

　　　｛t：度別う歯の被患率，その他の歯疾，ll腔

　　　の疾病・異常のある者の率（文部省）〔表〕

　　　年度別12歳児のDMFT指数（文部省）

　　　俵〕

　　　年齢階級別歯周疾患の罹患状況

　　　（厚生省）　〔表〕

　　　年齢別部位別歯周疾患擢患状況〔表〕

　　　（昭和56年歯科疾患実態調査）

　「学校歯科保健による個別指導」

　　学校保健・学校歯科保健・歯科保健指導

　　学校保健関係者・学校歯科医・学校歯科医

　　の職務・Gtt，口腔の健康診断・健康帽談

　　で固Sl甘旨導

むし歯予防推進指定校協議会

　むし歯r防招進指定校実施要項

　第5次むし歯］”防推進指定校・覧

　「むし歯予防推進指定校の運営について」

　　第5次むし歯予防推進指定校について

　　むし歯予防推進指定校の今「｛的意義について

　　運営に当たって基本的に配慮すべき事柄につ

　　いて

　　学校歯科医の活動

　「むし歯予防推進指定校に期待する」

　　2000年の歯丁’1保健目標

　　　2000年における歯科f9？：fe・目標〔表〕

　　　　　WHO／FDI

　　むし歯予防推進指定校のね　IL，い

　　歯の保健指導をライフサイ〃・しで生かす

　「家娩及び地域社会との連携を図1）進んでtsし

　歯予防に取り組む子どもの育成」

　　地域の特性及び本校の概要と実態

　　むし歯予防の研究を推進するにあたって

　　研究の実践

　　研究の成果

　　今後の課題

　　　むし歯発生率（永久歯）比較〔表〕

　　　むし歯発生者数と治療名数（永久歯）

　　　〔表〕

　「歯の健康を自ら考え，主体的に取り組む子ど

　もの育成」
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　　研究主題

　　†題設定の理由

　　　研究推進全体構想「表〕

　　　具体的研究構想r表〕

　　　研究組織〔表、

　　　う歯の罹患率・処置率〔表〕

　　　歯7人力1き’‘だ態貢周陛　〔？1〕

　　　歯のf呆健オ旨導主題　唾覧表　〔表〕

　　　1単位時間の指導，2分の1単位時間の指

　　　導俵〕

　　研究の基本方tr　l

　　具体的研究構想

　　研究組織

　　児竜の実態

　　研究の実態

　　公開授業一覧「表〕

向井喜男先生の足あとを追う

　［本連合歯科医師会の衛生普及活動

　欧米の学校歯科施設の視察E紹介

　学章のら蝕についての2つの大きな調査報告

　学校歯科保健アノしベムNo。2

　社団法人日本学校歯科医会jJnwa団体名簿

　（昭和63年11月）

　社団法ノ、日本学校歯科医会役員名簿

　（昭和62年12月）

　　　　　　　61号

昭和63年図画・ボスt・一応募者一一覧

第53回全国学校歯科保健研究大会開催予報

第52回全国学校歯科保健研究大会

第27回全日本よい歯の学校表彰校

　文部大臣賞受賞校プロフィー　・L

　シン∫ドジウム

　　発達段階に即Lた学校歯科保健指導をすすめ

　　うために

　　　学校に†層する歯の保健指導

　　　歯科の㍍場から見た発達段階

　　了供の発達段階からみた歯科保健指導の目標

　　　学校における教育目標と歯科保健指導の位

　　　置づけ

　　　歯科保健指導の目標達成のために心がけて

　　　おかなければならない事項

　　　歯科保健指導の目標ならびに指導内容と歯

　　　科からみた発達課題
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　学校における歯科保健指導の指導計画

　　歯の保健指導の全体、，卜画

　　歯の保健指導の年間指導計画

　健康な体づくりに進んてとりくむ子どll，の育

　成

　　研究の概要

　　　研究組織〔表〕

　　　学年別問題別部会〔表〕

　　　学校保健委員会〔表〕

　　研究の実践（∫・どもの変容を4、とめて）

　　研究のまとめ

　学校歯科保健指導の推進に果たす学校歯科医

　の役割

　　八戸市学校歯科医会の組織

　　組織活動の実際

　　　発達段階に即Lた歯科保健指導の進め方

　　　〔表〕

記念講演「古代食を考える」

　　　「よく噛む」8大効用

幼稚園・小学校部会

　幼稚園・小学校におむる歯科保健指導の実践

　　幼稚園における歯科保健指導計画の指導の

　　進め方につL・て

　　　発達段階からみた日の中の様子と歯磨ぎ

　　　のポイント「表〕

　　小学校における歯科保健指導の指導計画L

　　指導の進め方

　幼稚園における歯科保健指導のすすめ方

　　歯科保健指導計画

　　　3歳未満児の歯科保健指導計画「表〕

　　　3歳以．E児の歯科保健指導計画「表〕

　　実践のいろいろ

　　　フッ素塗布開始後1～3年下顎DEの罹

　　　患率〔表〕

　　　〔歯みがきソ∫ム〕使用後の咬合力〔表〕

　自ら進んで良い歯をつくる長者っ子の育成

　　研究の概要

　　　研究の組織〔表〕

　　研究の内容

　　　歯の保健指導内容・覧表〔表〕

　　歯科保健指導の実際

　　　内面化を図るための実践

　　　習慣化を図るための実践

　　　環境整備を図るための実践
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　　　　おやっのとり方を考えよう〔表〕

　　　　話し合いでまとめられたこと〔表〕

　　　　むし歯治療100％をめざそう〔表〕

　　　　話し合いで主とめら，hたこと「表〕

　　指導の成柴

　　　自分の歯や口の中の健康）IJこ熊存知り，自

　　　ら進んて検診や冶療を受けることができ

　　　る「表〕

　　　歯t；1’）4尺寛頃をこイ†っノ五正Lし・・フ入力㍊ヤノ∫5ひらカ～

　　　いのしかたを知り，常に歯やllの中を清

　　　潔に保つことができる〔表〕

　　　むし歯の原因をケ1；り，むし歯にならない

　　　ようなおやつを一［1夫してとったり，健康

　　　な歯のためにパフソスのとれた食事をす

　　　ることができる〔表〕

　　　評価実施計画「表〕

　　　評価の結果「表〕

　　　染め出し検査の結果1表〕

　　　永久歯のう歯保有状況「表［

　　　永久歯う歯罹患状況「表／

　　　6歳児・12歳児DMFT指数の変化

　　　し表〕

　　今後の課題

　自ら学び「生きるJJ」を育てろ歯科保健活動

　　歯みがき指導の変捲

　　　歯の検査結果から〔表」

　　　保健に関する意識調査結果から〔表〕

　　　間食調査結果から［表1

　　地域との連携

　　　1人平均う歯未処置歯数の雄移〔表〕

　　出＊i島小学校・歯科保健教育活動の成果

　幼稚園，小学校における歯科保健指導の実践

　に当たって（助言）

　　これからの教育で何が重要なのか

　　歯科保健指導はなぜ重要なのか

　　歯科保健指導の本質はf・・∫か

　　子供は，どんな課題をかかえているのだろ

　　う

　　子供達が自分のこととして共感し，よしや

　　ろうという意欲をかきたてる指導の工夫を

　　よい授業には，よい資料の活用が不可欠で

　　ある

中学校部会

　中学校における歯科保健指導の実践
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　中学校における歯科保健指導の目標

　歯科保健指導の実践

宮城県及び大郷町における園科保健指導の実

践

　宮城県にt5ける学校歯科保健の取り組み

　宮城県大郷町における歯科保健活動

　　妊婦，幼児定期歯科検診と予防教育ソス

　　テム〔表〕

　　園，小，中学生の治療とf防教育システ

　　ム〔表〕

　　大郷町移動健康相談及び寝たきり老人へ

　　の訪問歯科治療，指導〔表〕

　　大郷町総合検診の内容〔表〕

　　3歳児健診結果の推移〔表〕

　　大郷町，小・中学生のむし歯数の変化

　　〔表〕

　　幼稚園，小・中学校の健診結果の推移

　　〔表〕

豊かな心を育てる

　学区・学校の概要

　　明星中学校経営方釧

　　　教育目標〔表〕

　　基本的な姿勢

　　　大郷町むし歯啓発推進事業具体的目標

　　　〔表〕

　　　学校運営機構〔表〕

　　　週行事の巾での位置づけL表〕

　　　週時程表とその中での位置づけ〔表〕

　　実施計画

　　　長期計画〔表〕

　　　具体的活動内容L表」

　　明星中学校の歯科保健に関する特微的な

　　活動

　　その他の主な活動

　　研究実践の結果

　　　むし歯罹患老率の年度別変化（永久歯）

　　　〔表〕

　　　むし歯処置率の年度別変化〔表〕

　　　・一一一人平均むし歯数・一一・人平均未処置数

　　　し表〕

　　　アンケート結果

　　実践の結果から言えること

　　今後の課題

歯みがき運動を通して，健康な体づくりをめ
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ざす生徒を育てる　　　　　　　　　　　　91

　学校の概要

　研究の概要

　　研究のねらい〔表1　　　　　　　　　　92

　　研究仮説〔表」

　　研究内容〔表〕

　　研究の方法〔表」　　　　　　　　　　　93

　　研究組織および内容〔表〕　　　　　　　94

　　研究の経過〔表〕　　　　　　　　　　95

　　領域別経過　　　　　　　　　　　　　96

　　　アンケートの内容［表〕

　　学級別永久歯治療状況〔表〕　　　　　　99

　　学級別永久歯治療状況〔表〕

　　歯肉炎の年度別推移〔表〕　　　　　　　100

　反省と課題

県内，中学生のむし歯の実態と保健活動調査

に関する分析並びに対策　　　　　　　　　102

　調査のねらい

　調査対象と調査方法　　　　　　　　　　　103

　調査結果とその分析

　　調査対象校〔表〕

　　一人平均DMF保有数の年次推移〔表〕　104

　　う歯処置率の年次推移〔表〕

　　中学校学年別・人平均DMF保有数の比

　　較〔表〕　　　　　　　　　　　　　105

　　中学校学年別むし歯処置歯率の比較

　　〔表〕

　　中学校学年別一一i人平均DMF保有数の比

　　較〔表〕

　　中学校学年別むし歯処置歯率の比較〔表〕

　　中学校第3学年第2大臼歯のむし歯率の

　　比較〔表〕　　　　　　　　　　　　　106

　　教育事務所管内別比較状況〔表〕

　　教育事務所管内項目別比較状況〔表〕

　　校舎内蛇口1個に対する生徒数〔表〕　　107

　　校舎内蛇口1個に対する生徒数と中学3

　　年生第2大臼歯のむし歯率〔表〕

　　学年別昼食後の歯みがき，ぶくぶくうが

　　いの実施校の比較〔表〕　　　　　　　　108

　　学年別昼食後の歯みがき，ぶくぶくうが

　　いの実施状況〔表〕

　　昼食後の歯みがき，ぶくぶくうがいの実

　　施の有無と一人平均DMF保有数〔表〕　109
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学校教育目標とその共体化
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編集後記

◆1岐阜・bでll蹴ξ」沈第51川掴学校歯科保健研究絵から，「これまての成果をふまえ．小学校を

中心に展開されてきた協議を更に発展させ，幼稚園・中学校及び高等学校にも焦点を合わせた幼児・児

童・生徒の心身の発達段階に即した研究協議を行うことによって，より一貫した指導のあり方，進め方

を志向し，心豊かでたくましい国民の育成に寄与する」ために，新たに高校部会としての別個の研究協

議がすすめられている。そして，これを機に主題も「学校歯科保健の管埋と指導の調和」から「学校歯

科保健の包括化」に改められた。

◆　史に，平成2年10月広島で開催される第54回全国大会から，はじめて幼稚園部会が新設され，独立

した部会としての研究協議が計画されている。これは，各部会が相互に連携を持ら手をたずさえ研修と

実践を重ね，歯科保健の課題の克服は勿論『心豊かでたくましく生きる人開の育成』という教育課題の

克服に貢献するための一連の措置と考えられる。

◆　毎年全国各地で開1崔される保健大会は，口本に於ける学校歯科保健推進のための核であり，その意

味で基本的には全会員が参加することが望ましい。しかし会場の問題だけを考えて4，物理的に不可能で

ある。従って各種大会で研究協議あるいは発表された内容を整理し，その年度における学校歯科保健の

流れをふくめ・全国の会員にお知らせし日常の歯科保健活動の資料として活川していただきたいという

のが，この会誌の持つ口的の一・つでもあります。その為の資料を選択しやすいように，会誌55写から過

去に発行さ淑た4巻ことに細日の日次をつけました。

◆　今年度も平成2年9月26目から3口問平成2年度むし歯予防推遣指定校協議会・’F成2｛卜度学校歯

科保健研究協議会が一f・葉県で，また第54回全国学校歯科保健研究大会が10月19日から二1」間広島県で開

催されます。その内容は会誌に掲載されますが，是非時間を作っていただいて，大会の生の雰囲気を肌

で感じて戴ければ有難いと思います。出来るだけ多くの会員の参加をお待ちしながら，編集後記と致し

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（梶取）
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